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まえがき
ホジ ュ ン族は､ 中国少数民族のうち最も人口 の少ない 民族であり､ 中国黒龍江省の松花
江下流､ ア ム ー ル 川の南側､ ウス リ ー 川の西側に住んで い る ｡ 昔は､ 漁業と狩猟採集で暮
らして い た ｡ ホジ ェ ン語は文字を持たず､ 口頭伝承によ っ てイ マ カン等が伝えられて きた｡
ゆえに､ この民族は豊かな 口承文芸を有して い る ｡
ホジ ェ ン族の 口承文芸には､ イ マ カン､ クル ンク､ シ ョ フ リ､ ジアリンクの 4 種類があ
る｡ イ マ カンは､ 語りに謡を織り交ぜて語られ る物語であり､ 内容が最も豊富か つ複雑で､
民族特色が濃く､ 多くの 人がそれを聞い て楽 しんで いた ｡ 一 つ のイマ カン を語り謡うのに
10 - 20数時間が かか る .
イ マ カ ンは､ モ ルゲ ン (英雄) やア ジ エ ン (首領)が ､ コ リ (神鷹) に変身する女性に
助けられて ､ 敵や仇を討つ 英雄の物語が主となる叙事詩で ある ｡ 他には狐仙の物語､ シャ
ー マ ンの物語を語るイ マ カ ンもある ｡ これらはホジ ュ ン族の特色ある芸術として現在まで
伝 えられて い た ｡
イ マ カンは､ 狩や漁で 露営したとき謡われ るだけでなく､ 村で仕事が少ない 冬の夜､ ま
たは冠婚葬祭の時などに歌われ る ｡ 場所は 一 般に漁場の網置き場や狩猟の野営地や , 採集
に出かけた野営地 である ｡ 夏は庭で､ 冬は室内の暖かい オンドル の上で語り謡われ る土と
が多い ｡
タル ンクは伝説､ シ ョ フ リは神話と童話､ ジア リ ンクは民謡である c しかしながら､ 現
在で は､ 中国の漢語教育の普及と経済基盤の 変化の ため､ ホジ ェ ン語は忘れ去 られ､ 口承
文芸も次第に消滅 しつ つ ある ｡
1991年の調査に よると､ 漢語が主に使われて い るため､ ホジ ェ ン語を話せ る者が極わず
かになり､ 年齢は 50才以上であっ た [徐昌翰､ 黄任遠 ].991 :11]. 2000年夏､ 筆者はホ
ジ ェ ン族が住む町 と村 8 箇所を訪問して ､ 多くのホジ ェ ン人に会い ､ 現地調査では､ ホジ
ェ ン語をある程度話せ る人 19人に会うこ とが出来た｡ その人遵の年齢は既 に 60歳以上で
ある｡ その中で シ ョ フ リを語るこ とが出来る人は 1人で ､ イ マ カンを語り謡える人は ハ ル
ビン在住の 尤金良だけで あ っ た｡
したが っ て ､ ホ ジ ェ ン族の 口承文芸も消え去ろうとして い る ｡ 民族の言葉が失われれば､
その民族性も失われかね ない ｡ その ために ､ 本研究は､ こ の 口承文芸をホジ ェ ン語のまま､
後世に残すことを目的として 記録し､ 消え つ つ ある優い る文化を残したい ｡ l
193 0年代から今日まで に採録されたイ マ カ ンは､ 34篇で ､ それらは漢語に翻訳されて い
る ｡ 1930年代 に凌純声氏 ､ 1980年代 には､ 尤志賢氏､ 安俊氏 によるホジ ェ ン語に関する著
書が発表されて い るが､ ホジ ェ ン語に文字がない ため､ 表記法や文法に多くの 問題があり､
現在でも表記法は確立されてい ない ｡ また国際音声字母やピ ンイ ンを用い て ホジ ェ ン語を
表記したイ マ カ ンは､ ｢ア ントウ ･ モル ゲ ン+､ ｢シ ャ ンソ ･ モ ルゲン+､ ｢マ ンドゥ ･ モ ルゲ
ン+､ ｢シヤル ン ｡ モ ルゲン+ の 4篇と ｢シ ルダル ･ モ ル ゲン+､ ｢ム ドゥリ ･ モ ルゲン+､ ｢ム
ゾリ ン ･ モ ルゲン+ の 断片3篇である ｡
本論で は､ イ マ カンをホジ ュ ン語で記鼓して 後世に残すことを目的として ､ 以下の よう
な手順を席んだ o
① 過去 1 0年間に私が収集した資料を基に､ こ の 3年間にホジ ェ ン族が居住して い る地
域で幅広く実地調査を行い ､ 長篇イ マ カン 2篇､ タル ンクとシ ョ フ リを計8篇､ 大
量のホ ジ ェ ン語単語を録音する こ とが出来た｡
② ホジ ェ ン語の音声は､ 定 ま っ た表記がない ため､ まず表記法を検討し､ 適切な表記
を決定 した ｡ また文法も胡確に､ 決定されて い ない ため､ 出来るだけ文法の現地調
査 をお こ な っ た｡
③ それに基づ い て ､ 長篇イマ カン ｢シタ ｡ モ ルゲ ン+ のテ キス ト化を完成させ ､ 注釈
を付 した ｡
④ こ のイ マ カンに現れるホ ジ ェ ン族の伝統的精神世界に考察を加えた｡
本論文は､ 以下 の 3部で構成されて い る ｡
第 1部で は､ ホ ジ ェ ン族の文化 と口承文芸に つ い て述 べ る ｡
第2部で は､ イ マ カンのテ キス ト化に つ い て述 べ る ｡
ホ ジ ェ ン語を音として記録する ことは､ 勿論で あ るが ､ 文字に よる記録が重要である ｡
こ の ため､一国際音声字母 に よる表記の長所短所 を調べ ､ ･ ←最適表記法を提案した｡ これを用
い てイ マ カ ンの テ キス トを作成する ｡ 動詞 の語尾や名詞 の接尾辞な どの文法的解析も必要
で あり､ そ の ため に文法の現地調査 をお こ ない ､ 簡単な文法規則 を確定し､ 単語の特定を
行 い ､ 表記準を定 めた o これに より､ 採録 したイ マ カン ｢シタ ･ モ ル ゲン+ の テキス ト化
を完成させた ｡ また内容に関す る注釈も併せて つ けた｡
第 3部で は､ ｢シタ ･ モル グ ン+ に現れる ホジ ェ ン族の精神世界に つ い て考察した｡
こ こで は ､ ホジ ェ ン族の生酒における信仰､･シ ャ ー マ ニ ズム ､ シ ャ ー マ ンの病気治療と
魂を取り返す儀式､ 女主人公 が神鷹コ リになり活躍するイ マ カ ンの描写､ ホジ ェ ン族の魂
に対する解釈 ､ 神樹の信仰をイ マ カ ンの中から抜き出 し論じる ｡ こ の結果 ､ イ マ カ ンは､
シ ャ ー マ ニ ズ ムを諒歌し､ ホジ ュ ン族の生酒文化および精神世界を表現して い る 口承文芸
で ある こ とを確認した ｡
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ホ ジ ェ ン族の文化と口承文芸
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第1章 ホ ジ ェ ン族の民族誌
築1紫 民族と言語
ロJtL＼
民族
ホジ ェ ン (藤哲)族妓､ 中国異能江省ア ム ー ル川 ､ 松花江､ ウスリ - 川の 三 つ 川が会読
する鴻域に住み ､ 中国で は人 口が最も少ない 民族である【前真の地図参照】o
打
ホジ ェ ン
刀
は
"
下流
”
または
` `東方” の意味で ､ ホジ ュ ン族が居住する地域名で呼ばれ､
居住する区域によ っ て 違う呼び名を持つ o 富錦県大屯地区で は
打
ナベ n､ 大屯下流から勤
得利地区で は
`サ ニ オ ”､ 入金下流からウス リ ー 江流域では自称
托ナ - ナイ 如 である . この
三 つ の呼び名はい ずれも､
”
現地人
”
､
E`
士族人
''
の意味で ある ｡ 〔易名施 1981:473- 608〕
『清実録』 に､ r使犬路+(1616年 9月 29日)､ ｢使犬部落+(1633年7月 29日) が初めて
出て きて い る o また､ r使犬部のガイテ ン村の償格 (セ ンガ) が さ0 人弓櫓連れ来朝し+令
の皮を献上 した+(1638年 1月 8日) と記述されて い る o 轟哲 (ホジ ェ ン) 娃 ､ 康緊 1663
年5 月 1 日に初めて 出て くる ｡ ホジ ェ ン族は､ 時代に よりい ろい ろな呼 び方があり､ その
時代と呼 び方をまとめて下表に示す【化雨 1991:1･8] 0
時代 ホジ ェ ン族の呼び名
初期 古東夷､ 東夷
先秦 粛慎､ 穫慎
漠魂 抱姿
南北額 勿書
惰唐 妹掲
遼朝 生女真､ 五園部
金額 フこ的汝
元朝 丁C的苛
明朝 野人女真
清朝 使犬添､ 赫菅
その他 寓集部､■ 魚皮怒
1
ホジ ェ ン族とい う名称は､ 凌純声が 198 4年に出版した著書で用い て以来､ 広く使われる
ようにな っ た ｡
ホジ ェ ン族の由来は､ ツ ン グ ー ス民族の 由来と深く関わ っ て いる o 遠い 祖先は十世紀前
にア ム ー ル川 ､ 総花江､ ウス リ ー 川 ヘ 南下 したとき､ キ レル人や現地の フ ヤ カ人､ そ して
一 部の ハ イ (El本の アイ ヌ) と混血し､ さらに南下 して ヅ ング - ス人と融和 し､ 現在のホ
ジニ ン族の母体を形成した o その母体娃下記の 22 の 小さい 氏族によ っ て 構成されて い る
【《藤哲族簡史》編 1984･:15･ 27] ｡
5
1 奇傍(キ レ ン)
2 轍葛富永(サマ ジル)
3 徐墨粒葡(ツモ ラ レ)
4 鳥第堪(ウデカン)
5 韓日迭奇(ビル ダチ)
6 加克素鹿(ジア カス ル)
7 尤噂敏暗(ユ カミカ)
8 珠格(ゾカ)
9 韓格ホ(ゾガ)i,)
10 阿勘楚曝(ア レソ カ)
11多秦(ドチ ン)
12郵苧曝(エ ニ ンカ)
13項即嘱(ガジラ)
14 阿克坦克(ア カタカ)
15準例衛克(ビラメカ)
16鳥乱粒(ウザラ)
17貯木魯(ス モ ル)
18 声日勤(ルリ レ)
19博特喰(フタ ハ)
20董抗(ドンカン)
21 葛以克日(ガイ カル)
22赫哲(へ ジン)
現在の ホジ ェ ン族はツ ング ー ス 満州族の 一 部で あり､ 他の ツ ング ー ス満州諸民族､ モ ン
ゴ ル族､ 漢民族と融合して 形成された と考えられ る ｡ ホジ ェ ン族の人 口の推移を下表 に示
す｡ 1876､ 1897､ 1915､ 1922年に天然痘が流行し､ 1927､ 194 1年にチフ スが流行したた
め ､ 人口が激減した 【《赫菅族簡史》編 1984:47･ 48] 【徐 昌翰､ 黄任遠1991:
･3] 0
年 人口
康照年間 約 1?,000人
1662 - 1722年
1856年 約5,016人
1911年 約1,600人
･ 19.3 0年
■ 約 1i軍00人
1945年 ･･絢300
/
A
1953年 約500人
1964年 約718人
1982年 約1,489人
1990年 約 4,245人
現在､ ホジ ェ ン族は主に黒龍江省の 同江市の 八盆 (ア ム ー ル川南岸)､ 街津口民族郷 (ア
ム ー ル川南岸) お よび焼河県四排民族郷 (ウス リ ー 川 西岸)､ 佳木斯市郊外の敷其､ また少
数の人々が流通 (ア ム ー ル川南岸)､ 依童 (松花江流域)､ 妥浜 ( 松花江流域)､ 富錦 (松花
江流域)､ 梓川 ( 松花江流域)､ 宝清県 (擁力河流域) などに住んで い る ｡ その他､ 佳木斯
市 ､ ハ ル ビ ン､ 長春､ 北京､ 新彊などに も ー 部の ホジ ェ ン族が住んで い る o 彼らが住む三
江 の流域は､ 魚が よく捕れ ､ 自然の豊かな漁場と森林 に恵まれて い る 0
20世紀初頭､ 水ジ ェ ン族は氏族 ･ 部落単位で漁業を行 っ て い た｡ 古 い民族名称の起源は､
居住地の名や崇拝して い たト ー テ ム に よる ｡ 現在ホジ ェ ン族の氏名は､ も と民族名の最初
の 音を漢字に変えたもの で ､ 尤､ 芹 ､膚 ､ 峯､何 ､実 ､ 童､ 葛､ 声､ 陣､ 胡 ､野 ､ 弥､ 黄､ 柊 ､赴等があ
り､ そ の由来と意味を以下 の表 に示す 【《赫哲族簡史》編 1984:45･46] 0
現在姓 元の 姓 意味
尤 尤克熱(ユカレ) 柄の長い 木杓
罪 弄傍(キレン) 民族名
博 博特瞭(フタハ)1 柳の 一 種
卑 単粒迭克(ビラダカ) 民族名.
何 単粒迭克(ビラダカ) ビラは河の意味
LL何”は､ カ 河” の 同音
臭 臭定克(ウデカ) 川の名前
鳥乱粒(ウザラ) 民族名
董 董抗(ドンカ ン) 地名
葛 葛孟克勧(ガジカレ) 舌民族名
J5 J5火如(ル ホル) 古民族名
随 随火如(ル ホル) 古民族名
潤 葛林乍(マリンカ) 虎神
節 野穣魯(ス モ ル) 一 本の角の電
剥＼ 弥木克(シ ュ ン モカ) ⊥ 本の角の竜
黄 赤帽(スヤン) 黄色
俸 鎗温克(ゲウンカ) 鍋
誰 勝仁大人(ザン羊ンダイジン) 役名
起 喰普部(ハ ボド) 元の姓と現在姓関連なし
% S
にコ t)tコ
ホジ ェ ン語は ､ ア ルタイ語 ツン グ ー ス満州詩語中の南ツング ー ス語系列に属 し､ その中
にホ ジェ ン語､ ナ - ナイ語､ ウリチ語(鳥利奇)､ オロ ツ コ 語 (奥夢克)､ ウデゲ語(鳥徳義)､
オ ロ チ語(奥夢奇)､ ウイタ語(鳥依葡塔)な どが含まれる ｡ ホジ ェ ン語の発音､ 単語､ 文法な
どに ､ 満州語､ シ ベ 語､ エ ヴ ェ ン キ語､ オロ チ エ ン語などと似て い るとこ ろが多く､ とも
に勝者語に属する ｡ 長い 間の他民族との交流で ､ ホジ ェ ン語は満州語と漢語な ど他の言語
の影響を受け､ 多くの外来語を容して い る 【尤志賢､ 借方金1987: まえがき]｡
民族内部で も､ 居住地の違い によ っ て ､ 三種類の方言がある o 投花江の上流から富錦まで
は 一 つ の方言地域で あり､ 同江から勤得利まで は
"
キレ ン (奇轍)
D
方言を使うo 八盆から
ア ム ー ル川下流とウス リ - 川流域では
"
ホジ ェ ン (赫素)〃 方言を使うo
ホ ジ ェ ン語に は､ 文字がない ｡ 清代 にホ ジ ェ ン族の有力者通がロ シ ア語と満州語を勉強
し､ その後 一 部の人が日本語と漢文を勉強した o 1950年代以降､ ホジ ュ ン族の子供が学校
に い けるように なり､ 授業が漢語で行われて い た｡ 漢語が普及するに つ れて ､ ホジ ェ ン語
は使われなくなり､ 一 部の老人の間のみで使用 されるようにな っ た .
ホジ ェ ン語の先行の研究は､ 下記の 5つ が挙げられる｡
7
著者 書籍 ･ 雑誌 出版 年
凌純声 桧花江下溝的赫哲族 南京中央研究所 193 4年
安俊 赫哲語簡志 民族出版社 1986年8月
元志賢､ 借万金 簡明赫哲語漢語対照読本 黒龍江省民族研究所出版 1987年
‾ー
元志賢編集 赫哲族伊璃堪選 黒龍江省民族研究所 1989年
満州語研究 黒龍江省満州語研究所 1987･2000年
最も早くホジ ュ ン語を研究したの は1 930年代の民族学者凌純声である ｡ 彼が中国東北の
松花江下流､ イ ラ ン (依童) からフ ユ ア ン (放逸) まで の地域でホジ ェ ン族の生酒や社会
状況を実地調査し､ 『松花江下溝的赫哲族』 を出版した o その書の中で 50ペ
ー ジを費やし､
ホ ジ ェ ン語発音､ 文法及び単語を記した｡ 収録された単語は､ 主に人物､ 社会､ 飲食､ 服
装､ 建物､ 器､ 漁狩道具､ エ 具､ 武器 ､ 交通 ､ 動物､ 植物､ 鉱物､ 空､ 大地 ､ シャ
ー マ ン
神具､ 時間､ 方位､ 色､ 味覚､ 臭覚､ 性行為､ 数､ 代名詞 ､ 形容詞 ､ 動詞な ど29種類925
語で ある o 単語の発音は､ 漢事と国際音声字母 の両方で記錬され ､ キ レン発音とホジ ェ ン
発音の 2通りが記されて い る ｡
安俊氏 (エ ウ ェ ンキ族) が編著した 『赫哲語簡志』 は､ 凌純声氏以降に おいて ホジ ェ ン
語を研究する重要な記録で あり､ それは 4 牽から成り立 っ て い る o ①発音 :音韻体系 (7
個の単母音､ 1 4個の 二 重母音､ 28個の 子音)､ 発音の変化 ､ 音節構造などを含む ｡ ②単語 :
名詞 ､ 外来語､ 非派生語､ 派生語､ 金成語｡ ③文法: 品詞概説､ 動詞語尾､ 時制､ 名詞接
尾辞､ 受身､.文め構成､ 文の種類な ど｡ ④方言: ホジ ェ ン､ キレ ンニ つ の方言区域に分 け､
方言の音声と轟め相違､ そ して文法の相違など｡ 最後に ､ 単語 953個を付記されて おり､
それらはホジ ェ ン語の研究にと っ て最も基礎的な資料を提供して い る 0
尤志賢､ 借方金の共同著書 『簡明赫哲語漢語対照読本』 はホジ ェ ン族によ っ て書かれた
著書で ､ 譜嚢や例文が豊富である ｡ 発音､ 単語の構成､ 文法､ 語嚢集､ 会話の 5 章に分か
れて い る ｡ 全部で 2633個の単語を収録 し､ 会話文約1000文､ それに 国際音声字母で記述
されたシ ョ フ リ ｢蛤摸 , 耗子和四不像+(蛙 ､ 鼠と鹿)とイ マ カ ン｢ア ントウ ･ モ ル グン ( 安徒
英日根) +の 一 部が載 っ て い る . ホジ ェ ン語の入門書として ばかりで なく､ ホジ ェ ン語資料
の 保存および研究にと っ て非常に価値があ る｡
尤志賢が編集した 『赫哲族伊璃堪選』 は､ ホジ ェ ン語を保存する重要な著作で ある ｡ こ
の書に国際音声字母で記 したイ マ カン｢マ ントウ ･ モ ル ゲン (満都英日根)+､ ｢サ ロ ン ･ モ
ル ゲン (抄倫某日根)+の 二 つ の長篇､ 及びイ マ カン｢ム トリ ･ モ ルゲン+の 一 部､｢モゾリン ･
モ ル ゲン+の
一 部を収録 して い る .
1987年から 1992 年に かけて ､ まで に ､ 尤志賢､ 借方金などが､ 黒龍江省満州語研究所
に 編集された雑誌 『満州語研究』 に 国際音標字母で表記した ｢ア ン トウ ･ モ ルグ ン ( 安徒
菓日根)+､ ｢シ ャ ンソウ ･ モ ルゲン (香里英日根)+､ ｢シル ダル ･ モ ル グン ( 安徒英日根)+
を載せた ｡
以上の著作は皆優れた学術的な価値を持 っ て い る｡ それぞれ､ 異な っ た切 り口からホジ
エ ン語の発音､ 単語､ 文法の基本特徴を捉えて い る ｡ 凌純声は民族学吋立場から､ エ ヴ ェ
ンキ族の安俊は言語学的立場から､ ホジ ェ ン族の尤志賢､ 借方金は､ 文法とイ マ カ ン翻訳
の側面から論じて い る ｡
ホジ ェ ン族は国境を越えて居住する民族で あり､ ロ シ ア国境内の極東地区､ アム ー ル 川下
流の広い地域に約12,000人(1989年現在)が住んでい る o魂地ではナ - ナイ と呼ばれてい るo
第2節 生酒と文化
昔か らホジ ェ ン族は ､ 夏 は魚を取り､ 冬は野生動物を狩 っ て ､ 漁業狩猟を中心とする生
活をして きたo その ため､ 特有の 生汚と文化を形成して い る ｡ 鮮魚､ 干 し魚､ 魚製品や獣
肉を主食とし､ 魚皮や獣皮で作られた服を着て い た｡ 歴代の王朝はホジ ェ ン族に毛皮を献
上させ ､ 清王朝で はさらにチ ョ ウザメ の頭や骨まで献上させた o その後も主な交易品は､
毛皮と魚製品であ っ たが､ 1950年以降廃村経済改革で ､ 漁業の近代化が進 臥 農業技術も
大きく発展した . 一 部の ホジ ュ ン族経済は､ 単 一 漁業経済から多角的な市場経済へ 転換し､
商業､ 林業､ 養殖業､ 旅行業､ 水産品加工 業や海外貿易の経済競争たも加わるようにな っ
た o こ こで は､ 生業､ 衣食住､ 社会､ 精神文化､ 信仰に つ い て述べ る o 生業､ 衣食住､ 社
会に つ い て は ､ 凌純声 『松花江下遊的赫哲ぬ ､ 劉忠波 『赫哲人』､ 野衰祥 『中国赫哲族』
を参考に した｡
1 生業
漁業
漁をする前にアデ レ(adile :魚網)を編 むこ とが､ 重要な労働で あっ たo 昔は､ 野生植物の
皮を剥 い で干 し､ その繊維で 網を編んだ ｡ その他､ 柳の皮や椴の皮な ども使われた｡ 網に
一
っ ける錘は､ 黄色土 と白土で作 っ た｡ その種類には大小の 引き網､･ 定置網､ 袖網､ 掛け網
など各種の網があっ た (写真 1 - 4)0
ホジ ェ ン族は､ ゾプグb
'
obtlgu :鈷やヤス)で魚をつ くの が非常にうまく､ 百発百中である .
ポイ ントは ､ ヤス の投げ方と魚の移動の 波紋を見分ける ことだそうで ある ｡ ホジ ェ ンのヤ
ス は､ 括柄叉 と適柄叉 の 二種類がある ｡ 酒柄叉は､ 平面の三 つ 叉であり､ 山形である｡ 中
間の叉に 2 つ の逆針があり､ 両側の叉 には各1個の逆針がある｡ 錆を投げて大きい 魚に命
中 した隙､ 大きい 魚は振り棒をつ けたまま逃げるが､ それを目当てに追い ､ 魚の力がなく
な っ たの を見て ､ 浅瀬まで引い て 行くか ､ 水面まであげ第二 の錆で魚の後頭部を刺し､ 船
に引きあげる ｡
川には､ チ ョ ウザメがい る o ア ジン ･ イ マ ハ(ajinim a3(a 魚の首領)とよばれて い るo チ
ョ ウザメは 2 種類あり､ ダウリ ･ チ ョ ウザメとシナ ･ チ ョ ウザメで ある ｡ 金代にはホジェ
ン族が朝廷に献上する貴重 品とされてい た｡ 清代になると､ 毎年必ず献上するもので あ っ
た ｡ 乾隆帝がこの魚を熱心 に観察し､ 詩の中で ｢有目線而小康 鱗巨目修湧 如給食戟凍似戴
兜馨+ (一 種は､ 目はあるが小さく､ 鼻が槍の ように垂凱1o 他種は､ 鱗が無く目カS大きく､
頭は兜を被 っ て い るようだ) と表現して い る ｡ 伝説によれば､ 100年前まで はチ ョ ウザメが
非常に多く､ 季節により人がその 背中を踏んで対岸まで行け るほ どで あ っ たとい われて い
る ｡ 捕る道具は､ 錆､ 釣り針､ 網で ある ｡ チ ョ ウザメの卵は､ 日本にも輸出された こ とが
あ っ た ｡
冬は､ 寒くて河 が凍るため､ 大きな錐で穴を開けて ワカサギ を釣り､ 網を氷の下 に入れ
て 魚をとる o キ Hkite)は ､ わかさぎの釣り針であ る (写真 5､ 6)｡ 捕れた魚はすi
h凍 っ て
しまうが､ 薄く切 っ て 凍 っ たまま食べ る こ ともある ｡
狩猟
陰暦の 4月未から5月のは じめはクマ カ(k1 皿 ake :鹿)狩りと鹿角をとる季節であ るo 鹿
を仕留める方法として は､ 大勢で 追い かけて 囲んだり､ 塩をなめに来る場所や鹿道で待ち
伏せ た.り､ 鹿の休憩場 へ そ っ と逝づ い たりして ､ 鹿を撃 つ ｡ 時には鹿笛で 鳴き声をまねて
鹿を誘い 出して 射殺する ｡獲 っ た鹿の肝臓はその場で 取り出し生の まま食 べ る(写真7､ 8)0
鹿の角な どは ､ 漢方薬の原材料で あり､ 現在は捕獲が禁止されて い る ｡
ギウテン也e u血 : ノ ロ 鹿)は､ 主寧狩猟対象で ある o 皮で 衣服､ 布団を作り､ 肉を食 べ
る ｡ 旧暦2月初めから 3月勧 めに､ 昼は雪が融けて ､ 夜間薄氷が張 るため､ 鹿は足をとら
れ早走りがで きなくなり ､ 容易に捕まえる己とがで きる .
ボ 1) ル ク(beril血 :弓央)は､ ホジ ェ ン族の古くからの狩猟道具で ある . 冬の狩りには､
犬そりを使い ､ 獲物の運搬を行 なう (写真9)o 冬､ 猪(mi kte)､ 熊(m afu ke)､ 虎(ta s又e)な
どをとるとき､ ギグ(gida :槍)をつ かう o 槍は古い 狩猟の道具で あり､ 自衛の 武器で もある o
槍の頭は鉄で 作られ ､ 約 30- 4 0cm の菱形で ありぺ 先端は就く尖っ てい る o その根元に 2
- 3m の長い 硬い木で撞り棒 をつ けるo 槍先の直そ後ろに ､ 7,8c m の棒を結び つ け､ 熊､ イ
ノ シ シを刺した とき､ 槍が深く入りす ぎて猟師 に近づ き過ぎるの を防そ. 槍は大小あり､
精霊 に細エ されて い るの もある ｡
サル ミ(se rmi:伏せ考)は､ 琴の機構を利用のわなで ある o 弓は長さ約1m ､ 幅10cm ､ 厚
さ 7cm の板の両端に慈を つ け､ 考の垂直な棒に溝が掘られ､ 矢を載せ る ｡ 弦の中央を引き
金に掛ける｡ 獣がよく通 る所に ､ 細い 縄で弓悼 金を引くようにセ ッ トする (写裏10)｡ も っ
と小さい鼠な どをとる驚の わなも ある｡
セバ(sebe :帝)a)毛皮は高価なので よい収入源となる o 史書で はホジ ェ ン族が
`
優 に魚捕
り
乃 "
冬に詔 を捕る
”
と言われて い るほ どで ある o 清代のホジ ェ ン族は毎年朝廷に瀦 の毛皮
を献上しなければならなか っ た o 貿を捕まえるには､ 網ウク (sebe w u kn) とサルミ が使わ
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れる｡ 狩人 は箱を発見したら､ すそ穴に追い 込み､ 網を入り口に仕掛ける . それから､ 煙
で い ぶり出し､ 網で捕獲する ｡
マ フ カ(m a血ke : 熊)は､ 木q)穴の中で冬眠する o 猟犬が穴の中の熊を見 つ ける と､ 猟人
は二 本の太い棒で 穴の 口を塞ぎ､ 熊を穴か ら出られない ようにする ｡ 猟師は､ 天から出よ
うともがく熊を､ 銃や槍で殺すo 熊の牌は珍 しい 漢方薬こ 照の掌は極上の珍味となり､ 熊
の皮は湿気 を防ぎ､ 冬猟の 山登りのときに雪の上 に敷い て ､ ベ ッ ドとして寝るこ とができ
る ｡
ホジ ェ ン族の 居住地にシ ュ ウチ ェ ン(xieqcen :鷹)が生息して い る ｡ これを ` -海東青
”
と
よび､ 鷹狩に使う ｡ 黒龍江省流通 (フ エ ン) 県の海曹鎮はこ の鷹の 産地である｡ 酒代 の役
人は人を派遣 して 海宋音を捕獲 し､ もし純白色のものが発見されると､ それ を宝として宮
殿で飼育 した [属名超 1982:191･201]｡
ホジ ェ ン族は昔集団で狩猟を して い た . 経験も豊富で ､ 地理 に熟知した年配者がロ T-
マ フ アGode m afa : リ ー ダ ー)に選ばれて い た . リ ー ダ ー は､ 狩猟活動の全て を決定 し､ 猟
師間のもめ ごとも調停する o キヤ レチキ(kialeciki:ス キ ー 板)は､ 冬狩猟用の交通手段で ､
『松花江下渉的赫哲族』 によれば､ 長さ1 86c m ､ 幅13cm の スキ ー 板である. ホジ ェ ン族は
それを穿いて 山や川 などを上 っ たり下 っ たりして ､ 野獣を追いかけた(写真12)｡､ホジ ェ ン
族は犬を飼う こ とが多く､ ト1) キ(tbrki:犬ぞり)は魚､ 薪､ 人を運ぶ冬の重要な交通手段で
あ っ た ｡ ｢使犬部+ ある い は ｢狗国+ と呼ばれた｡ その構造は非常に簡単であるが､ 500斤
の重さに耐えられる という｡ 2匹から9匹の犬 にそりを曳かせ ､ † 日で 100キロ位走る (写
真1 1)o 手紙を運ぶ犬ぞりの駅も整備されて い た o
ウモ ルチ ン如u 皿 eriqen :白樺の皮の船)は､ 木 の骨格に白樺の樹皮を張 っ た舟で ､､長さ約
3 メ ー トル ､ 幅 70c血 ､ 高さ 50cm である . 一 人乗りで ､ 魚捕りや手紙の輸送に使われたo
ホジ ェ ン族の漁猟生産に欠かせな い重要な道具で ある (写実1丸 14) ｡
2 衣食住
住
ホジ ェ ン族の生活は､ 夏は魚を捕るため川岸に住み ､ 冬は寒さを防iLため家を必要とし､
狩に は移動 しや すい 住まい が必要であ っ た . そのため､ 半地下の固定した家と移郵住居の
2種類を用意 しなけ叫まならない ｡
フ ル プ(x t ubt1:半地下の家)は､ 1945年以前にはよく使用され ､ 中国語では､ デイイ ンズ
(地馨子) と呼ばれる . 大きさは家族構成に より異なるが､ 地下 1 メ ー トル位の深さまで長
方形 の穴を掘り､ 中心に柱を垂直に立て る o 頂上 から束西a)地面に向かっ て木 を斜めにわ
たす｡ その 木の根本は､ 掘 っ た穴より6 0セ ンチ位外の地面に置ぐ｡ 奥行きの長さで ､ 大
きさを調節する . 屋根に若衆(茅のようなもの) と草を葺く o その上に5,6寸(一 寸約3.3
セ ンチ) の厚さに泥を塗 る ｡ 南側に入り口 をつ け､ その左右にそれぞれ 1 つ の窓をつ ける ｡
昔は､ 鱗を除い た魚の皮で 窓を粘 っ た｡ 後には紙を貼り､ 魚の油を塗 っ た ｡ 家の後側は､
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屋根の稜線が曲線状である . 中にはオ ン ドルを作るo
- 般には 一 年しか住まず､ 長くて も 2
年 しか使えない ので ､ 翌年の冬にな る前には新しく家を建て る ( 図1､ 写実1 5)0
マ ジアズ(n ajia si)は､ フル ブから発展したもので ､ 地下の部分がない住宅である o 1945
年以降はフ ル ブを使う人が少なくなり､ マ ジア ズや泥レ ンガの家に住むようにな っ た ｡ そ
れがさらに発展して ジ ョ ー6o)になり､ 泥 レンガで作る o (写真 16) 切妻が東西に向き､ 内
部は 2 つ に分かれ､ 西側は寝室､ 東側は台所にする ｡ 玄関は南側にあり､ 入 っ て す(
,台所
で ある ｡ 内部の 北､ 腐 ､ 西側に ､ それぞれオン ドル を設ける ｡ 西の 方角に祖先を祭る ｡ 煙
突は ｢ラハ ビ ア+(据と草) で作られ､J豪の外に設けられ､ オ ン ドル とつ ない でい る (写
真 17､ 図2)o
ア ンク(a血 u) は移動で きるテ ント (仮小屋) で あ る. 円錐形に木を組み､ 革や白樺樹
皮などで覆われたo 覆い に使う素材に より､ 草葺をツ オ ロ ー ･ ア ン ク(c o ru an h)､ 白樺樹
皮をタルコ ン ･ ア ンク(talek un a nlm : 白樺皮テ ント)､ 布をボス ･ ア ンク(bo s11 ank一1 : 布
テ ント)､ 皮をナス ･ ア ンク(na s e ankt1:皮テ ン ト)と呼ぶ . ツ オ ロ ー ･ ア ンクが 一 番多く､
漁と狩猟の時に用 い られ る o ツ オ ロ ー は尖 っ たとい う意味であるo 数多くの丸太で 円錐形
に組み ､ 周 りを紐で結び､ 円錐の 下から順 に 1周づ つ 草を横 臥 紐で 押さえる ｡ これ を天
辺 まで繰り返すo 南側に入り口があり､ 草の暖簾を下 げる o 内部の東西北の三方に木 を地
面に並 べ ､ その上 に草を敷き､ さらに動物の皮と敷き布団を敷く o
クオブル ･ ア ンク(koh ru ank心は､ か まぼこ型 のテ ントで ある o 熟で曲げられた木 の樺
を両側から立て ､ 頂上で縛り丸屋根にする ｡ 横方向に棒を5本から 9本渡し､ 結び､ 強度
を つ ける .大きさは､ 奥行き3m ､ 幅2･2.4m ､ 高さ 1.5･1二8皿 ､ 小さい もの は､奥行き1.8･2.1m ､
幅と高さ 1.2･ 1.5m であ る ｡ 冬狩りに使うテ ントは､ ウ ニ ンタハ と よび ､ 太さ 20 セ ンチ､
長さ 2 メ ー トルの楊樹を寄せ集 め七､ 円錐形に作り､ 板を張る ｡ 尖 っ た頂上は､ 煙突と通
気孔となるo 周囲に土や雪を1メ ー トル半くらい積み､ その後､ 布 を巻く .
家の東側に漁具の収蔵庫タク Htaktu)を作る o 4本 あるい は6本 の柱を支えとし､ 周囲
に丸太で積み上げた地面から3尺高い 小さい 小屋で あ る.｡ 回りの 壁 に柳枝を使用したタ ク
トもある ｡ 小屋の前に 小さい 戸と梯子 があり､ 出入りに使われる (写真18)0
炊飯のかまど 6o rgong)でたい た火の煙が ､ オ ン ドル(nax an)の 中を通り､ オンドル を温
めながら､ 煙突か ら出て い く (図 3)o 小さい家は､ 室内にかま どを作る o 大きな家は､ 台
所にかま どを作る ｡ (写真 19､ 20､ 21) 台所(由ale n)には､ かまどの他 ､ 鍋､ 水がめ､ 木 の
桶､ 椀､ 柄杓な どが置いて ある ｡ 鍋は､ かま どに作り付けてある｡
ホトン&otD ng)は､ 村で ある o 比較的に大きな居住地セある ｡ 回りに土の壁があり､ 東西
南北に門がある ｡ そこに多くの人々 が住み､ 狩猟や商売で生活して い る ｡
食
魚は刺身､ 焼き魚､ 干 し魚に し､ 獣肉は干し肉､ 煮込み などに しセ､ これらを主食とす
る o ララ ･ プダ (1alabuda) は､ 魚肉と魚油を入れた粟粥で ある o 野菜は､ 柳嵩芽､ 山蕨菜､
黄花菜､ 野葱な どの山菜である ｡ 尤金良民の話によると､ 子供の頃､ 香辛料な どはすべ て 山
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で とれ､ 刺身を食 べ るとき､ 辛い ｢山 軌 ､ 酢の代わりの ｢酸求+､ ｢山葱+ などの山菜を
使っ たと言う ｡
ホジ ェ ン族の 日常の主食は､ イ マ ハ (im a xa :負) であるo 彼らは新鮮な魚を食 べ るほか
に､ 魚を加エ し常備食として保存する o 主に春秋にウチクテ (w qc ekte :干し魚) にする o
イ マ ハ ｡ チャケ(in 弧 a C ake :魚卵)を塩で加エ する o 魚肉でタス へ ン(tasxen :デンプ)､
さらにシ ョ ロ ･ イ マ ハ (syoloim axa :焼き魚) などを作る ｡
魚の種類には鰻 ､ 醇 (チ ョ ウザメ科) 風 蛙 僻 央 (コ ク レン) 磨 (シタメ) ,三花五夢 -
娘花 (ヒラウオ) ,卿花 (フ ナ) , 蜜花潜 夢,並 夢,法夢潤 夢周 夢 (これらの 日本語名称は現
在不明で ある .) などがある ｡ タス へ ンの作り方は､ 比較的に太 っ た魚を撰び､ 洗 っ てから
ぶ つ 切りに して煮込 み ､ 骨などを取り出して 肉を砕き､ 冷えた後に妙めるo 中火で妙め､
色が黄色くなり､ 鍋に付かない 程度で完成で ある ｡
冬に漁をする時に よくス ラケ(sllrake :凍 っ た刺身)を食 べ るo その作り方は､ 凍 っ て い る
魚の皮を剥ぎ､ 飽屑の ように､ 薄く切 っ て すそ､ 酢､ 塩と辛油を付けて食べ る . 酒の酔ざ
ま しにも効き､ その 旨さは言葉で表現で きない 程とい う(写真22､23､ 24)｡ タラカ(taleke:
たたき)は､ 新鮮な魚の 血を流した後､ 身を下ろし､ 細かく切り､ 野生の生妻､ 葱と混ぜ ､
唐辛子 ､ 酢と填で 味を つ けて 出来上がりで ある ｡ 非常に美味で､ ホジ ュ ン族が家族や親友
を招待する隙の ご馳走で ある (写真 25､ 26)o その他に､ ラ ブトカ(1apteke .･ 利剣 もある o
山の幸もホジ ェ ン族の 食を豊かに して い る o イ エ ン ヘ テ ･ エ フ エ ン(ie n x占b efung :木の
実の餅)は､ 昔の主食の 一 種で ､ 餅である ｡ 桐李子とい う野生の実 (杏の ような実) は､ 河
の中島の高い木 の上 にな り､ その大きさは大豆くらい で ､ 色は黒で ある ｡ それを卑と粟 と
一 緒に煮込み ､ そして ､ 果肉を砕き､ 丸めて 干 し､ 魚 を漬けた壷にいれ､ 魚油を染み込ま
せ る ｡ そ の味が､ 甘くて おい しい とい う ｡ ア ン ビ (e nもi: 柳音別 は､ 春になると土から芽
が出る 山菜の 一 睡で あり ､ その まま食 べ られ る o 少 し大きくなると､ , これを大量 に採り ､
湯をか けた後に貯蔵 し､ 主食として食べ る ｡
ホジ ェ ン族は漁や狩の とき､ ハ チョ ン(x a cix ung: つり鍋)を使用する o つ る し鍋は､ 鋼製
で ､ 軽くて 丈夫で ある ｡ 一 本の樺を土 に斜めに挿し､ もう 一 本の樺で 支えをつ くり火の上
にかけ る｡ 鍋吊りは､ 木製で ある (写真 27)｡
衣
ホジ ェ ン族の伝統的な衣服は､ 魚皮や毛皮で作られて い る o 魚皮衣は "ウデイ グ ' (翠
真28､ 30､ 31)､ 魚皮靴は
"
ウンタ (sobllgu W unta)” (写実33)､ 魚皮ズボ ンは "ウオ ユ
カイ
”
(写真32)､ ノ ロ 皮 (狗皮) コ ー トはカシキ (kasyiki) (写莫34)､ ノロ 皮帽は キウ
テ ン ･ ナサ ･ ア ウン (gie ucin ?a島e a u ng)(写真34)､ ノロ 皮手袋がカチマ (kacim e) と
呼ばれ るo 1950年代以降､ 伝統的衣服(写真 37)は現代風 に代 っ たo イ マ ハ ･ ソ プグ(im 冬Ⅹa
sobugu : 魚皮)を加エ して服を作る手順は､ まず魚皮を 1故に剥ぎ､ 乾してから鱗を削り､
手 で操んだり木 の樺で 叩 い て ､ 布の ように柔らかくなめす ｡ そ して魚皮を紬長く切 っ て糸
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に したもので ､ 魚皮を縫い合わせ 服を作る ｡ 仕上げには､ あらかじめ魚皮で 作 っ た雲や花
な どの模様を縫い付ける (写真29)D
ホジ ェ ン族は狩猟などの ため､ 野宿する場合が多く､ ギウチン ･ ナサ敏uqin n a 8 e :ノ ロ
鹿の毛皮)の コ ー トと寝袋は必需品で ある o 寝袋は毛の長い 毛皮が使われ､ 袋状にな っ て い
る ｡ 寒い野外で野宿の際､ 火壷燃やし､ 地面にノ ロ鹿の毛皮を敷き､ 寝袋に入 っ て寝る ｡
ホジ ェ ン族が夏にボル(bell :梓川帽子)を被る o 帽子は 円錐型で ､ 日差しや雨などを遮る
こ とがで きる ｡ その縁に雲 ､ 花､ 波の 紋様や鹿､ 魚の模様をつ ける ｡ 年頃の女の子が ､ 軽
くて 素敵な帽子を 一 生懸命作り､ 好きな男の子 へ の贈物にする o
3 社会組織
1950年代以前､ ホジ ェ ン族は同 じ氏族内の結婚が許されず､ 他の氏族から嫁を迎えて い
た o 一 夫 一 妻で ､ 父母が決め る見合い 結婚で あ った o 相手 を選択する基準は ､ 男性は働き
者で ､ 漁や狩の名人で ある こと､ 車性は手芸がで き､､ 聡明で ある ことである ｡ 日の 出は繁
栄の象徴と言い 伝えられて おり､ 婚礼は日の 出から始まる ｡ 新婦は､ 夏は飾りつ けた船に ､
冬は飾り つ けた橿に乗せ られ卑(写真38)o
新婦を乗せ た船や橿が新彪の家に着く･ と､ 新郎方の老人が送 っ て きた新婦の親戚の 人に
酒を三杯捧げる ｡ その後､ 新郎と新婦申ミ天地 の神と祖先に礼をささげる o 式が終了すると､
老人は新婦に祝福の言葉を述 べ る ｡ 結婚式場で酒を三杯飲んだ後､ 村の歌手が 『祝福の歌』
を歌い ､ 新婚夫婦が永遠に結ばれたこ とを碑福する ｡ 式終了後､ 新婦が家の 人全員から祝
福され る ｡ 新郎が豚の頭を食 べ ､ 新婦が豚の尻尾を食 べ ､ 平穏な家庭を願う ｡ 夜､ 新婚夫
婦がうどんを食 べ ､ 永遠に 一 緒に な るこ とを示す o 翌日､ 新婦は朝早起き し､ 新郎の母親
の とこ ろに挨拶に行き､ 庭で嫁入り道具 の斧で薪を切り､ 水を汲み ､ 飯を作る ｡ ホジ ェ ン
族の結婚風俗には､ 子女交換 ､ 略奪婚､ 婿入り､ 少女入籍な どもある ｡ 未亡人の再婚は自
由で あるが､ 死んだ夫の魂を送り､ 喪が明けて からで ある ｡ 1950年代以降, 恋愛が自由に
なり､ 他の民族との結婚も.認められ､ 特に漠犀族とq)結婚が目立 つ ようにな っ た o
物語では､ ホデウ ･ グレ テ(x odiu gelete ･. 婿選VC)の条件は､ 魚を刺すのが上手で ､ 狩猟
の ベ テ ランで あるこ とで あ る ｡ 民族の漁猟生酒との密接な関係から､ 誰よりもの魚を多く
捕り､ 速く船をこぎ､ 早 く竿を削る男を婿にする . タムタケ ン(te mteken : 一 人乗りの船)
は ､ 魚取りや網打ちに使い ､ 輸送 ､ 川渡り にも適 して い る ｡ 村で 結婚式がある時､ これで
飾船を作り､ 花嫁を乗せ ､ 花婿の所に送 る . 飾船は柳枝で ア ー チ型を作り､ 赤い 布と花模
様の布で 覆い ､ その上 に多くの彩り施して さまざまな形に編んだ布を飾る ｡ 出入り口には
暖簾があり､ 布で編んだ 一 つ 大きな花を飾る ｡ 結婚当日､ 花嫁は新しい 花嫁衣裳を身に着
け､ 頭飾りを附け､ 花靴 をはき､ 赤い布を頭からかぶり､ 顔が見られない ようにする ｡ 兄
に抱かれて船まで行き､ 飾り舶に乗る ｡ ギア ムテ ･ ガガbia mte gege :新婦)は ､ 毎朝両親
に挨拶し､ 夜に なるとオ ン ドル を暖める . 昼は水 を担ぎ､ 食事を作り､ 洗濯､ 掃除な ど
一
切 の家事をする ｡ 伝統的な民族習慣では ､ 姑は嫁に色々なの 家事をさせ ､ 嫁の能力を試す｡
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も し器用で あれば､ 隣人 にも褒められ､ 姑にも喜ばれる o さもなければ ､ 嫁姑の関係が悪
くなり､ 嫁が実家に帰され ､ その後もずっ と人 に笑われ る ｡ 昔の習慣に よると､ ウラウエ
ン(m raTlen :嫁)は､ 姑と 一 緒のテ ー ブルで食事をして はい けない 0 年寄りに先に食べさせ ､
その後､ 台所で子供たちと 一 緒に食事する o 自分の ために料理を残して はならない o 夜も
両親を寝かせて から就寝する ｡
昔のホジェ ン族で は､ ア セ ン ･ ニ オ(as e皿 血o :女の人)に多くの規則が定められて いた｡
炊事の神を怒らせ るので ､ かまどに脚を掛けて はい けない ｡ 川の神を怒らせて 不漁になる
ので ､ 地先に座 っ て はい けない ｡ また､ 漁猟の 道具や男の服の上にまたい て もい けない の
も､ それは凶事の前兆だか らで ある ｡ 火の 神を怒らせ るので ､ 火の上を跨い で もい けない ｡
枝に火をつ けるときは枝の根元を持たなければならない ､ 逆に持つ と難産にな るとい われ
て いる o 魚が取れなくな るから､ 妊婦は漁場に行っ て はい けない o 崎彪児が生 まれるので ､
妊婦は魚の頭を切 っ て は い けない 等の ような数多くの規則が決められて い た ｡ フ ァ フ ア
(fafa :叔父)は､ 家族メ ン バ ー の中で ､ 権威が最も高い o
ハ ラ(xala :氏鮒 ム コ ン(m ek un : 家族)は､ 昔ホジ ェ ン族の氏族と象族を管理する内部
組織である o 初めは､ 才能あり､ 威信あり､ 公正で ある人が､ 選挙で ハ ラグ¢ala･da :氏族
長)､ ム コ ンダ(n okt m･ da :家族長)に選ばれた o ハ ラダは氏族内部の生産､ 生括､ 婚姻､ 葬
式等を管理 し､ ム コ ンダは家族内部の こ とを管理 した｡ 初めは､ 選挙によ っ て選ばれたが､
後息子 まで世襲になり､ 最後に統治者が任命するようにな っ たo
ウルゴ ン(t ugo ng:ホ ジ ェ ン族の夏の祭り)は着び の意味を持つ o 三年ごとの七､ 八月8羊二
日間かけて行われる祭りで ある ｡ イ マ カン を語り謡い ､ ジ ャリ ンクを歌う ｡ 白鳥の踊り､
シャ ー マ ン踊 り､ 魚鷹踊 り､ 手鼓踊り､ 口琴な どの伝統的な項目がある o そ れに競技と し
て ､ 草ポ ー ル刺 し､ 弓射､ 船競走､ 木輪まわし､ 重量挙げ､ 網下ろしなどが行われる ｡
4 精神文化
ホ ジ ェ ン族の文芸は非常に豊富で あり､ すべ て 口承により伝えられて きた ｡ 主に神話 ､
語りと謡を織り交ぜたイ マ カン (yim akan : 叙事詩)､ クル ンク (te19ngku ･
一伝説物語)､ シ
ョ フ 1) (syox uh:神話 と童話)､ ジア1)ンク (ja r血ku:民謡) に分類される . イ マ カ ンは ､
語りと謡を織り交ぜた長編の英雄叙事詩で あり､ 英雄モル ゲンが主人公で ､ コ リ神鷹に変
身した妻や姉妹に助けられ､ 敵討ちなどを達成する物語である ｡ 非常に長く､ 数晩かけて ､
語り謡われ る｡ 詳細に つ い て は､ 第2章にの べ る ｡
楽器として はム キンギ(m tlkingi: 口琴)がある . 鉄七外枠を作り､ 真申に細長い鋼の板を
つ け､ 唇の間に挟み ､ 力 強く弾くと､ 口の申で 共鳴し
"
オ ンオン
”
とした音が出てくる o
主に ゆ っ くりと した悲しい音調である (写真39､ 40)｡ ほかに､ 太鼓も挙げられる ｡ その形
は､ シャ ー マ ンに使われる片面の太鼓と同じで ある o
踊りとして シャ ー マ ンの踊り､ 白鳥の踊り､ 草ホ ー ル を刺す踊り､ 魚鷹踊り､ 松明踊りな
どが ある ｡
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絵画の芸術として ､ 岩絵､ 風俗画､ 樺皮絵､ 服装図柄 ､ エ 芸として 樺皮､ 魚皮､ 獣皮､
魚骨による巧妙なエ芸品がある ｡
5 信仰
ホ ジ ュ ン族は､ 昔から川岸に沿 っ て住み ､ 漁業と狩猟で と っ た魚肉と獣肉を主食と して
生酒をし､ 自然を崇拝して い た｡ すべ て の自然界に神霊が溢れ ､ 周りの すベ て の生 き物に
霊魂が宿っ てい ると考えて い る ｡ こ の考えは､ シャ ー マ ニ ズ ム と深くかかわ っ てい る ｡ シ
ャ ー マ ニ ズムに つ い て は､ 弟3部で詳しく述べ る .
(1) 自然崇拝
主 に自然崇拝､ 動植物崇拝､ 神霊崇拝､ 先祖崇拝等は､ シ ャ ー マ ニ ズムと深 い 関わりが
あり､ 民族の精神面や文化に深く影響を与えて い る ｡ エ ン ドリ (enduli自然神) とセ ウン
(se on 動物神) が様様あり､ 下記の例は中の 一 部で ある ｡ 実際の神霊はそ れより遠か に多
く存在してい る [凌純声1934:273･274】【尤志賢 借方金 1987:12 7･ 128]o
天神
地神
日神
月神
風神
雷神
山神
江神
海神
水神
ba enduh
n a endd i
syu nenduh
bia e nd ul i
edin e ndtl i
agdie ndtl i
ta s又e e ndul i
皿 angge endtli
lam e e ndul i
n uke enduli
霊諾 mmaa3ekes e8.enO平
鹿神 kom ake s e on
チ ョウザメ神 Ⅹeiem ula s e on
狼神 nelekise o n
猪神 nikte se o n
馬神 m orl nSeO n
太陽崇拝
ホ ジ ェ ン族の婚礼は､ 日の 出に行われる ｡ 日の出は､ 希望 ･ 幸福 ･ 隆盛の シ ンボルで あ
ると考えられて い る o 男子は太鹿の 子孫で あるという伝説がある o 彼らは生命の 源と して ､
太陽を崇拝した ｡ 昔猟師が祭る神棚に､ 神樹が描かれて おり､ 樹に太陽がぶら下 げて ある｡
神棚に 二 つ の人形を祭 っ て あり､ 猟師の守護神アチ ハ で ある【徐 昌翰､ 黄任遠19 91:4 ､ 55]｡
ア チハ は太陽と深く関係して い るこ とが分かる ｡
月崇拝
月も､ 幸福 ･ 自由の シ ンボル であ る とされて い る ｡ 心に悩み事があるとき､ 月に打ち明
け る ｡ 月は最も美しく＼ 清潔で ､ 女性の実の化身と考えられて い る ｡ 月の神話で は､ 女性
が侮辱に耐え切れず､ 雲に乗 っ て月 に飛んで行 っ たとい う話があ る [凌1934:486】 0
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星崇拝
星座は､ 昔の ホジ ェ ン族が夜間行動する際の 道標であり､ ` `ウシヤクテ wusyakte
”
とい
ラ . 伝承によ っ て ､ 大熊座は鹿を追う猟師と見られ､ 天の川は猟師の はくス キ ー 板とい わ
れて い る｡ また ､ 天の川は､ 漁民が魚を取る川であり､ 北斗星 が魚を干す台であるという
[王土媛､ 属名超､ 責任遠 1986:12] 0
火神業拝
火に関する定めが数多くある ｡ たとえば火を つ ける際､ 頭を下げる ｡ 火を燃やすとき､
枝の根元を手前に もつ ｡ 狩猟の途中火の跡を見たら避けて通る ｡ 炊飯 するとき､ 火に少 し
食 べ 物を入れ る o 尖 っ たもので火を刺して はい けない o ｢火神+ に関する神話に よれば､ あ
る トラマリ ンとい うお じい さんは自分の生命で火の種を守り､ 人類 に光と温暖をもたらし
たとい う 【徐昌翰､ 黄任遠 1991:55] 0
儀式の中で は､ 火神に対する焦が最も多い o 火の中に ､ おじい さんとお婆さんと子供たち
が住んセい る と信 じられて い る o 火神は､ 克郎申の狩りを手伝うので ､ 獅帝は狩に出かけた
ときは､ 一 日三回の食事の前に､ タバ コ と食 べ 物を火 にい れ､ お供えをする o 火神は､
.
土
神に物を送る こ ともで きる ｡
巨石崇拝
英雄の猟師や､ 漁の名人や女性の 英雄は死んた後､ 巨石になると信じられて い るo 例 え
ば ､ 神話伝説 に 『鏡妖石』､ 『ジ ェ ル ･ マ フ ア 』 などがある｡ 昔､ 街津口に住んで い るホジ
エ ン族は病気 にな っ たり ､ 災難にあうと､ ジ ュ ル ･ マ フ ア (石人), に線香をたて ､ 酒肉を
供え､ 額づいて 病の治癒や 掛 1除けのお祈りをする o 街薄口の北 にある
.
コ マ 廟に ､ 男女の
石像が示巳られて い る o 蓮花河とアム ー ル川との 境に､ 河に而して巨大な石が立て られて お
り､ こ の石をホジ ェ ン族は
`-
釣魚台”､ または "鎮妖石” と呼び､ 漁をする度に ､ それに
豊漁を祈願する ｡
河神業拝
毎年漁をする前に ､ 江神と河神に酒を奉げ､ 漁がうまくいくよう にお祈りする ｡ 音､
1
ア
ム ー ル 川の沿岸伊節操(イ ロ ガ)とい う所に ､ 河神自四爺廟があ っ た o 河を通過する船は必ず
こ こに線香をたて ､ 額づ き平安を祈る ｡ 自四爺に つ い て ホジ ェ ン族の漁民に伝えられて き
た伝説がある ｡ 漁師二 人が船で 川に出たとき､ 暴風が吹き､ 船が転覆され､ 二 人は海に投
げだされた｡ が､ 足元が何かに支えられ ､ 二 人が岸に送られた ｡ 振り返 っ て み ると､ 河の
中に大きな手が見えた o 二人は叩こ帰り､ 皆に話すと江神自四爺が現れたのだとい われたo
その後､ 自四爺に参拝する人がますます多くな っ た【黄1992:106】｡
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(2) ト ー テ ム崇拝
ホジ ェ ン族は､ 自分の祖先としてある動物を崇拝して ､ ト ー テ ム を造り､ 氏族 ･ 部落の
シ ン ボルとして いた｡
鷹が特有の神性を与えられて い る ｡ 1930年代､ 凌純声の 『松花江下渉的赫哲族』 の中で
こう善かれて い たo ｢シ ヤ - マ ンの家の西角に ､ 3本の棒の ト ー テ ムが立 っ て い る . 真申の
樺は最も長く､ その上に蛇､ 亀､ 鷹な どの 彫刻が つ い て い る+[凌純声 1934:230]｡ イ マ
カン の中には､ 必ずコ リ (koli:神鷹) が現れ ､ モ ルゲ ン を助ける o コ リは､ 妻や姉妹が変
身したものである ｡
ホジ ェ ン族は､ 自分が魚の子孫とも考える ｡ 昔､ 世 に泥地と海水 しかなか っ た｡ ある日､
天神エ ンドリは裾に海水 を加え､ 据で 人形を作 っ た｡ 雨が降っ て きたので ､ エ ンドリは人
形を大きな魚の 口の中に入れたo 後､ 晴れて ､ エ ン ドリは人形 に日光 を浴び させ ようとし
たが ､ 人形が自分で魚の ロから飛び出し､ 人間に変わ っ た ｡
動物を崇拝して い たこ とが伝承文学の 中にもよく見受け られ る去
例 えば､ 熊が彼らの祖先で あると考えられて い たo 彼らの 口承伝説に よれば ､ 熊と人間の
女性が結婚し新しい ハ ラ (芝 ala :氏族) を産んだり､ 女性が熊に変わり子孫 の狩猟の獲物と
な っ たりしたという【徐昌翰､ 責任遠1991:37】 0
虎は通称 ``山神爺
D で あり､ 虎に対しては多くの規則があり､ 新 しい 狩場に行 っ く時に
は ､ まず "山神爺' ' に祈りを捧げる . 山では大樹の倒れた跡に は座 っ ては い けない と言わ
れて い るが､ それは
` 一山神爺'' が座る場所だから
'
で あ る o 虎を殺す事は禁 じられて い るの
で ､ 虎の足跡を見 たらそれを避けて 通 る o 万 一 自衛の ため に虎を傷 つ けたら､ 後で そ のた
めに謝罪の儀式をしなければならない ｡
また､ 樹に対する信仰もある ｡ 申ジ ェ ン族は､ 森林､ 草木､ 花､ 野菜 ､ 野草､ 特に フ ル
カン 血 ka 皿:神樹)を祭る ｡ 神が樹に住んで い ると考 え､ 樹の幹の皮を剥 ぎ､ 目､ 鼻､ 口 ､
耳 など人の顔を刻み ､ 祈 る o 昔は祭日に神樹に線香を上 げ祈る人が非常に多く､ 一 家の 安
全や子供の安産､ 豊作､ 失せ物探しなどを願 っ た [黄任遠 1992:102]｡
したが っ て ､ いろい ろな動物の像が彫られ､ 神として 祭られて い た 8
(･3)神霊 の崇拝
神霊に対する崇拝は ､ 自然崇拝､ 動植物崇拝から発展されたもの であり､
"
万物に霊が宿
っ て い る
”
と信じられて い る こ とからで ある ｡ 山水な どすべ て に神霊 があるの で ､ 神霊の
同意なしに魚や野獣を捕獲 して はい けな い ｡ したが っ て毎年漁業や狩猟 の前にすべ て の男
性が川に集まり､ 盛大な る儀式を行う ｡ 川に酒を捧げて次の ように祈る ｡ ｢尊敬する神々､
我 々微々たる人々を救い ､ 我々 に無病無災を与え ､ より多くの魚を下さ い ｡+ 祭用の器は､
魚や鳥の形をし､ 酒ヒ食 べ 物を盛り､ 川 に流す o もし食べ 物がす(lに消えれば ､ 神が善ん
だ証拠で あり､ 人々の願 い が叶う ｡ そうでなければ､ 神が供物に興味を示さず､ その年の
漁は少ない ｡ 魚取りの際､ 天候不順のときは､ 1日か2日休んで水神を祭る儀式を行う ｡
18
天神祭は毎年12月 に行われる ｡ 条の儀式では主に天神と繋がる神樹に供物を捧げ､ より
多くの獲物を願う ｡ 祭の期間中､ すべ て の漁猟情動を停止させ ､ 漁猟道具をしまわなけれ
ばならない ｡
また､ 狩猟の成功不成功は､ 土地神が管理する ｡ したが っ て狩猟に出かけ る前に山神を
祭る 以外､ 土地神も祭らなければならない ｡
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第 2章 口承文芸
ホジ ェ ン族の 口承文芸は非常に豊富で あり､ イ マ カン (im akan)､ シ ョ フ リ (syo xuli)､
タル ンク (telengku)､ ジャリ ンク (jarimku) がある . 中でも ､ イ マカンは語りに謡を織
り交ぜ た英雄叙事詩を主として い る ｡ 始めに ､ どの ように研究されてきたかを述べ ､ 次に
今まで収集された 口承文芸の ジャ ンル に つ いて述 べ る ｡
第1節 先行研究
ホジ ェ ン族の 口承文芸の収集整理 につ い ては､ 年代的に ､ 次の三段階に区分出来る ｡
第1期 1930年代は じめ
1930年フ ラ ンス 留学からに帰 っ て来た若い 社会科学博士凌純声は､ 商章孫とともに ､ 松
花江下流の ホジュ ン族につ いて 民族学的調査 を行 っ たd 19篇のイ マ カン､ 22首の 民謡卑収
録塵理し､ 『松花江下 捌勺赫哲族』 に発表したo これが中国最初の漢語記録に よるホジ ュ ン
族の 口承文芸で ある ｡ 凌純声は ､ 民族学､ 民俗学､ 歴史学､ 考古学､ 言語学な ど人文科学
における深 い知識を持ち ､ 彼が収集整理 した資料は膨大で ､ 貴重で あり､ 今 日で もホジ ェ
ン族の 口承文芸を研究する には良い資料で ある｡
第2 期 19 5 0年代末
こ の時期 ､ 中国社会科学嘩民族研究所 口承文芸研究者劉忠波などが､ ホジ 土 ン族が住む
同江県八盆村の呉進才が語る ｢ア ントウ ･ モ ルゲ ン+､ 旗河県四排村の葛長勝が語る ｢マ ン
ガモ ･ 干ルゲン+ を収錬 した｡ それぞれ 『赫哲族社会歴史調査』串よび 『赫哲人』【劉思波
1981]に発表 した ｡ その他､ 伝説､.物語､ 民謡､ 諺な ども収録し､ ホジ ェ ン族口承文芸の収
集整理を強かに推進した｡
第3 期 1970から 8 0年代
1969年から 1986年の間に､ 口承文芸研究者黄任遠はホジ ェ ンの漁村､ 住民の家に入り､
ホ ジ ェ ン族の漁民 と衣食を共に し､ 口承文芸や民族資料を 200万事前後収集 し､ 継続的に
『黒龍江民間文学』 の発 1､ 2､ 3､ 4､ 5､ 12､ 2 0､ 21集に発表した｡ その他､ 王 士媛､ 属
名超な どと共 同で 『赫哲族民間故事逼』[= 士媛､ 属名超､ 責任遠 1986】を､ 徐昌翰と
l『赫
哲族文学』【徐昌翰､ 黄任遠 1991]を発表 した｡ 1980年から 1981年まで ､ 黒龍江省の民間
文芸家の 王 士媛がイ マ カ ンを救う.グル
ー プを作り､ そのメ ンバ ー には李重風 ､ 属名超､ 金
景運 ､ 胡小石 ､ 尤志賢､ 博万金､ 韓福徳､ 黄任遷などがい た｡ 彼らの多くがホ ジ ェ ン族の
漁村に行き､ イ マ カンを採録して い た｡
彼らは､ 手分けして ､ イ マ カ ン謡い 手から多数のイ マ カンを収録 した｡ 葛徳勝から ｢マ
ン ドゥ ･ モ ルゲン+､ ｢シャ ンソ ウ ･ モ ルゲン+､ ｢ム ドリ ･ モ ルゲ ン+､ ｢アガデ ･ モ ル ゲン+､
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｢シ ル ダル ･ モルゲン+､ ｢ウフ サ ･ モ ル ゲン+､ ｢シヤ ル ン ･ モ ルゲン+ な ど7篇､ 呉適貴か
ら ｢ムゾリン ･ モル ゲン+､ ｢ム ドリ ･ モ ル グン+､ ｢シ ル ダル ･ モ ルゲン+､ ｢モ タガガ
･ フ
ジ ン+ 4篇と ｢抗婚+､ ｢小さい嫁+ 等の短篇のイ マ カン数編､ 尤樹林から ｢マ ル トウ
･ モ ル
グ ン+ などで ある o これ らを整理 し 『黒竜江民間文学』 の第 2集､ 第 20集､ 第 21集に発
表して い る｡
1999年異能江省民間文芸家協会が出版した 『椀旭』 上下 2巻には､ 14編のイ マ カンが
掲載されており､ 上記の長篇イ マ カ ンも含まれて い る o
第2節 ジャ ンル
1 イ マ カ ンGm aka n)
イ マ カ ン (伊璃堪) は ､ ホジ ェ ン族の 口承文芸の 申で ､ 内容が最も豊富かつ 複雑で ､ 民
族特色が濃く､ 多くの人 がそ れを聞いて 楽しんで い た ｡ ホジ ェ ン族に代 々 口頭で伝えられ
て きた英雄叙事詩で あり､ ホジ ェ ン語で ､ 語りと謡を交互 に繰り返す形式は､ 素朴で 独特
の芸術的な魅力を持ち､_ホジ ュ ン族の重要な民族文学遺産で ある o 学会で は､ ｢イ マ カンは
ホジ ェ ン族民族英雄の 歴史詩で未成熟の叙事詩で ある+ と言われて い る o イ マ カ ンの中に
は､ 民族の歴史､ 宗教 ､ 文化､ 科学､ 伝統､ 知識が総合的に含まれて い る【黒龍江省民間文
芸家協会 1997:3]｡
凌氏は19簾の物語を採録 し､ 本の中で ､ ｢物語に謡が入 るが内容に重きをおい て収録 し､
形式に注意を払わなか っ た+ と記して い る o イ マ カン とい う言葉が使われて い なか っ た D
1950年代に劉忠披の調査で初めてイ マ カン とい う言葉が記録された ｡1980年東名超のホジ
ェ ン族イ マ カン鯛査報告に ､ ｢イ マ カンはホジ1= ン族に長く口承された文芸形式で あり､ 一
段語り､ - 段謡う形式で ､ 謡が主で ある . イ マ カンの 語源に つ いて はまだわからない . し
か し､ ホジ ェ ン族自身が ､ 物語をシ ョ フ リと呼び ､ 伝説を夕ル ンクと呼ぶの に対して ､ 長
く､ 課が入る英雄物語をイ マ カンと習慣的に 呼んで い る+ と記されてい る 指 名超 1981:473
- 508〕o
イ マ カンの語源には ､ 3 つ の鋭がある ｡
①イ マ カンとイ マ ハ (im axa:負) は ､ 語源が 一 つ で ある . 漁業を主菜とする民族の英雄
の業績を称えるため､ 謡われ たo 部族内で は神聖なるもの とされて い る ｡ 漁人の歌ある い
はホ ジ ェ ン族の歌であろう【徐昌翰､ 黄任遠191:103]｡
②オロ チ ヨ ン語in n ukan 欄 魔)とホ ジ ェ ン語のim ng
'
exa n(閣魔)から由来する[圧粉
玲 1988:255-274】｡
③ ｢ニ ン マ テイ+ 先祖を祭る儀式か ら由来する ｡ イ マ カ ンの ような口承伝統は､ 最初に
シ ャ ー マ ンの神踊り活動から発展されて きたと考えられてお り､ それを最初に謡 っ た人は ､
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おそらく､ シャ ー マ ンであ っ たと思われて い る ｡ イ マ カンを伝承 して い く第 一 の目的は､
人々の脳裏に シャ ー マ ン英雄の世界を再現させる ことである[徐昌翰､ 黄任遠1991:109]
イ マ カ ンに共通する内容イ マカンに共通 する内容は次のようである｡
(1) モ ルゲ ンの不幸な境遇
モ ルゲ ンは ､ 一 人息子 ､ 或い は兄弟か姉妹と二 人で暮す場合が多く､ その 両親は戦争で 亡
くな っ たか ､ それ とも､ 敵に つ かま っ て捕虜にな っ て い る o モ ルゲ ンのおかれて い る境遇
は､ 最初は ､ 非常に悲惨である｡ こ れはホジ ュ ン族の苦難の歴史に深く関係 して い ると考
えられる ｡ ホジ ェ ン族は､ 背から北の辺境に住み､ 冬は非常に寒く､ 食料も乏しく､ 生酒
は極めて 厳しか っ たので ある ｡ イ マ カ ンで は､ 主人公の モ ルゲンが不幸な境遇に設定され
て い る ｡
モ ルゲ ンの名前は､ ム ドリ (m udu ri:龍)､ シ ルダル ( 明かり)､ アガデ イ (agedi:雷) な ど
とつ けられて い た o こ れらは全て当時信仰崇拝の対象で あ っ たo 崇拝の対象をモ ルゲンの
名にするこ とに よ っ て ､ 部落の英雄 へ の 崇拝と尊敬が現わされて い た0
叩【…ーー_i_之)､モ ル ゲ ンは,シ セ ニ ヱ ン.になるh】.】__叫 一-_.”__也_._∫.._仙_._._-.{【-{T､T
モ ルグ ンが､ 山で 神と出会うか､ シ ャ ー マ ンの祈り､ 或い は､ 重い 病気から救われるな ど
の こ とによ っ て ､ 自らが神カを獲得し､ シ ャ ー マ ンになる過程は､ 多くのイ マ カンに おい
て共通するパタ ンである o イ マ カンに登場する神霊､ シャ ー マ ン､ 薬､ 蘇生などの単語は､
す べ て シ ャ ー マ ンの用語で ある ｡ したが っ て ､ イ マ カンの主人公モ ル グンは ､ 疑い なく シ
ャ ー マ ンの英雄と して 讃えられて い る. 英雄が神力を獲得する過程は､ 実際に人が 一 人前
の シャ ー マ ンにな る過程を表して い るo
(3) モ ル ゲン とモル ゲ ン の義兄弟
モ ルゲ ン同士が､ 道で 出会い ､ 戦 っ た結果､ 一 方が降伏して義兄弟の契りを結ぶこ とが多
い ｡ モ ル ゲ ンは途中で 相手と会うと､ 素手で格闘をし､ 力で勝敗を決するか､ 誰かの勧告
に したが っ て ､ 義兄弟となる ｡ これは､ モ ルゲ ンの寛大な心と善を強調したもので ある ｡
したが っ て 英雄が敵討ちのため西方へ 遠征するとい うことは､ 一 人だけの ための戦い で は
なく ､ 途中で 同士 に出会い ､ 生死を共に し､ 協力し合 っ て､ 最初の目的を達成させ る ため
で ある ｡ l
(4) モ ルゲ ンが婿選 びに挑戦す る
モ ルゲ ンは､ 相手の と こ ろ へ 求婚に行くと､ 難題が出され ､ 解決で きた者のみ結婚が許
される とい う条件をつ けられ る ｡ モ ル グ ンは神の肋けを受け､ 難題を解決し､ 目的を達成
させ るの である｡
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モ ルゲンの試合による求婚､ あるい は相手の婿選びは､ イ マ カンの中で最も華やかな部
分で あり､ 聴く人に非常に期待される個所である . モ ルグンが求婚する相手の ダド(dedu:
娘) やコ リ (koli榊鷹) は､ 人で あり､ 神で もある o 主人公が試合 により､ 婿入りの条件
を達成する際､ 往々に して 彼女たちの助けを受ける ｡ 彼女たちは人を生き返らせ る ことも､
病気 を治療する こ とも､ 神踊りを踊る こ ともで きる . ま るで シ ャ ー マ ンの様である o コ リ
は､ モ ルゲ ンの保護神で あり､ モ ルゲ ンの妻であり､ またシャ ー マ ンの助手神でもある .
したが っ て ､ イ マ カ ンのモ ルゲンが多くの妻を持つ こ とは､ 自分の 守護神を増やし､ 神カ
を増 つ ける こ とに なると考えられ る ｡
(5) コ リがモ ル ゲンを助 ける
モ ルゲンが､ 西 へ 仇討ちに行く途中で苦境に陥るが ､ コ リが救い の神となり､ モ ルゲン
を助ける ｡ モ ルゲ ンの西方へ の 遠征はかならずしも順調で はなく､ 多くの困難と危険が待
ちうけて い る ｡ ときには､ 敵に殺される ことも あるが ､ 死後体から離れたモ ルゲンの魂が
も どり ､ また生 き返る ｡ それは､ 全て妻のカに よっ て ､ 魂を取り戻す儀式や神踊りを行 い ､
モ ルゲ ンを人間界に戻らせたので ある｡ 肉体が死んで も矧ま死なな い ｡ したが っ て霊魂を
見つ けて体に戻せばまた復活する と､ ホジ ェ ン族は信 じて い て ｡ こ の こ とから､ 彼らの
"
隻
魂
朋
に対する考え方を知る ことがで きる o
狐仙の娘が モ ルゲ ンを助けるイ マ カンもある ｡
モ ルゲンは散ヒ戦うとき､ 素手で 格闘し､ コ リの助けを得て勝つ ｡ これは､ 人 と人の格闘
で はなく､ シ ャ ー マ ンとシ ャ ー マ ンとの戦い ､. シ ャ ー マ ンと神鷹との戦い で あり､ 神 の領
域で 展開された特殊な戦い で ある ｡ この ような神カの戦い で は､ 相手 を助ける神との戦い
で もある ｡ 地上で はモ ル ゲン同士が格闘し(人と人との戦い)､ 天空で はコ リ同士が争う(シ
ャ ー マ ンとシ ャ ー マ ンの戦い) の で ある o イ マ カンを伝承する人たちは､ すば らしい 創作
力 を発揮して ､ イ マ カ ンの 中で シ ャ ー マ ン文化に つ い て ､ いろい ろと表現 して い るo
(6) モルゲ ン復讐を果たす
モ ルゲンが､ 連れ去 られた両親 を見つ け ､ 連れ戻し､ 故郷 に凱旋する ｡ イ マ カ ンの申の
戦争 は､ 現実で は､ 部落間の略奪戦とな る ｡ しかも ､ 常に西方の部落が東方の部落を侵略
し､ 東方の部落の英雄が西方の部落に復讐する｡ そして勝利 を収 めて凱旋し､ それを視い ､
神に感謝する o 例えば主人査が家に戻り､ シャ ー マ ンの服を着て ､ 多くの人 を連れて 一 緒
に神を祭る儀式を行う のも､ その表現の 一 つ で ある. その 他､ 盛大な結婚式をするときや､
猟で獲物を捉えた時にも ､ 神に感謝する ｡ また願い を叶えてくれるように神に祈る｡ こ の
ようなイ マ カ ンの内容は+ 疑い なくシャ ー マ ン文化 の反映であり､ 当時の シ ャ ー マ ン活動
の記録でもある ｡
イ マ カン の中の ｢イ - シ ン ･ シ ャ ー マ ン+ や ｢ナオ ンパ ル ジ ン ･ シャ ー マ ン+ の こ編 は
典型的なシ ャ ー マ ンの物語で あり､ その主人公が陰界 へ 魂を取り返 しに行き､ シヤ - マ ン
を賛歌する物語である ｡
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また､ 狐仙がモ ルゲン を助けるイ マ カ ンは､ 中国の道教の影響を受けてい ると考えられ
る ｡ ｢ダナンブ+ の物語の中に､ 主人公 ダナンブは､ 酔 っ て道に倒れてい る狐 を見つ け､ 大
きく育て て毛皮を取 るために､ 家に連れ帰 っ た ｡ 狐は､ 小さい とき狩につ い て来たダナン
ブと水遊びをした ことを話し､ ダナ ンブも思 い 出し､ それから､ 二人は兄弟 にな?た｡ ダ
ナ ン ブは狐から宝の 帽子 と靴を黄 っ たo 帽子 を被ると姿が見えなくなり､ 靴 を履くと非常
に早く走れるよう にな っ た . ダナン ブも､ 狐の 一 家の危機を救 っ た[ 凌1934:603】o ｢マ ンガ
ジ ュ ･ ガガ+ も狐仙の物語で奉る o マ ンガジ ュ は､ もともと狐で ､ モ ルゲ ンの妻になり､
夜寝るとき､ 狐の 姿に戻る ｡ 漠族に 古くからある狐仙の物語が､ ホジ ェ ン族に伝わ っ たも
の であると考えられる ｡
｢ウプチウ+ の 物語で は､ 主人公が釣り上げた金の鯉を家で 飼っ て い たと こ ろ､ 鯉は美
女になり､ 主人公の ご飯を作り､ 後で妻になる ｡ 漢族の ｢タ ニ シ物語+ の変形 だと思われ
る ｡
｢モ トウ ･ ガガ+ は､ 夫に､ 美女ではない と言われ､ 苛められた妻が､ 月 へ 飛んで い っ
た話である ｡ 漠族の物語 ｢婦俄奔月+ の影響 を受けてい ると思われる ｡
｢ダナンブ+ の 物語の 中で ､ 鏡を投げ､ 婿を選ぶ詰も､ 漠族の物語の変形だと思われる o
2 シ ョ フ リ(syo xul i)
シ ョ フリは､ 短い が生き生きとしており､ 正義と邪悪､ 貧乏人と金持ちの戦い を記録 し､
民族的なモ ル グン ､ シ ャ ー マ ンと漁猟達人の話 を語っ て い るo さらに､ 庶民 を搾取する漁
主や山主や侵略者 を非常に嫌 っ た当時の人 々の感情を表わ して い る ｡ 内容に よ っ て ､ ア ン
ドリ ･ シ ョ フリ (enduh syo xul i:神話)､ 動物由来詳､ 英雄欝､ シャ ー マ ンに醜する話､ 漁 ･
猟 に 関する話､ 日常生酒に関する話 ､ 婚姻詳､ 笑話､ 寓話などに分けられ る ｡
(1) ア ン ドリ ･ シ ョ フ リ
ア ンドリ ･ シ ョ フ リ(e ndu止 syoxul i)は ､ 神話で あり､ セ ウン ･ シ ヨ
^
7 リ (se onsyoxul i:
動物神の物語) も含み､ 先祖や自然を崇拝する社会を反映して い る ｡ 内容で 分類する と､
動物神､ 自然神､ 起源神､ シ ャ ー マ ン神及び英雄神に 関する物語がある . 動物神話は､ 長
い 漁猟生酒の申で ､ 動物を神の形に作り上 げた ｡ ホジ ェ ン族は熊､ 虎､ 魚を動物神として
崇拝 し､ それらが半神単人の神になり､ 最後に は人間になると信 じる ｡ 自然神話は､ 川 ､
月､ 日､ 星､ 風 ､ 雲､ 雷 ､ 火などの神を題材に した物語である ｡ 例えば ｢太陽を射る+ は
初め天上に3つ の太陽が あり､ 焼かれて皆が因っ て い るのを､ モル ゲンが二 つ の太良を射
落とし､ 一 つ の太陽に し､ 皆を救 っ た物語で ある ｡ 起源神話は､ 宇宙､ 自然万物､ 人類の
起源などの答えを見つ けたもので あり､ その 民族の 心理､ 思考､ 文化 を反映させて い る ｡
例 えば ｢神が人を造る+ で は､ 神が泥と海水で人形を造り､ 雨を避けるため人形を魚の 口
の 中にい れ､ 天気が良くな っ て から出すと､ 泥人形が人間にな っ たとい う物語で ある ｡ シ
ャ ー マ ン神話は､ シ ャ ー マ ンの 由来､ シャ ー マ ンの病気婚療､ 魂を取 り戻 し生 き返らせ る
詣 である ｡ 英雄詳は､ 英雄モ ル ゲ ンを神と称える詣で ある｡ モ ル ゲンは人々 に福をもたら
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し､ 自然や社会の暗い面と戦い ､ 大い に功を残し､ 尊敬と崇拝を得る ｡ たとえば ｢太陽を
射る+ モ ル ゲン ､ 巧みな技を持つ ｢神路ス ブガ+ な どがある ｡ 話の中の妖怪は､ 主に自然
暴力を指す｡
ホジ ェ ン族の神話の要点は主に次の四点である ｡
① 祖先が独特の考え方で 自然､ 社会､ 人類自身を観察し､ 思考した結果 o
② 万物に霊魂が宿るとい う考え方｡
(塾 住む環境の特色の濃い 反映o
④ 神話とシ ャ ー マ ン信仰との深い 関係｡
(2) 動物由来語
動物の特徴の由来を琴り､ 人間社会の生酒におけるそれらの 動物との関係を表わすもの
で ある ｡ 例 えば熊の目はな ぜ小さ い か､ 簡の尻尾はなぜ禿げて い るか ､ 狐の 口と耳に なぜ
黒い 斑点があるかなど､ 短く､ ユ ー モ ア のある､ 生き生 きと した物語である ｡
(3) 英雄辞
英雄は､ イ マ カンの モ ルグ ンとは異なわ､ シャ ー マ ンの能力 をもつ て い ない o 例えば ｢ウ
リガ ･ モ ル ゲ ン+ は､ 目的不明な征西で はなく､ 部落の妖怪を倒す物語で ある ｡ モ ルゲ ン
はイ マ カ ンの 主人公の よう に必ず勝 つ わ けではない o むしろ､ 最後 に妖怪との戦い に力尽
きて死ぬか ､ そq)身体が石になり､ 妖怪ヒともに葬られ るとい う設定が多い o
(4) シ ャ ー マ ンに関する話
こ れは､ 神術を使い ､ 鬼を追い 払い ､ 変身､ 占い ､ 病気治療な どがで きる シャ ー マ ンの
能力を語 っ て い る ｡ 例えば ｢猟人 モ ニ タj で は､ シャ ー マ ンが 白い 狼 に変身し､ 子供に 害
を加 えるが､ 猟人モ ニ トはその狼を殺し､ 子供を救 っ たとい う物語で ある o ｢ガス フ ア ン .
マ フ ア+ は､ シ ャ ー マ ンが猟人の 妻を殺 し､ さ らに猟人 を殺そ うとす るが､ 猟人に槍で首
を刺され逃げたが､ 猟人が村に戻 ると､ シ ャ ー マ ンは狼の騒そその 日に すで に死んで い た
とい う物語で ある ｡
(5) 漁 ･ 猟に関する話
内容が非常に豊富で ある ｡ 漁民､ 猟手 の技や勇敢さを褒めたたえ､ 面白おか しく狩猟生
汚を語っ て い る . 物語を通 じて ､ 漁猟の貴重な経験を伝え､ 綻やタ ブ ー を教える. 現実生
暗にそくし､ 面白くて わかりやすい ｡
(6) 生活課
日常生暗に関する物語で ､ 生措の中の矛盾を主題に して い る ｡ 主人公 には名前がなく ､
大体普通 の人､ 漁師､ 夫､ 妻､ 若い女､ 若い 男､ 爺さん､ 義理の母親な どである o ｢分家の
物語+ は､ 山奥に住む兄弟が珍品の鯉の頭を取り合い ､ けんか別れ し､ 分家した｡ その後､
奪い 合 っ た鯉の頭は､ ただの 鯉で あ っ たことが分か っ た｡ そ して些細な事で ､ けんか別れ
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をしたこ とを後悔した話である｡ ｢旦那を探す+､ ｢良い人 と悪い人+ などの物語は ､ 浮気を
する夫､ 意地悪な姑､ 義理を欠い た友達などを叩きの めす､ 善良公正で ､ 情けある行い を
褒め称えてい る｡
(7) 婚姻詳
愛情の ない見合結婚か ら逃れようとする過程で ､ 主人公が白鳥､ 大雁､ 鶴な どに変身す
るか ､ またはそれ らに乗 っ て 逃げる という物語である ｡ その結末には､ 悲劇と喜劇の両方
があるが､ 悲劇の方が多い ｡ 例えば ｢大雁娘+ などがある ｡
(8) 笑話
漁猟生酒の特徴を表 し､ 漁猟に関連する ことが多い o 例えば ｢鮒を掴む+ とい う物語で
は､ 黒熊が水門に貯ま っ た水を取り出すために水を飲み つ づ ける詣であり､ ｢嘘つ きな漁師+
で は､ 怠け者を辛殊に批判して い る ｡ また｢バイ エ ン ･ マ フ ア の嫁選び+は ､ ケチな人が相
手を見ずに節約上手な嫁を選んでみ ると､ 相手は白髪のお婆さんだ っ たという話で ある ｡
(9) 寓話
婦女たちが好きな生酒物語であり､ 婦女の間で伝えられて い る ｡ ｢長虫兄妹+は典型的な
こ の種の物語である ｡ ｢蛇娘+ では､ ある老夫婦に子供がで きたと思 っ たら､ 生まれたのは
2匹の蛇で あ っ た ｡ 爺さんは怒り､ 婆さんに捨七させ た｡ しか し婆さんは捨て ずに ､ 隠れて
飼い つ づ けた｡ その後 ､ 蛇の兄弟は母 に恩返 し､ 父に報復する とい う物語で ある ｡
シ ョ フリの特徴は､ 楽観的で､ ユ ー モ アがあり､ 好き嫌い をはっ きりと示すo 現実生活
と密接なつ ながりを持ち､ 主題及び内容が広範で あり､ 生活の真実と幻想との混じり合 っ
たもの である ｡ 謡い 手は ､ 豊かな想像力 を発挿し､ 自分の愛 と憎しみ ､ 慮と報復などを物
語に編み込み ､ 大胆な創造､ 誇張､ 比喰､ 架空設定な どの手法で多くの忘れられない 口頭
文学を作り出した｡
シ ョ フリは､ 6 0篇以上あるが､ 上記で 引用 したものを下表に示す｡
篇名中国語 篇名日本語 ■口述者 採録年 収錬整理 発表
射大岡 太陽を射 る 呉遵貴 1980･黄任遠. 赫民:21･23･
恩都力造人 神が人を造 る 呉連貴 1975黄任遠 佳
神叉 罫布格 神叉ス ブガ 耳樹林 1978 部盲動 赫民:145･ 149
鳥力格英日根 ウリガ ･ モ ルゲン 孫玉森 黒 5:186-191
猿人莫尼特 猟人モ ニ タ 葛徳勝 1981 黄任畢 黒5:1 12･ 114 i
喝思杏喝笈 ガス フ ア ン ･ マ フ ア 葛徳勝 1981 黄任遠 黒5:1 15･- 117
分家的故事 ■ 分家の物語 呉逓貴 . 王冠停 赫民:224･225
披丈夫 旦那 を探す 準張氏 何銑鋼 佳:3 88･389
好心 人和杯心
人
良い人 と悪い 人 尤樹林 1980 黄任遠 赫民:228-233
大腰姑娘 大雁娘 串張氏
串淑券
刑世健 赫民:125･129
抑卿瓜色 鮒を掴む 呉遠景 1979黄任遠 黒 5:86-87
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轍慌的逸民 嘘つ きな漁師 呉遠景 1979責任遠 佳.
'
472
巴彦喝友
迭新娘
バイ ェ ン ･ マ フ ア の
嫁選び
尤金良 赫民:242･2 43
長虫兄妹 長虫兄妹 赫民:159･164
蛇娘 蛇娘 干 2001:145
3 クル ンク (tele ngku)
タル ンクは､ 伝説で ､ 民族生活の 百科辞典として 伝えられて きた ｡ ホジ ェ ン族の起源 ､
英雄史, 反抗闘争史を記録 し､ 地方文物､ 名所旧跡をその中に含み , 民族の 風俗習慣と社
会生活を記希 し､ 世間の人情と人 間関係を伝承して い る o タ ル ンクの内容は､ 先祖､ 英雄,
風軌 風俗､ 動植軌 闘争にま つ わる話 に分 けられる ･
(1) 先祖に関す る話
ホジ ェ ン族の歴史として 後世に伝 える c 例えば ｢七兄弟+ で は､ 戦争後､ それぞ3
J
L尤 ､
静､ 単､ 博､ 呉､ 葛､ 戸の 七 つ の 姓を持つ 人
.
bミ生 き残りホ ジ ェ ン族の先祖とな っ たこ とを
伝え､ ｢自城人の子孫+
`
で は､ 戦争で自城が落ちた後､ 金7L犬は庶 民を連れ, アム ー ル川辺
に分散 し定住し､ 主 に漁猟で して い たの が､ ホジ ェ ン族の先祖で あるとされて い る ｡
(2) モル ゲンに関する話
英雄モ ルグンは､ ホジキ ン族が現実生活と離れて理想化 した人物であり､ 部族の化身で ､
人の考えと愛憎をもつ . ｢錆の達人 モ ル ゴ+ はこ モ ル ゴが錆で魚をとるとき､ 外したこ との
ない の達人で あ っ たとい う物語で あ る ｡
(3) 風物に関する畠
これは､ 自分の 故郷 をほめ歌い ､ 故郷 を愛する物語で ある o 民間芸人は庶民の感情を伝
説の中に加え､ 多くの優美な地方風物の伝鋭を創作した ｡ チ ョ ウザメ の中国名 ｢鰻重+ (負
の 王様)は､ 清朝の皇帝が名づ けた と言われて い る ｡ ｢滑雪板+ は狩猟具に関する話であり､
｢口琴の伝説+ はホジ ュ ン族の楽器の由来関する話で ある ｡ こ れらの道具や楽器伝説は人 々
の労働に対する讃美､ 人民の賢さ と知恵を歌っ て い る ｡
(4)風俗に関す る話
漁猟生清の中で ､ ホジ ェ ン族はく 漁猟に密接に関係のある独特な風俗習慣を作り､ たく
さんの風俗伝説を産んだ ｡ 例 えば､ ｢三月三 日､ 九月九日節の 由来+ は､ 春秋の神踊 りで ､
悪魔を追い 出し､ 豊作を祝う ｡ ｢焼包祇+ (風 呂敷を焼く) は大晦日に祖先を祭る習慣であ
る ｡ ｢婿選び+の話は婿選びの 風習を表現 したもの である o こ れらの風俗伝説は民族の特徴 ･
性格､ 地域特色も鮮明に示す｡
(5) 動植物に関する話
動植物の 由来を解説する と同時に ､ モ ルゲンと異な る英雄を作り上 げる ｡ 昔の生活や自
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然との戦い を記し､ ロ マ ンテ ィ ッ クな色彩が伺えられる ｡ 例えば､ ｢猟人と狼+､ ｢ホジ ェ ン
族と虎+な どの話は､ 動物と人間の関係を中心に述べ たものである ｡
ホジ ェ ン族の伝説の主な特徴は ､ 多くの神話思想を含み､ 多くの自然現象に 関する由来
が存在する こ とにある ｡ モ ルゲ ンの話は､ イ マ カンと共通の主人公がい て､ 似たような内
容を持つ 話が多い o こ の ような伝説は､ イ マ カ ンキの間の密接な関係を示して い て ､ ホジ
ェ ン族の川 や大地な どの白熱こ対する深い感情､ そ して人と自然の緊密な結 び つ きを表現
してい る ｡
タル ンクは ､ 25篇以上あるが､ 上記に引用したものを下表に示す｡
篇名中国語 篇名日本語 口述者
採 録
年
収録撃
理
発表
七兄弟 七兄弟 呉連貴 1975 黄任遠･ 赫民:5･6
白城人 的后蘭 自城人の子孫 呉遠景
葛徳勝
1976兼任遠 赫民:1･4
線色的故事 チ ョ ウザメの物語 斉全禄 1981 責任遠 赫民:150
‾
- 151
滑雪板 滑雪板 呉連貴 19■79 黄任遠 黒5:252-253
ロ 弦琴的侍鋭 口弦琴の伝説 尤青山
呉連費
1980 責任遠- 赫鹿:220･223
三 月 三
,
九 月 三 月 三 日 ､ 九月節 尤連仲 韓福徳 赫民:2061207
市来房 の 由来 呉連費
挑女婿的司俗 婿選び 呉連貴 1979責任遠 赫民:217･219
考娘娼 嫁を試す 呉遠景 1979 黄任遠 赫民:214121 6
清人和狼 猟人と狼 葛長勝 ､ 尤 連
仲､ 韓 福徳
桃明賢 赫民:253125 4
赫哲人和虎 ホ ジェ‾ン人と虎 ･尤連仲
呉連貴
暁寒 黒5:247-24 8-
4 ジャ リ ン ク (jarim kn)
ジャ リン クは ､ 民謡で ある ｡ ホジ ェ ン族の心情を歌に してい る ｡ こ れは漁猟生活におい
て 産まれて ､ そ の 曲調やリズ ムは､ 波の揺れ､ 船の振動､ ス キ ー の走りなどをもとに して
お り､ 格調高く ､ 優しい ｡ ジ ャ リ ンコ は即興性も有り､ 長短自由で ､ 歌い 方に決まりはな
い o 内容は､ 古歌､ シ ャ ー マ ン歌､ 漁歌､ 猟歌､ 悲歌と書歌､ 恋歌､ 叙事歌､ 子守歌､ 新
民歌に分類される ｡ ジャ リ ンクは ､ 凌氏が 25 篇を採録 し【凌1934】､ その後､ 70編以上
採録されて い る【黄任遠1991]｡
古歌は､ 古くから口承 された過程で ､ その内容が断片 になり､ 現代の歌手がそ の とぎれた
部分を補 っ て 歌 っ て い る ｡ しかし､ まだ十分 に昔の生活情景と社会の姿を反 映して おり ､
ホジ ェ ン族の 最も古い文学で あり､ 文学史上では重要な地位を占めて い る ｡
シ ャ ー マ ン歌は､ シャ ー マ ンの 自作自演の歌で ある o その中で主要な歌は､ ｢祈詞+､ ｢神
に願う詞+､ ｢送魂の 歌+などがあ る . こ れらは､ 神の強い 力を表わすが､ 逆に シャ ー マ ンが
神を動かすこ とを表現して い る ｡
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ホジ ェ ン族は代々漁や狩をして 生計をたてて きた ｡ したが っ て 漁歌と猟歌が多く､ 内容
も豊富である ｡ 故郷の美しさ､ 漁民の勇敢さと勤勉さ､ 魚が獲れる場所､ 狩の場所を歌う ｡
悲歌は悲しく､ 泣きながら自分の苦難な生活を述 べ る歌である｡ 歌声から寂しさ､ 悲しさ､
傷み ､ 憤りなどを感じとる ことがで きる ｡
恋歌は､ ホジ ェ ン族の若い男女が､ 歌で自分の気持ちを表し､ 愛情を示 し､ 自由を求め､
幸福に憧れる姿を歌っ て い る ｡ 代表作は ｢恋の歌+ ｢思慕+ ｢別れの歌+ ｢返歌+ な どで ある ｡
こ れ らは､ 天真欄漫で ､ 美しく､ ホ ジ ェ ン族の若い 男女の純粋な変情を歌う ｡
叙事歌は､ 比較的長く､ 内容は充実して おり､ 具体的な人物や事件を歌 っ て い る ｡ これは
口承文芸民謡の 一 種から発展したもので ある o 代表作 には ｢白鳥の湖+ ｢婿をえらぶ+ など
がある ｡ 叙事歌は典型的な民謡の特徴を持ち､ 鮮やか な人物の描写と現実的で ロ マ ンテ ィ
ックな色合い が濃い ｡
子守 唄は､ 一 つ の 同じメ ロデ ィ に､ 歌詞を変えて ､ 次々 に違う内容の歌を作 っ て い く.
子供が寝るまで ､ ゆ っ くり繰り返 して 歌う o 内容は､ 家庭生措を中心としており､ 子供の
父 の こ と､ 母の こ と､ 暖か い家庭生活の雰囲気を醸 し出してい る､ そ こにはホジ ェ ン族の
漁猟生活の 一 つ の 側面を覗 うこ とがで きる o
第 3節 口承文芸の特徴
ホジ ュ ン族の 口承文芸はアム ー ル川涜域の漁猟文化の産物で あり､ その主な特徴はつ ぎ
の とおりで あ る o
(1) 漁猟活動との関係
昔ホジ ェ ン族は川に沿 っ て 住居 を作り ､ 魚肉獣 肉を主食とした｡ その彼らの 漁猟生酒が
口承文芸に反映されて い る ｡ 神話伝説に しろ､ 物語に しろ､ 彼らの漁猟情動に深く関わる ｡
た とえばチ ョ ウザメ捕り ､ 獣狩りの方法を語る ｡ 婿選 びの試合で よく出る条件と して は飛
んで い る鳥を矢で 落とす こ とで あり､ または魚をヤスで刺すこ とで ある ｡ 短 い 民謡 ジ ャ リ
ンク にも､ 多くの漁猟生汚との関連を見出せ る｡
(2) シ ャ ー マ ン崇拝との 関係
口東文芸は ､ ホジ ュ ン族の精神生酒の写 しで あ る o ホジ ェ ン族は過去 にシ ャ ー マ ン ､ 自
然､ 動物､ 神霊 ､ 祖先を崇拝して い た｡ シャ ー マ ンは､ 特殊の能力を持ち､ 神と人間の 間
の とりもつ 役割を果たす ｡ 予言､ 夢占い ､ 子授け､ 安産､ 失せ もの探 しな どをする ｡ シ ャ
ー マ ンは神通力を持ち､ すべ て をこ なせ る人で あ る こ とが ､ その まま 口承文芸に反映され
て い る o 男主人公は半神半人の英雄モ ルゲ ンで あり､ 彼は戦争で はシ ャ ー マ ン神霊 に保護
され ､ 助けを得る o 女主 人公は神慮コ リに変身で き､ そ の神通力は無限である D また動物
も神性を持つ . 例えば千年のチ ョ ウザメの精､ - 角龍､ 猛獣ウル グリなど､ シ ャ ー マ ン文
化が口承文芸に対する影響は大きい ｡
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(3) 多元的要素
ホジ ェ ン族の 口承 文芸は､ 民族固有の 漁猟文化とシ ャ ー マ ン文化以外に ､ 隣接する モ ン
ゴル草原 の遊牧民文化 や､ 中原の漢文化 ､ 滞族文化な どの影響を受けて い る o したが っ て
その文化 は多元的で ある ｡ 例えば､ その 中で神話の色彩 の濃い 物語が最も古く､ 英雄 ､ シ
ャ ー マ ン､ 神霊な どを表わすもの は､ その後の 口承文芸で ､ 漁猟生晴を表わすものは比較
的新しい とわけるこ とがで きる o 神聖化され ､ 次にシ ャ ー マ ン化され､ 最後に俗化され る
傾向が見られる ｡
(4) 古い神話の母体
例えば神鷹コ リが人 に変身する ｡ 英雄モ リゲンが太陽を射る ｡ 人と魚､ 鹿､ 熊､ 虎との
結合など多くの古い神話の母体がある o 多くのイ マ カンの主人公は､ 英雄､ 首領､ シ ャ ー
マ ンな どの 身分を兼ね備える ｡
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第3章 英雄叙事詩イ マ カ ン
第 1節 内容
1 イ マ カン の題目
ホジ ェ ン語には文字がな く､ 口頭によ っ て伝承されて きたため､ 昔のイ マ カ ンは少しづ
つ 忘れ去 られて い る｡ 1930年に 19篇と､ 1950年以降15篇が採録整理され､ 発表挙れて
い る ｡
凌純声は､ 1930年に ホジ ュ ン族の 物語 19 篇を収録 した｡ これに つ い て ､ 凌氏は次のよ
うに書い て い る . ｢ホジ ェ ン族の 物語は､ 中国北方の太鼓､ 南方の講談の様に ､ 長く､ 1七)
の物語は何日もかけて語られ る o 語り方は､ 一 段語り､ 一 段謡う｡ 18篇は､ 中国語に訳し
て 記録 された o イ - シ ン ･ シ ャ ー マ ンは､ ホジ ェ ン族の人が滞語の本を見て 訳 したもので
ある ｡ ホ ジ ェ ン族の物語を研究する目的は､ その民族の過去の文化から現在の文化の証拠
を探すこ とで あ っ た｡ 内容を正確に記録 したが､ 語りの形式には重きを置い て いない+[凌
193 4:282】o この こ とか ら判断すると､ イ マ カンと言う言葉を使用 して い ない が､> 凌氏の
採録 した物語は ､ イマ カンであると考えられる｡
′
その1･9篇の題名は以下の 表に示す｡
収録 ･ 整理者: 凌純声､ 張菅孫､ 193 0年収録､ 文献 松花江下遊的赫哲族
篇名 (中国語). 篇名 (E]本語)
〔凌1984項〕
木竹林 ム ジ ュ リン 294
･328
什森大知 シル ダル
'
328･'3 48
阿蘇奇五 アル テウ ･348
･368
杜歩秀
■
ドブシ ュ ウ
■■ 368-382
J木杜 里 ム
‾ドリ 382+401
香草 ･シャ ンソ 401･417
帝里比五 ■サリ ビム ■417･433
へ
沙 日奇五 サルギム 433
･451
並熟勾 ヤル ゴ
' 451-473
西熟勾 シル ゴ 473
･486
黄土格格 モ トウガガ 486
-499
満斗 マ ントウ 499
･516
武歩奇五 ムムチ ム 516
･535 ＼
葛r
-
] 主格格 ゲメ ンジ ュ ･ ガガ 535
･ 82
土如高 トル ガオ 582･601
迭南布 ダナンブ 6 01
-621
査占喰特+し チジ ア ンハ ダル 621-637
一 新炉満 イ シ ン ･ シャ ー マ ン 637
-658
那翁 巴水君炉摘 ナオンパ ル ジ ン ･ シヤ - マ ン 658
･678
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1950年代以降に採錬整理されたもの は､ イ マカ ンと明確に意識され採録された o 全部
でイ マ カ ン 15篇が採録された｡ 下表に示す｡
東名 中国語 篇名 日本語 収録年 口述者 翻訳者 整理者 発表
安徒英日根 ア ン トウ ･ モ ルゲン 1958 呉進才 尤志賢 劉忠波
尤志賢
1981
蕪2:1･27,
伊下 2 3 1･2 62
･満斗英日根
(滴蔀貫日根)
マ ン ドゥ ･ モ ル ゲン 1981/3 葛徳勝 尤志賢 暁寒
属名超
粛2:2 8･18 2
黒 1 2:19 1･80 7
伊上:1･1 18-
香里英日根 シャ ンソ ･ モ ルゲン 1981/5 葛徳勝 億万金 責任遠 畢2
:1 83･27 1
伊上:1 19･20 8
阿格弟英日根 ア ガデ ･ モ ルグン -1981/5 葛徳勝 億万金
暁寒
暁寒 昇
■
2:2 72･4O 8
伊 上:37 8･5 08
早茄托某日根 マ ルトウ ･ モ ルゲ ン 1979,8 1
1983
草野林 尤志賢
尤樹林
黄任遠 鼎2 0:1
･4 8
伊上:8 1 B･8 72
希茄迭魯某日
偲
シ ルダル ▲･モ ル ゲン 1983 葛徳勝 借方金 借方金 蕪20:4 9
･22 1
伊下:1･23 0
木部力英日根 ム ドゥリ ー モ ルゲ ン 1984 葛徳勝 尤志賢 力行
王士嬢
鼻2 1:1･10 6
伊上:2 0 9･31 2
牟都里英日根 ム ドリ ･ モ ル ゲン 1982 葛徳勝･ 暁寒
1986
暁寒 鼎2 1:10 7･190
臭胡炉英日根 ウフ サ ･ モ ル ゲ ン 1987 葛徳勝 葛徳勝 黄任遠 伊下
:4 79･508
沙伶英日根 シヤルン.
･･モ ル ゲ ン ..1988･葛徳勝 尤革軍 ･琴嘉賓
葛若玉
伊下:2 6 3･8 18
夏留秋葉日根 シi, ルチ エ ウモ ル グ.
ン
1962､ 声明 声明 . 嘩書今 伊上:50 9
･6 52
炊 特英日根 -カ ンタ_
･ モ ル グン ‾199 尤貴連 尤金良 尤季長 伊上:6 53
･7 06
満格木葉日根 ･マ ンガみ ･ モ ルゲ ンー 1962 卑張氏 学張氏 晴書今 伊下:B 19
･4 26
希特英日根. シタ
･ モ ルゲ ン 1999 尤貴連 尤金良 尤金良 伊下:4 2 7･4 7 8
木竹林英日根 ムゾリ ン ･ モ ルグ ン 1979, 80 呉遠景 呉連貴 責任遠 伊下:5 0 9
･5 2 8
そ の他収録､ 整理され たイ マ カンの 断片が22篇ある ｡ 以下 の表 に示す｡
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篇名 中国語 篇名 目本譜 収録年 口述者 翻訳者 整理者 発表
木部里某日根 ム トリ ･ モ ルゲン 1980 呉連貴 尤志賢 黄任遠 黒2:4 04
･ 17
西水迭魯英日根 シルダル ･ モ ルゲン .1980 呉連貴 尤志賢 黄任遠 黒2
:418･42 1
莫特格格音素 ムタガガ ･ フ シン . 1979 呉連貴 呉遠景 責任遠 黒
2:4 41･44 8
抗婚 抗婚 1978/7 呉連貴 呉遠景 黄任遠 黒2:4 49
･45 4
小娘妃 お嫁さん 1980/4呉遠景 呉連貴 貴任遠 黒1:16 7
･16 8
鳥杜魯某日根 ウ ドル ･ モ ルゲン 1981/4葛徳勝 葛徳勝 桃申晋 赫民:63
･66
舎ホ徳勤和喰雷
】夢
サ ラダラ とハ サロ 1962 尤芦串 尤苧氏 馬軍超 赫民:7 8
･串2
威萱徳都威水泡
英日根
ウ ェ ラ ン ･ ダドとウ
ェ ルデ イ ･ モ ルゲ ン
1972 準淑碁 韓福徳 韓福徳 赫民:8 3･B7
少得粒英日根 シ ョ ドラ ･ モ ル ゲン 1958/4尤蘭書 尤蘭書 趨金銘 黒5:14 9
･153
西加速魯英日根 シ ル ダル ･ モル ゲン 葛長勝 葛長勝 趨振才 黒1
:17 8･18 1
松香徳都和阿格
弟英日根
ソ ン シ ャ ン ･ ダ ドと
ア ガデ ･ モ ルゲン
1975 呉進才 呉進才 黄嘩遠 黒 1:17 5
･17 7
赤芽 スス 1963/8尤芦氏 尤芦氏 属名超･ 森5:70
･7
.
1
濃虫兄妹 . 長虫兄妹 1962 埠淑碁 韓福徳 韓福徳.∴
由魁立
赫民:159･164
柿林出 棚林出 1963 尤芦氏 尤芦氏 属名超 黒5:72
･76
天地湖 白鳥湖 1975 呉進才. 呉進才 ･.責任遠 赫民
:9 9TIOl
天地姑娘 的侍悦 白鳥娘の伝説 1958 葛長勝 局長勝 情事今 県5
:1 99･20 5
松香徳都 ソ ン シ ャ ン ･ ダド. 1958 葛長勝 葛長勝 ･惰書今 草野表
紅姑娘 紅い 娘 195 8 葛長勝 葛長勝 晴書今 未発表
喰刀英日根 ハ ド ･ モル ゲン 1958 声明 声明 障害今 未発表
晴晴適業 日根 ググ ド ･ モ ルゲン 1958 声明 声明 __. 情事今 ･未発表
姑娘和壮士 ､ 娘と勇士 1958 呉進才 呉進才 惰書今 未発表
鳥力英日根 ･ ウリモ ルゲン 1979 董鳳書 薫風書 黄任遠 奉発声
国際音声字母やピ ンイ ン を用 い ､ ホジ ュ ン語で表記されたイ マ カンは､ 全訳 が4篇､ 断片
が3篇で ある. こ れらは､ 漢語訳のイ マ カンから､ ホジ ェ ン語に翻訳されたものセある ｡
篇名 中国語 篇名 日本語 口+述者 翻訳 表記記号 発表
安徒英日根 ア ン トウ ･ モ ル ゲン 呉進才 尤志賢 ピンイン 滞1
16
香里某日根 シ ャ ンソ ･ モ ル ゲン 葛徳勝 尤志賢 国際音声字母 滴5
･ 15
満都英日根 マ ン ドゥ ･ モ ル ゲン 葛徳勝 尤志賢 国際音声字母 赫伊:4
1278
沙伶英日根 シヤル ン ･ モ ル ゲン 葛徳勝 尤志賢 国際音声字母 赫伊:279
-462
希加速魯英日根 (一 部) シ ル ダル ･ モ ル グン 葛徳勝 借方金 国際音声字母 満1･4
木部力某日根 (断片) ム ドゥリ ･ モ ル ゲ ン 呉適貴 尤志賢 国際音声字母 赫伊:4･63
1504r
木竹林英日根 ( 断片) ム ゾリ ン ･ モ ルゲ ン 呉適貴 尤志賢 国際音声字母 赫伊:505･ 54
発表先欄の省略記号は､ 下記の書名を示 す｡
黒 1 黒龍江民間文学第1集 1981
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黒 2 農龍江民間文学第2集 19 81,ll
黒4 黒龍江民間文学第4集 1982
黒 5 果龍江民間文学第5集 1983,1
黒 20 異能江民間文学第20集 1 987,4
黒 21 黒龍江民間文学第21集.19 0,8
赤伊 尤志賢編集.: 赫哲族伊喝堪選1989
滞 1:15 満語研究､ 果龍江省滞語研究所､ 1987-1992
赤民 王士媛､ 属名超､.黄任遠編 :赫哲族民間故事溝1986
伊上 .異能江省民間文芸家協会 :伊璃堪､ 1998
伊下 黒龍江省民間文芸家協会 :伊璃堪､ 1999
以上はホジ ェ ン族のイ マ カ ンを収録 ､ 整理 した作品の概要で ある o その他､ 題名だけ
しか分からない イ マ カン 28篇の題名を次に示す [徐1991:96･9 7]｡
鏡河四排民族郷に伝わるイ マ カ ンは八つ で ある ｡ ①修徳魯某日根(シ ュ ウダル ･ モ ルゲン)､
②島各項鳥克致(ウルガウカオ ･ 羊ル ゲン)､ ③鳥魯古力英日根(ウル グリ ･ モ ルゲ ン)､ ④乱
坤乳量 巴水天那喝笈(ザ コ ンザ ラ ンバ ルテ ンナ マ フ ア)､ ⑤伏粒紅 葉日根(フ ラホ ン ･ モル ゲ)､
⑥鷹禿英日根(イ ント ･ モ ルゲ ン)､ ⑦書流英日根(ヂ ュ ウテ ン ･ モ ル ゲン)､ ⑧折根特鴇胎粒
鹿英日根(ゾゲモ メタラル ･ モ ルゲン)｡
梓)T
.
f哀赤芽屯､ 悦来の地方に伝わ っ たイ マ カンは､ ⑨暗暗力和姑 清美白根(ググリとグロ ･
モ ルグ ン)､ ⑳莫珠美日根和尤豊科療都(モ ゾ ･ モ ルゲンと ユ ウダカダ ド)､ ⑫木部力和木奴
力英日根(ム ドリとモ ヌリ ･ モノレゲ ン)､ ⑳喰刀某日痕和暗暗力英 日根(ハ ドゥ ･ モ ルゲン と
ググリ ･ モ ルゲ ン)a
同江鼻八盆民族郷に伝わるイ マ カンは､ ⑧杜不秀美日根(ドア シ ュ ウ ･ モ ルゲン)､ ⑱深拘
英 日根(シ ン ゴ ウ ･毛ルゲン)､ ⑥吐魯移英日根(トル ゴ ･ モ ルゲ ン)､ ⑬土里高菜日根(トリゴ
ウ ･ モ ルゲ ン)､ ⑰依粒搭審美日根(イ ラクロ ･ モ ルゲ ン)､ ⑱勃勃青葉日根(ポポホ ･ モ ル グ
ン)
.I
⑳美教某日根(グア ンジ ョ ウ ･ モ ル グン)｡
属名超の調査報告記載されて い るイ マ カン【黒2】は､ ⑳牟喰某日根(ム ハ ･ モ ル ゲン)､ 21
牡西里(ドシリ)､ 22愛殊力莫日根(アイゾリ ･ モ ル ゲン)､ 23淑穐葛赫英日根(シ ュ イ ン マ ハ ･
モ ル ゲン)､ 24多如坤英日根(ドルク ン ･ モ ル グン)､ 25阿地粒汗(アデラ ハ ン)､ 26木出生(モ
シ ュ ウク)､ 27苧帯曝奥英日根(ネデオ ･ モ ルゲン)､ 28吟斗英日根(ハ ド ･ モ ルゲ ン)
2 イ マ カ ンのあ らすじ
｢シタ ･ モ ルグン+､ ｢シル ダル ･ モ ル グン+､ ｢シ ャ ンソウ ･ モ ル グ ン+､ ｢シヤ ル ン ･ モル ゲ
ン+､ ｢スス+ のイ マ カン五篇の 梗概を紹介す る｡
(1) イマ カン ｢シタ ･ モル ゲ ン+
出典f
'
希特英日根
' '[黒龍江省民間文芸家協会1998:427- 478】｡
語り手 :尤金良 採録 :干暁飛
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あらすじ:姉テ ンラ カ弟シタ の双子の父親が悪 い 女シ ャ ー マ ンに､ 魔法の薬 を飲まされ ､
妻子 を殺すように命じられた ｡ 妻を殴っ たが結局殺せず､ 子供をその まま に して立ち去 っ
た ｡ 妻は首をつ り､ 姉弟が残され た｡ 二 人は父 を追 っ たが､ 殺されそうに なり逃 げた｡ 途
中妖怪ウル グリに追われて ､ 母の形見の櫛､ 砥石､ 鏡を林､ 山､ 海に変えて 逃げ､ 猟師ム
ドリ ･ モ ルゲ ンに救われた o 二 人は成人し､ 姉はム ドリの嫁にな っ たo 3人 は姉弟の故郷 に
帰り､ 母の骨を整え ､ シタ は犬梅に乗り死者の 国へ 行き､ 母の魂を取り返した ｡ その後シ
ャ ー マ ン踊りをして ､ 母 を生き返 らせ ､ 悪い 女シ ャ ー マ ンと父に復讐を果た したo
解税 : 筆者がテ キス ト化 したもの が､ 第2部に掲載された｡
(2) イ マ カ ン ｢シル ダル ･ モル ゲン+
出典 :｢西ホ達魯某日根+ 〔黒龍江民間文学第20集1987:49-221〕
あらすじ: シ ルダル が十 四歳の とき､ 父親がサ ラ p モ ルゲンに殺され､ 狩場の 山林が奪わ
れた｡ 鶴が - 羽飛 んで きて ､ シ ルダルに北山に住む怪獣ウル グリを負かせ ば､ サラに勝つ
力が得 られる と告げた ｡ シル ダルが山へ 行き､ ウル グリを打ち負かすと､ ウル グリはシル
ダル の馬に な っ た ｡ ウル グリにサラの居場所に案内させ ､ 格闘してサラを投 げ殺 した ｡ 手
下たちが刀 で切りつ けて きて ､ 窮地に落ちたとこ ろを娘に救われた｡ 娘は､ サラ の娘サラ ･
フ ジンを制すれば他に恐れ るもの はい ない と告げ､ 青鷹にな っ て飛び去 っ た ｡
二 日後山へ 行くと､ シル ダルが鷹にな っ たサラ ･ フ ジ ンに襲われたが､ 青鷹の娘に救われ
た.
'
シルダル がサ ラの弟サラ ･ モ ハ ンを殺 し､ 青鷹の娘がサラ ･ フ ジ ンを捕 らえた. シル
ダル は､ サ ラ ･ フ ジ ンに 自分 に従うこ とを誓わ せ ､ 彼女を許し､ サラ ･ フ ジ ンの姉婿フホ
ンチ エ ･ モ ルゲン をも負か した ｡
青鷹娘とフホ ンチ エ の妻は､ カワカ マ スを捕る技比 べ をし､ 青鷹娘が勝っ た｡･シル ダルは､
青鷹の家に招かれ､ 婿選甲の条件 として ､ 大きな石像を持ち上げる子と､ 銅鏡を矢で射抜
く ことを出され､ それに挑戦した o シル ダルは ､ 神に念 じ､ 大石を持ち上 げ､ さらに､ 青
鷹娘がシル ダル に良 い 弓矢を与えたの で ､ 銅鏡を射抜く こ とがで き､ 二人は めで たく結婚
する こ とがで きた ｡
併載:1984年春葛徳勝 (ホジ ェ ン族) が謡 っ た ｢シ ルダル ･ モ ルゲン+ の 録音をもとに､
1984年12月 - 1985年5.月俸万金と葛忠厚 (ホジェ ン族) がホジ ュ ン語か ら中国語に翻訳
･
し､ 整理 したもので あ る｡
(3) イマ カ ン ｢シ ャ ンソウ ･ モル ゲン+ ＼
出典 :｢香里英日根+ 〔黒龍江民間文学第2集1981:183-271〕
あらすじ:昔､ 松花江に兄弟が住んで いた｡ 弟シャ ンソウは20歳になるが､ 何もで きず､ 兄
が 一 生懸命狩をし､ 漁をし､ 弟を養っ セい た. 兄が､ 遠く北海に嫁を探しに行くっ たが､
戻 っ て こない の で ､ シ ャ ン ソウは兄を探 しに北海に 出かけた｡ 兄が嫁ウ ェ ン チ ン ･ ダドを
得るために出された問題､ ｢怪獣､ 白鳥､ 猪を捕らえ､ 神に捧げる+ を､ シ ャ ンソ ウに解決
され ､ 兄は嫁を得る ことがで きた ｡ その時から､ シ ャ ンソウは力を発揮 し始めた ｡ シ ャ ン
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ソ ウは､ 西方に両親を探 し､ 復讐に出か けた｡ はじめに戦 っ た城主フ - ラホン と和解 し､
彼の妹フ - ラ ンを嫁に した o その とき出された条件は ｢金の鹿を捕る+ ことであ っ たが､
難なくやり遂げたo さらに ､ フ - ラホン と西 へ 進み､ 城主パ イル
- ･ モル ゲンと戦 っ たが､
負けそうにな っ た ｡ そ こ を､ 兄嫁が連れてきたバ ー ジン ･ ダ ドが変身した鷹(コ リ) に助
けられ､ パ イ ル ⊥ を打ち負かした o その お礼に､ バ - ジ ン ･ ダドの 国 へ 行き､ 結婚を申し
込 んだ｡ その とき出された難問は､ ｢そこの ない 桶で 山頂まで 水を運 ぶ+ ｢竜の爪 と鼻を神
に捧げる+ であ っ たが+ ウ ニ ンチ ン ･ ダドの助けでやり遂げる こ とがで き､ 彼女を嫁に し
た ｡ 西の戦緑に戻り､ 兄嫁､ 妻たちの助けを受け､ 仇を討ち､ 敵の妹 を嫁にし､ 民を連れ
て ､ 船に乗 っ て 故卿 に凱旋 した｡
解説 :1980年と 1981年の 2回に わたり､ 博万金が採録した ｡ 1980年2 時間､ 1981年6日
かけて 6 時間の採録で あ
_
つ た o 1981年翻訳は採録と同時に行われ ､ - ケ月ほどかか っ た o
1984黒龍江省の 最優秀民間文学作品賞を受けた o
■
以前､ 発表されたイ マ カ ンの主人公と異
な り､ この作品で は､ 主人公シ ャ ン ソウ ･ モ ルゲ ンはシ ャ ー マ ン と言われて い ない が､ 全
篇を通して､ シャ ー マ ンの能力を有してい るこ とが判断できるo
(4) イマ カ ン ｢シ ヤ ル ン ･ モ ル ゲン+
出典 :｢抄倫美白根+【異能江省民間文芸家協会1998:263･31 8】
あらすじ:ウス リ ー 川 の源流に伊隻(イ マ ン)村があり､
■
シヤ ルン ･ モ ル ゲンは､ 父母と姉と
四人で暮らして い た . シヤ ル ンは 20歳にな っ たが､ まだ嫁がい な い o 松花江の悦勤団 (イ
エ ラ グ)村で娘の婿を探して い る人が居る｡
■
姉は､ 問題を解決した人 が婿になれると聞 い
て ､ 弟に勧め た ｡ 問題は ｢娘が江 に落とした金魚の首飾りを探 し出すこと+ で あ っ た｡ 多
くの若者が川 にも そ っ て 探したが ､ 渦に住む怪魚ア オ ハ 魚に出会い ､ 首飾りを探せ なか っ
た ｡ しかし､ シ ヤ ル ンは､ 金の斧を持っ て 川に潜り､ 怪魚を殺 し､ 腹にあ っ た首飾りを取
り返 した｡ しか し､ 他の若者が納得せ ず､ さらに ｢百歩離れたとこ ろから､ 銭を射とおす｡
20d キロの石を持ち上げる o 怪獣ウル グリを殺すo+ と三 つ の問題を出されたが､ す べ て を
解決し､ 娘を嫁にすることがで きた｡
解税: これは葛複勝が謡 っ た最後のイ マ カンである o 1987 年黒龍江省民俗研究所研究員張
嘉漬､ 副研究貝葛若玉が採録した. 採錬時間､ 毎日約 1時間､ 1週間かか っ たo 採録された
もの を尤志緊 (ホジ ュ ン族) がホジ ェ ン語から中国語に圃訳し､ 整理 した. 尤志賢は､ 中
国語からホジ ェ ン語に翻訳 し､ 国際音声字母で 表記したものを､ 1989年 ｢赫哲族伊璃堪選+
に発表して い る Q
(5) イマ カ ン ｢ネス+
出典:｢蘇蘇+[王士嬢､ 馬名超､ 黄任遠編 1986:9･ 11]
あらすじ: 昔､ 川辺 に兄弟が住んで い た ｡ 山や川 には生き物や木の実が少なか っ た ｡ 兄は
や っ と嫁をもら っ た ｡
■
弟は､ 何もで きず ､ 毎日ぶ らぶ らして い たので ､ 兄嫁に家を追い 出
きれた｡ 弟は､ 川 の流れに沿 っ て い こ うと木を流れに投げ込んだが､ 渦巻い七い たので 流
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れが分 からず､ どちらへ 行けばよい か分からなか っ た｡ 途方に暮れ ､ 川辺で ｢スス+ と謡
っ て い るうち に､ 彼の体の骨ヒ皮はばらばらに なり､ 水鳥､ 魚､ 貝 ､ 海老に変わ っ た｡ 兄
は ､ 弟がい なくな っ て 悲しんだが ､ 豊富になっ た生き物は､ 弟が残 して い っ たもの だと考
えた ｡
解鋭 :1963年8月 に､ 尤葦氏が語 っ たものを採録し､ 属名超が整理 した｡ これは､ イ マ カ
ン小唱と呼ばれ ､ 短篇のイ マ カンで ある ｡ 語りの中に ､ 詰も入 っ て おり､ 謡い は ｢スス ス
ス+ で始ま っ て い るの で ､ 題名にな っ た｡
■
第 2節 構成要素
ホジ ェ ン族のイ マ カンが永く伝承された大きな理由は､ 謡い 手が､ モ ルグン､ コ リ､ 神
霊 ､ 妖怪な どに､
代 の 民族の特徴､
伝えられて い る ｡
イ マ カンの茄は ､
生き生きとした性格特徴を与 えたからである ｡ こ れらの性格構成は､ 時
心理と美意識を表わしており､ 昔の ホジ ュ ン族の理想と期待を聴き手 に
またシ ャ ー マ ン文化が民衆に深く浸透したことも示されて い るo
第二章に述べ たが､ 概ね次の様に進行する ｡
(訂 両親は敵に殺されて ､ 孤児であるか､ 姉弟または兄弟二人で暮らして い る .
② 男の子はモ ル ゲ ンになり､ 両親の復讐q)ために､ 西 へ 遠征に行く o
③ 途中で 多数の若い 娘に出会 い ､ 結婚する ｡ 女性は､ コ リ ( 神鷹) になり､ モ ルゲンを
助ける ｡ 婿選 びの難題を全て解決 して妻にする ｡ 娘はモ ルグ ンの遠征を助け る｡ 敵の
モ ルグ ンの妻や姉妹も ､ コ リに変身で きる ｡ 女性は､ 皆能力の高い シャ ー マ ンで ある｡
④ モ ル グンは､ あだ討ちのため西 へ 遠征に出かけ､･途中､ 他の モ ルゲン に村会 っ て ､ 戦
っ て勝ち､ 敵と義兄弟になり､ 一 緒に復讐に行く ｡
⑤ い くつ の ホ トン (村)を通り､ 妖怪串ど多くの 災難に遭い ､ 終に復讐を達成する o 敵
を倒した後､ 敵の村民を故郷 へ 連れ帰り､ 大きなホトンを建て ､ モ ルゲンは エ ジ ン(首
領)
■
になる ｡
イ マ カンを構成する要素は､ 主人公 モ ルゲン､ 女主人勾コ リ､ 主人公を守 る神具､ シ ャ ー
マ ン､ 妖怪であり､ 舞台は松花江 ､ ア ム ー ル川 ､ ウスリ ー 川の合流地域で ある三江地方で
ある ｡
1 主人公 モ ルゲ ン とそ の特質
イ マ カン の申に ､ 最も鮮明な性格を持つ 登場者は､ モ ルゲンで ある ｡ 謡い 手がモ ルグン
にすばらしい 名前を付け､ 多くの 課題 を与える ｡ モ ルゲンは､ その課題を果たすために ､
西 へ 遠征し勇武を誇示する ｡
モ ルグ ンは､ 滞語やモ ンゴル語などにおい て ` `智 ” の意味を表して い る ｡ ほとんどの長篇
イ マ カ ンのタイ トル に､ モ ルゲンの名が つ いて い る ｡ (シャ ー マ ンと名が つ く長篇イ マ カン
が 2篇ある) モ ルゲ ンの名前は､ イ マカ ン謡い手 たちが独自に考え､ "力 ” を象徴する名を
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つ け､ モ ルゲンに対する尊敬と崇拝め気持ちを表わ し､ モ ル ゲ ンの非凡なカと勇敢きを称
える ｡
モ ルグ ンは､ 英雄で あり､ 城主であり､ シャ ー マ ンで もある ｡ モ ルゲンが達成 した西方征
服の功績をたたえる ことは､ ある時期の ホジ ェ ン祖先の社会で は､
こ とを示 しており､ 好戦的な狩猟民族の特徴を表わして いる o
イ マ カンの謡い 手が､ ア ン トウ､ マ ン ドゥ､ シ ャ ンソ ウ､ ア グデ､
ム ドリ､ シ ヤ ル ンな ど多く の生き生 きと したモ ルゲンを作り出し､
めさせて い る｡
部落間の戦い があ っ た
マ ル トウ､ シル ダル ､
ホジ ェ ン族の記憶に留
モ ルゲ ンの特徴は､ 次の ようで ある｡
(1) 孤児である ｡
イ マ カ ン中の主人あの 多くは､ 孤児である o 他の部落に侵略され ､ 両親は死んだか連れ
去 られ､ 奴隷にな っ て い る ｡
｢マ ン ドゥ ･ モ ル ゲン+ は ､ 松花江下流も言住んで い たo 両親は侵略者に捕らえられ連れ
て い かれた ｡ 妹も行方不明 にな っ た【黒龍江省民間文芸家協会1998:1･11机
｢シャ ンソウ ･ モ ルゲ ン+ は､ 松花江の中流に兄弟二人で住んで い た ｡ 兄はシャリカ､ 弟
はシャ ン ソウとい う名前で ある[黒龍江省民間文芸家協会1998:119･208】｡
｢シ ヤ ル チ ュ ウ ･ モ ル グ ン+ は ､ 松花江流域のタチ ラ ･ ホトンに住んで い た｡ 父はホト
ンの エ ジ ン(首嶺)で ､ 平野で幸せな生活をしT
'
いた奴 三歳のとき両熟ま敵に捕ま っ た操
龍江省民間文芸家協会 1998:509-652].
｢マ ル トウ ･ モル ゲン+ は､ ウスリ ー 川に睦んで ､ 漁業と狩猟で生精 して い た ｡ 彼が五歳
の とき､ 西方の コ ウ ･ エ ジ ン が村を襲い ､ 家を輝き+ 物や牛羊や人を奪 っ て い っ た o マ ル
トウの 両親もその とき連れ さられ､ 行方不明で生死も分からなか っ た[黒龍江省民間文芸家
協会1998:313･372]｡
｢カンタ ･ モ ルグン+ で は ､ カ ンタ というモ ルゲ ンが､ 三江 口の圭津村 ( 現在の街薄口)
に住んで い て ､ 彼は小 さ い と き両親を亡 くし､ 孤児で あ っ た[黒龍江省民 間文芸家協会
1998:6 53･709】｡
(2) 病弱か愚鈍で ある ｡
主人公モ ルグンは､ 始めは病弱か､ 愚鈍か､ 気が狂 っ て い る o しか し､ 後に能力の 高い
シャ ー マ ンになる o
｢マ ンドゥ ･ モ ルゲン+ で は ､ ある日突然気が狂 い ､ 物事がわかなくな っ た｡ 15 年後､
行方不明 にな っ て い た妹が､ シ ャ ー マ ン の修行を終えて帰 っ て来たo 兄 に仙薬を飲ませ る
と､ 兄は強い モ ル ゲンにな っ た一票龍江省民間文芸家協会1998:1･ 118】｡
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｢シ ャ ンソウ ･ モ ルゲ ン+ で は､ 1日中オン ドルの上で食べ ､ オ ンドルの上で便をし､また
オ ン ドルの上で寝るとい う人間だ っ た[黒龍江省民間文芸家協会 1998:119･208J｡
(3) 強く達しく成長
イ マ カ ンの主人公 モ ルゲ ンは､ すべ て還 しく理想的な人に ､ 成長する ｡ 放と戦うときは､
武器を何も持たず､ 相撲の ような格闘技で戦う ｡ マ ン ドゥ . モ ルゲンは､ 敵を抱え込 み ､
一 回振り廻し､ 敵を二 つ に裂くた o モ ルゲンの戦い は､ 先ず力技の勝負である o
(4) 変身
｢シ ヤ ルチ エ ウ ･ モ ル ゲ ン+ で は､ シ ヤル チ ュ ウ ･ モ ルゲ ンが西 へ 遠征に行く途中､ あ
る村に つ い た o その村の エ ジンの 三 回忌が行われて い たo シャ ルテ ュ ウ ･ モ ルゲ ンは､ 背を
曲げ ､ 醜い老人に変身 し､ その式に入 っ た【黒龍江省民間文芸家協会1998:611】｡
｢ア ン トウ ･ モ ルゲ ン+ で は､ ア ン トウは遠征途中､ 村 に潜入するため､ 1 本の横棒を拾
っ て 自分の 頭をたたいて ､ 1 匹の 小さい ミツパテに変身し､ 村落の中の随所に飛んだ【異能
江省民間文芸家協会 1999:231･262】｡
(5) 妻を多く持つ ｡
モ ル ゲンが遠征途中で ､ 多くの 若くて美しく､ 醜い シャ ー マ ン能力を持つ 女性に出会い ､
妻に する ｡ 妻たちは､ 遠征や復讐の大きな助けとなる ｡ ア ントウ ･ モルグンは遠征の途中､
8人の妻を要 っ たo 皆シ ャ ー マ ン神力を持つ 強い女性で あ っ たo ム ドリ ･ モ ルゲンは､ トタ
ン ･ ダ ドを見て ､ 彼女は緒麗で ､ シャ ー マ ンの神力も強 い ､ 必ず妻に して ､ 自分を助けて
も らおうと考えた｡ つ まり､ モ ル ゲンが大勢の妻をも らう目的は､ 結局 ､ 自分の復讐に役
立て るためで あると考え られる ｡
(6)難題 に挑戦する ｡
妻を要る 1 つ の方法は､ 婿速びの難問を解決するこ とである ｡ ア ガデ ･ モ ルゲ ンはケジ
ン ･ シ ャ ー マ ンを要 るた め､ 彼女の家に行っ たo 彼女の親 へ ジ ン ･ シャ ー マ ンは彼に 2 つ
の難問を出したo 一 つ は 1 本の矢で天 に飛ぶ 3羽の大雁を射落ヒす こと､ もう 一 つ は三江
口 の 中に千年生きるチ ョ ウザ メを捕まえてくる こ串で あ っ た. アガデ ･ モ ル ゲンはそれ を
成 し遂げ､ へ ジン ･ シ ャ ー マ ンの娘を嫁にした[黒龍江省民間文芸家協会 1998:373･50 81｡
｢マ ル トウ ･ モル グン+ で は､ イ チ ･ ダ ドの養父母は､ マ ル トウ ･ モ ルゲンに 3つ の難問
を出した. 門前の石の獅子 を持ち上げる こと､ ウス リ ー 川 に住む金の鯉を突くこ と､ 南山
の 大瀧を射落とすこと､ で ある【黒龍江省民間文芸家協会 1998:313･372】o
(7) 義兄弟の助け
モ ルゲンは遠征の途中､ 他の モ ルゲンと出会い ､ 戦 っ て勝ち､ 義兄弟にな る o 彼らは 一
緒に 遠征に つ い て行く ｡
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マ ン ドゥ ･ モ ル ゲンは､ ムウ ニ ユ ウ ･ モ ル グンの 三人兄弟と義兄弟にな っ て ､ 遠征の手
助けを得る ｡ シャ ンソウ ･ モ ルグンに負けたフ ロ ホンは､ シ ャ ン ソウ
･ モ ル グンを尊敬し､
義兄弟になり､ シ ャ ンソウ ･ モ ル ゲンの復讐を助けるために つ い て 行く[巣龍江省民間文芸
家協会1998:1･ 118】｡
2 女主人公 コ リとそ の特質
女性がコ リ (k.li神慮) に変身し､ モ ルグ ンを助ける . コ リは､ シ ャ
ー マ ンと神霊の象徴
で あり､ 非常に強 い シャ ー マ ンの能力をもつ c イ マ カン におい て ､ コ リに変身するモ ルグ
ン の妻や姉妹が､ モ ルゲ ンの西征の成功の鍵を握る o 彼女たちの行動は､ 神秘的であり､
超自然的で ある ｡ モ ル グンが負けそうに なる と､ コ リは突然助勢に現れる ｡ これは ､ 精霊
で ある ｡ モ ルゲンの妻の数が多ければ､ 彼の力も大きくな る ｡ シ ャ ー マ ンが多くの守穣神
を獲得するこ とで シ ャ ー マ ン として のカを増すこ とを表してい る o
凌純声は､ 著書の申で ､ コ リが強いカを持 つ ようにな っ た光景を書いて いる o
`
憤 る夜､
サチ ニ は突然自分が飛行で きると感じ､ 無意識的に 一 つ の飼唐に着き､ その 中に入 ると､
- 人の老人マ フ ア が こ うい っ たo ｢今回神法を伝授するため､ 神カを使 っ てお前を呼び寄せ
たQ それで 兄弟と父母の仇討ちがで きる.+ い っ た後､ サチニ を熱い鍋に入れ筋肉を鍛えた o
コ リは､ シャ ー マ ン と霊魂を乗せ る道具で あり､ シャ ー マ ンの 守護神とされて い るo 北
方民族で は鳳 鳩な どの 鳥琴と霊魂が木きな関係を持っ七い る o [荻原2001‥23
-36]
｢カンタ ･ モ ル ゲン+ で は ､
∵
東軍人御ま､ 狐仙であり､ カンタ ･ モ ルゲンの妻となり､ 彼
を助ける ｡ コ リと異な
_
り､ 道教的争彩が強.
く ､ 漠族からの影響が強く見られ る o
(1) コ リは若い 女性
娘が､ 地面を 一 転す ると､ 鷹に 変身 し､ 空中に舞い上が る o 鷹の形でモ)i,ゲ ンの 遠征 に
つ い てい き､ モ ルゲ ンを助ける ｡ ときに は､ モ ル ゲンが途中で 空腹になる と､ 出か ける前
に シャ ー マ ンの力で 小屋 を用意して ､ そ こでモ ルゲンに ご馳走す る .
(2) モルゲ ン に助言をする ｡
シヤ ルチ エ ウ ･ 毛ルゲン が林に入 ると､ 木の上の コ リに話しかけられ ､ ｢あなたが夜泊ま
る宿のお婆さんは妖怪だ｡ 翌朝恐ろ しい敵に出遭う+ と教えられた【黒龍江省民間文芸家協
会 1998:509･652]｡
ア ガデ ･ モ ルゲンは､ 空腹を抱えなが ら先を行くと､ 木の上 に止ま っ て い る コ リが謡い
始めた. ｢この先に村がある o そこ に い る エ ジ ンの名前はマ ンザ ･ マ フ ア で ､ 一 人の 息子 と
一 人の娘がい る o ニ人 とも強い o も し､ その ダ ド (dedu 娘) と結婚できれば､ 復讐のため
には､ よい 助けになる+ とモ ル グ ンに教える[黒龍江省民間文芸家協会 1998:373一 石08】｡
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(3) 未来を予知し占う ｡
｢シル ダル 4 モ ル ゲン+ で は､ ス ワ ン ･ ダドはシルダル ･ モ ルゲンを助けるために､ 妖怪
と戦い に行く ｡ その とき､ ウンジ ン ･ ダトに言っ た｡ ｢私の言うこ とをしっ かり覚えて 置け｡
オ ン ドルの上 に樺木の皮の人形が 二 つ 置いて ある o ひ とつ は黒く､ ひ とつ は白い o 黒は妖
怪で ､ 自は私だ ｡ 妖怪が来たら､ あなたは火を つ けて ､ 黒を南に向け､ 白を北に向け､ 木
の またの上に掛けろ o 私達が戦い 始めた後に火をつ けて ､ もし黒が出血 したな らば､ すそ
火の 申に投げろ o それで私が勝 つ . も し白が出血したならば､ すそ逃げろ ｡ 遅れ るなo +【黒
龍江省民間文芸家協会1999:25]｡ ホジ ュ ン族は日常で も､ 占いを信じ､ よく占い をする｡
(4) 病気を治す｡
｢マ ル トウ ･ モ ル ゲン+ で は､
〟
イチ ･ ダドは神花を持 っ て ､ マ ル トウ ･ モ ルゲンのお腹
に軽く置くと､ 傷はすそ治 っ た. 鼻の 所に置くと､ マ ル トウはすそ目覚めた【黒龍江省民間
文芸家協会1998:342】｡
シ ャ ンソ ウ ･ モ ルゲ ンが重傷を負うと､ エ ウ ンジ ン ･ ダドは薬を傷に塗 っ た｡ シ ャ ンソ
ウ ･ モ ルゲ ンはす(o 全身軽くな り､ 手で触ると､ 傷はすっ かり治 っ て い た[黒龍江省民間文
芸家協会 1998:158]｡
(5) モル ゲン に加勢
モ ルゲンが､ 戦い で危険になる と､ コ リが必ず助けに来る ｡ コ リの戦い 方は､ ｢その コ リ
は高く空に飛び上がり､ 祈りをとなえながら､ 力い う ばい羽ばたき､ 矢の ように船に向か
っ て行き､ 船をばらばらに砕い た+【異能江省民間文芸家協会1998:151】のように ､ 鷹が獲
物 を襲うときと同 じで ある ｡
｢二 人の モ ルゲンの戦う最中､ 村の 屋根から黒い 一 群の鷹が飛び出したo 同時に､ 村の上
空 に敵の コ リも数十羽飛んで きた ｡ ハ ジ ン ･ ダ ドは胸からハ ンカチを出して ､ 空 に投げる
と､ 百羽以上 の コ リとな っ た｡ 両方混戦して ､ 敵の 方の ダドもハ ンカチを出して ､ また百
羽以上 の コ リとな っ た ｡+ コ リの空中大戦の描写で ある[黒龍江省民間文芸家協会 1999:
193]｡
(6) 魔法を使う ｡
コ リ神鷹は､ 魔法を使う こ ともで きる ｡ ｢マ ン ドゥ ･ モ ル グン+ で は､ 小鳥ハ サリは相手
l
の コ リの数が多い の と見て ｢口で 自分の 羽根を抜くと､ 一 本の 羽根が 一 羽の鷹になり､ 多
くの鷹が出現し､ 天地 を覆 っ た｡+ また相手の ハ ニ ･ ダドは､ ｢機会 に乗じて地面に 降りて
きて ､ 一 転すると若者に変身して マ ンドゥ ･ モ ルゲンと戦い 始めたo+【異能江省民間文芸家
協会 1998:1･ 118]｡
｢ム ジ ュ リン ･ モ ルグ ン+ で は､ 夜､ み んな泊ま る所がない ので ､ サチ ニ ･ ダドは紙を出し
て ､ はさみで 人形 を作り､ 口で吹くと､ 紙の人形は､ み んな生き生きとした人間にな っ て､
家を建て始めた【黒龍江省民間文芸家協会 1999:509･526]｡
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(7) コ リの形容
｢この コ リの 口 は､ とて も大きく､ 金銅.の ようにば っ と光り輝い て いる ｡ 目は茶碗位に
大きく､ さまざまな色が つ い て い る ｡ 体は､ きらきらして とて も美 しい+ と形容されて い
る 【黒竜江省民間文芸家協会 199 9:157】 ｡ 悪 い コ リがこのように形容されて い る ｢片目
は灯寵の ように真 っ 赤に光り､ 口がアイス ピ ックの ように鋭い+【黒龍江省民間文芸家協会
1998:606] o
3 神霊 と神具
モ ル グ ンは､ 単独で 遠征を達成する こ とができない c ｢ム ドリ . ･ モ ルグン+ では ､ 以前
に愛洪村の モ ル ゲンが､ ム ドリ ･ モ ル ゲンの村に来て ､ 略奪をし､ 村を焼い たので ､ 今度は
ム ドリが復讐に 向かう o ム ドリ ･ モ ル ゲンの住む松江村から愛洪村まで ､ 100- 200キロ あ
る ｡ 途中い くつ かの村を通り ､ 大勢の敵の モ ル ゲンやコ リと戦 っ た ｡ 妖怪にも出会 っ た ｡
約 150キ ロ の道を進み ､ 復讐するの に ニ年がかか っ た【黒龍江省民間文芸家協会 19 8:
209･312】｡
とにかく､ 多くの難関を突破 しな い と､ 復讐できない ｡ モル ゲ ンの 成功は必ず守護神な
どが必要で ある ｡
(1) 守津神
イ マ カン の申で は､ 神霊が見えたt)見えなか っ たり して ､ 神秘的な べ - ル に覆われて い
る o その神力は強く､ 呼ぶ とすih現れ ､ モ ルゲ ンを助ける o 用が終わ るとさ っ と消え る o
神と共通性を持ちながら､ 人間性も持つ ｡
イ マ カンに出てく る神霊は ､ 山に住む エ ン ドリ ･ マ フ ア(end ul im are)､ 天神と呼ばれ る
守護神毛コ ンダ ･ モ ルゲ ン(m oku nda m e rge n)､ クザ か マ フ ア ､ クザ か マ マ&u zake m are,
m a m a)､水神(m ule enduli)､ 河神(m a ngge enduli)､海神(lam eend ul i)､鹿神(ko皿 ake s e on)､
虎神(ta s 又e e nduli)､ コ リ(kori)､ チ ョ ウザメ(ejin seon)､ 郭公(keku)､ サル カ(sarka 鉄の 神)
な どで ある ｡
マ ン ドゥ ･ モ ル ゲンの母は敵に連れ去られたとき､ サル カ (sal･ka:鉄の神)のお守りを マ ン
ドゥ ･ モ ルゲンの首に付けた ｡ 彼は敵と戦 っ たとき､ サル カのお守りのおかげで ､ 心臓､
肝臓を保護された[黒龍江省民間文芸家協会 1998:1- 118]｡ (守護神につ いて は､ 第 3 部の
第 3葦に参照)
マ ン ドゥ ･ モル ゲンは､ ダイ ラル に投げ飛ばされると､ 転んで ､ 肋骨が折れて気絶した｡
妹 マ ンジ ン ･ダドは､ ｢守護神シ ャン ギン ･ マ マ ､ サカル キ ･ マ マ ､ ク ツカ ･ マ マ+ と 3 珂
呼ぶ と､ シヰンギ ン ･ マ マ ､ サカル キ ･ マ マ がや っ て 来た. シ ャ ンギ ン ｡ マ マ は､ 懐か ら
箱を取り出して ､ その中の 薬をマ ン ドゥ ･ モ ルゲ ンの傷口の上にふりかけると､ 肋骨はす
そ元通 りに戻 っ たo シ ャ ンギ ン (sanggin) は自とい う意味で ､ シ ャ ンギン 4 マ マ は普通 の
シャ ー マ ンより神力が強 い【黒龍江省民間文芸家協会 199 8:70] [尤志賢 1989:186]｡
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｢ム ジ ュ リ ン ･ モ ルグン+ で は､ ｢ある日､ ム ジ ュ リン ･ モ ル ゲンは山の洞に入り､ 自寮
の マ フ ア に会 っ た｡ マ フ ア は彼に武術を教え､ 7日目に マ フ ア は彼に言 っ た｡ これから､ 災
難に遭 っ たら､ 山神助けて と呼べ ば､ すそ行くと言い終えて ､ 姿を消した+ [黒龍江省民間
文芸家協会 1999:513] 0
相手 のダイ ラル ･ モ ルゲン にも自分 の守護神がある ｡ ダイ ラル ･ モ ルゲンは力がなくなり､
村の方に向かい謡 っ た｡ - - ｢トロ ･ マ フ ア ､ トロ ･ マ マ ､ 早く助けて くれ!+､ すると､
トロ (to ru :神竿) を供える場所から､ 九本 の白い煙が出て ､ それがダイ ラ ル ･ モルグンの
体に入 ると､ 彼は猛獣の ような力を得た ｡ トロ ･ マ フ ア ､ トロ
.
･ マ マ はホジ ェ ン族の供神
で ある ｡ 家の西側に木の竿を立て ､ その上 に木 の鳥を置き､ 下に木の盆を置い て ､ 諸神を
祭る ｡ トロ は神を祭る場所の こ とである【異能江省民間文芸家協会1998:73】 ｡
(2) 神具 ( 宝器)
｢マ ン ドゥ ･ モ ルゲン+ では､ マ ドゥ ･ モ ルゲンと敵で あっ たム ニ ュ が義兄弟にな っ た｡
ム ニ ュ の母は マ ン ドゥ ･ モ ルグ ンの復讐の 話をきき､ ｢こ の獣皮の宝衣は､ 49日間かけて縫
っ た｡ これ をお前にあげる ｡ 宝衣 を着たら､ どんな強敵に会 っ ても† 危機を脱する ことが
で きる､ 刀 や火にや られて も､ 傷が つ かない ｡ 不意に矢が飛んで きても傷つ かない ｡ 着な
さい ｡+ 宝衣は､ 獣皮､ 鹿の茄､ ノ ロ の筋で作 っ て あり､ 綾取 りしてある ｡ 宝衣を着ると
何も着て い ない 感 じが し､ それが光 り輝い て部屋を明るくする 【果龍江省民間文芸家協会
1998:61】 0
｢シ ャ ン ソウ ･ モ ルグ ン+ では ､ 何箇所かで ｢シャ ンソウ ･ モルゲンは､ ニ本の木の棒
を拾い ､ 叩い て投げ ると､ ニ 匹の 馬に な っ た+ という話がある [黒龍江省民間文芸家協会
1998:151】 ｡
｢ア ン トウ ･ モ ルゲン+ には､ ア ントウ ･ モ ルゲンが敵を追い かけるこ とができない とき､
ニ モナイ ･ ダドは彼に ハ ンカチを 一 枚あたえた . ア ントウ ･ モ ル ゲンはハ ンカチを振っ て ､
上 に乗り､ 空 を飛んで行 っ た｡ ハ ンカチは金の光を放 っ て い た[黒龍江省民間文芸家協会
1998:2 44]｡
また ｢シタ ･ モ ルグン+ にも､ くし､歯が細かい櫛､鏡､砥石な どの宝器があっ て ､ 林､ 雑木
林､ 海､ 岩山になり､ シタ姉弟を妖怪か ら救う ｡ 同様の宝器は ｢シル ダル ･ モ ルゲン+ に
も出て く る ｡
4 妖怪
I
ホジ ェ ン族が信仰 して い るシャ ー マ ン には､ 善と悪がある o 善い シヤ - マ ンは人の ため
に魔除けを し､ 神踊りをして病気を治し､ 将来を占う ｡ 悪い シ ャ ー マ ンは人の邪魔を し､
病気にさ せ ､ 死 なせ る o 妖怪は､ 悪 い シ ャ ー マ ンであるとも言われて い る o 悪い シャ ー マ
ンは時には鬼に なり､ 奴怪になり､ 猛獣 になる ｡ 性格は残虐で ､ 人肉を食 べ ､ 人の血を吸
い ､ 魔性を持 っ て い る ｡ しか し､ 具体的な描写で は､ 彼らもまた人間性が与えられ､ 比較
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的現実に存在 して い るように表現されて いる ｡ これらは､ 当時の社会の事実を反映して お
り､ 空想で はない ｡
妖怪は悪の シャ ー マ ンからの 変身であるから､ 力も強く､ 技も優れて いるが､ 最終的に
は負けるので ､ 勧善懲悪の物語で あるo
イ マカ ンの中の怪獣は殆ど｢ウル グリ(w u rguli)+､ ｢ブシ ュ クO3 uSyuku)+ という名前で ､
身長は九尺で ､ 目は流星 の ように光 っ て い ると表現されて い る 【黒髄江省民間文芸家協会
1998:105】 o (ウル グリは飛の意味で もある o)
｢シタ ･ モ ルゲン+､ のテ キス トに ｢ブシ ュ クは大きくで 大変恐そう､ 目は藍色で 鶴の 卵
く らい 大きく､ 飛び出て い る ｡ 二本の大きな牙 は口か ら突き出て い て ､ ナイ フ の よう に鋭
い o オ ンドル の上で､ 人の頭を食 べ て いる o+ とい うように ､ 妖怪が表現されて い る o
第 3節 イ マ カ ンの パ フ ォ ー マ ンス
1 演奏の時間と場所
ホジ ェ ン族は昔非常にイ マ カン が好きであ っ た ｡ 冬冷たい 風 が吹く中を数十里犬そりに
乗 っ てもイ マ カ ンを聴きに行 っ た ｡ 10月か ら3月まで の狩猟時期 には､ 毎晩野営地 に戻 っ
て ､ 必ずイ マ カ ンを謡い ､ 猟師に 関するのタル ンクを謡 っ たo 何人もが 一 緒に狩猟､ 漁業､
採集に出かけ野営する とき､ よく集ま っ てイマ カ ンを聴い た ｡ と きには､ 全村の人 々が ､
一 軒の家に集まり､ 南北の オ ン ドル に座り､ 眠らずにイ マ カ ンを聴い たo 謡い手 は普通男
性で あるが､ 専門的な謡い 手で はなく､ 謝礼もなか っ た ｡ 昼 にタル ンクを語り ､ 夜にイ セ
カ ンを謡 っ た D 漁業の時期に は､ 家に留守して い る老人､ 婦人 ､ 子供達もイ マ カ ン を聴 い
た ｡ イ マ カンを謡う目的は物語を楽 しむだけで はなく ､ 神に祈り ､ 狩猟や漁業の獲物が多
く捕れるよう に祈り､ 身の安全を祈 るためでもあ っ た｡ 他人の家に 客として招かれ たとき､
食事の後､ その家の主人 に い く つ かの物語を謡い聴かせ た｡ そ れは ､ 自分の才能を示 し､
主人に感謝の気持ちを表すためだけで卑く､ 自分 に付いて きた悪霊を追 い払い主人 の … 家
に災難を及ぼさない ためで もあ っ た ｡ 冠婚葬祭の場合､ 必ずイ マ カンが語り謡われ ､ 婚礼
の ときは新婚夫婦の幸福を願う祈りであ っ たo 葬儀の ときは死者の ための祈りで あり､.謡
い 手は死者の側で毎晩イ マ カンを謡い ､ タル ンクを謡 っ た｡
2 芸術的特色
(1)民族特性
イ マ カンには､ ホジ ェ ン族伝統の漁業､ 狩猟､ 生活､ 戦争､ 婚姻､ 祭り､ 神踊り､ 祈り､
儀式などが生 き生きと描かれ て おり､ 昔の 漁民風俗の絵巻を見る ようで ある ｡ モ ルゲ ンは
常に勝利を収 める ｡ イ マ カンで は､ ホジ ェ ン族の風習習慣が描かれて い る ｡
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(2) 地域性
イ マ カンの舞台は､ 三江の流域であり､ ホ ジ ェ ン族の里であり､ 聞く者に親近感を抱か
せ る ｡ ホジ ェ ン族が居住する三江平原は､ 山や水がある天然の 良い 漁猟場所で ある ｡ こ こ
に有名な海東青 (猟鷹)､ 鹿､ 虎､ 育臥 狐､ 布など鳥や獣が棲み ､ また名物のチ ョ ウザメと
三花五夢 ( 董花､編花 ､卿花 .哲夢 ､正夢 ､同夢 ､胡夢 ､法夢 :魚の名) な どの魚が いる ｡ 自然が
神秘的で ､ すばら しい景色や豊富な物産などが謡い 手の心を豊に し､ 芸術を育む｡ イマ カ
ンの中では､ 海東青が コ リ神鷹になり､ チ ョ ウザメが馬となり ､ 狐が美女にな る｡ それに
よ っ て彼らの語りがより強い地方特徴を出す ｡
(3) 芸術性
イ マ カ ンの謡い 手は楽器もなく､ 道具もなく､ 特別の服装もない条件のもとで ､ 語り謡
い ､ 聴く人を引き付 ける のは､ その謡い 自体が魅力的な芸術であるからで ある ｡ それをま
とめてみると以下の面が考えられる ｡
形容が上手い
例えば､ シル ダル ･ モ ルゲ ンに ｢眠れなくて ､ 落ち着かず､ 目が絶えず震える o+ 額どソ
ワ ン姫がシル ダル と会う ときの心境を生き生きと描かれて い る ｡ また ｢ウサギの ように小
さく､ 手のひ らくらい の もので ､ 大きなもの じや ない ｡+ ｢やせで ､ 鬼のように ばたばた走
り回 っ てい る ｡+ ｢亀の ように､ う とうとして い る｡+ など聴き手 に飽きさせない表現を使わ
れて い る｡
分かりやすい
例 えば､ 謡 い 手がい つ も ｢モ ル グンが門前を通 るとき､ 彼がカチ ンカテンに凍っ た土を
砕き､ トントンと音を出しながら､ 砂地に 一 つ また 一 つ と深い足跡を付ける o+ また､ 女が
ご飯 を作る隙､ 謡い 手はい つ も､ ｢彼女の膝が厨房の台で磨り潰され ､ 手のひ らに厚 い たこ
がで きてい る+ とい う表現で ､ 謡 い 手は平凡な筋にせ ず､ い ろい ろな枝葉をつ け､ 面白み
を加える ｡ 何人もの老人 が言うように ､ ｢肝心なところになると､ こ っ ちまで緊張 して しま
う し､ おか しい とこ ろに なると本 当に笑い だ して しまう｡+ などの ようで ある ｡
幻想的
＼
神話的色彩で彩 り､ ロ マ ンティ ックに語られる . 例えば､ モ ルグ ンは保護神に助けらal､
女性はコ リ神鷹に変身で きる ｡ 馬 の 代わりにチ ョ ウザメに乗 っ て 川の中を走る こ ともで き
る . モ ルゲンは老人に も子供にも自由に変身で きる o モ ルグ ンが持つ 魔法の道具には､ 龍
を降伏させ る "金の鎖 〃､ 飛ぶ馬に なる
"木の棒
' '
､
コ リになる
"
)＼ンカデ
'
､ 生まれ出る前
の子の 魂が宿る "神樹''､ 森林に変化す る
打
くし
ガ
､ 高い 山に変身す る
打
磨研石
り
､ 海になる
"
鏡
”
などがある ｡ 作品が神話の色彩 を通 じて ､ 英雄人物の勇ましい性格を描くこ とで ､ 英
雄人物の幻想的なイ メ ー ジを作り出して い る ｡
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(4) 音楽化
朗々とした口上 払 わかりやすく覚えやすい . たとえば歌 っ て い る詞､ 各段落の青酸は
非常に バ ラ ンスが取れて ､ 一 定の リズム があり､
一 部の決まり文句以外には､ ほぼその 場
で創り出された言葉で ある ｡ 歌詞 が発音のリズムを与え､ 普通の しや ぺ る言葉を歌 に変え､
高い芸術効果を生み出す｡
3 謡い の形式
イ マ カンは､ 主に語りで あり､ 間に謡い が織り込まれ る ｡ 謡うとき､ 楽器の伴奏は なく､
すべ て 一 人で 謡うo 一 段が始まる ごとに ､ 長く ｢アラ - ン+ と言い ､ ｢さ 臥 これか ら始ま
りますよ､ 聴い てください+ とい う意味である｡
イ マ カンは､ 話の筋を述べ るときに語り､ 主な人物の対話は謡い で表現される ｡ 主人公
が災難に会い救援を呼ぶときや喜び悲しみ を表すとき､ また勝利 の と きに､ 謡い で塞現さ
れ る ｡ 年寄り､ 婦女､ 若い男性､ 子供な どを表す謡い のリズムは異なり､ 随時変化する ｡
謡 い が終り､ 次の語りが始まる とき､ また
`
ケ ラ ー ン
”
と言う ｡ そ して ､ 物語の最後 まで
語りと謡い を繰り返す｡ 長編 のイ マ カ ンは､ 語り終え るの に 1 0数時間以上かかるの で ､
数晩にわた っ て 謡われる ｡
イ マ カンの謡 の出だしに､ 一 定の リフ レインがあり､ 謡い手 ごとに異なる o
葛徳勝が､ 謡の 出だ しに使 っ た言葉は､ 20種類以上あ る ｡ 主に以下 の もので ある ｡
■① ヘ リラ ヘ リラゲ へ レ ー ヘ リララ ヘ リラ ー
② へ ニ ナ へ へ ニ ナ -
③ ゲゲゲゲガンア ゲガンア
④ ヘ リラ レ へ･リラ ー ヘリ ラ レ ヘ レ へ レ
⑤ ゲガラゲガラ
⑥ ゲゲゲラ ゲゲゲゲ ラハ レ
⑦ ヘ リラ ヘ リラゲガン
1 つ のイ マカ ンの中で も､ リフ レイ ンは少 し異なる ｡ イ マ カン｢シ ル ダル ･ モ ルグン+で は､ 下
記 の 15種のリフレインがあるo
① ハリラ ー ニ ハリラ ハリラ ー ゲ ハ ラ
② ハリラ ー ハリラ ハリラ ー ニ ゲ ハ ラ
③ ハリラ ー ハ リラ ー ハリラ ー ハリラ ー ニ ハリラ ー ゲ ハ ラ
④ ハリラ ー ハリラ ー ナ ニ ゲハ ラ ー
⑤ ハリラ ー ハリラ ニ ハリラ ー ハリラ ー ニ ゲ ハ レ ー
⑥ ハリラ ー ニ ハ レ ー ハ リラ ー ナイゲガラ ー
⑦ ハリラ ー ハリラ ー ニ ハリラ ー ハリラ ー ハリラ ー ゲ ハ レ ー
⑧ ハ レ ニ ー ハ レ ー ハ ナ ニ ー ハ ラ ー
⑨ ハリラ ー ハリラ ー ニ ハリラ ー ハ リラ ー ハリラ ー ゲガレ ー
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⑥ ハリ ー ニ ハラ ー ハ レ ー ニ ハ レ
⑫ ハリラ ー ニ ハリラ ー ナ ハリラ ー ナ ニ ハリラ ー ナ
⑧ ハリラ ー ハリラ ー ニ ハリラ ー ハリラ ー ハリラ ー ニ ゲ ハ レ ー
⑮ ハリラ ー ナ ニ ハリラ ー ハリラ ー ナ ニ ゲ ハ レ ー
⑱ -リラ - ハリラ ー ニ ハリラ ー ハ レナ ニ ー ハリラ ー ゲ ハ レ ー
⑮ ハリ ー ニ ハリラ ー ナ ニ ー ハリ ー ニ ハ レ ー
イ マ カ ン｢サル ン ･ モ ル グン+ には､ 11種 のリフレインがあるo
① ハリレ ニ ー ハ ニ レ - ハリ ー ハ イハリ ー
② ハリラ ー ニ ハリ ー ハリ ー ハリ ー
③ ガガイガ ー ガガイガ -
④ ハリレ ニ ー ハリ ー ガイ ハリ ー
⑤ ハリレナ ニ ー ハリ ー ハ イ ハリ ー
⑥ ハリレ ニ ー ハリ ー ガイ ハリ ー
⑦ ガガイガ ー ナ ニ - ガガイガ -
⑧ ハリレ ニ ー ハリ ー ハ レ ー
(塾 ハ リレ - ニ ハリレ - ガイハ リ ー
⑬ ハリハ - ナ ニ ー ハ リ ー ガイガ -
⑫ ハリレ ニ ー ハリガイハリ ー
呉連貴が ､ よく使う謡の 出だ しの言葉も 10種類前後ある ｡ 喜びや悲しみ ､ 憂い などを表す ｡
主 に以下の種類で ある ｡
① ア ロ ン - カカカ ー ア ル ナ
② へ ナ - ゲゲゲゲガナア ルナ
③ へ グリガ レ ガゲガリガラ ー
④ へ レ ヘ リゲガゲガゲガ アルナ ー
⑤ へ ロ へ レゲゲ へ ニ ナ
⑥ ガゲガナガゲガ ガゲゲガ - アル ナ
⑦ へ - リ へ ニ ナ へ ニ ナ
⑧ へ ニ ナ へ レ ニ ナ ↑ニ ナレ へ ニ ナ
イ マ カン｢モゾリン ･ モ ル グン+で は ､ 12種類のリフレインがあるo
＼
① アレナ - ガゲガ - アル ナ -
② ガゲガ ー ナゲガ -
③ ハ ニ ナ - レ ハ ニ ナ -
④ ハ ナゲ - ゲガ ー ナアル ナ -
⑤ ハ ニ ラレ ハ ニ ナ⊥
⑥ ハ ニ ナ - ハ ニ ナ -
⑦ ガゲガナガゲガ -
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⑧ ハ ナ - ゲゲゲガナ ハ ルナ - ハ ナ - ゲゲゲガナ ハ ルナ -
⑨ - ナ - ゲガナ ハ ルナ -
⑳ ガゲガナガゲガ - ハ ルナ -
② ハ ニ ナレ - ハ ニ ナ -
⑫ ア ロ ー ガガガアル ナ -
呉進才の場合は､ 主 に次の通りである ｡
① ヘ リレ ヘ リラ ナニ ヘ リゲガン
② ヘ ルナ ヘ ルヤ ガガゲナ､ ル ニ ナ
③ ル ナナナ ガゲガナ ル ニ ナ
④ アル マ リ ソルゲ ニ ガゲヤ
⑤ ヘ ル ナ ガゲ ガナ ルナナヤ
イマ カン｢アントウ･ モ ルゲン+では ､ 7種のリフレインがある｡
① ハリラ ー ハリラ ー ナ ニ ー ハリ ー ゲガ -
② ハリレ - ニ ハリレ - ゲガ -
③ ルナナナ - ガイゲガ - ハリレ -
④ アリマリ ー ソリゲ ニ ー ガゲヤ ー
⑤ ハリレ - ニ ハリレ - ハリゲガ -
⑥ ハリラ ー ハリラ ー ハリゲガ -
⑦ ハリラ ー ガリゲガ - ハリレ -
尤樹林の場合は､ 主に次の通りである ｡
① ヘ リラ ヘ リラ ー
② ヘ リレ ヘ リ レ ー
③ へ ニ ナ へ 土ナ ー
ハ リラはイ マ カン中の リ フ レイ ンの慣用語で ､ 長い歌詞に節を区別するときにも使われ
て ､ 或い は､ 即興的に歌の中に入れられる ｡ 実際の語りを聴くと､ 筋に より､ 感情により､
表現と韻律が変わ っ て い くo
4 謡い 手
ホ ジ ェ ン族は､ イ マ カン の謡い 手を非常に尊敬しており､ 謡い 手 を "イ マ カチ ･ マ フ ア ”
(yim ake ci m are :イ マ カ ンを語り謡う男性)と呼ぶ o イ マ カンの上手 な人は､ 村の中で 尊敬
される o 記載がない ため､ 昔の 謡い手は多く知られて い ない が､ まだ覚えられて い る謡い
手は､ 1949年以前の莫特許､ 些根か都､ ≡福､ 尤未達､ 古托刀､ 尤安善等である . それ以降は､
声明 ､葉虫オ ､尤芦氏 ､ 韓張氏､ 葛僚艦､ 葛民度 ､ 実蓬売､ 尤樹林な どがい る . その内著名な謡 い
手を簡単に紹介する ｡
5 0
葛徳勝
イ マ カンの 掛 ＼手の技量 と風格は､ 本人の経験､ 教養､ 趣味と生活環境に よるo 近年の名
手 と言われた葛徳勝臥 猟師の家の生まれで ､ 猟師の モ ルゲンを主人公 とす るイ マ カ ンを
得意とした o 主人公の マ ン トウ､ シャン ソウ､ アガデは､ 狩猟生清をして い る ｡ 葛徳勝の
語りは､ 素朴､ 明快であるが､ 比較的挿情的な謡が少なくない ｡ 彼は､ た っ た九ケ月間私
塾に行 っ ただけで ､ 学校 へ 行かず､ すそ猟こ出て ､ 長く狩猟生括をし､ ホジ ュ ン族の狩猟
生暗に つ いて 十分馴染み ､ その後教養を積み ､ 多くの文芸作品を琴んだo
呉適貴
一 方､ ベ テ ラ ンの漁師である呉連貴は､ 同江の河で魚をとり､ 怪獣と闘うイ マ カンが得意
で ある o 例えば､ ｢ムタ ガガ ･ フ ジン+ の中で ､ 婿選びの条件を達成するため､ ｢江 に飛び
込 臥 亀の怪獣と戦い ､ 金魚の首飾りを取り返す+ という話がある o 彼の語り謡い には､
激情的であるが挿情があり ､ しば しばユ ー モ ア を即興を入れ る. 謀の数は､ 比較的多く､
曲調が優美で変化に富む ｡ 彼には ､ 文芸の才 能があり､ 吹く､ 弾く､ 謡うな どが上手で ､
音楽的素養が高く､ 頭の回転が速く､ 即興が得意である ｡
尤樹林
尤樹林の語りは､ 自然で かつ 素朴であり､ 謡い に韻が含まれる ｡ 彼は､ 小さい 頃尤貴連
な ど名手 から習 っ たo ただ幼児の頃の記憶に頼りながら謡うので ､ 申 ､伝統的な手法を保
存して い るが ､ 華麗な表現がなく､ 語りの部分も他の人より話し言葉に近い ｡
呉進才
呉進才は ､ シ ャ ー マ ンを務めて い たため､ 語りの曲調はシャ ー マ ン風で ある o 葛徳勝と呉
進才 は発声が高い の ため､ 語りは平坦で ある o 呉進才はシ ャ ー マ ンの特徴が あり､ 謡い の
中に語りが入 る ｡ それ に対して ､ 尤樹林は語りに謡い が入 ると感じられる [徐昌翰､ 黄任
遠1991:248･249]｡
謡い 手 一 人 一 人に､ 個性と風格があり､ 自分独特な語りをしてい る ｡
下表は､ 記録に残 っ て い る近年のイ マ カ ン謡い手 である ｡ 年齢と謡われたイ マ カンのタイ
トル を記す｡
謡 い 手 出身地 年齢 謡うイマ カン 注
莫特飯 同江県県美観洪困(モ レホ アントウ . モ ルゲン 前代 の著名なイ マ カン謡い
モ クオ ン コ)生 ムタガガ ･ フ ジ ン 手｡呉連貴が小さい頃に習 っ
1 94 0年頃死6 0歳余 たo
三福 同江県実物洪周(モ レホン ムジ ュ リ ン ･ モ ルゲン 三福マ フ ア と呼ばれ､ 身長高
コ)生､ 吟畠尚 (ハ エ ガン) ムドリ ･ モ ルグン く､ 一 生未婚 o 尤樹林と呉連
に移住 費が 彼の伝授 を受けたこ と
194 9年死､ 4 4歳､ がある o
古托力 喝ホ当 (ガルダン) 出身､ シルダル ･ モ ル グン ホジ ェ ン族公認の名手o 名字
コ トリ 勤得利に移住 は尤Q 葛徳勝に伝授o呉進才､
51
チフスで痛死､ 57歳 県連費など教えたo
尤貴連 同江県董克巳亮子 マルトウ ･ モ ルゲン 尤樹林と尤金艮は､ 彼のイマ
194 0年代襲半死 カンタ ･ モルゲ ン カンを聞いたことがあるo 尤
シタ ･ モ ルゲン 樹林は､ シルダルの 一 部を習
シルダル ･ モ ルゲン つ た｡
声明
ロミン
梓川県万里普通の人
文化大革命期間死
シ ャルテ ュ ウ.
･ モ ルゲン
シル ダル ･ モ ルゲン
シヤチ ュ ウ ･ モ ルゲン
ハ ド ･ モ ルゲン
ム ドリ ･ モ ルゲン
_など十部
有名のイ マカン静い手
準張氏 焼河四排郷出身 1980 年死 マ ンガム ･ モ ルゲン 女謡い手
8 5歳 アイゾリ ･ モ ルグン (題名のみ)
呉高利 梓川県万里暮退出身､ ウス
リ ー 江旺とりに居住
生卒年月不詳 ｡
シ ャ ンソウ ･ モ ルゲン 葛徳勝から学んできたo
県連費 ア ム ー ル川 ほとり莫 鞄洪 ムジ ュ リン ･ モ ルゲン 其特観､ 三福､ 古托力にイマ
周漁村生､1 980年死 72歳 . ム ドリ ･ モ ルゲン
シルダル ･ モ ルグン
など伝統のイマカン､
ジ アリンク･(民謡) ､
シ ョ フ リ(物語)
カンを習う｡
呉進才 ラハ スス (同江) 藤勘乞村 アントウ ･■毛ル ゲン 小きい頃､ 舌托力､ 英特飯､
に生 ジアリンク (民帯) ､ 三福マ フ ア な ど騒 い手の哲
19 7 7年死 5 9歳o シ ョ フリ(物語) りを聴 いた
尤樹林 同江三江口チチ ハ 漁村竺､ マ ルトウ ･ モ ル グン 少年時代に古托力､ 尤衆適､
同紅衝津口癖住､198 9年死 シ‾ヨ フ リー( 物語) ､ 芦申などに習 っ た｡
7 3歳｡ シ ャ ー マ ン踊りも得意
葛徳勝 富錦県下言草屯に生 ､ ? 河 マ ントウ ･ モ ルゲン 民族文化通産を保存するた
県四排村長､ 廟林子郷の副 シャ ンリウ･毛ルケン めた､ 多大な貢献をしたo
郷長
199 7年死 8 8歳｡
アガデ ･ モ ルゲン
シルダル ･ モ ルグン
ム ドリ ･ モ ルグ ン
ウフサ ･ モルグ ン
･シ ヤ ル..ン
･ モ ルゲン
7 つ 長篇
■葛長勝 富錦県下吉里屯に生 シルダル + モ ルゲン■ 葛徳勝の弟で ､ 少数民族視察
1 9 7 5年死 6 0歳｡ マ ンガム . モ ルグン 団と少数民族文芸演出に参
如 した｡
尤金良 1 9 3 2年街津口に生､街津口 カ ンタとソラカ 叔父尤貴連のイ マ カンを聴
の役人 ､ 5 8才で退職 シ タ ･ モ ルグン き覚えた｡
【黒龍江省民間文芸家協会 1999:631･634】【貯景祥1999:313･386]
5 継承方法
謡い に半月もかか る ｢イ マ カン+ を､ どのように して受 け継い だかを､ 謡い 手葛徳勝に
聞くと､ ｢私が謡うイ マ カンは､ 全部､ 昔､ 老人が語 っ てくれたもので ､ 祖先から伝えられ
て きたもので す｡ 語りは､ 聴いて そのまま頭に入れる ｡ で ない と､ イ マ カ ンじやなくなる
だろう｡ 人間に例 えれば､ 頭､ 腹､ 足だけじや困る ｡ 目も､ あごも､ 心臓も必要っ
■
て わけ｡
物語の始め､ 真申､ 終りをどの よう に閑適付けて 覚え るかが問題だ｡ 猟と同じよ ｡ 放つ の
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山があ っ て ､ どの山から入 っ て? どこに何があるか､ どこ で泊まるか､ どこで引き返すか､
全部わからない とだめだ ｡ 私 はい っ も語り始めると､ 次々と思い 出してくる ｡ 謡うからま
た思 い 出すよ｡+
葛徳勝が言う様に ､ イ マ カ ンの謡い 手がイ マ カンを謡う際､ 前回とま っ たく同じように
謡うので はなく､ 謡うたび に 一 部を新しく創作する o 事前に､ イ マ カ ンの全体の流れと人
名､ 主人公が幾つ の戦い を挑んだの か､ 何回災難にあ っ たか､ シ ャ ー マ ンに何回助けを求
めた れ それと何人かの主要人物だけ覚え､ あとは謡い手が語りながら､ 適当に内容を創
作する ｡
謡い 手が､ 直接才能のある弟子 に教えるのが普通である ｡ 呉遠景は自分の 師匠モタオが
彼に言 っ たことを話 した ｡ ｢彼が何時も私にこう言う ｡ 『ち やんと勉強してね ｡ ワシはお前
の歌を聴い て､ お前はで きるの が分かる ｡』 彼が皆に謡うときに ､ い つ も私 を呼び寄せる ｡
他の人がガキに何が分かるか､ 遠くに座れと言うと､ 彼はい っ も 『こ の子はできるから､
座らせておいください o』 と言っ た o ある日､ 私と師匠が 一 緒に網を入れに行くと､ 師匠が
一 言 一 言を私に教えて くれた. そして私 に 『お前は頭がい い ､ 上手くなる よo』 と言っ てく
れ た+【中国民間文芸研究会黒龍江分会 1981,ll :456･457]｡
例 えば､ 葛徳勝は謡い手の家の出身で あり ､ 彼の父の葛双印､ 母の葛卑氏､ 弟の葛長勝､
妹の葛淑清､ 弟嫁の葛県民､ 及び叔父､ 叔母など皆イ マ カ ンを謡 っ た｡ この ような家庭環
境と日々 の積み重ねで ､ イ マ カ ンが伝授され､ 多くの著名な謡い 手が誕生 した｡
凌氏は､ ホジ ェ ン族の人が､ 滴語の ｢イ - シン ･ シ ャ ー マ ン+ を見ながら､ 物語を語っ
たと述べ て い る【凌 1934:282]｡ また､ 1935年以降､ 研究者がホジ ェ ン族の漁村に入り､
イ マ カンを記録 し､ 整理 し､ 漢語に訳 し､ 次々 と本 に して発表 した ｡ ホジ ェ ン族がこ れら
の本 を見て ､ ホジ ェ ン語に訳して 謡うようにな っ た｡ 本論文の テキス トにある ｢シタ ･ モ
ルゲ ン+ は､ 尤金良民が､ 漢語のメ モ を見ながら､ 語 っ てくれた ｢イ マ カン+ で ある｡
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第1章 採録とテキスト化
第1節 謡 い手と採録につ い て
1 謡い 手
こ れまで ､ イ マ カ ンの音声を文字で表現されたものは､ 尤志賢の全テ キス ト4篇､ 断片
テキス ト2篇､ 億万金の断片テキス ト1編がある ｡ 尤志賢に よれば､ これらは､ 中国語か
らの翻訳であり､ イ マ カンのホジ ェ ン語を直接記録したもので はないこホジ ェ ン語のイ マ
カ ンを聞きながら､ 直接言葉を写し､ 採錬､ 整理 ､ 訳注したのは､ 筆者がはじめてである ｡
謡い手の尤金良民 の生地は､ シ ルグ (現在ロ シア側レネス カヤ) で ある ｡ ロ シア軍が侵
入 して きたため､ 氏族 200人ほ どがアム ー ル下流南側の 吟魚岡 (ハ イガ､ 衝津口から 4 キ
ロ の上流) に移住 し､ 新しく部落を建て た｡ 1932 年8 月 15日母が避難中の衛津口南山楊
石匠粒子とい う野原で尤氏を生んだ ｡ 三歳の とき父が､ 十歳の とき母が亡くな っ た ｡ 九歳
の とき山東省からきた漠族の人が村の子供たち に漢語を教えて い たので ､ 尤氏も少し習 っ
た o 1942年日本軍が吟魚岡の ホジ ェ ン族を三部落に強制的に移住させ た. 1944年 1 年間
漠族の義父は､ 尤金良民 を街薄口の学校に行かせた ｡ そこで は漠族の人が漢語を教え､ 日
本人が日本語を教えて い たo その後､ 義父と 一 緒に魚を捕っ て生酒を して い たQ i949年新
中国が成立した ｡ 18 歳の とき､ 鳴魚屯 ( 村)の 屯長になり､ さらに街津口卿の郷長にな っ
た｡ その後は､ 街津口の役人に勤め､ 1989年 58才で退職 した ｡ 子供の こ ろ母からホジ ェ
ン語を習い ､ 郷 の役人の ときホジ ェ ン語を使わなければならなか っ たので ､ ホジ ェ ン語を
は っ きり覚えて い る . 何度もア ム ー ル河を嘩り､ ナ ー ナイ族を訪問 したが通訳なしで言葉
が通 じた ｡ 退職後 ､ ホジ ェ ン族の民族の 歴史資料と文化の収集整理と出版に尽力 し､ 中国
民間文芸家協会の 会貞で ､ ｢私 の愛するホジ ェ ン魚米卿+､ ｢ホジ ュ ン族雑記+､ ｢ホジ ェ ン
族心の声+ などの著作がある o 子供の とき､ 叔父尤貴連からイ マ カ ンを習 っ た ｡ その時の
｢ヵ ンタ ･ モ ル ゲ ン+ と ｢シタ ･ モ ル グン+ を漢語で書き､ ｢伊璃堪 (下)+(2000年) に発
表 して い る ｡
2 採録過程
ホジ ェ ン語と方言関係にあるナ - ナイ語の研究者東京外国語大学風間伸次郎助教授を訪
ね ､ ナ - ナイ語の テ キス ト作成の経験を聞き､ ナ
- ナイ語の録音テ ー プをい ただい たo ナ
- ナイ族の物語の テ キス トを見て ､ 録音テ
ー プ を聞き､ 単語を比較 し､ ホジ ェ ン語の テ キ
ス ト化の方法を検討 した｡ また､ 尤志賢､ 借方金著
｢簡明赫哲語漢語対照読木+ を読み ､
ホジ ェ ン語の発音､ 単語､ 文法を勉強 した ｡
1999年年末に ､ ホ ジ ェ ン族尤金良民に会い ､ イ マ カン
｢カンタとソラカ+ を採録 したo
採録 したテ ー プを聞 き､ 単語を書き留め､ 尤氏に意味を確かめたo しか し､ イ マカ ンが長
編で数日要したため､ 録音が主となり､ 単語の確認作業が余り進まなか っ たo
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帰国後､ 録膏テ - プを聞き､ 単語を書きとめ､ 尤志賢､ 借方金著 ｢簡明赫哲語漢語対照
読本+ の単語と比較して ､ 意味を調 べ 7 0%位の単語が分か っ たが､ 動詞の語尾変化､ 格
助詞などの確認が困難で あっ た｡ こ の経巌を生かして ､ 2000年夏､
｢シタ ･ モ ル ゲン+ を採
録 した ｡ その場で確認する こ とに重きを置い たが､ イ マ カ ンが長編であるため､ 次の よう
な手順で ､ テ キス ト化を行な っ た｡
採録手順として は､
①毎日 2時間程度､ ｢シタ ･ モ ルグン+ を謡っ てもらい ､ DAT とテ
ー プ コ - ダ - で録管 し
たo 尤氏 は､ 漢語で書 い たメモ を見ながら､ ホジ ェ ン語で イ マカ ンを語り滞 っ たQ
②宿に帰り ､ カセ ッ トテ ー プを部分的に繰り返して 聞き､ ホ ジ ェ ン譜の単語を､ ピ ンイ
ンで 書きとめた｡ こ こ で ピ ンイ ンを使用 したのは ､ 筆者が 一 番番きやすい表ぎ己法で あ
っ たからである ｡ また､ 謡い 手は､ 普段は漢語を話 して い るの で､ 単爵や発膏に漢語
の影響があるかも しれ な い から､ ピ ンイ ンを使用 した o 後に再度聞き直し喪詑を決定
する こ とに した｡
③翌日単語 一 つ 一 つ の意味草間い ､ 発音の下 に漢語で意味を背き入れたo
④それか ら､ 前日の続きか ら語り始めて もら っ た o こ れを1 0日間行な っ た o 日を追う
毎に分か る単語が増えた ｡
⑤帰国後､ 整理 し､ 不明な部分や疑問点を洗い 出し､ 再度2000年年末尤氏を訪ねて ､ 確
認 した ｡
3 テ キス ト化
①現地で語句対応の訳 をつ けた ｡
②尤志賢の書から､ 単語を拾 い 出し､ 静書を作成した ｡
③同様に ､ 尤志賢の文法を整理 した｡
④帰国後､ テ ー プを何度も聞き直し､ テ キス トイヒを進める o
同じ意味の単語が聞き取 り方､ 前後の単語の影響で異な っ た綴りとな っ て い る c 尤氏の
書から作 っ た辞書を参照 し､ 綴りを決めた｡ 動詞語尾や名詞接尾酵の 聞き取 り､ 確定に
は困療を極めたo 最初の部分を独自にテ キス ト化 し､ 風間氏 に指導を仰い だ o
⑤風間氏に は､ 最初の部分 をテ キス ト化する作業を 一 緒に して い ただき､ ナ - ナイ語のテ
キス ト化の経験を教えて い ただい た ｡
⑥その方法を元に ､ 全編をテ キス ト化 した｡ しかし､ 表記に必要最小限の文字決定で きな
い ｡ 意味上 ､ 文法上 ､ 不明な個所は多く存在して い た ｡
⑦表記に必要な文字は､ 先行q)研究者3人の単語も参考にして決定したo
⑧2000年年末から翌年の年始にかけて ､ 文法の現地調査をお こ ない､ 文法を整理 した ｡
⑨意味の不明な点や単語は ､
.
再度 2001年 7月に謡い手尤金艮を訪れ確認した ｡
⑳日本語訳は ､ 逐語訳で基本的に日本語を音に したときに分か りやすい対訳 をつ けた｡
⑮尤金良の漢語訳[尤金良 2000:427･4･78】をテキス トに付記 した｡
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以上により､ テキス ト化を完成させた｡ なお ､ テ キス トの第6段まで の前半の訂正個所
は､ 1999年夏､ 謡い 語っ た臼の翌日に､ 前日の緑青を聞き､ 尤氏が訂正 した｡ 後半の訂正
個所は､ 2000年正月に､ 前年の録音を尤氏と 一 緒に聞き､ 尤氏が訂正した a
先行のイ マ カ ンの テキス トは､ 中国語からの翻訳された文章で あるが､ 筆者がホジ ェ ン
語で謡われ るイ マ カ ンを直接文字に書き留めた . 英語など文字のある言語で は､ 一 つ の単
語の綴りが固定されており､ 前後の語の つ ながりで発音が異な っ て くるときも､ 同じ綴り
を使用する ｡ ホジ ェ ン語は､ 文字がない ため､ 一 つ の単語に固定 した綴りがないので ､ こ
こで は発音通 り書い た ｡
第2節 義記法
こ の章で は ､ ｢シ夕 ･ モ ルゲン+ のテキス ト化に必要な表記文字の決定方法を述べ る o
ホジ ェ ン語は ､ 文字をもたず口承 により文学を伝えて い るが､ ホジ ュ ン語を話せ る人は､
60代以上で あり､吉吾りと謡を交互に織り交ぜ た特色ある英雄叙事詩は消えようとして い る o
ホジ ェ ン族の伝承文学は､ 中国語に訳され出版されて い るので ､ 内容が消えない が､ 言葉
の 消滅と共に民族独自の文化を伝承で きなくなりつ つ ある o 録音技術 の発達で音声を録音
で きるが ､ 聞くだけで は理解するまで に相当時間がかかり､ 多くの人に知 っ て もらう には
十分でない ｡ また表音文字を用い て表記すれば､ 言語の構造も理解され､ 理解しやすい 言
葉となる ｡ こ の ため､ イ マ カ ン ｢カンタ とソラカ+ と ｢シ夕
･ モ ルゲ ン+ を表音文字で 表
記す るには ､ 音を忠実に表記するので あれば､ 録音テ
ー プ と変わらなくなる し､ 同じ単語
で も発音され る状況によ.り､ 同じ記号の配列 にならない ので ､ 単語の 同定が困難になる o
そ こで ､ 方針として
(1) なる べ く､ 一 昔素 一 文字で表記す る ｡
(2) 発音が異な っ て も､ それが同 一 音素の異音と見なされる場合には､
同じ文字を用い る c
(3) その ため､ 音節を解析し､ 表記する o
(4) 文法を推定し､ 余分な音､ 欠けて い る音を解析し､ 表記するo
こ のため､ 使用する記号は､ 発音その もので はなく ､ 2通り以上の音価が割り当て られ
て い る場合もある . たとえば､ 日本語で サ行の ｢サシスセ ソ+ は､ ｢シ+ の子音は他d音と
異な っ て い るが ロ ー マ 字で表記したときには､ ｢s a sistlSe SO+ と表記 して い るのと同様で
ある . (こ の ため siは shiと表記するこ ともある .)
(1)｢シ夕 ･ モ ルゲン+ を採錬 し､ 国際音声字母で表記 したo
(2) 先行研究者であ.る 3人の語桑と筆者の吾桑に
つ い て ､ 使用されて い る文字の発音の
違い ､ 文字の使用頻度､ 同じ意味の単語の 比較を行い ､ 今回のテキス ト化に必要な文字を､
国際音声字母を ベ - ス にして決定 したo 採用 した文字は､
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子音を表す音素表記として m i d t 礼 1 g 血 Ⅹ r ロ S 3
母音を表す音素表記として a i u e o
で ある｡
こ の結論に至 っ た理由を述べ る ｡
1 先行研兎者の表記に つ い て
今まで 凌純声､ 安俊､ 尤志賢がホジエ ン語の単語や文法を記した本を出版 してい る ｡
[1】 凌純声著 ｢松花江下読の赤哲族+pp･102､ 上海文芸出版社1990年12月復刻
[2】 安俊編著 『赤哲語簡誌』 中国少数民族語書簡誌幕藩､ 民族出版社7
[3] 尤志賢､ 博万金編著 1987『簡明赤哲索漠語対照読本』 鼎砲江省民族研究所
3者の使用 してい る発音表記記号の数や佳用法が異な るので ､ 単純に相互の 比較がで き
ない ｡ 本に記されて い る発音方法を分析し､ 3者間の対応をつ けて ､ 対応する国除菌声寧
母 に統 一 して 比較した o それを表6 に整理したo
凌氏の記号の 一 部に中国語の ｢七 ンイ ン+ との対応が､ 安氏 ヒ尤氏の記号の
一 部には中
国語の ｢ピンイ ン+ との対応が記されて いたので ､ ピ ンイ ンも表6 に付記した.
凌氏は､ 子音のb, p, p
' d,
音 ･ 無声音の 区別 をして い るが､
s と 3は共に安氏の G､ 凌氏のtS
した｡ 凌氏は､ 母音を h e e e
七
,
t
'
,
a
,
k, k
' の ように､ 有気 ･ 無気の他に､ 有声
表 1 では有気 ･ 無気で分類した ｡ 分類の便宜上 ､ 凌氏の
と t3 は共に■安氏 dネ とほぼ同じ晋を表わしてい るものと見な
i I) u]の 7つ の短母音と【a 岩 石]3つ の鼻音化母音から成
るものとして い る ｡ 重母音は用 い て い ない ｡
安氏は､ ｢破裂音 ･ 破擦音は全て 清音であるが､ 便宜上有気 ･ 無気を国際音声字母の清音
記号 ･ 濁音記号で 表す+ と述 べ て い るので ､ 濁音 由 を 無気 t¢ ､ 清音 tG を有気 tG
'
と同 一 のもの と して 分類したc 同様 に､ 有声音 d z を無気音 ts､ 清音 ts を有気音
ts
'
､ 濁音 dq. を無気音 t芦､ 清音 t芦 を有気音 t芦l として分類したc 清音声 は､ 声
に分類して あり､ 濁音見は r で ある o
表1 安氏の表記文字の分類
安氏･ 分類
濁音 d4 無気 七¢
清音 t声 有気 七戸'
濁音 d2: 無気 t■s
清音 ts 有気 tst
濁音 屯 無気 t?
清音 t芦 有気 t声l
濁音 乙 ㍗
清音 声 冒
安氏は母音として ､ 単母音i110 0e ae y7個､ ニ重母音 aia o白i80iai8ioiu ua tI]
'
uo oi
60
yay◎14個､ 三重母音iaoⅦ ai 2個を認めて い る ｡
尤氏は､ 有気､ 無気を用 いて い るo 七戸 七串' S を､ tS tS
'
¢ に訂正すると本人から直接聞
いたので ､ 下記表2 のように分類したo 母音として は i8 ay u 〇 6個､ 二 重母音 aiau eie uia
i8i〇iu oi〇u u a u Q ui 13個､ 三重母音iaouai 2個を認めてい る o
表2 尤氏の表記文字の分類
国際音声字母 t串 tG
'
早 t芦 t芦
'
冒
ア ン トウ ･ モル ゲン J C 貞 なし なし なし
簡明赫曹費漢語対照読本 七声 t声
'
S､ d3 d5
】 ■ 芦
シ ャ ン ソウ ･ モ ルゲン t声 七戸' 早 d3･ d5
一
冒
シ ルダ ル ･ モ ルゲン tS tS
'
¢ なし な し な.し
｢ア ントウ ･ モ ル グン+ ｢シ ャ ン ソウ ･ モル ゲン+ ｢シルダル ･ モ ルゲ ン+ は† 尤氏が英文
字や国際音声字母でホジ ェ ン語を表記したイ マ カ ンで ある ｡ 以上､ 3氏の発音を表3 , 4 ,
5 , 6に示す｡
表3 凌純声の子音
両唇音 歯茎音 歯茎音 後部歯茎音 そり舌音 軟口蓋音
破裂音 ･ 破 無気 濁音b 濁音d ts ･清音tJ 濁音 G
擦音 清音p 清華t 濁音d3 清音k
有気 P t_ ts
'
tJ
' k'
鼻音 ■ 皿 A q
摩擦音 .∫ S ‾J 3 A
流音 I r
表4 安俊の子音
両唇音. 歯茎音 歯茎音 後部歯茎音 そ り舌音 軟口蓋音
破裂音 ･ 破
擦音
無気 濁音b 濁音d 嘩音dz 濁音 由 薄青 叱 濁音g
濁音 G
有気 清音p 清音t 清音ts 準音七戸 清音t声 清音k
轟音q
鼻音 m A 1]
摩擦音 f S ¢ 清音芦 Ⅹ X
流音 1 r 濁音乙
～
表5 尤志賢の子音
両唇音 歯茎音 歯茎音 後部歯茎音 そ り舌音 軟口蓋音
破裂音 ･破
擦音
撫気 P t j tp tS d3 k
有気
I
I) t
`
c tG
'tS
'
d3
' k l
鼻音 m n 1]
摩擦音 I S 貞 S G 冒 Ⅹ
流音 1 r
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表6 凌､ 安､ 尤､ 子 の使用子音
国際
音声
字母
無気
有気
ピンイ
･ ン 痩 安 尤 千
P 無気 両唇音 破琴音 b
濁音 b
清音 p
b P b
p
h 呑気 両唇音 破裂音 P pl P ･ pl P
m 両唇音 ･鼻音 m m m m ･m
I 唇歯音 摩擦音 f f I I f
t 無気 歯壷音 破轟音 d 濁音
d■
清音
■
t
d t d
t
h
有気 歯茎音 破裂音 t 七l t 七l t
n 歯茎音 鼻音 n
a
硬 口蓋鼻音 Jl
n n n
i 歯茎音 流音 i i 1 r i 1
串･ 寧琴 軟 口蓋音 嘩琴草 g
■･･濁音 G
'tI青書 k･
濁音 g
清音 k
汰 g
k
h
有気 軟 口蓋音■破裂音 k■ kl
濁音 C
清音 q
kI 汰
Ⅹ 軟口蓋音 摩擦音. h 声門摩擦音 h
軟口蓋摩擦音 x
口蓋垂摩擦音x
Ⅹ Ⅹ
r そり舌音 _
‾流音 r r 濁音 乙 r r
I ･歌 口
■
蓋 鼻音 n■畠 I I D ng
y一 V ] ] J y
W W W W W W
七
■
声 無気
後部歯茎
ゴこ
E7
壷轟音 】 痛音 tS･濁音 d3 濁音 由
J
七戸
tS
J
t声
h 有気 後部歯
茎
ゴこ
lヨ
破療昔 q tS' 清音 t¢
C
t串
'
tS
'
C
¢
後部歯萎
也
【ヨ
摩擦音 Ⅹ
宿昔 S
濁音 3
声
貞
S
G
s/sy
ts
無気
歯茎音 破擦音 Z ts . 濁音 dz × S
tsh 有気 硬 口蓋音 破擦音 ■c Lts l 清音 ts × ×
S 歯茎音 摩擦音 S S S S S
t声 無気 そり舌音 破擦音 zh × 濁音 (也 d3･ J
t芦
h 有気 そり舌音 破擦音
_
ch × 清音 t芦 d3
'
C
冒 そり舌音 摩擦音 sh × 清音 芦 冒 Sy
6 2
単母音の数は､ 6ない し7 と考えられてい る ｡ 凌氏は鼻音化母音を認めて い るが､ 複合母音
は認めてい ない ｡ 安氏と尤氏は､ 二 重母音､ 三重母晋を認めてい る｡ 三重母音は両者とも
ま っ たく同じもの を
,
認めて おり､ ニ 重母音もほとんど両者で 一 致して い る o 尤氏は半母音
的な y を認めて おり､ その点におい て他の二者と異な っ てい る｡
表7 凌､ 安､ 尤の使用母音記号
国際音 凌 安 尤
a C) a a
l l iy i y
U u u u
e C e■.
a_ e e e
C) ○ 0 0 e ○
衷8 母音の数の比較
国際音声字母 凌･ 安 尤 ･
単母音■ 7- 7 6
ニ重母音 0 ･14 ■13
三重母音 0 2 2.
鼻音化母音 3 0 o
■､
表9 安尤の複合母音のリスト
餐 尤 安 尤 安 尤 安 尤 p 安 尤
ai ai ia ia･･ ua u a oi
:
/〇i ya
a O au . ia ia ui ui O u ye
ei ei io i〇 uO t1 8 iao iao
OO e tl ill in uai uai
2 母音につ い て
単母音の数は､ 凌､ 安､ 尤三氏は6個ない し7個を認めてい るが ､ 凌氏の e ､ £ ､ 安氏の
1
o､ oe を同 一 音素と考えられる. また､ 尤氏の y は､ iu とい う母音連続と考え､ 私は､ Q i
u ら 〇 の5つ の母音音素を認 めることにするo 凌氏の e a e ほすべ て同 一 の音素 8 の 異音
であると考え､ 本稿では表記の都合上､ 8 を e で､ ○ を o で標記するら
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表1 0 干の使用母音
国際音声 干■
a a
I 1
u u
a e
○ 0
3 bp m f dtnlgkx rg につ い て
子音b, p, m, f, d, t, n , 1, g, 汰, Ⅹ, r, I (ng) をもちいるo
凌氏は ､ 也 , d , gに有声､ 無声の対立を認めて い るが､ これを有気 ･ 熱気の みの
対立と見れば､ 4者間で は､ 相違はない ので ､ こ のまま用 い るこ とにする ｡
4 y w に つ いて
y と w は母音ヒ対で用 い るが､ 次の場合に限られる ｡
義l l- y と w
子音 y と母音の組
み合わせ
■単語
ya
Ⅹuyan(痩)､
y
‾
a(何) ､ ya (莱)､
yao■(振る) ､
ya o(す そ)
ya oxon (村) ､
ya x o ng(下女)■
.y
i y
i(現在語尾+
人称語尾)
yu
tlyun (九) ､
yuke(鏑)､
yug血 (柿) ､
eyu (読れる) ､
ye な し
yO tayo (焚く)
を含むシタ ･ モ ル ゲンの単語
子音 w と母音a)級
み合わせ
単語
W a
w a (殺す) ､
w a
･ke ci(狩をする) ､
w akse n(蛙) ､
wi なし
W u なし
W e な し
W O
･
1V O(杏)
それ以外の子音に つ い て
上記以外の 子音として ､ ts, ts' , s, tG, tG
'
, G, t芦, t芦
一
, 芦の 内どれが必要であるかを決定
する｡ その手順として ､
最初に ､ 筆者が聞き取 っ た単語の子音ts, ts ' , s, t¢, tG ', G, t芦, t芦', 芦と母音a, i, u, e,
o の 組み合わ せを調 べ ､ 実現されな い組み合わせ を除い た Q
次に ､ 4者に共通な単語 を調 べ ､ 使用 して い る子音に限定 して 比較し､ 必要な子音を決
定 した｡
その後､ 再度 ｢シタ ･ モ ル ゲン+ の録音を聞き､ 必要な子音は十分 であるかを確認した｡
6 4
5 七s ' に つ い て
ts
'
の尤､ 安､ 凌3氏の対応は下記表1 2 の表の通りである ｡ 尤氏は､ 使用 して い ない ｡
シタ ･ モ ルゲン にも､ 七s ' を含む単語ほない B 凌氏臥 2ノらの 単語 i,tits, 孤(刀) i,.r .ts,u( 菱)の
み に使用しているQ 安氏は､ 清音ts を含む単語は､ 漢語のみであるo ゆえに､ts, は使用しない o
表 12 七s 'の尤､ 安､ 凌3氏の対応
｢ ＼ 尤 安 凌 千-
■
ts
'
× 清音 ts ts' ×
6 t芦
'
､ 七声
' につ い て
tE;
'
､ t串
J の尤､ 安､ 凌3氏 の対応は下記義1 3 の衷の通りである o
表1 3 七芦
一
､ t声
一
の尤､ 安､ 凌3氏の対応
尤 安 凌 千
t芦
' d3
-
清音 七夢 ×. [t声
']..
七戸
'
七戸
'
帝音 tG tS
'
t声
'
結論 :七芦' , tP
'
は ､ t串
' に統 - して標記す る.
理由:t夢 一 ,t甲 , を含む単語の子音と母音の組み合わせ を表1 4
■
に示す o
表1 4 シ夕 ･ モ ルゲンの語嚢でt芦
'
,
七戸
' を含む単語
a 1 u e 0
t声
'
t芦
'
ut芦
'
a
鞭
t芦
'
ap七芦
'
i
裂く
七芦
'
a ule
柿
×
t芦
'
u 処(
■
漢語),
1obo七さ
'
･u
(人名)
t夢二1*a n 島
t芦
'
ulaka
■
軌
t芦
'
ut芦
'
a 鞭
1
芦i tき
'
en
･ 時刻
(革語)
.1
sprkqt芦
'
o
ヒうも.ろこ し
･魂
ニ,ー.( 漢語)
t芦
'
okteLe -
串ざし
t¢
'
s utG
'
a
隠れ る
tG
'
a rmi
梶
OJ
ketG
'
i
様､
tG
' in
過去否定､
a ntG
'
i
ない
at¢
'
u
開く
×
×
I
表中の × 印は､ その子音と母音の組み合わせがない ことを示すo 例えば､ t芦
' iを含む単
語はない ｡ ○印は ､ その 子音と母音の組み合わせ を含む単語が多く存在する o 数字は､
`
該
当単語が､ 1個か 2個 しかない こ とを示す ｡ (漢語の単語は除く)
表15は､ 干､ 尤､ 安､ 凌の 4者のt夢
一
, tG
･
を含む単語を比較した｡ 同じ意味の単語で
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も ､ 両子音が使われて い る こ とから､ 両子音は､ 単なる表記上の問題だと判断する｡
表15 干 ､ 尤､ 安､ 凌の4者の語嚢比較
鞭 J砕く ･椀 ･鳥 川 粥 解く 隠れる
千 t芦
'
ut芦
J
a t芦
'
apt芦
'
i tG
'
ia rmi t芦
'
uk an t芦
J
ulaka t芦
一
o u at¢
'
u s utG
'
a
尤 tG ' utG' a t¢' ap 'tG ' e t¢ ' a r 皿i 七¢ ' u r ak 'u tG ' 0 at申' u s u七¢ ' a
安 t芦ut芦a t¢abtGi tGa.r 皿i tGOロ a七Gy
逮
尤氏のd3
'
,
t声
' を含む単語を全数調 べ た結果､
t声
'
を用いた単苛は多くあるD
d3
' を用いた単語は ､ 3つ だけあるo d3
'
u (酢)､ tG'id3 ' e ( 単) は 漢語であり､ d5- a se
(杵で つ く) は漢語で な い ｡ これ を例外とみなす｡
7 s
,
ts に つ い て
s, ts の尤､ 安､ 凌3氏 の対応は下記の表の通 りで ある ｡
表 1 6 声, S, tS の尤､ 安､ 凌3氏 の対応
尤 安 凌 千
S S S 良 S
ts × ･濁音 dz■■t占 ■[s]
結論 : s , tsをまとめて ､ sと標記する o
l
発音の規則 を次の ように するo
①語頭のsは､ ts と発音しない o
②語中のsは､ tsと発音 して も､よい ｡
③ただし､ 二 人称語尾si､ s山ま､ tsと発音 しない ｡
理由: 表1 7は ､ シタ ･ モ ル ゲン に現れ る単語で ､ s , ts を含む単語である ｡
語頭にts はな い ｡ a s en､ ats e n､ is ale､ i ts aleの ように ､ 語申の sはtsと発音され
る場合がある ｡
漢語からの外来語は例外とする ｡
olodokese, s ekse , ¢iks erinの sは ､ 前にあ る清音 k に影響されて ､ tsと発音 しな
い ｡
6 6
表17 シテ ･ モ ルゲンの語嚢で s, ts を含む単語
a 1 u e 0
a
sagdi大,
s aiGi知る,
s ake rk i風
s akto lユ1皆
×
なし
s uあなた達
S uin黄色
suku七u雲
se嵐
olodokese楓
sekse血,
s ekte敷き軌
s ele銑
senk‾占1i肴
･Giks erin筑
sene目覚め る
○
s orts
と聞き
取 っ た
is ale, i七s ale
臥 kus un,
え畠占n
, atsen 女
asek七e;えts ekte 追う
×
huls a
,
hlユ1ts a
布団
kutsu n力 gla血s e, gl amtS e骨
印 s e, hats e 皮
七s
同上
2
m ajia七si
小尾
guitsi
箱 (漢語)
2
gits un話
hets u言う
同上 ×
表1 8 4者の発音比較
話す 請 追う 女 力L
千
he s u, gi 七s u n a畠ekte a S e n, kutsu n,
hets u atsen ku sun
尤 ⅩeSu kis u n a s ek't ' e a S e n k'u sun
.
安 xedzu glSu n udzaqa adzan kldzu n
凌 he segu O S C(■
表1 8 の 4者の単語を比較しても､ s, tsの両方が使われてい る o 尤氏も ts を使用 して
い ない o この こ とから､ s, tsは ､ 同 一 音素と見なすことができると考えたo
｢シタ ･ モ ルゲン+で は､ sの後に 2つ 以上の母音が連続す る単語は､ s uianく黄色)
(50)､ sa ul土(礼)の 3単語のみ である ｡
8 tE;とt串に つ い て
t芦と七Gの 尤､ 安､ 凌3氏 の対応は下記の表の通りで ある .
表 1 9 t芦とt¢の尤､ 安､ 凌3 氏の対応
尤 安 凌 千
t芦 d3 濁音 d乙 × [t声]
t申 t¢ 濁音 由 tS
'
t¢
6 7
､ SuS a1
結論 :七芦とtGをまとめて ､ 七戸と標記する o
理由:表20 に､ シ夕 ･ モ ルゲンに現れるt?, 七声を含む単語を全数調べ た結果を示すo 表2
1 に4者の単語の比較をしめす o 表2 2は､ 尤氏 の語愛で 同じ単語が, d3 七声の2通りで表記
されている単語を示す o 同じ単語に 4者で は､ t芦と七声が使用されて い るが､ 元 々区別のない
子音と判断した o
.表2 0 シテ ･ モ ルグンの語愛でt声, tGを含む単語
a 1 u e 0
t芦
t芦aP 線 × 4 1 1
t芦alen 命 t芦ule 以前 1a七芦e t夢○
t?afu 掴む
t芦akat芦uk 雑木林
t芦ake .物
t芦akun 八
七芦t1 ニ
tE;ulo 石
t芦akat芦uk
雑木林
石山 ( 漢語) 蘇
tG
tGaku n 八 e七Gi決して 2 t声eftl 掴む ×
七声al i 謡う atGin t印Pu ニ人 etGe n 頭領
imt串aka どんな物 チ ョ ウザメ hatGun 腰鈴 t声ekte 粟
表2 1 4者の語嚢比較 (七芦 (尤d3,安屯) とt声 (尤tG,安由 ,凌ts,d3) の子音を含む単
語)
秦 物 主人 チ ョ ウザメ つ かむ 食べ る
千 t芦0 t夢ako t?ulu･ et芦en
etGe n
a七戸in t声afu t声efu
尤 d30 ,
t声0
t声ak
'
e d3urV et声in at声in t声afe 七¢efe
安 由 o daaqa daur u edq,e n a由 an -■dq,afa dAefu
凌 tSo tsuru etSen atSe n ■d5afa - d3efe
表 2 2 尤 の語愛で 同じ単語がd3, t¢?2通りで表記されている単語
前 莱 食料 秦 石
d3 d3u r u d3ek
'
t
'
e d3efuk
'
u d30 d301u
tG t 卯1e 七戸ek
'
t
'
e t声efuk
'
tl tGO tGOlu
9 芦につ い て
芦に つ いては､ 尤氏 , 安氏は使用 して い るが､ 凌氏は使用 して い ない o
結論 :標記にお い て ､ 声をsyと標記する .
理由:(1)芦は特定の場合に しかあらわれない こ と､
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(2) 全体として なるべ く少ない 数の記号で標記したい こと､
表2 3は､ シ夕 ･ モル グンに現れる芦を含む単語である ｡ 漢語 (ホジエ ン語からみれば外来
諺)以外で ､ 芦を含む単軌ま､ ‥ 夢e , ‥ 芦e n, ‥ 芦eni(現在否定語尾) であるo 芦をsyと書くc
轟23 ｢シタ ･ モ ルゲン+ の語粂で 芦 を含む単語
声を含む単語 採用表記
芦a 夢a 擬声艶 芦aken人名 spa
g;i な し
夢u m o?u磨く(漢語) Syu
芦e ･声e､
一
声en
･
夢eni現在否定 Bye
芦0 ?olo 焼く(漢語) SyO.
表2 4 の発音規則
発音 標記
現在否定＋ 一 人称 [芦e･i] Bye- i
現在否定十三人称 [?en] Syen
現在否定 ＋三人称 【芦e･ ni] sye･ ni
凌氏は､ ニ 人称語鳳 声iと否定語尾･ 夢e を共に､ Siと表記して い る ｡
なるべ く少な い記号で標記するという規則 に則り､ 芦を sy と標記し､ 芦0 を syo と標記す
る ｡
10 G につ い て
声につ いては ､ 尤氏 , 安氏は使用 して い るが､ 凌氏は使用して い ない o
結論:標記にお いて ､ Gを s または syと標記するo
理由:
.
(1) 声は特定の場合に しかあらわれない こ と､
(2) 全体として なる べ く少な い数の記号で標記したい こ と､
表25は､ シタ ･ モ ル ゲンに現れ る申を含む単語で ､ 2人称語尾と方向をあらわす助詞であ
るo pを例外的にsyで表記する単語は ､ 表2 6に示す3個の単語であるo
表25 ¢が2人称語尾に使用される場合
発音 標記 注
二人称主格 あなた [Gi] si
ニ人称語尾 [- Gi] - si
J
ニ人称語尾 あなたは､ ､ ､ たか ? トGi･e?】 - s l e? e は疑問詞
ニ人称語尾 あなたは､ ､ ､ たの [･ Gi･ a】 ● Sl a a は感嘆詞
方向を示す語尾 [･ Giki] ･ sik i
6 9
蓑2 6@をsyと書く単語
国際音声字母 採用 した表記
i声ami Gpiami) 1Syami
u@ami■.(ipiami) usya mi
bu 印ku (btl芦ukll) b11Syuk11
凌氏は､ 二 人称語尾･ Giと否定語尾一声e を共に､ Siと表記して い る o
なる べく少ない 記号で標記するという規則に則り､ 声を s または syと標記する o
l l 二 重母音､ 三重母音に つ い て
凌氏は､ 複母音を使用 して い ないが ､ a, 岳, 6を用 いて い るo 尤氏 ､ 安氏は､ 多くの複
母音を使用して い るQ しか しなが ら､ その単語を調 べ て み る と､ 殆 どが外来語 (漢語) で
ある ｡ 2001 年6月 30日から 7月 9 日まで の現地調査で ､ 出発由に用意した複母音候補の
単語を､ 短母音ごとに区切りなが ら発音して も意味が通 じる ことから ､ 特に複母音を用 い
る必要がない との 結論に至 っ た ｡
12 ま とめ
先輩の研究者たちの発音と筆者が採録 した発音とを比較検討する こ とにより､ 必要最小
限の標記文字を確定する ことがで きた｡
表 27 シタ ･■モ ルゲンの子音
両唇音 歯茎音 歯茎音 後部歯茎音 そり舌音 軟口蓋音
破裂音 ･ 被
擦音
無気 b d S ∫ j 冒
有気 P t C C i
鼻音 m :.n■ ng
∵摩擦音 I S S SyJ Sy Ⅹ
流音 1 r
国際音声字母は､
子 音 を 表 す文 字 t
r
して b p m I a tn l g 汰 x r I(ng)
y W
母音を表す文字として a i u e o
で ある｡
t声(j) t串 '(c)
コ ンピ ュ ー タで処理する上で ､ キ ー ボ ー ドからの入力､ フ ォ ン トな どを考え, 便宜上 ､
今後 g をng､ t声 をj､ t串
'
を c で標記したo こ れに基づ き､ ｢シタ ･ モ ルゲ ン+ の テ
キス ト化を完成させた ｡
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第3節 ホジ エ ン語文法
(1) 先行研究の文法解説
ホジエ ン語の 文法蕃として は､ 凌純声氏と安俊氏と尤志賢氏の 3冊の本があるが､ 発音
標記が互い に異なり､ 文績もきちんと整理されて い ない ｡ そこで ､ 自分で発音標記や文法
を確認したo2000年 8月 に､ 中国の ホジ エ ン族の村を回り､ ホジ ェ ン語を話せる人に会い､
ホ ジ ェ ン語の文接と単騎を調査 した｡ 基本的な文型として ､ 現在 ･ 過去 ･ 未来などの時制
の 変化七 人称の 変化､ 否定文な ど､ 約1 00の文型を10人のホジエ ン族の人に話してもら
い ､ 録音したo 現在調査した結果をまとめる o また､ 約 2000語の単語を､ 分割し､ 1 0人
の ホジ ェ ン族の 人 に発音しても らい ､ 録音した｡ 現在静香を整理 して い る ｡
凌氏 の文法
｢松花江下遊的赫哲族+ は､ 1930年代に出版された大著であり､ 民族風習を事細かに記
しており､ その後 のホ ジ エ ン族の研究に常に参照され ､ 後に出された本に多く引用されて
い る ｡ ホジ エ ン語の発音､ 文法､ 語免集を含んで い る ｡ 動詞 の語尾変化として ､ 現在､ 過
義(hen)､ 未来(Te n)､ 否定(sie n)､ 受動態(hne)､ 助動詞に つ いて簡単に鋭明があるが､ 人
称に よる変化は記述されて い ない ｡
安氏 の文法
｢赫哲語簡誌+ (1986年) は ､ 音標の表記の鋭明は合理的と見られる ｡ 時制につ い て は､
現在､ 過去､ 未来 ､ 受動態など､ 記述されて い るが､ 否定形につ い て はま っ たく述 べ られ
て い ない ｡
尤氏 の文法
｢簡明赫哲語漢語対照読本+(1987年)は､ 語兵集､ 会話集が豊富で ある ｡ 文法に つ い て
も ､ かなり詳しく述 べ られて い るが､ 簡単な時制と人称変化に つ い て は､ 余り多くの頁を
割い て い ない ｡
シタ ･ モ ルゲ ンをテ キス ト化する隙に､ 音をどのように表記するかとい う問題のはかに ､
文法的に どの ようにな っ て い るの かを判断が出来ない と､ 動詞の語尾 ､ 格助詞をは っ きり
聞 き取る こ とが 出来ない ｡ この ため､ 最も簡単な例文を用意し､ 現地調査をする ことに し
た . 用意 した例文 は､ 付録 に示すもので ある . 現地で ､ それに基づ い て ､ 中国語b)文を挙
げ､ ホジ エ ン語で どの ように言うかを尋ねた｡ しか し､ 多くの場合､ こ ちらが予想 したも
の と違う答えが戻 っ て くる ｡ これは､ 中国文の意味が多くの場合､ こ ちらが意図した以外
の 状況として ､ 捕らえられ ､ ホジ エ ン語に翻訳されるためである ｡ 数人に文法を尋ねたが､
思 うような結果 が得られない . 一 部の時制と人称変化につ い て どうして も回答されて こ な
い ｡ 一 番よい 回答 を得られたの が､ 尤志賢氏からで あ っ た｡ 同氏は､ ホジ ュ ン語読本を著
わ して い るの で ､ 文法が頭の申で整理されてい るために､ 良い 結果が得られた｡ 次節に ､
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調査した事柄､ まとめ､ シタ ･ モ ル ゲン のテ キス ト化に用い た文法も
ー 緒に述べ る ｡
(2) ホジ エ ン語文法まとめ
ホジエ ン語の動詞の括用形 をしらべ た ｡ 調査した対象は､ ホジ エ ン人尤志賢､ 調査時は､
2000年9月で ある ｡ 尤志賢氏 の著書 ｢簡明赫哲語漢語対照読本+ にも ､ 文法につ い て広く
述 べ られて い るが ､ 最も重要な時制､ 人称に つ いて ､ 詳しく尋 ねた結果をこ こ にまとめる ｡
直接質問した事柄につ い て は､ 1 次資料として ､ 付録に つ ける o
さらに､ シタ ･ モ ルゲンから分か る文法の例文も 一 緒にまとめる o
1 . 文型
文型 :主語＋臼的語＋動詞
主語は､ 名詞 ､ 代名詞
目的語は､ ｢名詞+ または､ ｢名詞 ＋ wo+ または､ ｢名詞＋ m e+
動詞 :動詞語幹 (＋時制)(＋人称)
例 :bi btlda(･o)jefu ･he-yi. 私は ､ 飯を食 べたo
biは人称代名詞 ｢私は+ で 主語､
buda は名詞その ままで も 削勺語になり ｢飯 を+､
jefuは動詞 ｢食 べ る+ の語幹､ he は ｢過去+ を表 し､
yiは ｢私 :･1人称単数+ を表す｡
述語の 動詞が人称を持 つ ので ､ 主語は省略可能で ある ｡
budajefu ･he -yi (私 は) 飯を食べ た｡
主語の人称と動詞語尾の人称
人称代名詞 動詞の 人称語尾
-1人称単数 bi ･yi･
2人称単数 si ･ si
3人称単数- n lan l ･ ni
1人称複数 bu ` u
2人称複数 Su ･su
‾3人称複数■■ tigulun ･ti
2 現在､ 過去､ 否定に つ いて
現在形
現在形を次に 示す｡ 動詞語幹＋yi ＋人称語尾の形式となる ｡
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ご飯を食 べ る o
1人称単数 bibllda jefu･yi
2人称単数 siblユda jeftlryi･si
3人称単数 nia nil)uda.jefu
･
yi
･
ni 又は. jefu･re n
1人称複数 bllbuda jefu･(u)
2人称複数 subuda jefu･ yi･s1
3人称複数 tigulen buda je払･yi･ti 又は. jefu･r e n
1人称単数jefu･yi･ yiは､ 発音上jefu･yi に縮退してい る考える o 3人称では･ r e nとい う語尾
も用い る ｡
過去形
過去形を次に示 す｡ 動詞語幹＋he＋人称語尾の形式となる ｡
ご飯を食べ た o
1人称単数 bibuda jefu･he･yi
2人称単数 sibuda･■jefu･he- si
3人称単数 nianibuda jefu･he- ni 又は jefu･he n
1人称複数 bu bllda jefu･hel l
2人称複数 8ubtlda jefu･he-su
3人称複数 ti即1e nbuda jefu･he ･世 又は jefu･hen 又は jefu･hel
人称の ない ･hen も用 い るo
現在否定形
現在否定形を次に示す ｡ 動詞語幹＋sye＋人称語尾の形式である ｡
ご飯 を食 べ ない .
1人称単数 bi bnda jefu-sye -yi
2人称単数 si bllda jefu･ sye
3人称単数 niami 1)uda jefu･sye･ni 又は jefu - sye n
1人称複数 bu buda jefu･sye･u
2人称複数 su bnda jefu-(r)8ye･ u
3人称複数 tignlen buda jefu- Bye-ti 又は jefu･syen .
sye の前に､ r が入 り､ rsye となるこ とがある . Lqyen も用い る ｡
過去否定形
過去否定形 を次 に示す｡ 動詞語幹＋rqi ＋人称語尾の形式であ る ｡
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ご飯を食べ なか っ たo
1人称単数 bit)uda jefu･rqi
2人称単数 si btlda jefu- rqi- si
3人称単数 niami b一1da jefu-rql- ni 又は jefu-rqin
1人称複数 bu bTlda jefu ･ rqi- a
2人称複数 su buda jefu･ rqi･ su
3人称複数 tigulen buda jefu･rqi-ti 又は jefu･ rqin
時制の要約
時制をあらわす､ 語の組み立て を示す｡
動詞の語尾変化 - 動詞語幹＋時制
語幹
jefu
食べ る
時制
な し 現在
r e n 現在
血en 過去
syen 現在否定
qin 過去否定
例
jefu 食 べ る
jefu-r e n 食 べ る
jefu-he n 食 べ た
3･1?ffu
u:
q
8
L
en
霊ニ霊㌫っ た
動詞の語尾変化 = 動詞語幹＋時制＋人称
語幹
jefu
食 べ る
時制
yi 現在
hen 過去
syen 現在否定
q血 過去否定
kqi 未来
動詞の時制､ 人称の語尾変化
人称
yi l^* * &
si 2人称単数
ni 3人称
Ⅶ 1人称複数
su 2人称複数
tiA3人称複数
例
jefu･yl
jefu･he･yi･
jefu ･he l止
jefu- Bye ･ ni
jefu･ qisi ぁなたは食べ なか
つ た
私 は食べ る .
私 は･食べ た .
彼らは食べ た
彼らは食べ ない
現在 現在否定
単数 複数 ･単数 ■ 複数
人称なし - Sye n
1人称 ･yi ‾ Sye-yl
･2人称 ･■yi･ Si' ー yl' S u ‾ Sye
3人称 ･ yi･ti
･
yi
･
ni ーSyen
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過去 過去否定
単数 複数 単数 複数
人称なし hen gin
1人称 七e･yi ･qi ･qi･ u
2人称 ･he･ si ･he･su ･qi･si
3人称 ･he･ti
･hel
･he･ni ー qi
･
ni
3 継統を現わす動詞清用形につ い て
現在動作の継続は ､ 動詞語幹＋ mi ＋動詞bi(bi･ ren の語幹) ＋括用語尾
bi budajefu ･ m(i)bi. 私は ご飯を食べ て い るo miのh]iま脱落するときある ｡
動詞 b hen は ､ ｢で ある+､ ｢の状態である+ の意味で ある o
ご飯 を食べ て いる o
1人称単数 bi blユda jefu･ mi bi
2人称単数 sibuda jefu･ mi bi･ si
3人称単数 nia nibuda jefu･ mibi･ r e n
1人称複数 bubuda jefu･ mibiTen
2人称複数 su buda jefu- mi 1)i･su
3人称複数 tigulenbuda jefu･ mibi･r en
動詞の語尾 mi - しながら-
begeda n e
･ mi e me- heyi 走りながら､ 来た
einiolaud1ば ujefu･ mi biて e あの人は､ ず っ と食べ て い るo
4 完了形
過去 の経験を表すとき､ biqin をつ ける ｡
biuls ejefu ･he ･yi bi-qin . 私は肉を食 べ たこ とがある o
動詞 odi･ ren ｢終える+ を助動詞的に使用する形式もある｡
動詞原形 ＋ mi ＋動詞語幹odi(動詞odi- ren の語幹) ＋人称語尾
ご飯を食べ 終える .
1 人称単数 bibuda jefu- m(i)odi･yi
2人称単数 si buda jefu - m(i)odi･si
3人称単数 niani buda jefu･ m(i)odi:Ten
1 人称複数 bu buda jefu･ m(i)odi･ u
2人称複数 subuda jefu･ m(i)odi
･
s u
3人称複数 tigulen bllda jefu
･
m(i)odi･ren
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5 使役形 ku ne
動詞の語幹に､ ｢kⅧn e+ をつ けて表わす｡
(bi)nia ni･ m enis am an tatio･ k une･yi.
nia ni mino s am an - m etatio･k une･ shen .
siniani一 皿 e te七 Ⅷne･1o.
彼にシャ ー マ ンを学ばせた｡
彼は､ 私にシ ャ ー マ ンを学ばせ ない ｡
あなたは､ 彼を坐らせ て
参考例文
bisam an tatio･kqi. シ ャ
ー マ ンを学びたい
bis am an tataio･kqigoni
･
sye n. シ ャ
ー マ ンを学びたくない o
(一 人称否定形は､ goni･ sye-yi であるが､ 単なる叙述の場合は､
go ni- sye n も使用する)
6 受身形 J u - u ･
受け身を表わすとき､ ｢行為者+ に ･dt1を つ け､ 動詞語幹 に-'u ･ を つ ける o ･du は意味上 は っ
きりして い る場合は省略され る場合がある｡
bin aki･ d11Sa nal rhei 私 は犬 にかまれた｡ (過去)
cf 能動態 in aki min o s a na･hen 犬が私をかんだ o (過去)
mino は､ mini･ w o(私 を) の短縮形
biin aki･du sana･u -qi 私は犬 にかまれな っ かたo (過去否定)
bia rdein akisan al l- rqi 私はい つ も犬 にかまれなか っ た .
cf 能動態 inaki min o s a na･ren 犬が私をかむ . ( 現在)
in akimino san a･shen 犬が私 をかまな い ｡ (現在否定)
in aki min o s a n a- rqin 犬が私 をかまなか っ たo (過去否定)
bijulein akis a n a･ u ･he-yi bi- qin 私は犬にかまれたこ とがない . ( 完了)
7 命令形
語尾 意味 例
動詞原形 命令 tc! 座れ!
-
rO 命令 te･ ro. どうぞお座りください o
語調により丁寧な言い 方にもなる .
e 禁止 ete- r o! 坐 るな!
eji te- r o! 坐 るな!
･
gir o 命令 da si-giro 被せて ください
その他動詞語尾
76
動詞
語尾
意味 例
I re 連用 he su ･ re 育 つ て
･1e 完了 s a工唱nin niu ･ mi bile. 煙が出てい るo
･ki 条件 Ⅹite･il)i･kiniami 1e aiijtau netlyisi･
･kini 子供があれば(授けてくだされば)､ 後で沢山お礼します
(bi)tikte･ki皿iim ah?w a･kqi･sye･yi
屯 し雨が降っ たら､ 魚を獲りに行かない
比較 tikete･r en ipl aha wa･kqi. ･syen
雨が降っ てきたから､ 魚を獲りに行かない o
･ gir o 命令 da si･gir o 被せ ろ
･
m ai 勧誘 O n e-.m ai 行こう
･1e･ 動詞化 arki･1e ･ mi 漕を飲みながら (･1e は動詞を派生する)
keqi 樵 w a･keqi 遊ぶ (wa ｢狩をする+ ke ci｢真似をする+)
begda n e･kci･yi. 走るように行く
kqi 未来 arkiomi･kqi 酒を飲みたい
9 助動言司
本来､ 動詞として意味を持つ が､ ｢動詞語幹＋mi+ の後に使用され助動詞的な役割を果たし
てい る｡
dahan 成る bieiar ngen nadun duyin seda･hayi. 私は､ 今年7 4才 になっ た o
ul ihi･r e n で きる a 8 en gultlhaqen na sejake- w oxiafu■o･ miul ihi･ ren
女たちは､ 鹿皮の製品を作る こ とができる .
biim aha･ w ow a･kqi
･ mi ul hi･yi 私は魚を捕る･こ とがで きる .
m e.te･ ren で きる ilan arngenisekti
- mi m e也 - ren 3年間敷くこ とがで きるo
miauql n
･jiteninikte･ w o wa･ mi 皿 ete てe 槍で や っ と猪を殺せ る …
(彼ら､ 皆)
miatlqin ･jiteninikte･ w o w a･ mi 皿 ete･t l 槍でや っ と猪を殺せ る (私
たち)
aql
' ren して い い ta sie･ mi aqi･rShen? タス へ ンを作る ことができない ?
ta sie･ mi aql
･
r e n で きる
deriu ･hen 始 める agdene ･ mijai1･ mi deriu ･ Ⅹe n 喜んで歌い始めた
odi･ Ⅹen 終えた tergele･ w o･nio･ mi odi･ Ⅹen 彼らの 服を作り終えた
bi- Ten で ある mio saktolta･ duili･ r ebi･ ren 人々 は皆そこ に立 っ てい る
dere arkiya s aktoln ede
･ mibi- r e n 卓､ 酒､ 何でも皆
■
置いて ある o
ne
･hen と呼ぶ ､
で ある
sini･ w o edi･yin e･ mi Ⅹodale
･
yi あなたを私の夫と呼ぶ
参考 次の文は ､ 2 つ の動詞を並 べ たもの で ､ ･ mi は､ ｢しながら+ の継続をあらわして い
る ｡
h al1alliteyim ane･jiafu ･ mi ukeqi･ ren 男の子は雪で戦 っ て遊ぶ
im aha･ wo w a･ ha･yi
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1 0 人称代名詞
1人称単数 2人称単数 3人称単数 1人称複数 2人称複数 3人称複数
主格 bi si nlan l bu Su tugulu
は､ が bi
･
m eni Sl m en l ti buti,
bu ･ m u n u
目的格 m ln l- WO Sl n l- W O n lan l m u nu - W O Su n 11‾ W O
を､ に mindtL sindu m en l
‾■ti･ w o
,
所有格
の
m ln l
bi
sini
siningge
mianingge 皿 un u Su n u tugulu
方向へ
から
min･tiki sin -tiki niami･tiki tugulu n
･ti
ki
1 1 名詞接尾辞
名詞の後に格助詞が つ き､ ｢の ､ に､
.
を､ へ ､ と､ より､ にて ､ まで+ を表わす｡ 主格には
格助詞 はつ かない o
名詞句 - 名詞＋格助詞
名詞
bite
子供
格助詞
な し 主格
w o
,
皿 e 目的格
(杏)
ji 用い て ､
- 緒に
例
bite 子供は
bite･ w o 子供を
bite･ m e 子供を
hite･ji 子供 と共に
格助詞 の後に人称語尾が つ く形式もある ｡
名詞句 = 名詞 ＋格助詞 ＋人称
名詞
bite
子供
格助詞
なし 主格
w o
,
m e 目的格
(杏)
ji 用い て ､
一 緒に
人称
yi l人称単数
si 2人称単数
ni 3人称
su 2人称複数
ti 3人称複数
例
bite･ w o･ ni
hite･ si
bite･ ni
hite一 皿 e･ yl
彼の子供 を
あなたの子供は
彼 の子供は
私 の子供を
名詞L
の
語尾
寿味 例
･tiki 方向 tugulun -tikix e s u-yini 彼らに言 っ た
比較 eiasen xite n eu ･tikin acis agdi こ の女の子は弟より'i)し大きい の で ､
･ti 方向 neu ･tixe su -yini 弟に言 っ た
･ki 方向 sulia･kiene･r e 西 へ 行く
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･siki 方向 jt1 e･sikiene･yi 前に進んで
ya
･du･sikie n e･yide どこ へ 行 っ ても
･jig-e 方向 suliaうige c ulake･1e 西の方の川 へ
･du 受身文の
行為者
bi inaki-du s a n a-u ･hei 私は犬にかまれたo (廻去)
･du 場所 dos o ng m erge nn aha n･dutoketi･Ⅹe n ド - ソンはオンドルに上がり座っ た
･dule 場所 Ⅹu njijo･dule e n e･r oすそ家へ 帰りなさい
･d11i 場所 n ale･duida mcujafu･r e手に天秤棒を持っ て いる
･du ni 場所 suliajo-dmi iI噌 ･Ⅹeni 西の棟に入 っ た
一 皿i 場所 na x a n･ i七e･ re オ ンドル に座り
-ji を用い て
と - 緒に
ke syen dedu ･o Xorku njius ay･ migaji･ rgi･yiケシ ェ ンを縄で縛り連れ帰り
si min -Jlge S e ene あなたは､ 私と 一 緒に行く
bi8in ･jige s een e･yi 私は､ あなたと 一 緒に行く
-
0 目的 rを+ vlse･ w o肉を
bisini･ w onlユku･yi 私は､ あなた
■
を送る
8i mini･ w on l止 u ･yisi あなたは､ 私を送る
･ki を持っ た kustlnセi 力を持っ て
‾
(精力的に)
ー m e 目的 ｢を+ m un uergen ･ m e sula u･ ro私 たちの命を救っ て おくれ
･dui 対して
(漢語)
arkj,･ okoth印 . Site･tiki･dⅦibu ･Ⅹeni 酒の杯をシタに与えた
･1e 方向 rへ + hergi･1e 下 へ
一keqi に似た ilantatl n･ke cibi･1e300斤位ある
語尾 例
･
yi 1人称単数 a mi･yi 私の父
所有格 ami･o -yi 私の父を
･
si 2人称単数 Ⅹite･si あなたの子
所有格 Ⅹite･ji･ si あなたの子 と 一 緒に
･
ni 3人称 Ⅹite- ni 彼の子
所有格 hami･ w o･ni彼女の魂を
'
Su 2人称複数
所有格
･ti 3人称複数
所有格
1 2 副詞
代表的副詞をあ げる
e merg町1
一 方 - - し butie皿 ergijiarkiomi-(mi)em ergiji hejuqi･ u
e mergl]1
ながら､ 一 方
- す る
酒を飲みながら話をする o
dll す そ bijefu ･ mi du e ni. 私 は食べ てから帰る o
bijefu ･ miodi･ mi du e ni. 私 は食べ 終えて からすそ帰る.
oktojefu du afine･ rgi 薬を飲んでから寝る
Sam 1 き っ と sisami im aha w a･kqi･ n li ul ul1i
-
si
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あなたはきっ と魚をとる こ とがで きるQ
助動詞･血 hi- で きるo 前の動詞の 語尾は･ mio
也 どんなに jule xite･ nis unu erge n
･
siukiehele･
2
■
人おまえたちの運命は非常に悪 い
adi 幾つ か adixite? 何人の子があるの
adile e.
･
Ⅹe n 大変怖･くな っ た
adiin 数日すると
s aktol すべ て y11ke･ nic armis aktol bire n 鍋､ 茶碗すべ てある .
esk ul i 大変 esk d igdroda･ Ⅹan 大変遠くな っ た
de も gu rxaムdeiciki
-
r syen 免も見なか っ た
1 3 疑問詞
ya なに､ ni誰､ mi どの ように ､ o siどれ､ tlkiどれほ ど の横間詞､ e aの難問終助 凱
ya 何 eitや1egele siya･ dtlgade
･he si? こ の服あなたはどこで 買い ま した
ya
･du どこで か?
参考 答hodale･bagade･hen 商店で 買い ました｡ ba 場所 (名
･詞)
ya
･dtlj6fu ･he-･sia? どこで食べ ましたか ?
ya erin 何時 yふerin gade-he si?. 何時買い ま したか
参考 答 sike se 昨日
ya
'
0 何を ya･ w ojefu･he･ sia?･何を食 べ ましたか?
動詞 の語尾の人称占i で 2人称で ある ことが分かる o
ya
'
皿 e どんなも ya
･ m ejake sifale･ mi bir e n どんな悪巧 みがあるか
j壬止占 め ya ･ m ejake 血ergi･hegi'a どんな物を背負 っ て い る のか
m 誰 niulu -hu ･ ni占? .誰が､ 作りましたか? 三人称 o
he niが母音調和で hu niとな る ｡
s止■Ⅹite ni?■ あなたたちは誰?‾■
omi どの よう
に■.
omi ul･ hl･ nie? どの ように､ 作りましたか?
osi どの osinio mini-tiki_ainiode.bi
･ re n
･どの 人が私 より
∴
よい 人で ある .
uki どれほ ど simijo-sias e n- si 止- a s agdi bi･ ren あなたq)家の妻は､ 何歳で すか
Ⅹite･ Sid ds e-ke da･ha■il あなたの子供は何歳になりましたか
unak ami どうして TL nikn･ mi u ruke- wo lng-du mi･tiki miak ule-je?
どう して 戸口から入 っ て きて ､ 私 にひ ざまずく･の ?
a
e
疑問終助詞 si budajefu -he･sia? ご飯 を食べ ましたか? 主語の si省略可 ｡
1 4 I)isi
biren の派生語と思われるが ､ 人称による変化はなく､ 名詞 的､ 又 は名詞を修飾す る ｡
o mi･ mibisi･dui 飲んで い るとき
e
-ke ci bis aieje n･ m e この様によい首領を
se
-
ni dulia n- du bisigelu 年が中位の人たち
oni bis e xe･dt mianci 何も悪 い ところがない
80
15 反語
si budajefu ･he- sibis a n
sis ai･ mibisan . be m edele･yi
･
si
nianie m e･1e.
em e
･kini aql
･
Sye n
1 6 紛らわ しい単語
(l) e n e, e m e
｢行く+ を表わ す単語の区別 ｡
e n e 行く
e m e 来 る
huli 行く
ene
･hen
e nele･heyl
ene
-
rql
em e
'
rql
biha nh ul l
ご飯を食べ たじやない で すか(biqin ?)
知 っ て いるじやない の ､ まだ問う′の
彼は来れる
来なければならない ｡
行きました
私は行 っ た
私は ､ 行かなか っ た
帰えらな っ かた｡ ( 過去の否定)
狩に行く｡ bihan荒野､ 山の中o h ul i行く
(2) -rgJ
'
-
動詞の語幹に つ け､ ｢再び+､ ｢帰る+ の意味を加えた動詞 を派生する ｡
例 e m e･rgi 帰 っ て きた o e m e 来る o
(3) o- mi と o ィe n
o
･ mi後ろに 助動詞 duriu ･ r e n(始める) 付く o
o ･ ren 文末｡
telegelomi dt1riu
･he n
nisin ･du o･ren?
euke-yio･ r e n
服を作り始めた ｡
誰があなたに作る ?
兄嫁が作る ｡
omiは動詞 ｢飲む+ の語幹でもある ｡
o とomi (o- mi と oふi･ mi) の使い 分けの例文を示すo
n a sa h ula s o- 皿iodi-Lan
arkiomi- mi
ya ulu ･ sie
e telegele o
-
yi
ulu は ｢煮 る+ の意味もある｡
皮の掛け布田を作り終えましたか
漕を飲む
何をして い るの ?
服を作 っ てい る
btlda ulu - mi ご飯を作る (煮る)
8 1
o
･
miodi･si し終わりましたか
1 7 派生動詞
｢名詞+ ＋1e で ､ - する とい う動詞が作られる o
例 1a ｡ke･le la oke は､ 漢語 ｢塀瞳+(世間話をする) を借用 し動詞化した o 同 じよう
に漢語からの外来語も多い ｡
ku s u･1e･ mi
jit1･1e･ Ⅹemi
kioto･1e ･ Ⅹeni
カをい れて o knsu ｢力+ か ら.
救 っ た｡ 漢語 ｢救+ か ら
ナイ フで切 っ た｡ 名詞 kioto ｢ナイ フ+ か ら
1 8 漢語的表現
bardi･ nisagdi 漢語 ｢成大+ 大人にな っ て
dirganede
､
dirga n e
･
syen 挨拶もしない
1 9 外来語 (漢語から)
ホジ エ ン語 漢語 日本語訳
gⅦizi 恒子 箱
m O 木 木
ya o
･
mi 揺 振る
bao x u-1e･ mi 保折 守る
gu ansi
･1e 宮津 支配
clng
･
an
-1e - Ⅹe ･ ni 清安 礼をす る
Cla X tl 茶壷 茶壷
jib ･救 救う
Ⅹe
-babu ･ini 黒(天) 白(日) 一票 ∧ 自
bei 柿 柿
ya° 白 汲む
第4節 先行研究の表記との比較
第1部第3章第1節で 国際音声字母やピンイ ンを用 い たイ マ カンがあるこ とを紹介 した ｡
これらのイ マ カ ンの中で ､ 尤志賢の ｢ア ントウ ･ モ ルゲ ン+､ 尤志賢の ｢シャ ン ソウ ･ モ ル
ゲ ン+､ 借方金の ｢シル ダル ･ モ ルゲ ン+ の 3 編の表記と比較した｡ 具体的には､ 3編のイ
マ カ ンの最初を､ 表 8 凌安尤千の使用子音に基づ い て表記を変換 したo これを､ 次の ぺ -
ジ以降3 ペ ー ジで 示す ｡
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義1 3編のイマ カ ンの使用子音
国際音 ピンイン
アントウ シャンソウ･ シルダル ･
千
声字母 モ ルゲン(尤) モ ル グン(尤) モ ルグン(博)
P b b P P b
p
h
P P p
l
p
l
P
m m m m 也 m
I I f f f I
t a a 七 七 d
th t t tl tt t
a n a n n n
1 1 i i I i
汰 g g 汰 g k g
k
h 汰 k kt kl 汰
r ど ㍗ ど r r
冗 h h Ⅹ Ⅹ Ⅹ
D ng ng り I ng
y y V I J y
W W W W W W
tG J 】 tp 揺 J
tG
h
q 寡 tG' C
G Ⅹ 鷲 鷲 鷲 S
ts Z × × × S
ts
h
C × × × C
S S S S S S
t芦 zh × d3 × J
t芦
h
ch × d3
●
× C
冒 sh × 冒 × SY
表2 3編のイ マ カンの使用母音記号
国際音 アントウ シャンソウ シ ルダル 千
a a a a a
I i y i y i i
u u u u u
C
a e a Q e
〇 0 ○ 〇 0
表の中で ､ 影 を付けた表記文字が ､ 特記す べ き部分である ｡
① ｢ア ントウ ･ モ ルグ ン+ は､ 完全なピ ンイ ンでなく､ ピ ンイ ン q x の代わりに c蓋を使
用 して い る ｡
8 3
② ｢シャ ンソウ ･ モ ルゲン+ は､ 尤の書に近い が､ Gが異なるo
③博が表記した ｢シル ダル ･ モ ルゲン+ は､ tS､tS
'
､ 串が尤の書と異なる｡
表記絵は､ 変換すれば､ どの方法でも大体同じになるが､ 音声が付いて いない の で評価は難し
い ｡ 気が付く点は､ 下記の事柄である｡
単語 のス ペリングが ､bal1ユdi, bardiが少し異なるD
｢シタ ･ モ ル ゲン+ にない新しい単語がある｡
動詞 の 語尾変化 ､ 名詞 の接尾辞をまとめて ､ 分かり易く表記していない ｡
特にア ントウ ･ モ ルゲ ン ､ シ ャ ンソ ウ ･ モ ルゲン ､ シ ルダル ･ モ ル ゲンで は､ ③の文法的
な説明がわかり難い ｡
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｢ア ント ･ モ ル ゲン+ の轟記の 変換
1行目は尤志緊の義記 o 2行 削ま筆者の表記o
)
jute are n, yolegu m a ngm edulia n badumi, e m e co c°balediren,
jule a ren, yole即･m a n酢nedulian ba･d uni, e m e co c o baledi･ r e n,
先 年 江に 沿 っ た 中間の 所に 1人の 青年が 住んでいた｡
gerbinia ntu me〕唱en
gerbi
･
nia ntu m e rge n
名は ア ン ト ･ モ ルゲ ン
u 馳 nli dumi du amini e nini 昌aku a n ci dahen
usyk ul i
･du ni du ami･ ni eni･ ni syaknanci da･ Ⅹen
小さい 時 既 に 彼の 父 母 皆
hesuiti a m 血 mie血ni nj,odll jafu r e
he stl･yiti a min
･ mieni･ mi mio･ d11 jafu･ re
人が言う 彼の 父 母は､ 人に 捕まり､
tuinere, jo baledi baite 畠ax u mene
居なく な っ た o
aha oduku nehen
aha odu ･kuhe･ Ⅹen
奴隷に された｡
nAleji uileini, 1･ n l n l･n m
ttlin e-r e, jo b aledi baite s a x u 皿e ne nale･ji uile･yini, yinin yinin
こ の様に 家の 生酒 仕事 皆 自分で 手で 行い ､ 毎日
im ahe, buyuen me w ake ci ie ngkete, enbiw e gadere, nemi antu we
im ahe, buyuen
･
m e w a
･kciyengkete, e nbi
-
w e gade
･
r e
,
n emi antu - w e
魚､ 獣を
tatiuheni
tatiu Ixeni
教育し
捕り､ ス モ モ ､ 木の芽を 集める ､ こ の様に ア ントを
fakes;iji, 血1eimi
fake si･ji, Idle-yini
賢く 能力を付けた｡
eke ci e m ei- nin
,
antu m aI唱 m ejiabukereleni em ehen,icehen
eke ci e me y】nin antu m ang血 ejial川 ･kere･1emiem e- 又e n,ice ･Ⅹerl
こ の様な ある 日 ア ントは 河 岸に 行き､ 見 ると
em e diake m a ngm ejiabtlke r eu ni giaul i miem eren, m 甲a agedeneren
l
em e diake mangm ejiabu ･kere･du nigiauli･ mierLle -T e n, m W a agede11 e･r e n
一 隻の 帆船が 河 岸を 漕い で 来る . 大変 興味を持ち
uki guida minio huliuimi 1C erCln
uki guida minio huhu
-
yini ice
･ rcin
大変 長い 間 人が 行くのを 見たこ とがない
diake e畠d1ユ giaul i mi kirale n iE;ia nhe n･ ant,u icekin diake ho ru ndu n
diake esydu glauli
･ mi kirale n lSya n
･
Ⅹe n･ anttl ice ･ki11i diake ho r u n･d uni
帆船は 間もなく 漕い で 近くに 着た｡ ア ントは 見 ると､ 帆船の 上で
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｢シ ャ ンソウ ･ モ ルゲン+ の表記の変換
1行目は､ 尤志賢による表記｡ 2行目は ､ 筆者の表記o
ara匂
arang
ア ラ ー ン
suロkari
s o nggari
桧花
xia rk'ieu
,
siarkieu,
シ ァ ルカウ
m a】コm e
孤 anglne
江
ne11
‾
nl
neu
～
n l
弟は
tul ianpatll ni, ek
'
etS
'i d3u
duhan ba- du ni, eke ci ju
真申 所 に この様な 2 人の
GaqSet1.
SyangSeu ･
シ ャ ン ソウ
plr?en , jaute
bi･ r sye n, ya
･
u de
な い ｡ 何を も
n a x e nt11 a丘n e re,
n axen
･dtL afine･r e,
オ ン ドルで 寝､
ax entu paletijit
'
i. akfin ni
a x e ndu baledi･ yi
･ti. akin･ ni
兄弟が 住んで い る ｡ 兄は
aklin ni plXan X ulijni
akin ･ ni bixan x t11i･yl
･
ni
兄は 狩をするの が
wiler芦en,
uileT Sye n,
働かない ｡
n axentu
n axen
･ du
オン ドルで
Jl n血Jlnin
y 皿in yln血
毎日
a m u七戸
'ire
am tlC1
-
re
便尿を
n a x e ntu
najie n･ dt1
オン ドル で
ner e n.
n e:Ten .
する ｡
ak-inmi jinin w u ek
'
entule pix anⅩn b e,
akin ･ ni yinin wu reken
･d ule bix an ⅩtLli･ r?,
兄は､ 昼は 山で 狩をし､
k'at
'
e n. n euni jate
kate n. n e u･ ni ya
-de
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tGefer e, n a X e ntu
jefe･ re, n a x en
-du
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e s erin e m e rkire he
sike s erin em e･ rg1
･
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n euji so xuleren , am u nt¢
'ik
'
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n
#
e
芸y
i
i
o
;
uieSean:Tfn#u雷e n
-
m eni
蒜若uLl,e
'
r e
, 墓芸e b3;i
re
, 荒
e
F
T蒜
parkir e n e r e n･ xuantu ni w u rek
'
entu puyu 刀 皿 e malex ug w are m eixer e mi
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ren ･ 茎旦 迎
･d uniw u reke n- du buy un
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m e male xung w a
･ re m eixe･re･ mi
片付け る o ある時 山で 獣を 多く 獲り 担 そこ とが
m et
,
er?en tak
,i, kam u ntu netere, n ase tmi, w ule se uni m otu lok
' 血 i･
m ete･ r syen
-daki, gam un
･ du nede･ re, n a･se
･ uni
,
w ule se - uni m o･dtl loko･ yini･
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｢シル ダル ･ モ ル ゲン+ の表記の変換｡
1行目は､ 博万金による義記o 2行剛ま､ 筆者による表記.
a r ag Giregell m e rge n eli hu su mi eli hangk
'
ereg k
'
ilatui biGI
ar ang sir egeu m e rge n eli husu
･ mi eli hangke
-
ro n kila･dui bis
アラ - ン シル ゴウ モ ルゲンは 言えば言う ほど 怒り 近くに い る
tSu m e rge nt
'ik'i hu s u r eq s u m apinttle eme tSo e m etSo e n emi
ju m erge n
-tiki hus11･r e n Sll m a Sin ･d ule e m ejo e m eJO en e･ mi
2人の モ ルゲンに 貰う ｢お前達 す(> 一 軒 - 軒 行き
gerengu ∫u nt
'
ik
'
i k
l
isule suliatSerge hot
'
eg tu bi由 heihan m a rhuq mio
ge r e n
･
gu ru n
･ 蝕i kis u･1e s ulia-je rge hote ng-du bisi xeixan m arh ung nio
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i tSifu k
'
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'
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hulehen
xtlle･ x e n
残りの
biGin
bisin
ある人は
nio biGin
nio bisin
人は
m angm tl
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下 り 魚を 捕りに行き まだ帰らない ｡
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第 2章 テキス ト
第1節 シタ ･ モ ルゲ ンの梗概
車分けは､ 聾者が整理 のためつ けた段落のタイ トルで ある ｡
1. 英雄誕生
昔エ トと嘗う所に､ 猟師の夫婦が住んでい た ｡ 夫は､ ドゥソ ン ･ モ ルゲンとい い ､ 要は､
シ ンフ エ ン ･ ダドとい い ､ 30歳正くなるのに子供が居ない . 凝る日､ ドゥ ソンが捉えた猪
の頭を神に捧げ､ 子供を授けてくれるように頼んだo l年後男女の双子が生まれたo - 家は
幸福に暮らして い た ｡
2. 家庭破壊
5年後､ ドゥソ ンが狩に出かけたとき､ 山の中に 一 軒家を見つ けたo 中から 一 人の十七八
歳の娘カシ ュ ン ･ ダドが出て きた｡ 彼女は､ ｢二人は前世から縁があり､ 夫婦になる運命で
す+ といい ､ 豪の 申に招き､ 酒をすすめた｡ 酒には､ 魔薬が入 っ ており､ 妻と子 を殺すよ
うに命 じられた｡ 家に帰 っ た ドゥ ソンは､ 妻を殴り殺したが ､ 子供を殺すに忍びず､ 家に
閉じ込 めて ､ カシ ェ ンの所に戻 っ た｡ 要は未だ死んで い なか っ たが､ 夫の仕打ち に落月旦し､
首を吊 っ て 自殺 した ｡ 死ぬ前に､ 年上の女の子にチラカと年下の男の子にシタと名づ けた｡
3 . 危機脱出
チラカとシタ姉弟は､ 居なくな っ た父を探しに当て もなくで かけた ｡ 偶然､ カシ ェ ンの
家にた どり着き､･ 父 を発見し家に 帰るように頼んだ o しか し､ カシ ェ ンは下女に 二人 を滝
の近くへ 連れて い き殺すように命 じた｡ 下女は､ 母シ ンフ ェ ンと義姉妹であり､ 子供を逃
が し､ 犬の心臓を代わ りに持っ て帰 っ た｡
4 . 怪獣遭遇
チ ラカとシタ姉弟は､ 逃げる途中､ 怪獣ブシ ュ クに追い かけられた｡ 姉は､ 家から持っ
て きた母の形見､ か まどの灰､ 細かい櫛､ 荒い櫛､ 砥石､ 鏡をも っ て い た. - 一 つ ず つ 投げ､
霧 ､ 雑木林､ 林､ 岩山､ 海に変化させ ､ 怪獣の行く手を遮 っ た . 最後に ､ 一 軒の猟師の 家
に辿り着い た ｡
5. 恩人出会
I
猟師の名は ､ ム ドリ ･ モル ゲンとい い ､ 母の死後 1 人で住んで い た｡ 彼は､ 追 っ て きた
怪獣を射殺し､ 二 人 を助けた｡ 二 人はムドリと三 人で暮らし始めた｡
6. 英雄成人
十年後､ シタ は､ 小モ ル ゲン ( 英雄)になり､ 姉チラカはダ ド (娘)にな っ た｡ 姉はム
ドリの嫁となり､ 幸福な家族にな っ た｡
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7 . 故郷帰還
シタは､ 船を作り､ 三人で船に乗り故郷に帰 っ た ｡ そ こには ､ 母 の 遺骨が完全に残 っ て
い た ｡
a . 母魂奪還
シタは､ 母の魂を取 り返すこ とに した ｡ 母の遺骨の 上に､ 魚の皮で 作 っ た掛け布団を掛
け､ シタ は仮死状態になり､ シ ヤ - マ ン になり ､ 犬構に乗 っ て 死の 国に母の魂を連れ返 し
に行 っ た ｡ 途中､ カ ツ コ ウ鳥 (郭公)､ トグッ鳥 (夜鳴禽)､ へ ン フ 鳥 (磨)に母の 行方を
聞い た o サンイ ン ビラ (三途の川) の 向こう七 は鬼の 門番が居る ブ ニ オ (除界) があり､
母はその手前で伯母と∵ 緒に住んで い た o 母の魂を取り戻し､ 九日目叱元の世界 ( 陽界)
に戻 っ た . 母の遺骨の前で ､ 七 日間のシ ャ ー マ ン踊りを十四回すると ､ 母の遭骨に血肉が
付き､ 母が生き返 っ た ｡
9 . 父を捕縛
シタたち 3 人 は､ カシ ェ ンと父に復讐するため､ 彼らの住む所に行き､ 捕まえようとし
たが､ カシ ェ ンは コ リ (神慮) にな り逃げ去 っ たo 父 を殺そうとしたが､ 姉の婿ム ドリに
止 められて ､ 殺せなか っ た｡
10. 手下征伐
シ タは､ カシ ェ ンの住む村 へ 追 い かけ ､ 手下四人の モ ルグン と戦 っ た o 一 人殺し､ 残り
三人 を追 い かけた とき､ カシ ェ ンの コ リ に襲われたが､ もう - 羽の コ リが現れ シタ を助け
た? こ の コ リはシ ヤ
ー ケ ン ･ ダドが変身したもめで ､ 後に シタ の妻 にな っ たo 彼女が手に
入れた モ ルゲ ン三人の命玉 を貫い ､ シタがその玉を三人の頭に投げて壊すと､3 人は死んだ ｡
l l. 仇 を討 つ
シ ヤ ー ケ ンはカ シ ェ ンを捕ま えて戻 っ て きた o シタ は､ 父に カシ ェ ンの肉を削ぎ､ 口 に
詰めて ､ 刀で刺し殺させ た｡
12 . 新村建設
シ如ま､ 残 っ た村人達を自分の家の近くに連れかえり､ 新しい村を作らせ ､ 自分 は選ば
れて ア ジ ェ ン (村長) に な っ た ｡ 村民に ､ 狩をさせ ､ 漁をさせて ､ 平和 に過ご した ｡
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築2節 テキス トと注釈
テ キス トにつ い て
･ 小見出し
｢1 . 英雄誕生+ は､ 筆者が整理のためつ けた段落のタイ トル ｡
･ ホジ ェ ン語
筆者が捉寮した表記法を用い て書い て ある ｡ 全体を通 して ､ 行番号を1519行まで つ けたo
･ 日本語訳､ 漢語テキ ス ト､ 文法解釈
第 一 行目のホジ ェ ン酷表記に対して ､
第ニ行 馴こ日本語訳 を､ 音読 して意味が通るように つ けた c
一 部単語対応の訳に な っ て い
ない o
第三行目の漢語テキス トは､ 尤金良民が､ ｢伊璃堪(下巻)+200年に発表したもので ある o
単語対応にな っ て い ない が ､ 文章はホジ ュ ン譜に対応して い るo
第四行目は､ 文 湖牢釈で ､ 筆者が調査したホジ ェ ン語文法に基づい て単語に対して ､ 時制､
人称語尾､ 名詞接尾辞を解析した｡
･ 脚注
で 示す若や旬に 下線を施 し､ 番号を付けて ､ 注釈をつ けたo 風俗､ 習風 語源､ 尤氏が言
い換えた部分な どで ある ｡
例 2行目 bix an ･ w o wa･ke ci･yi･也
･ 脚注 sulia-jige [eijigele ni= 兼】につ い て
録音も しくはテ キス ト作成の過程で尤氏自身が言い 直 したり､ 訂正 した元の形と､ 訂正後
の形をしめす｡
凡例 45行目 sul ia･jige [eijigeleni = 刺
sul ia･jige は訂正後の形､
[eijigeleni = 剰 は訂正前の形と意味
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の煙突がある . 西側のオ ンドルは､ あまり火を焚かな い . 神の供物台にな っ て い る o マ ジャズ
で は､ 北側に オン ドルが - つ (図オ ン ドル の構造). オ ン ドルに置く卓は､ 日本で い う ｢ちや
ぶ台+ である ｡
edi-asen 夫婦｡ 一 夫 一 妻が普通で あるが､ 昔は金持ちや役人は 一 夫多妻も有る o 結婚は親が決
め､ 結婚年齢は､ 男18,9､ 女 15,‾6才 ｡ 30歳で手供がい なら､ 過すぎる｡ イ マ カン の申の モ ル
ゲ ンは多くの妻を持ち､
.
妻たちは モ ルゲ ンの守護神の役割をして い る ｡ アン トウ ･ モ ルグ ンは､
八人もの妻をも っ た｡
arki軌 ホジ エ ン族は ､ い つ でも どこ で も酒を飲む o 冬は､ 零下 20･40度にな卑の で ､ 酒な し
で はすまされない ｡ 水辺の魚取りは､ 冷えるので酒を飲む ｡ 自分 たちでは酒を作らない o 漠族
やロ シア の人と毛皮や魚で 交換 して酒を手に入れ る ｡ イ マ カン歌手は ､ 酒を飲まない と本調子
を発揮で きない という ｡
1aoke 漢語｢噂瞳+(お しや べ りをする)｡ ｢外来語＋1e+で 動詞を造る ｡ 元の漢語の声調 が失われ ､
ホ ジ エ ン語の アクセ ン トで 発音され る ｡
94
ll 1aoke -1e 一 皿i ai aida- Ⅹa n go nin-du- ni x ai ya-de
話をし 心地良くな っ た｡ 心中 まだ 何か
噂得 挺熟呼 ､ 可是､心 乱敏速蒐
1e 動詞化＋mi継続 Ⅹan過(又e n) duni場所 副詞 ya凝問詞＋de も
12 a n c卜ke ci
物たりない様で
得鉄少点凡喰 ｡
ke ci様
13se-ke ci nio
才位の 人
来歩的 人
ke ci様
b ト1e do s o ng m e rge n
ある ｡ ドゥソン モ ルゲンが
奔華 美日根
1e 完了
●
Ⅹe s u∵yl
-
ni
言 っ た
悦:
yini現3
dao- 又e n ya xite- 又e n
にな っ た｡ 何故 子供が
了､ 可愚 咋 遠投有十孫子泥r
xe n過 ya疑問詞 Ⅹe n :小さい ものの意味
14Binfe n dedu- ni
シ ンフ ン ダ ドが
新券 徳都
ni3
lら 血 -ki もi
私
我去
■ki条件 人称代名
16silkトyi taもu-ji
洗い それを
把電洗好 ､
yi現 1 ji用い
17gele - m a edトni
願おう ｡+ 夫
Ⅹe8 u
- yい ni ei
■
貰う ｢ええ､
悦:
"
晩!
yini現3
nikte dill- wo- ni
猪の 頭を
把猪央樽好 ､
w o ni目的3
bu七i gosin
｢私たち 三十
"
咽イJ1 都是三十
人称代名
a nci a §e- ni
いない ｡+ 妻
娘妃
ni3
a cト1e x e s u-yi- s主
ほんと で すね ｡
可也是珂 ､
e e
-keci
そうなら
迭ゑ的把 ､
yisi現2†e感嘆 ke ci様
地 l- yi tunaki erde te- rgトre aiji
料理 して 明朝 早く 起きて 好く
明天 草 上起来､
yi現1
aiji tako-yi 些主 虹 B
● ●
好く 整え 部屋
I
o西の 場所の
剖浄 ､ 供到西堵下辺 ､
yi現1 ji方向 血 場所
dos o ng m e rge n xe s u
-
yト ni
ドゥソ ン モ ルゲ ンが 言う
鎗咽爪十+L子肥∴ 丈夫奔草 葉日根 悦:
m a願望 ･ ni3
18aci- 1e tun aki
本当 をo 明朝
就迭ゑ亦 町
e-ke ci n e一 皿i
そう しよう｡+
ke ci様 mi未来
1 syolo 焼く ｡ 焼くと､ 毛 を取 る ことが出来､
yini現3
to n aki syun
翌日 太陽が
第二天 大和
re連用
x e rgi-1e - ni
下に置い て
1e ni方向場所
e nduli-tiki
神に
求求天地神畏
tiki方向
ei xe s u- Ⅹe - s l
｢これは 言う
"
迭是十好主意 ､
Ⅹe si週2
fulge n da- 玉an
赤く なり
剛胃紅的吋候 ､
Ⅹ an過(又e去)
表面がきれい に なるo
2 sulia･jibadu 室内の西側の場所o そこ には小さいオ ン ドル があり､ その上にはタ ンス ､ 神棚が
ある｡ 寝たり､ 座 っ たりするのは､ 北側の オン ドルと南側の オンドルである ( 凌1934:図85)0
仏教でも ､ 西 の方角に仏の国があると考えられてい る ｡
9 5
19degde 一 皿i
-
昇り
mi deriu x e n
20 n ede - 又e n
置き
Ⅹe n過
21uB
l
de riu- 又e n do s o ng 皿e rgen
始めた｡ ドゥソ ン モ ルゲン
奔華 美日根
Ⅹe n過
nikte dili- w o- ni
猪の 頭を
把猪央放上 ､
w o ni目的3
jo- ni s ulia-jige
家の 西に
在西堵下辺
ni3 jige方向
der enile- ni n ede- 又en
卓の上に の せ
ni場所 Ⅹen過
de r e- wo
卓を
放上供兵､
v o目的
mo C a r m l
‾
VO
木の 椀を
轄上木央的香碗 ､
w o目的
se nkeli之- w o nede - Ⅹe - ni ed トa s en miakule
-
r e ilan m adan
九木の 香 を 置い た ｡ 夫婦は 頭を地に つ け 三回
括上九根迷 子香草杵 ル 地裁是摘草力香｡ 帝 口 子脆在地上 ､ 三拝
w o目的 Ⅹe ni過3 r e連用
22uyu m adan miakule- yトni dili
九回 ひざまづ き 頭を
九叩地 樋共 ､
yini%3
23Ⅹa x a Ⅹite- w o baka-kun e- r o3
皿iakule- yトti
他 につ け
yiti現3複
enduli e nduli
男の 子 を 授けて ください ｡ 神様 神様
星空重塾吐星盈金､4
w o目的 ku n e使＋r o命令
24 1〕トkトni
出来れば
有子
kini条件
25sinfe n
シ ンフ ン
新券
26agde n e- ni
ami-1e aiji
後で 好く
后 必定
● ●
ta un e-tl- yl S l
お礼を します｡+
述 慮 ｡
u 受身＋yisi現2
de血 e m e Ju Xite
ダ ドは 一 組の 双子
徳称果然生了十 - 対双 ､
de riu- Ⅹe1
喜ん だ｡
淡天書地､
皿ide ri11 Ⅹe n X el過3複
nede- 玉e n
置き
Ⅹe n遇
s a ule- yi-ti
礼拝し
yiti現3複
e皿elegeJI X e S u- mi n undu
● ●
一 方で は 言 っ た ｢私 たちに
念町著力求サ ル子来演天地神､
皿i連接 人称代名
皿un u
- W O a ni-1e xite -i
私た ちに これから 子供が
wo目的
e 机e ar ne
- n l da- Ⅹa n
一 年 経 っ た ｡
事隔 一 年 ､
Ⅹ an過
a S e n
‾ nl
妻
姐妃
ni3
e 皿e Xa X a e 机e a S e nbakarx e- ni
一 男 一 女を 得 たo
一 男 一 女 ｡
Ⅹe ni過3
Ⅹunji s ulia-jige e rke-du- ni
す(h 西の 方に
近快 在西堵下又
jige 方向 duni場所
edi- a s e n
夫婦は
開 口 子
de r e-i n ede- 又e n
卓を 置き､
放上供兵､
Ⅹe n過
nikte
猪の
野猪
1 uyun 9o 脆い て ､ 三拝を三回する o 漢民族の習慣と同 じo
2 s enkeli香 . さ つ きつ つ じを乾燥させ た葉を神前で焚く o 線香と同じ役割で ある o
3 Ⅹitx!･ w.baka･k une･ ro｢子を授けてくれるように神に祈る+. 樹の神様に祈ることもあ る o また､
三月三 日､ 九月九日の鹿踊りの 余りにシ ヤ - マ ンに子 を授けるように願う o
4 ホジエ ン語で は ､ 1人称で語られて い るが､ 中国語で は､ 3人称で語られて い る D
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27 dill- w o- ni
頭を
央,
w o ni巨佃勺3
28m o c a r m l
木の 椀の
在香碗里
29ed トni
夫
丈夫
ni3
n ede- x e n c ok 旦j虫1 dilトw o- ni de r e-du
置い た｡ 鶏 チョ ウザメの 頭を 卓に
野鴫, 線色共
玉e n過
do-1e- ni s e nkelトw o
中で 香を
栖満了法子香 ､
1eni場所 wo目的
dos o ng 皿e rge n
ドゥソ ン モ ルゲンは
赤軍英日根
30 w a- ke ci ne - r e e r也e
狩りに行く 朝早く
出国打猪､ 早出
r e連用
31bard卜Ⅹele xite- ni
暮らしをした o 子供達は
該子
Ⅹel週3複 ni3
32Ⅹite- ni s unJa S e
子供達は 五 才
夜子巳粂濃到 五 夢多､
ni3
e n e- r e
出て
轄了滞尭,
w o ni目的3 du場所
tayo- 又e n miakule- mi
焚い た｡ 額を地に つ け
磁束
Ⅹe n過 mi連接
uilu- mi ku s u n-ki da- 又 an
働く事に 精力的 な っ た｡
干清也更有効了 ､
mi連接 ki を持 っ た ⅩaJl過
a nト1e e 机e- rgi- re tlユgule
遅く 帰る o 彼らは
saktol
み な
agde n e- mi
青んで
速度｡
皿i連接
nede- 又e n
置い た ｡
Ⅹe n過
Ⅹe s11
-1e
祈 っ た｡
1e 完了
■ ●
1n l l n l
日 日
天天
e skuli aiji
大変 豊かな
晩旧 ､ 他爪的小 日子辻得梶火紅 ,
r e適用 r e連用 人称代名
sagdi
大きく
壌得也
da- Ⅹa- ni
にな っ た｡
Ⅹani過3
da- Ⅹ弧 gO nトyトni m alx o ng a 皿ト1e
な っ た｡ 物心が I つ い たo 後
視精畏. 日子久了 ,
Ⅹa n過 yini現3
ya
-de s aktol ulixトⅩel
何で も 出来る ｡
憧事)L.2了A
x el過3複
1 ajin チ ョ ウザ メ o 皇帝に献上したの で ｢鰻魚+ の名前がつ けられた o 絶滅危機の痩o 中国には ､
9種類のチ ョ ウザメがおり､ 果龍江で養殖の 対象とな っ て い るのはカラチ ヨ ウザメ, ダウリアチ
ョ ウザメで ある ( 施氏鍔亀,迭氏鰻重)o カラチ ヨ ウザメは､ 8 - 9年で成熱 し､ 200･ 25 0キロ ､
ダウリアチ ョ ウザメは ､ 10- 15年で 成熟し､ 500キロ 以上 になる ｡ 中国の郵便切手に ､ 1994年ダ
ウリア ･ チ ョ ウザ メ ､
.
カラ ･ チ ョ ウザメ ､ チ ョ ウセ ン ･ チ ョ ウザメ ､ シナ ･ へ ラチョ ウザメ ､ 2000
年 にカラ ･ チ ョ ウザ メ がある ｡
チ ョ ウザメの 頭は､ 非常に美味しく､ 珍重されて い た ｡ 清朝に皇帝に捧げたもの の 1 つ がチ ョ
ウザメ の頭であ っ たo 現在でも､ 客に魚を出すときは ､ 頭 つ きの魚を出し､ テ
ー ブル に置くとき
魚の頭を客に向ける ｡ 食べ るときは､ 客に 一 番美味しい頭の部分を食べ させ る習慣がある ｡
ほ予景祥1999:p.82]
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33ala ng
ア ラ ー ン
咽晦 -
34 e 皿eini edi- ni do s o ng
ある日 夫 ドゥソ ン
迭 - 天 ､ 丈夫 奔草
ni3
皿ergen X e S u
- yl - ni
●
モ ルゲンは 言っ た
英日根 悦:
yini現3
35s ake rki da- Ⅹ an de mini- w o eji
暗く な っ て も 私 を
可能得食点+し黒､
Ⅹ 弧 過 w o目的
36 辿 2- yi
矢を
背上 弓箭､
37 Ⅹul トr e
歩い て
走来
re連用
由 1- r o
心配するな+
体別着急.
eji禁止 ro命令
bi w a-ke ci- yi
｢私は 狩りに行く ｡
-
我要去打猪､
人称代名 yi現1
Ⅹe s u一 皿l Odトr e
とい い 終ると
悦 完､
mi odiren r e連用
m e rgi- r e giia3-i jafu- rgトr e e n e- 又e n niani urke ndo- 1e - ni
背負 っ て 槍を 持 っ て 出か けた ｡ 彼は 山中を
奮起乱柏
re連用
Ⅹulトr e
歩いて
走去 ､
r e連用
● ●
e 机e l nl
日
走了 - 天 ､
38 I)a nile- ni degde - yトni
空 を 飛ぶもの
可 是天上1 的､
ni場所
39do s o ng
ドゥソ ン
奔草
yini現3
就走了 ｡ 他 在山里
re連用 Ⅹe n過 人称代名 1eni場所
Ⅹuli- Ⅹe - ni
建 っ た｡
Ⅹe ni過3
siks e rin de riu- Ⅹe - ni ei- ini
夜に なり始めた o
要到晩上 了､
Ⅹe ni適3
na
一 血 fu rku- yi- ni
地を 跳ねるもの
地下戯的､
du場所 yini現3
n e rge n(hai)jute-sikie n e-yi- ni
モ ルゲ ンは 前に 進み
英日板 迩往前走 ,
siki方向 yini規3
40Ⅹe rgト1e - ni
降りして
gur Ⅹ ande
兎も
達十山免
de も
こ の 日
iciki- r syen
見つ けなか っ た｡
都没看到 ｡
sye n現否
e m e u rken一 皿e
一
つ の 山を
細道 一 道大 齢 ､
m e目的
en e
- 又e n e 机e dulian do-1e - ni
行 っ た ｡ 一 つ の 山の途中 に
忽然青鬼前辺 山半裁腰上
1e ni 方向場所 Ⅹen過
1
2
3
1e ni場所
1Sya- Ⅹe
-
ni
着い た ｡
Ⅹeni過 3
tli- siki- ni
登り
siki方向
ju gia-le n
ふ た 間の
有岡同
gia派生語
go niは名詞 ｢心 心臓+､ 動詞 ｢考える､ 心配する+o
111ku 弓 . 普通の弓である . 狩りの毘には､ 石弓を用 い た買を使う o
gida 槍 o 熊や猪を取るときに使うo 現在は miaucin (疏)も使用する . 魚を突く時は ､jobugu
(ヤス や錆) を用い る ｡
9 8
41isikuli
'
n okelel
小さな 木造の
小 木克概､
jo- ni uile- ni
小屋の 上に
ni場所 ni場所
s angnin bi-1e
煙が 出て い る ｡
畑国正胃着梱柁｡
42me rge n go nトyトni al bi e-du s agdi- mi
モ ル ゲン は 考えた
英日根 心鼻噛暗:
yini現3
43e m e-da n- de e-du主
一 度も こ こに
速決 - 次 署到速星
de も
44誕こ担
2jake
どんな
是什J4A 人
ya疑問詞
dui*J]
-
”
●
n l O- n l
人が
｢私は こ こで 大きく
dos o ng
ドゥソ ン
奔草
1e完了
bardi- ni 血 - Ⅹa -yi
な っ た ｡
咲? 我 在迭)L食法名大､
人称代名 山 場所 mi継続 mida x 弧 Ⅹayi過1
nioI)isi m e ni
人がいることを
有人家居住 ｡
meni目的3
e -du bi- T e n
ここ に い るか o+
在迭+L住｡
ni3 血 場所 re n現
45 e n e一 皿i ya-du go r o-du
進み かなり遍くから
禽老逸
mi連接 du場所
● ●
46n ase- Jl - ni
皮を用 い て
皮糊的
jini用 い 3
icikc卜yトni
見ると,
就看見
yini現3
fa- w o n e- Ⅹe - ni
窓に 粘 っ てあるので ,
大薗戸､
甘0 目的 Ⅹe ni過3
47Ⅹu nji jute - sikie n e-yトni
直(o 前まで 行き,
他又 急忙従前走 ､
siki方向 yini現3
s a- Bye-yi bi aiji
知らないd 私は よく
我得看看
syeyi現否1 人称代名
tui go nト皿i go n卜mi
こう 考え 考え,
想到迭+し､
mi連接 mi連接
皿Okele 些呈垂ユーjige- 1e- ni
小屋の 西側に
木克境 南面長
jige方向､ 1e ni場所
jule- siki
外から
通亮透光｡S
jo血 - sik呈 s aktol
家の中が ぜんぶ
1e 方向 sikini方向3
ici-kci
見よう
kci凍来
j11e- siki
前に
他装着往前任 ､
siki方向
七akcin4 im a x a
魚の
用肝央負
● ■
1 C l- T e n
見える ｡
r e n現
aiji icici-ke cトni ur uke -1e- ni ya- 又a n
よく 見るため, 戸口に 近づ き,
想看十究寛､
1e方向＋ni場所 Ⅹan過
1 m okele 木で作 っ た小屋｡ 丸太小屋 ｡
2 ya mejake 原型 o 元は､ 短縮した形 u mjake ･
a sul ia･jige【eijigeleni = 束】o 西の方角に神がい ると信じられ､屋内の西壁に神が祭られて い る o
昔は､ 西壁 の北側に窓があ っ たが､ 人が通 っ て はい けない ｡ 尤金良は､ 子供の頃親から ｢eieji
fa･du fu 1i- re, e- du e ndul i bi
･
r e(その窓から出入りしてはい けない ､ そこは神様がい ら っ しや
るところだから)+ と言われてい たとい う ｡ 尤氏は､ ｢漢訳では､ 編集者が 『商』 に変えた o+ と
4
5
言 っ た ｡
takcinim a xa 尤金良によると､ 昔､ コ ク レ ンの皮を窓に貼り､ 魚の油を塗る と丈夫で かつ 道明
になり､ それ を明かり取りに して い た｡ 後で ､ 紙に変え､ 現在はガ ラスを使っ てい る o
中国語で ｢透明で ある+ とい う形容詞で あるが､ 尤氏はtule
･1e jodu -siki-ni sak紬1 ici･r e n
と具体的に説明 してい る ｡
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48ing- cin一 血
-
ni
入らない で いると
述没近大rl､
cin 適否3＋d皿i.時
49niu - 又e n
出てきた ｡
Ⅹe n過
50m e rge n
モ ル ゲン を
英日根
el
この
迭十
ei jo do-le- ni
その 時 家から
就仇院里走出来
dedu ba rdトⅩe ni
娘は 成長し
徳都 濃得
yi現1
B ＋
1Cl
- r e
見て ,
就笑着
e n e ju an n ad n jaku n dedu
一 人の 十 七 八 の 娘が
- 十 十七八 的 徳都 ｡
幽 2 b トr e nia ni dosong
花の よう だ o 彼女は ドゥソ ン
就像山上的百合花 一 梓､仙女 - 敵 地署見奔草
ke ci様
agde n e
-
mi jalトmi de riu- 又en
喜んで 厭 い 始めたo
唱起来:
r e連用 皿i連接 mi de riuxe n 玉e n過
52 Ⅹe nin a x elila xelila x elilala x elila x elei
ハ ニ ナ ハ リラ ハ リラ ハ リラ ラ へ イ ラハ レイ
赤尼那 - 赫哩噛
- 赤雷 - 斎藤哩岨 - 裁物
53 do s o ng 皿ergen S agdトage ai si
ドゥソン モ ル ゲン 兄さん
奔草 貰 日根 大苛
54 iuliaユーki e n e- r e ge rte
西に 行き 探す
往西辺 去 技
ki方向 re適用
55ejiu-Jlge- 1e ge rte一 皿i
● ●
束に 探す
往東通 去拭
jigele 方向
56 baka- c e- yi
会えない
没技%,
mi継続
I)aha- c e- yi
会えない ｡
こんに ちは｡
体好野 ､
人称代名
s l n l- W O S u S ai4 ar n e- nl
● ■ ●
あなたを
体
wo目的
● ■
S ln l
‾ WO
あなたを
五十 年,
五十年 ､
de xi ar ne- Ⅹe ni
四十 年 ,
体 四十年 ､
w o目的( 語順倒置)
esi u n aka一 皿i o si
今 どの ように どの
道回呼, 不知是 榔
1 ilga は花の総称で ､ ｢百合の花+ とは言 っ て い ない ｡
2 ilga
･ke ci [u rke nde = u rken 山 de?】D
3 sulia (西) eji(東)の語源は､ 江の流れを基準にして い る o 同江付近で は西 から東に流れる
の で ､ 上溝が西 ､ 下流が東にな る ｡ eji･le は江の下流を表すo hejien (ホジ エ ン)は､ 下流(ej]
'
･1e,
he)
'
i) に住む人とい う意味で あ る o suha･jige は江の上流を表す. ホジ エ ン語の南 (ju]e) も､
もともと ｢前 へ + の意味で ､ ナ - ナイ語で は､ ｢東+ を表してい る ｡ (方向につ い て尤氏に尋ねた結
4
果)
sus aia rn e 西に 50年､ 東に 40年探したのは､ 前世で の出来事｡ ダドの歳は､ 見かけは､ 17,8
歳で ある ｡
1 0 0
c eyi過否1 ceyi適否1
57edin-du
風が
陣風
unaka ni範問詞 osi疑問詞
58 Bin卜w o degde
一
皿i ele e m e- rgl- Ⅹe - ni
あなたを 飛ばして こ こ へ 来た ｡
把体 制 到我速星来了｡
wo 目的 mi継続 Ⅹe ni過3
59 Ⅹelilala x e x elile x elilala
ハ リラ ラ ハ ハ リラ ハ リララ
藤哩槻 -
60 Ⅹelila ヱelilalalalalilala xelila
ヘ リラ ヘ リラ ラララ リララ ヘ リラ
61buti julu
私たち 二 人は
咽 傭
人称代名
62bi- Te n
ある ｡
ren現
63Ⅹelilala
ハ リララ
血 辿 1
前 世で 夫婦で
有前世的姻象咽｡
dⅦ1i場所 ke ci様
Ⅹelilalalila x elilala x elele lalila x ele
ハ リラ ラリラ ハ リララ ハ レ レ ラリラ ハ レ
64e si da- Ⅹa - Via si a s e n
- ki x unji jo-du-1e -yi
今回 は あなたは 妻のもと ヘ 直そ 家に
迭回野, 体巳有姐妃也得定快回家
1
Ⅹayi過1＋a感嘆 人称代名 ki方向 dule 方向
1julejaユe n･du niedi- ase n･keci前世で 夫婦であ っ たとい う o 死ぬと魂はまた生まれ変っ て現世に
もどるとい うホジ エ ン族の考え｡
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65 en e- r o w a- r ot
行き 殺せ ｡
把地森死 ｡
ro命令 ro命令
66Ⅹelilala x elali
ハ リララ ハ ラリ
蕗哩噸 -
Ⅹelilala x elele x elila lala lilale
ハ リラ ラ ハ レレ ハ リ ラ ララ リラ レ
67ヱite- i eji tuta u- ro
子供も 残す な o
伽巳有+し子也 - 付則留 ｡
eji禁止 r o命令
68Ⅹelila x e nina xe nin a n a x e nin a
ハリラ ハ ニ ナ ハ ニ ナナ ハ ニ ナ
藤尾那 -
69butijulu
私 たち 二 人は
咽イT1 ･傭
人称代名
s anggin dili to u
2
-ke ci m afa n e一 皿1
白髪 頭の 老 人に なるまで
オ能自決辻到老｡
70ba rdi- yi- u e
生きましよう o
yiu現 1複
71Ⅹelilal乱 文e nina
ハ リララ ハ ニ ナ
赫尼那 -
72s a 皿a n e nduli3
シャ ー マ ン神
#=# i*
73dao-kune- x e- ni
させた ｡
jute beti- wo
以前 私たち
老早就 姶咽傭
wo目的
julu edi- a s e n
二人 を 夫婦に
配好婚姻､
1 w a
･
ro 殺せ o ケシ ェ ン ･ ダドは ､ ドゥソ ン ･ モ ルゲン に妻子を殺させ る o ホ ジエ ン族が信仰 し
て い るシ ャ ー マ ンは､ 善と悪がある . 善い シ ャ ー マ ンは人の ために魔除けを し､ 神踊りして 病気
を治 し､ 将来を占うo 悪 い シャ ー マ ンは人の 邪魔をし､ 病気をさせ ､ 死なせ る o 妖怪は､ 悪 い シ
ャ ー マ ンで あるo 悪 い シ ャ ー マ ンは時には鬼になり､ 妖怪になり､ 猛獣にな る o 性格は残虐で ､
人 肉を食 べ ､ 人の血を吸 い ､ 魔性を持 っ て い る D
2 tou 央 (漢語)
3 s am an elユd uli シャ ー マ ン神 ｡ シ ャ ー マ ン の守護神で ある .
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kun e使＋Ⅹe ni過3
74buti julu e si ed トa se n
私たち 二人は 今 夫婦だ｡
咽 傭 オ是真正的夫妻｡
人称代名
75sin主
あなたは
俗
人称所有
sa n an-gelu
-1e
シ ャ ー マ ンの神に
向節満神
1e 向かう
76 e si e x ele da- 又a n
今は 邪魔に な っ た｡
宮下落乱可寅堆れ
Ⅹa n過
77 mini go nin
-du主
私の 心に
我 心鼻
人代所有 血i場所
Ⅹite I)aka一 皿i
子を 得ることを
求釆JL子､
mi連接
gele- Ⅹe
-
si
願 っ た ｡
Ⅹe si過2
e skuli e ヱele darx a n
大変 邪魔に な っ た｡
Ⅹan過
e r
･de sinトw o
以前から あなたが
卑 有休､
w o目的
bis卜re n
い た｡
bisi
78e si 8ini- w o bakcトⅩe- yi
今 あなたに 出会えた o
就是披不到帆
wo巨!的 Ⅹeyi過1
79Ⅹe n e x e x elei xen elelelil乱 文elixelei x e x eli
ハ ネハ ハ レイ へ ネレレリラ ハ リハ レイ ハ ハ リ
赫那 - 藤哩 -
80u rke n u rke n m lke n uke tun en ba dlナni
山また 山 水また 水 を(越えて) 万 里
山 山 水 水有上 千 里 ､
duni場所
81 1〕i- P e n
ある ｡
r e n現
1 0 3
82 1コi ele sin主- wo
私は こ こ に あなたに
我柾来 馬体相会､
人称代名 wo目的
83 ei ini beti julu
icトⅩe- yl
会 っ た o
x eyi過 1
edi- a s e n
今は 私たち ニ 人は 夫婦に
今天有壊咽甘1就把嬉成｡
人称代名
84Ⅹele王 Ⅹene x elilala xelila x elila
ハ レイ ハ ネ ヘ リララ ハ リラ ハ リラ
赫哩 - 赫那 - 赫哩岨 -
85Ⅹelelela lila x elila lalilale
ハ レ レラ リラハ リラ ラル ラ レ
86ala ng ala Jlg
ア ラニー ン ア ラ ー ン
ロ阿部 -
87ei
こ の
迭 十
指示代名
dedu e 机e jali- mi
娘は 一 方 歌 い
徳都 一 迫 唱 ,
皿i連接
88 ta e - yi- ni
引 き入れた ｡
洩 ｡
yini現 3
89jo do-1e - ni
家の申は
慶子里 的摺没
1e ni場所
■
sin主- w o icトⅩe- yl
あなたに 会 っ た｡
w o目的 Ⅹeyi過1
血o- 又en
な っ たo
玉en過
eyi do s.o ng m e rge n
- 方 ドゥソ ン モ ルグンを
- 迫 把奔草葉日根
dos o ng m e rge n
ドゥソ ン モ ル ゲンが
奔華 美日根
aiten jake- ni e skuli
整い 物か 大変
挺好 ､
ni3
90皿O te ngku n a x a ndo
-1e - ni de r e
木の 腰掛､ オ ン ドルの 卓､
jo dcrle - ni
家の 中に
連屋
al
整理され､
a rki ya
jo-dule
家の申に
往屋里
dule 方向
ingge - r e icicik卜Ⅹe n
入り 見ると
一 看 ､
r e連用 Ⅹe n過
e m e de r e- ni bトr e n
一 つ の 机が あり､
有方兵子 ､
ni3 r e n現
s aktol n ede- mi bトr e n
漕 等が 全て 置い て ある ｡
未決椅子 ｡ 往坑上 一 掛 ､ 坑卓上措善 一 兵酒席｡
ya範問詞 mibire n r e n現
10 4
91 ei d
l
edu x e s u-y卜ni
この 娘が 言う
迭十 篠都 税:
yini現3
dos o ng age
｢ドゥ リン 兄さん､
"
奔草阿苛､
92arki o mトr o do s o ng
酒を 飲みなさい ｡+ ドゥリン
喝酒昭 ｡ ”
r o命令
93 e血badu arki o mトmi
一 緒に 酒を 飲み
在 - 起 喝上 酒了｡
94dilトni u m n o-kトni
意識がなくなり
奔草
Ⅹunji n a x a n-du tokeセトr o
直(1 オンドル に 上がり
快 上坑鼻
血 場所 r o命令
me rge n n a xa n-du toketi- 又en ju nio
モ ルゲンは オンドルに 上り座 っ た｡ 二人は
英日根 就上坑里 ､ 爾十人
du 場所 Ⅹe n過
de riu- Ⅹele do- le- ni
始めたo に
迭酒里
Ⅹele渦3複 1eni場所
arki okutul lコトren
酒
ya-de s a- Bye da- 又 an
何も 分からなくな っ た｡
能辻人的央胞変得昏昏況況 ､
kini衆件
95dao-Run e-le
変えた｡
ku n e使＋1e完了
96jo baite - w o- ni
家の こ とを
些家常活 ｡
w o ni 目的 3
sye現否 Ⅹan 過
nia ni- 皿e ni e 皿elegeji
彼に
他イ口
me ni 目的3
laoke-1e- yi- ni ei
薬が 入 っ て い る ｡
放著者菊､
r e n現
ai nio- w o e x el nio
善い人を 悪い 人に
能辻好人変成杯人 ｡
w o目的
omi- kune- r e 1a oke- 1e- yト七i
飲ませながら 話をした ｡
一 迫喝 一 辺噂､ 都噂
kune使Ir e連用 yiti現3複
dedu n edele-yi- ni si jo- si
話した｡ こ の 娘は 問う
迭十徳都岡:
yini現3
97a s e n- si ukトa s agdi もi- P e n
要は 何歳
旭日多大了?
-
si2
ですか?+
r e n現
98ar n e- ni o rin uyun s e
年 二 十九 歳｡+
年就三十 夢了∴
99Ⅹe s u-yトni Ju Xite
答えた ｢二 人の 子供､
悦
･
.
"
有十双 把+L､
yini現 3
yini現3
dos ong m e rge n
ドゥソ ン モル ゲンが
奔草葉日根
dedu m edele- yトni
娘は 問うた
徳都又 同 :
yini現3
eme a s e nRite
｢あなたの 家の
"
体家
人称所有 si2
Ⅹe s 廿-yl
- ni ei
答えた 今
悦:
`
来
yini現3
adi xite do s血g
｢何人 子供 ?+ ドゥ ソンが
-
有TL十夜子?
-
奔草
adi耗つ I
e 机e x a x axite dedu
一 人は 女 子 一 人は 男 子 Q + 娘は
- 十
､
｢ 央､ - 十小子∴ 穂都
1 okutu 薬 o 人 を惑わせ る薬o [シヤ - マ ンは､ 病気治療の薬草の知識をも っ て い る o ]
1 0 5
100 Ⅹail 皿edele
また きく
述 同:
Ⅹa x a xite- si
｢男の 子
"
小子和
si2
101do s o ng m e rge n x e s u
- yトni
ドゥソ ン モ ルゲンは 答える
奔草 葉日根 悦:
yini現3
102Ⅹite 句旦旦至些
2
- ni s agdi
子 は ち ょ っ とだけ 大きい ｡+
姑娘的肘辰 比小子大/
103o 皿トr o jo-dule
飲んで 家に
回家去 ､
r o命令
104dolebu - ni x unji
晩に 直そ
当晩上定回来!
I
ni時間
105 nede- rgトyトni
置き､
額下 ､
yini現3
106do s o ng
ドゥソ ン
奔華美日根
L 4 4
aり 1 e n e
‾
r O
帰りなきい ｡
r o
･命令
a s e n xite- si
女の 子は
､
r央都
si2
uki s e-ke da- Ⅹa 血
い くつ に なり ま したか?+
多大了?
'
Ⅹan 過
s agdi s u nja s e
｢上の は 五才､
"
大的 五 夢 ､
dedu x e s u- yi- ni
娘は 言っ た
徳都税:
yini現3
a s en
- ni xite- i
妻と 子供を
isikuli s u nja s e a s e n
下は 五才 女の
小的 也五 夢了､
si x 皿ji arki
｢あなたは 早く 酒を
"
休廷快喝完栖､
人称代名
s aktol w a- r o a 皿ト1e ei
皆 殺せ ｡ その後 その
把他il1娘TL十森了 , 然后
ni3 i目的 ro命令
e m e‾ rgl ‾ r O
帰 っ て来なさ い ｡+
r o命令
gia gis Ⅵn-de
別の 言も
こう舌没鋭 ､
m e rge n mli一 皿i
モ ル ゲンが 行くと
走到
mi継続
107堅 如 bi- r e n ale
多くの 柳が ある ｡ 手の
do s o ng 皿e rge n arki kotxen
ドゥリ ン モ ルゲ ンは 酒の 杯を
奔華美日根把酒壷
●
Ⅹe s u
-
sye n･ 1uku- yl m e rgトdu en e- 又en
話さず､ 矢 を 肩に負い 去 っ た o
奮起弓箭就同家去 .
sye n現否 yi目的 Ⅹe n過
eme urke n ui- 1e- ni isya- ヱ an eトdu
一 つ の 山の 上に 着い た ｡ そ こは
- 十拭上 ､
ni場所 Ⅹe n過 du場所
fe r x e-ke ci s agdi niani begdele-ji ei
親指ほ どの 太さ ｡ 彼は 脚で押さえ こ の
有 一 片小作樹林､ 小粋樹比大栂指粗些不多 ､ 他用脚把速些
re n現 ke ci様 人称代名 ji用 い
1 Ⅹai 述 (漢語)0
2 syic xen 肘辰 (漢語)o 時間の意味o 女の子 が､ 先に生 まれたo
3 m alⅩo ngbulax a 【m o = 木]o bulax a柳の - 種で ､ 模本から細い幹が多く出る o それを刈り取
り､ 炊飯やオン ドル の燃料ヒして使う｡
ユ06
108 bula x al- w o xadile- Ⅹe - ni nia nトm e
柳を 刈り それを
小粋樹疎 巴蹄巴親指了 一 掴+L､
w o目的 Ⅹe ni過3 me目的
109gadi- r e m e rgトrgトre jogdule
掴み 膚 に載せ 豪に
七i cikalトyトni
折り束ねた｡
yini%3
■
e n e- Ⅹe - n l
帰 っ た｡
背在背上 往家鼻走去 .
r e適用 r e連用 dule方向 Ⅹe ni週3
ilogelun - gulun
聴衆
(肝余 :
111al弧g
アラ ー ン
阿榔 -
ke ke ke3
カ カ カと嘱す｡
曝! 噂! 曝!)
嚇声 噸声 嚇声
112ei elin sinfen dedu edi xai･ e m e- rgトcト ni
この 時 シ ンフ ン ダドは 夫が まだ 帰らない のを
法十村候 , 新芽徳部署 地丈夫遠投 回来､
cini適否3
113 tu - sik呈 niu- r e icicトⅩen
外 へ 出て 見て ､
就出去看看 .
siki方向 re連用 Ⅹe n過
114e 机e-ke nio x a nトnib トr e n
人の 影が あっ た｡
有 一 十人 影)L.
ni3 r e n現
由 地 4 icicトre
東を 見て
往来 一 鰍 ､
ki方向 re連用
七ui- neⅧi 担 地 L迦近辺2
そして 多くの 柳を
gonin e skuli go nトr e
心で 大変 心配し
心 具視着急､
r e連用
出土蛙5 u rke n･jap-ka.1a-du- ni
兼 山 辺に
京迫 山坂上 ､
ki方向 duni場所
alJl l C I C l
‾
Ⅹe n
よく 見 ると,
細] 一 着 ､
Ⅹe n過
e m ejake- w o m e rgl- rgトr e
一 物を 背負 っ て
好像是背十大京西 ､
w o目的 re連用
1 b ulaxa lmo = *]o
2 m alx o ngb ula xa[e m e m o = 一 本の木]
3 kekeke 尤氏 は次の ように語っ た ｢昔､ 子供の とき､ イ マ カンを聞くとき､ 語り手は､ 聞き手
の注意を引く ために､ 話の 山場で 語りを停め る ｡ する と聞き手は ､ 早 く先を話せ と嘱したて る ｡
い ま聞き手が い な いの で ､ 自分が入れた｡+
4 eji･ki[erki= 隅].
5 eji･ki[erki= 隅】.
] 0 7
115 bi- P e n
い る ｡
r e n現
● ●
116 ⅩunJl
直そ
紅紫
e m adi
ち ょ っ と
好像
nikte -ke ci
猪の よう
是十野猪 ､
ke ci様
jo-dule e n e-1e
家に 戻 っ て
回到屋里 ､
dule 方向 1e 完了
117de riu- K e n
始めた｡
Ⅹe n過
118icトⅩe n
見ると
一 看 ､
Ⅹen過
e si edトni
b トr e n nikte gia もake- r e
だ｡ 猪 で な ければ
再不就是鹿?
r e n塊
Puke- 血i Ⅲuke - w o n ed - Ⅹe - ni
鍋の中に 水を 入れ
把鵠添了水 ､
dui場所 w o目的 Ⅹe ni過3
dos o ng n e rge n nine- siki
こ の時 夫ドゥリ ン モ ル グンが 入 っ て きた｡
迭=夫 ､ 地丈夫奔 草 某日根 逆屋了 .
niani edトni
彼女の 夫は
地丈夫背的浄是
人称代名 ni3
119 nedele- yi- ni
尋ねた
就同他 :
yini現3
120ya n e- Ⅹe si- e
どうするの ?+
境野?
I
si21e 疑問
121nia ni
彼は
他
人称代名
122ei
こ の
ei
その
bula x a- w o2
柳を
杵樹余子､
do s o ng si
｢ドゥソ ン あなたが
"
奔草､ 体背回
人称代名
dos o ng m e rge n
ko n akel niani
鹿だ｡ 彼女は
地
人称代名
●
to u jegJe一 皿i
火を 燃やし
焼上火 .
mide riu x e n
sinfe n
シ ンフ ン
新芽
dedu
ダドが
徳都
me rgl‾ r e gaJl‾ rgl‾ yl - n l
背負 っ て 持 っ て帰っ て きた｡
r e連用 yini現3
皿e rgl- r'e
背負っ て きた
r e連用
ei bula x a
こ の 柳 を
迭些神村余子干
指示代名
Ⅹangke一 皿i sagdi
ドゥソ ン モ ル ゲ ンは 怒 っ て 大
奔草 葉 日根 気噂時地 一 声没岐 .
bula x a- w o fale n- ni n odu- Ⅹe - ni
柳 を 土間に 投げ出 し
把迭掴神村余子据 在地下 ､
指示代名 wo目的 ni場所 Ⅹe ni過3
bula x a- w o to utaro- Ⅹe - ni taro- mi odトr e
柳 に 火を つ け 燃やし終わ っ て ､
把枠村余子用火燦了 一 過｡ 焼売了､
指示代名 甘0 目的 Ⅹe ni過3 皿i odir e n
● ■ ●
gl S un
- Jl
声も
ji用 い
■
ユ旦Eg!些g+_
かまど
bula x a3
柳 を
dirgan e- sye n
出さなか っ た｡
sye n現否
kila- du - nil
火 口で
在虻坑Ⅰ
､
1上
du ni場所
niani m ale-ji
彼は 手で
他左手把他娘娼
人称代名 ji用 い
a S e n
妻
1 ko m ake鹿は､ 一 番良く獲る大き い獲物 o 冬の防寒具 とな るのは､ 毛の長い ノ ロ鹿である o 想像
上の金鹿を射 る話が､ ｢シ ャ ン ソウ ･ モ ル グン+ に出て くる ｡
2 b ulaxa･ wo【m o･ w o = 木を】
3 bulax a こ こか らb ulall a を使用
4jorgongkua･ du ni【n axan - dui = オ ンドル に]
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123 sinfe n dedu-du
シンフ ン ダドの
新芥 徳都的
124jafu - r･e langtole
掴み 殴る ｡
就打｡
r e適用
1251〕i sin主- w o
私は あなたに
我也没惹蓉体､
人称代名 w o目的
126e x e-duni an ci si
niukte-du- ni
頭の毛を
巣食
血1i場所
jafu一 皿i tiュ m ale-ji
つかみ､ 別の手で
涛辻来､ 右手奮起
皿i連接 ji用い
em e-ke bul乱文a- w o
一 本の 柳 を､
根枠樹余子
＼
w o目的
sinfe n dedu m edele Ⅶ1a- a minトwo
シ ン フ ン ダドは 訊いた ｢なぜ 私を
新茶 徳都 岡他
"
カ喰要 打我?
o ni凝問詞 ･wo目的
de unaka-de un ak a nci.
も 何も してい ない ｡
u n aka 皿i 皿ini- w o
悪い所はない ｡ あなたは なぜ 私を
体力喰
人称代名
127dirga n e-de dirga n e-de- sye n
一 言も声を 出さずに
述是 一 声不岐､
de も sye n現否
128dedu- w o
ダ ドを
徳都
wo 目的
jo do-le- ni
家の中から
)iL 屋里
1e ni場所
129 1a ngtole一 皿i ya-de
打ち
打
mi連接
130 da- ∑an
しま っ た ｡
Ⅹan過
131 tebule - 又e n
抱きつ き
打我?
-
w o巨I的
e皿elegeji
● ●
S l n l- WO un a
1a ngtole -yトsi
殴るの か?
yisi現21e疑問
bisi
あなたに 何も
也投対不起俸､
w o目的 oni疑問詞 bisi
1angtole- yi- si e do s o ng
殴るの ｡+ ドゥソン
奔草
yiBi現2†e疑問
皿e rgen
モ ルゲンは
某日根
1angtole niani ･sinfe n
ず っ と 打ち続けた ｡ 彼は シン フ ン
述是 - rlノL地悶其れ 姫把新芽
人称代名
usya
一
皿i tule- siki
ひ き出し 外へ
挽到外共 ､
mi連接 siki方向
ane
-kun e- Ⅹe n 選 曲 2- mi a s e n
押し出した｡ 怒 っ て 妻を
一 気 把娘拍
皿i連接
sa- kun e- Bye da- Ⅹa - ni icicトⅩe n
何も わからなくさせ た｡ 見 ると
昏辻去了､ - 看､
kun e使＋sye現否 Ⅹani過3 Ⅹe n過
tuトne-1e tule - sikinodu- Ⅹe - ni e si
そして 外 へ 投げ出した ｡ この睡
就把地択 到院子当心 .
sil【i方向 Ⅹe ni過3
e 皿e Xite- ni
一 人の 子は
抱柱他竜 巻 ､ 一 小夜子
玉e n過
e 皿e begdele- w o- ･ni
一 方の 足 に
抱着 - 十大腿 ､
w o ni目的3
fodunde - ni-de
気を失 っ て
役宅+L了 ､
皿i継続＋de も
ju xite- ni a 皿i
ニ人 子供が 父 に
迭肘 ､ 丙十亥子
teもule- r e
抱きつ き
r e連用
らO ng‾ m1
泣い て
共著
mi連接
1 ti【tim = それを],
2 Ⅹa ngke･ mi 中国語の意味は､ ｢ 一 気に+ であり､ ｢怒 っ て+ ではない o
1 0 9
e
132Ⅹudale- yトni
叫んだ
叫喚:
yini現3
aba ■aba
｢お父さん お父さん ｡+
･
"
阿雀 ､ 阿竜 野!
'
133ya o nュ n e
-
si de
どう したらよい か も
也不知 窓 J42i的了 ､
ya疑問 o ni疑問 si現2
134w a一 皿i
殺すに は
mi連接
135jo一 山1e
家の中に
go ni- Bye niani
忍びない ｡ 彼は
do s o ng m e rge n
ドゥソ ン モ ルゲンは
奔華 美日根
sarsye n da
-
又a n
解らなく なっ た ｡
sye n現否 Ⅹan過
tui- n e一 皿i xite- yila ngtole
そして 子供を 殴り
述是没恋心打死 自己的該子｡
yi目的
ur uke- yi tate- rgi- r e
戸 を 開けで
他打汗顔rl､
sye現否 人称代名 yi目的 re連用
■
aJle
‾ Ⅹe ‾ n l
押し込んで ,
推到屋 里去 ､
dule 方向 Ⅹe ni過3
136a 皿ト1e dil トi
から 頭を
然后 央也
i 目的
137gelun - gulun
聴衆
(折余 :
138al弧g
ア ラ ー ン
何時 -
139ei julu
こ の 二 人の
速 雨十該子
指示代名
140ju nio
二 人は
e l Ju
この 二人の
把岡十義子
Ⅹite- w o
子を
指示代名 w o目的
em e miang gin s agdijolu- w o ur uke-du n ede- Ⅹe - ni
一 千 斤 大の 石 を 戸に 置いて
搬来 - 吹上千斤的大石央把rl堵上 ､
w o目的 du 場所 Ⅹeni過3
a 皿i- siki
後ろに向けて
不 回地走了｡
siki方向
icicトsye n e n e- 又e n
見ずに 走り去 っ た ｡
sye n現否 Ⅹe n過
ke ke ke
カ カ カと噸す｡
暗! 噂! 噂!)
噂声 嚇声 噸声
Ⅹite icikcトyトni
子は 見た､
一 看 ､
yini現3
u rllke- w odo- 1e- ni
戸の内から
丙十人 把口構了十簸ノし､
w o目的 Ie ni場所
1 eni【e nle = 来 る､ 一 つ】
● ● ●
a n l- n l n l a n l
父が 彼らの
阿雀 把阿輯
ni3
tule- sik呈
外の方を
Siki方向
11 0
e nil
義
人称代名 ni3
icikci ek トni
見に 姉
■
W a
-
Ⅹe
-
n l
殺 したの を｡
打死了 ､
Ⅹe ni過3
■
n e u
-
nl n lu
‾ Ⅹe n
弟は 出て きた ｡
姐弟備就 出去了｡
Ⅹe n過
141ei julu
この 二 人は
他m飽
指示代名
142e ni e ni
｢母さん 母さん ｡+
-
阿鵜! 阿鴇!
-
begda n e Ⅷi e ni kila- r e songⅧi x udale一 皿 de riu- Ⅹe - ni
走 っ て 母に 近づき 泣き 叫び 始めた
到他阿鵜距前+L､ - 近 - 十地叫着:
mi連接 re連用 mi連接 叫 de riu x e n xe ni過3
ukトa guida ni mdale
大変 長い 時間 叫んだ ｡
叫了許多声阿鵜也
e nl e n l
｢母さん 母さん o+
143 dirga n e- sye n
声が出なくな っ たo
不嘆声｡
sye n現否
144e ni kila-duTni
母の そばで
在他阿鵜身身辺 ､
dlmi場所
ei j11 Ⅹite xudale
そ して 二人の 子が 叫び
迭雨十該子叫農了 ､
指示代名
e ni tebule- re afe n e- Ⅹele
母を 掩い て 眠 っ た｡
‾fe cトⅩele e- du dudu- r e
疲れ そ こに 横になり
就嫡
Ⅹele過3複 血1場所 r e連用
e-ke ci niani e nil
そして 彼女 面よ
抱迭阿娘的身子睦着了｡ 慢慢地 ､
re適用 Ⅹele過3複 ke ci様 人称代名
145s e n e- rgi is ale tllrarrgi- r e
気が付い た ｡ 目を 開いて
他阿賂醍近来了 ､ 浄罪眼晴
re連用
146ju xite be卜dui uト1e- ni
二人の 子が 体に 上に
丙十亥 子臥
1C IC l
- yl- n l
見ると,
一 看 ､
yini現3
ba ini 七okun da- Ⅹa - ni
時は 正午に な っ た ｡
天都巳粂是正午吋候了､
Ⅹa ni過3
bi- Pe n niani- neni
い る ｡ 彼女の
neni-dui afe ne- ni
側で 寝て い る
在自己的身辺 , 楼着自己的身子睡着 ､
dui場所 ni場所
147 de uji- ni s o ng- ni is ale- ni
顔は 泣い て 目の
股上巽的眼泊
ni3 皿i連接 ni3
148afe n e一 皿i
眠りながら
巨医者了
mi連接
149sinfe n
シ ンフ ン
新 茶
e机e fo血 一 皿i
ren現 m e ni目的3 dui場所 皿i連接
ui- siki de uji- ni s aktol atkoli
周りの 顔が すっ かり 汚れ
把小胎弄得魂凡画的 ,
siki方向 ni3
e
-du x uldo一 皿i
一 方では ため息をつ き 身震い し
述 一 抽 一 拍地打戚成.
mi連接
dedu go nトyiⅧi
ダ ドは 思 っ た
徳都的
yini現3
皿i連接
mial 皿do-1e- ni
Lei-de to ngku-1e
身を 動かす｡
1e完了
kioto-1e- Ⅹe nトke ci2
da- エa - ni
て い る ｡
Ⅹa ni過3
e s王
こ の時
速肘 ､
心の中が 小刀で切られた様に ｡
心 里 就像有把刀子在使動地妓似的 ､
1e ni場所 1e動詞化＋xe ni過 3＋ke ci様
1 e ni[em e= 来 る､ 一 つ】. .
2 miau ndoleni kiotole･ Ⅹeni･ke ci re m ekioto nia ni･d uleminiau n･dulenicapci･keci
= 小刀 が彼女の中を心 の申を切り刻んだように〕
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150tuトn e一 皿i s o ng一 皿i x elan Ⅹelan
そ して 泣いた｡ ぽろ ぽろと
忍不住的眼泊畔畔地流瞳!
mi連接
151 nil卜 r e n a-du te- rgトyi- ni
出て きた｡ 地面に 座 っ て
地坐在地上 ､
r e連用 山 場所 yini現3
152 syu n一 皿e jo rト皿i
太陽を 指差し
手指日央
皿e 目的 皿i連接
s o ng- n l
泣きながら
近 業
mi逮ヨ妾
isale- ni niani s o ng- yトni
目に 彼女が 泣いた
ni3 人称代名 yini現3
ju xite- i 七ebule-yトni
n uke- ni
涙が
ni3
n礼le-ji
二 人の 子を 抱き 手で
横着爾十老子 ､
i臼的 yini現3 ji用 い
jalトmi deriu- 又e n
歌い 始めた ｡
近場:
mide riu x e n x e n週
153 Ⅹelilax elila x elix elei x elila
ハ リラ ハ リラ ハ リハ レイ ハ リラ
赫哩噛 一 赫哩那 一 赫雷 -
154Ⅹe nin a x ela x ela x e nin a n a x elei
ハ ニ ナ ハ ラ ハ ラ ハ ニ ナナ ハ レイ
155Ⅹelilala x elilala x elei
. ハ リラ ラ ハ リララ ハ レイ
赫哩敬 一 赫哩那 - 赤雷 -
156 Ⅹeninaxelila xeleix elila
ハ ニ ナハ リラ ハ レイ ハ リラ
57 enil minト 甘O ujトⅩe - ni
母が 私 を 産んだとき
阿鵜生我的肘候 ､
w o目的
'
xe ni過3
星迅些:ユ主
太陽を
辿 二由二垣l
■
見たので ､
指着 日央
ji方向 yini現3
1 elユi[em e= 来る ､ - つ]▲
2 syun
-ki icikci- yini 太陽を見 たの で . 太陽を崇拝する o ホジ エ ン族は､ す べ て の自然界に神
霊が溢れ ､ すべ ての生き物に霊魂が宿て い ると考えて い る ｡
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158mini- w o gerbi- mi
私を 名づ けて
姶我起的名叫
wo目的 mi連墳
sinfe n dedu nemi
シン フ ン ダドと
新芽徳都｡
159 mini edi mini- w o w a一 皿i
私の 夫は 私を 殺そうと
我的丈夫差点九把我打死 野 ､
人代所有
160minトwo m a.cトde
私を 少しも
- 点恩愛地役有､
w o目的
16ledトas e n-de de
夫婦の情
夫嚢的情巳断了｡
漢語 (的)
wo目的 mi連接
Ⅹudale- Ⅹe - ni
呼んだo
＼ Ⅹe ni過3
1ang七ole- エe - ni
殴 っ た｡
Ⅹe ni過3
go nトsyen da- Ⅹa - ni
思わなく
'
な っ た｡
sye n現否 Ⅹa ni過3
minトw o gele- sye n da- Ⅹa- ni
私を 必要としなく な っ た｡
wo 目的 sye n現否 ⅩaJli過3
162Ⅹelila x elil乱 文elila xelila a x ele xelila.1alele
ハ リラ ハ リラ ハリラ ハ リララ ハ レ ハリラ ラレレ
赫現職 - 赫哩耶 -
163Ⅹelila x elei xelila x elila x elila xelila
ハ リ ラ ハ レイ ハ リラ ハ リラ ヘ リラ ハ リラ
赤哩那 - 蕗哩唯 一
164 Ⅹite ie
子供たち よ､
亥子野 ､
165 gelun一 郎1u nya
他の人は
人家別人 軌
minトw o n l an l- m e ni ge rbiu-kun e-yトni
私 に おまえたちの 名をつ けさせ よ｡
我姶体1rl起十名唱 ｡
w o目的 k皿 e 佳＋yini現3
s aktol a ni ge rbiu- kun e- r e
皆 父に 名をつ けさせ る｡
都随阿雀的名字叫｡
ku n e使＋r e連用
166e si e 皿e- rgi
-k トni
今回 彼が帰っ て
迂回体イf1哨 ､
kini条件
nianトm e ni x udale- kun e- sye n da- 又 an
彼の名は 呼ばれなく な っ た｡
不能再随他叫了｡
m e ni目的3 kun e使＋sye n現否 ヱan過
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167 isikuli
小さい
小子
Ⅹaxa xite-i
男の 子 は
168bi ge rbin e一 皿i
私は 名づ けて
就叫希特口巴｡
人称代名 n e 皿i
169a s e n Kite-i
女の 子の
由娘叫喰名脂?
ya
-
w o ge rbi
-
yi
-
ni
何と 名東ろう ?
叫喰名陀?
w o目的 yini現3
●
Ⅹe s u
-
yl Site
呼ぽう シタと｡
yi現 1
gerbトyi- ni cinleke n e- mi
名は テ ンラ カと
就叫飲助克肥｡
yini現3 n e mi
170 Ⅹelila x e nila x elila x elilala x elei
ハ リラ ハ ニ ラ ハ リ ラ ハ リラ ラ ハ レイ
赫哩噛 一 赫哩那 -
171Ⅹelila xelila x elixele x elile
ハ リラ ハ リラ ハ リハ レ ハ リラ
赤哩那 一 身哩噛 -
172minトw o e ndnli ba rdiu-kun e- 又e n
私 に 守り神が 産ませた
把我的保折神
人代所有
173 幽
シ ン ビア オマ マ
深彪鞄飽和
Ⅹudale-yi
呼ぼう｡
yi現1
kl皿 e使＋Ⅹe n過
unba o m afel mini- w o tuta u- Run e- 玉en
ウン パオマ フ ア が 私 に 授けた ｡
温包喝笈 留拾体∬1 肥､
w o目的 kun e使lxe n過
174 nianトm e ni I)a o x u-1e - mi s agdi
彼らを 守り 大人 に
辻宅イn 保折体イ[1 濃大.
m e ni目的3 漢語†1e (動詞化)＋皿i継続
175 dao-亙u n e 又e n
してくださ い ｡
kune使 過去
1 syenbio m am a : syenbio は疹病 (zhen bing 麻疹) の意味であ る ｡ m am aは女の神｡ 子供を
麻疹から守る女神 o tlnba o m afe : unba oは疫病 (wen bing:疫病) から来て い る o m afe は男の
神 ｡ 人間を疫病から守る男神｡ 天然痘は､60年に 1 回大流行し､ 多くの人が死んだ〔凌1934:295〕｡
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176 sinトw o s agdi
おまえたちを大きく
体爪濃大成人后 ､
w o目的
dao-kⅦle X e
してください ｡
kun e使 終助詞
177a皿ト1e ei gis un- me - ni
後も 今から言う話
178ei baite e ni- yi
この 事 母は
世上只有 阿鵜好 ､
指示代名
179 a ni o rko ng-ke ci
父は 畜生 のような
阿雀長野人的狽心月凱
ke ci様
180 虹
●
おまえたちは母を
僻廿1要是有恋母之心 ､
人称所有 yil
181a nトsikiu nno- sye n
今後 忘れない ｡
就則忘了叔仇打軌
siki方向 sye n現否
182Ⅹelila x e nin axelei
ハ リラ ハ ニ ナ ハ レイ
184gelun- gulu
聴衆
(折允 :
eini eji
今日を 決して
要記住今天打臥
eji禁止
ai .
善い ｡
go nin- ni e x ele
心で 悪い ｡
ni3
● ● ■
a.1Jl gOni- ni
よく 覚えて
mi連接
anトyi tako- yi
父を 討て ｡
yil
x elila x elei x elila
ハ リラ ハ レイ ハ リラ
赫哩噛 - 藤哩職 - 務雷 -
183Ⅹelila x elei x elei xelei
ハ リラ ラ レイ ハ レイ ハ レイ
赫哩那 - 赫哩嚇 一 身雷 -
ke ke ke
カ カ カと嘱す｡
噂! 暗! 暗! )
噸声 聯声 噸声
1 s u n ueni-yi【sinianie e ni･yi = あなた彼女 母を】
115
Ⅶ m O- ㍗0
忘れるな｡
r o命令
185 alang al弧g
アラ ー ンア ラ ー ン
咽榔 -
186sinfe n dedu ju xi七e -i
シ ン フ ン ダドは ニ 人の 子を
新芽 徳都 把丙十貴子
187 n a x a n-du
オ ン ドル の上で
放在坑上
du 場所
188 te rgele- w o- ni
服を
倣完了衣服 ,
w o ni目的3
189mo tayo- Ⅹe - ni
so ng一 皿i ni弧i
泣い たo 彼女は
就巽咽 ｡ 地
皿i連接 人称代名
o
一
皿i odトⅩe n
作り･ 終えると
皿i odir e n x e n過
tebule- rgi- r e
抱き,
抱回屋里 ､
r e連用
らO ng一 皿l
泣きながら
… 追突阿
mi連接
jo-dule ing- yl - ni
家に 入り
dule 方向 yini現3
Ⅹi七e-i 血 l- v o- ni mi
●
子供の 服を 作り､
- 追給小Jし子倣衣月臥
wo ni 削勺3 yini現
n a
- tiki uト1e
土間の 上の
地下地添了 一 韻水 ､
tiki方向
yuke-du主 n uke n ede- Ⅹe - ni
鍋に 水 を 入れ
dui場所
e m e do u3 血姓旦4 皿血e -3
'
i sirki- yト ni yuke-du
薪に 火 をつ けたo 一 斗の 粟を 水で 洗い 鍋に
焼上火､ 卓 出 一 斗稗子米 ｡ 淘P巴淘昭下鴇了 ｡
Ⅹe ni過3
190 Ⅹite- dui buda ulu- Ⅹe n5
子供に 飯を 作り
姶亥子倣的敏也倣好 了 ､
dui場所 ヱe n過
ji用い yini現3 du場所
buda- ni aida- Ⅹ an sinfe n dedu
飯は 美味く出来た ｡ シ ン フ ン ダドは
新芽徳都税:
ni
19l e si buda- w o jefu- ni
｢こ の 飯 を 食べ
"
多沓把迭些鮫吃完了 ､
w o目的 mi odir e n
192Ⅹi 血辿7 e ni
あなたたち 二 人は 母 に
休爪再也見不到阿娼了 ､
Ⅹan過
od トr e 些 ⊥ 6 a ni
たら おまえたち 二 人は 父 を
体爪就去技侭爪的阿雀去 肥 ｡
r e連用 人称代名
Ⅹe ni過3
n ede- Ⅹe - ni
入れた｡
Ⅹe ni過3
Ⅹe s u- y1
- ni
■
..==L 勺■
iヨつ
yini現 3
ge rte- rgト r o
探しなさい ｡
r o命令
ici-ELi I) aha- Bye da- Ⅹa- ni bi toli-kcトni
会え なくても 私は 夢の 中で
除非是我在夢中来
mi連接 sye現否＋Ⅹ ani過 3 人称代名 mi 連接
1 te rgele 衣服 :昔は､ 魚皮の服 (写実28- 33)や毛皮の 服 (写真34-36) を着て い たo
2 o
･
yini: 原形 o･ren 作るo omi 作りながら､ また omi は動詞 ｢飲む+ の原型で ､ o mi･ miは ｢飲
みながら+ の意味になる ｡ (尤志賢の話に よる)
3 dou 挿入
4 jekte 粟 :粟ととうもろこ しが主食
5 buda ulu ･ Ⅹe n [ulu - Ⅹen buda = 作 っ た 飯を]
6 sujulu[si= あなた ( 単数)】し
7julu[尤氏 に再確認したとき､ 尤氏 が挿入〕.
11 6
193s un u- 甘O icトyトni niani xe s u- ni
あなたたちを 見守る ｡+ 彼女は 育 つ て
葛飾 化
'
地告訴大姑娘悦:
wo 目的 yini現3 人称代名 mi連接
194 n e u- w o tule- siki uke ci e ne- ro
弟を 外に 遊びに
領弟弟到夕卜央 玩去､
w o目的 siki方向 ro命令
195 te rgele- w o
服を
鐘衣裳 ｡
”
wo 目的
196uke cトⅩe n
遊んだ｡
玩去 了､
Ⅹe n過
197 Ⅹa Sトmi
首を吊 っ て
o- yi s agdi
作 る｡+ 年上の
大
､
｢央
yi現1
Ⅹe rbe- r o
s agdi a se n
年上 の 女の
もi
連れて行きなさい ｡ 私は
r o命令
as e n xite- ni
女の 子は
uke cトmi odil- 玉e n
遊び 哀もり
玩了 - 障回来
mi odir e n xe n適
ゎude- 又e n ei
死 んで い た｡ この
e m e‾ rgl- r e
帰 っ て
r e連用
Ⅹite-i si
子に ｢お前
＼
'
体
人称代名
S Ⅶ1u- W O
あなたたちに
我姶体
人称代名 wo馴勺
neu
i
w o x e rbe一 皿i tule- siki
弟を 連れ出し 外で
領弟弟出去
wo自的 mi連接 siki方向
jo-dule icikcトyトni e ni- ni
豪の申を 見る と 母が
辻屋 一 看 ､
yini現3
ju xite
二人の 子
巳盤上 吊死了｡ 迭可怜的小姐弟伸､
mi連接 Ⅹen過 指示代名
198 tebule- r e もegdele一 血 - ni
抱き (母の) 脚に､
腿
r e連用 血mi場所
199 in tokun- du
正午を
- 共鳴 ､
200da- Ⅹ an e si
まい ｡ 今
迂 回
Ⅹa n過
201acu- rgl- re
●
解 こ う ｡+
治下来昭!
-
r e連用
ヱuli- ki
過 ぎた｡
Ⅹ an過
Ⅹudale一 皿i 飢1 ト皿i
叫び 喚き
城着 ､ 叫着 ､
"
唾畦
一
皿i連接 mi連接
eki- ni n e u- ni
姉 弟
署皿阿梅
julu e ni
ニ 人は 母 を
抱着阿嬉的
song一 皿i de riⅦ- Ⅹele s o ng一 皿i
泣き 始めた ｡ 泣い て
地突牙了｡ 巽了
皿i de ri'u xe nx el過3複 mi連接
da- 又a n ek トni x e s u- yトni n e u- w o bejulu s o ng- sye n
姉は 言う ｢弟よ､ 私たちは 泣く
姐姐悦:
-
弟弟野 ､ 咽傭別巽了､
yini現3 w o目的 sye n現否
O n ュ
どんなに
咋巽
oni穎間詞
so ng- de e nトde
泣い ても 母は
阿鵜也巽不括了 .
ei ek トni neu julu
もardトrgトsye n buti en l- WO
生きない ｡ 私 たちは 母を
咽甘]把阿梅
sye n現否 人称代名 wo自的
e ni jo do-1e- ni taibu-tiki2
そ して 姉 弟 二人は 母を 家の 梁から
他巾
､
1小姐弟 備好不容易
指示代名
1 odi･ Ⅹe nrda- Ⅹe n = な っ た】
2jodole nitaibu ･tikih10･ W O･tikin = 木から]
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tiki方向
202Ⅹo rkun - m e a c u- rgl- yトni 主L - 血出血1 n e mde n e一 皿i m e七e- Bye-1e
縄を 解い たo 彼 ら 二 人は 持ち上げるこ とが できない o
オ把阿嬉)iL鼻梁上解下来｡ 他IJ1 拍不動阿嬉野 ､
m e目的 yini現3 人称代名 mi m ete r e n
2033
'
u nio e ni jolu tokun-du- ni n ede- Ⅹel bula x a- 甘0
ニ人は 母 を 家の 真申に 置き 柳 を
個十人就把阿梅放在屋子当中地地上 ､ 蛇来些樹枝
■ ●
20 4gaJl- r e e ni
手 に取り 母の
蓋在阿嬉身上 ｡
r e連用
dl 皿i場所
Ⅹo1un- du- ni
体の上 に
du ni場所
205buti ene- n ai buti
｢私 たち 行 こう｡ 私 たちは
Ⅹel過3複 wo 目的
nede- 又en odトr e a 皿ト1e
置い た｡
､
終わ っ た あと
都弄完了以盾 ､
Ⅹe n過 r e連用
sye現否＋1e完了
ek トni n e u- ni
姉は 弟に
姐姐悦:
a mi- w o-dule ge rte- yトu
父 を 探しに行こう｡+
叫
弟弟野 ､ 咽Ir]走肥 ､去蛇咽イ｢1的阿雀去昭∴
人称代名 m ai終助詞 人称代名 wo目的dule場所 ･yiu現 1複
206Ⅹite n e u- tiki
子は 弟より
比弟弟大些 ､
七iki比較
n aci s agdi jo-i e-ke ci s agdi baite
一 寸 年上 なので 家で こ んな 大 事が
家里 又 出了速ゑ大 的事)L､
ke ci様
207 I) aite - w o 皿aCi
こ とを 少しは
就屋得憧得 点喰了｡
w o目的
s a一 Ⅹel ei ek トni e ni
分 か っ た ｡ この
`
姉は 母が
地把髄裡 ､.
X el過3複 指示代名
208 虹
髪(粗い) 櫛 鏡 小刀 を
木椀 ､ 境 子 和磨石
mo-ke ciヰ
磨そ
ke ci様
el a S e n
この 女の
法十
､
( 央
指示代名
■ ●
n lt 卜Ⅹe- n l
起きたとい う
Ⅹe ni過3
m e r x e
l
- n l
細かい櫛
tuta u- Ⅹe - ni
残 した
文e ni過3
血吐垣S
石を (砥石 皆
saktol jafu- r e
持ち ,
都食上了 ､
r e連用
209 e ni to u .iegje- Ⅹe - ni s olo- ni6 m a ci
母が 薪を 燃やした 灰を
述 把阿鵜焼火的沃地擾 了 一 小軽 ､
Ⅹe ni過 3
jafu- Ⅹe - ni
少し 持ち､
tarwo yale beトdui
そ れを 持ち 身に
包起来j夜在原里 ､
Ⅹe ni過3 甘0 目的 dui場所
1 tijulu[tulu = 彼ら】.
2 m e r x e細かい櫛 ｡ 乳な どをとる .
3 yugdu 目のあ らい髪柄 ｡
4 kioto m oke cijolu ナイ フ を研そ石 o 石神 (3
'
01u mafe, jolu m a 皿a) に祈る場面が､ 他のイ マ
カンにも出て く る ｡
5 tu au ･ Ⅹeni m er x e･ niniukteyugudu
･ti bu rku ･ni kito m o･ke cijolu[bu rku nis ektl lisaktoul
jolo･ ni=鏡 ､ 布団､ 全部､ 石]
6 enito ujegje･ Ⅹenisolo- mi[enix ajegje- Ⅹe nijegie- Ⅹe nitit,o uto u･ niya°- ni= 母が燃やした､ 燃
やしたそ の まき､ 何で も].
1 18
210nede- rgトmi
つ け
mi連接
21 od卜sye n
尽く せない ｡
sye n現否
n
*;a;I
-
*
t
…嘉
s
5
u
-
yトni
モ蓋孟蓋藍嘉㌢
wo‾de
豊実
‾ mi
ti方向 yini現3 人称代名
x a-du 辿 噛 吐+地 迎
Y
そこに 四 つ 目の 赤
就姶四 眼子黄狗吃昭∴
du場所 ni3
212jefu -kun e- r o
食べ させよう｡+
kⅦ1e使＋r o命令
tuトn e- mi u ruke-i m o-Jl
■ ■
そして 戸に 木の樺で
然盾他∬1把l
､
1 頂上了､
ji用い
wo眉的 de も mi odir en
in akinl bi- Pe n ta- w o
犬が いる｡ それに
re n現 w o目的
ya- r e ene- Ⅹe -ti
門をし 去っ た ｡
就走了｡
r e連用 Ⅹeti過3複
1 duin isyale fu rge ninakin 四つ 目の紅い 犬 :後に四つ 目の黄色い 犬が牽くそりで陰界へ 行く ｡
1 19
3 . 危機脱出
213alang
ア ラ ー ン
同郷 -
alang
ア ラ ー ン
214 ei j11 ek トni n e u- ni
この 二 人の姉 弟は
可怜的小姐弟傭
指示代名
ami
,
.
ge rte一 皿i u rke n x oktu- ni
父を 探して 山 道を
慣着他阿雀去迂的山道拭去 ､
mi連接 ni場所
215e n e- Ⅹel jule - siki e n e- yl ukトa go r o da- 又 an-de s a- sye n
▲
Ⅹul トmi
赤い て
mi 連接
ya
-dtl- らiki
行 っ た｡ 先 へ 行くと 何 畳 かも 知らず どこ へ
也不知往前走了多透 ､
Ⅹel過3複 siki方向 yi現1 Ⅹa n過 ye n現否 ya疑問詞 siki方向
216ene- y卜de
行くかも
yi現1
217jule- siki
先に
就
siki方向
8a‾ Syen
知 らない ｡
syen現否
icトk トni
見 える
看兄
kini条件
e m ein l e 皿e u rke n一 皿e - ni
ある日 一 つ の 山を
迭 一 天 ､ 速了 一 十大吟 ､
m e ni目的3
血垣 urke n to女unTe ne- yトni
南の 山の 中に行くと
南披
218Cia- len-keci bi- Ten
間位(の大きさ)が ある ｡
ke ci様
219 ke sye n dedu
カシ ェ ンダ ドと
那十克坤徳都
220 gis u n-de
一 言も
不 岐声了.
ei elin eki- ni neu- ni
この時 姉 弟の
法 十村候 ､法姐弟価的
ren現
a rkト1e一 皿i
酒を飲んで い る ｡
喝酒呪 ｡
1e 動詞化＋mi継続
Ⅹe Su
‾ Sye n
話ざず
sye n現否
dule - e n e一 皿i e n e- 又e n
越え 行き
mi連接 Ⅹen過
e 皿e JO Ju
一 つ の 家 ニ
有爾rp1房p
a ni do s ong ta-du
父 ドゥ ソンは そこで
阿雀奔草正 和
ke sye n dedu de uji- ni e x ele da- Ⅹa nl
カシ ェ ン ダドの 顔 色が変わ っ た｡
忽然 ､ 克坤徳都的胎 - 嘩噂 ､
ni場所 Ⅹa n過
dilix e rgトsiki
頭を 下 に
地低着央
siki方向
ne- r e baite- w o go n主- yトni
向け 事を 考え
青息了 一 会JL事情 ､
r e連用 w o目的 yini現 3
1 e x ele da x a n :シ ャ ー マ ンは ､ 子供が来る こ とを予知する o
120
221dill
頭を
拍起央
uトsiki ne- r e do s ong x e s uv い ni
上に あげて ドゥソンに 言っ た｡
対奔草悦:
siki方向 re 連用 yini現3
222Ⅹelix ele x elila x elila.la xelila x elei
ハ リハ レハ リラ ヘ リラ ラ ハ リラ ハ レイ
赫哩 - 赫那 - 赫哩那 一 鉢雷 - 赫赫哩噸 - 赫敬 一
223Ⅹelixe n e xelila x elei x elei
ハ リ ハ ネ ハ リラ ハ レイ ハ レイ
224 Ⅹelex elex e ヱelei x elixele xexelei xelei
ハ レハ レハ ハ レイ ヘ リハ レハ ハ レイ ハ レイ
225 si ya do s o ng si minトw o
あなたは､ ド - ソ ン
体呼 奔草､
人称代名 ya疑問詞
226Ⅹoltu x oltuta- Ⅹe - si
偏したね｡
Ⅹe si過2
227si ya do s o ng
あなたは ド - ソン ,
称呼 奔草､
人称代名 ya感嘆詞
228Ⅹoltuta- Ⅹe - si
偏 したね ｡
Ⅹe si過2
229mini e- ke ci ex ele
私は こ の様に だめに
我的究柄来到了､
人代所有 keci様
あなたは 私を
伽糊弄堆噛ム
人称代名 wo 目的
8i mini- w o
あなたは 私を
体把我糊弄了｡
人称代名 wo 目的
da- 又an
な っ た o
230buti〕ule edトas e n e si
私 たち二人 夫婦 これか ら
咽イn 的夫妻
人称代名
12ユ
ⅩaJl過
s agdi s e da o
- k皿 e- mi
高 齢に 達する こ とは
不能到老b
ku n e使＋mi連接
23l粗ete - sye n da- 又a n
で きなく な っ たo
sye n規否 Ⅹa n過
232 Ⅹelila a x elila a x elilalilala x elile x elile
ハ リララ ハ リララ ハ リラリラ ラ ハ リラ ハ リラ
赫哩岨 -
233si a s e n- yi w a
-
x e
-
si
あなたは
休
人称代名
2341 m aka- mi
何故
カ喰
235e si si
妻を 殺した｡
把娘妃寮了 ､
yi目的 Ⅹe si過2
Ⅹite- i tuta u- Ⅹe - si
子供を 残 したのか ｡
把 該子留下?
Ⅹe si過2
ju xite-i
今 あな たが 二 人の 子を
迭回
一
体要是不除挿岡十夜子､
人称代名
236s agdi da- ki- ni e xele
大きく な っ た ら よくない ｡
壌大成人膚 ､
kini条件
237e nトm e ni v a- Ⅹe - si
母 を 殺 したか ら
必定力他阿姑
Ⅹe si過 2
Ⅹite
子供は
夏仇｡
W a
‾
Sye
殺さない と,
sye現否2
■ ■
S l n 1
-
W O W a
- re
あなたを 殺すだろう ｡
甘0 目的 re適用
238Ⅹelilala x elila x elila x elilala x elilalalei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ レイ
赫哩唯 一 赫哩岨 -
239Ⅹelilala x e nin an a x elix elila a
ハ リラ ラ ハ ニ ナナ ハ リ ハ リラ ラ
240nia ni
彼ら
,
は
他爪
人称代名
erde isya- r e x udale⊥虹i
今にも や っ て きて 叫びながら
一 会+し就来到 ､ 城着体阿雀
re連用 皿i連接
122
a 皿i x udale一 皿i
｢父さん+ と 叫びながら
mi連接
241jo-du ing- 又e n
家の 中に 入 っ てくるだろう｡
就速塵了 ｡
du場所 Ⅹe n過
242 alang
ア ラ ー ン
咽噛 -
243do s o ng gis u n- de
ドゥ ソ ンは - 青も
奔草 没悦清､
Ⅹes u
一 皿i odi- sye n
話さ ず
mi odir e n syen現否
244o mトmi m ac呈b トre ei
飲む ｡ 暫くすると その
不大 - 会)し､
mi連接 re連用
245a ni- ni naxan
父が オン ドル に
他爪的阿雀在迭凡
ni3
246si lm aka一 皿i
｢あなたは どう して
体 咋
人称代名
247begdele - m e s agdi
脚に ｡
m e目的
248a 皿a X 皿ji
｢父さん すそ
"
阿雀快回去P巴､
2491ele - 又e n
怖くなり
愁了 ､
Ⅹe n過
ju xite
ニ人の 子が
dili x e rgトsiki
頭を 下に
蝕錬偲着央喝着酒 ｡
siki方向
ne
-
r e a rki
下げ 酒を
re連用
jo-du ing- 又e n
家に 入 っ てきた｡
法嗣十小者)L就 速崖了､
t ● ●
1 C I C l- r e
見ると
看見
指示代名 血 場所 Ⅹe n過 r e連用
te- r e a rki omi- re a ni x udale- re
座り 漕を 飲んで い る o ｢父さん+ と 叫ぶ､
喝酒泥 ､ 就叫職者:
"
阿雀 ､
r e適用 r e連用 r e連用
e-du bisi e jule- sikie n e一 皿トdu tebule- 又e n
こ こ に い るの ｡+ 前に 行き 抱きつ い た
在迭+L泥r 上前抱住他阿雀的南条腿 ､
du場所 si現2＋e 穎間 siki方向 血? Ⅹe n過
dirgaJle s o ng- mi de riu- 又e n
大きな 声で
就大巽起来 ､
e n e‾ r O
帰ろう ｡
r o命令
dili- w o-de
頭を
泣き 始めた｡
song
一 皿i x e s u- yi- ni
泣きながら 話す
迫 突辺悦:
皿i連接 Ⅹen過 mi連接 yini規 3
e ni ゎude- 又e n e si do s o ng adi
母さんが 死んだo+ この時 ドゥ ソンは 大変
我阿梅吊死 了!
'
速 工夫 ､ 奔草 更
Ⅹe n過
tuki- rgトsye da- ⅩaJl
上 げられな か っ た｡
更姶不起共了 ｡
w o目的 sye現否 Ⅹa n過
123
gonin-dui
心中
心 中暗想:
dui場所
Ⅹulx a- mi go n主
密かに 考えた
mi連接
250 si ke sye n x e s u一 皿i
｢お前 カ シ ェ ンは 言うが
伽税我
人称代名 mi連接
251s agdi
大きく
大了､
da- 又a n l〕i
な っ た 私は
我
Ⅹan 通 人称代名
252 gelun-gulun
聴衆
(祈余:
a s e n Kite- si
女の 子
法十姑娘
si2
Ⅹa x a xite- si s aktol e -ke ci
男の 子 みな こ んなに
)L子 都 法 Jli
si2 ke ci様
O n l Wa
- yl a l
どうして 殺せ よう｡+
咋能書死他廿] 柁? 咲 .I
o ni疑問詞 yi現1
ke ke ke
カ カ カと嘱す｡
曝! 曝! 噂!)
嚇声 嚇声 噸声
253Ⅹelila x elila x elei
ハ リ ラ ハ リラ ハ レイ
赫哩噛 一 赫哩職 一 赫雷
Ⅹelilala x elala x elilala x elei
ハ リラ ラ ハ ララ ハ リ ラ ラ ハ レイ
赫 哩岨 - 赫哩噛 - 赫雷
254 Ⅹelei x elila a xeleilei x elei
ハ レイ ハ リララ ハ レイ レイ ハ レイ
25 mini xite-i
私 の 子 を
我 的亥子 野 ､
人代所有
bi o nュ
私 が どう して
我 咋
人称代名 o ni疑問詞
256 ti julu- w o w a- yi
彼ら 二 人 を
能書他爪陀?
人称代名 wo目的
257mini もeトdui
自分の 身の
我 身上 的
人代所有 dui場所
258 v a-ke cトmi
殺すこ とは
mi連接
殺せ よう ｡
yi現1
u r s eon ュ gO nトmi
肉を どう 考えて も
肉阿 ､ 咋能忍心下 手?
o ni疑問詞 mi連接
mete- sye n
出来ない ｡
sye n現否
259Ⅹelila xele xelei x elila a x ele
ハ リラ ハ レ ハ レイ ハ リラ ラ ハ レ
赫哩噸 - 赫哩髄 -
12A
nale- dlユi
わが手で
dui場所
260Ⅹelila x elila a x elei
ハ リラ ハ リララ ハ ハ レ
赫哩岨 - 赤鼻噸 -
261go n ュgo nュ
●
考えて考えて
憩了又 想 ､･
e-ke ci
こうしようと
就法拝唱｡
ke ci様
262 8i s ulia-1e e n e
お前 西 に 一 つ の
西迫有余漆布河､
人称代名 1e 方向
263ta e n e-ki ei
そこ へ 行 っ て この
264al弧g
7 5 - >
打阿榔 -
265ke sye n dedu
カシ ェ ン ダドは
克坤循都
da- 又 an
思 っ た｡
Ⅹa n過
c ulak色1 bトre n
川が ある ｡
re n規
J
'
u xite- wo
ニ人の 子を<
上那去 把法嗣十亥子弟了P乱
あそこ 指示代名 w o馴勺
dordi- r e do s o ng
聞い た ドゥソンの
折到了 奔草
re連用
Wa‾ r O Wa
-
r O
殺せ 殺せ ｡
r o命令 ro命令
■
組 童
心中に 事を
心 里悦的活 ､
ni場所 wo ni目的3
266Ⅹe s u- yト ni E Rn
3-
皿ele x unji ei J
'
u xite- 甘0
呼んだ 召使を. ｢す(tl こ の ニ人の 子供を
束不 得地扮村人 悦:
"
来人 ､ 快 把速丙小鼓子姶我
yini現 3 m e目的 指示代名 wo目的
26 7Ⅹe rbe - re nianトm e ni g 迦 4
下 へ 連れて い き 彼らの 心臓を 取り出せ ｡
把他爪的心 机出来 ､
r e適用 meni目的3 m e ni目的3 r o命令
Ⅹ由u- Ⅹe n2 ⅩunJl
琴したこ すそ
葛上
玉e n過
s ulia-jige culake-le
西の 川の
蛙到西近 藤布河那+し､
jige方向 1e 方向
sirk 卜r e mindll
洗 っ て 私 に
洗干争､
re 適用 人代目的
1 culake 河 o m a ngm e は江 ｡ tlrken culake は､ 山間から流れで る川 o bir aは両岸が 高くそび
え る谷川 ｡ (尤氏 による)
2 go nin- nibaite- w o ni x e s u- 又e n :シャ ー マ ンは､ 心が読める o
3 ya o x o n :
､
｢ 杯( 漢語)
4 go nin一 皿eni a c u- r o :心臓を取り出 して食べ る ｡ 猟師は､ ノ ロ鹿を獲ると､ その場で肝臓を取り
出し､ 生 のまま食べ る ｡ (写真8)
12 5
268gaj卜rg卜r o
持ち帰れ ｡
鎗我食回来 ､
r o* *
bi ta-ji
私は それで
我好喝酒∴
人称代名 ji 用い
269dirgan e- Ⅹe - ni
答えた ｡
答虚了 一 声､
Ⅹe ni週3
270Ⅹe s u-yi- ni
= >
己 つ
悦:
yini現 3
■
e n e S u S a lgi n
五十斤の
arki oni
酒を の む ｡+
nia n l yaO X O n∵ i
彼女の 召使は
地的什人
人称代名
s agdi s nke- w o m e rgトrgトre ju xite
大 斧を 担ぎ､ ニ 人の子 に
就把 - 把五 十多斤的 - 十大斧子紅起来､ 然盾粒起弼十孫子
wo目的 re連用
e n e
-
皿ai sini la ola o- si jo do-1e- ni e n e- r o
｢行こ う■｡ おまえたちの お ばあさんの 家に 行こう ｡+
一
恵肥 ､ 上体姥姥家 串r1+し去肥
'
皿ai終助詞 人称所有 si2
£旦主旦弘 _旦 地
袋に 餅を
把 - 袋子 暗蔵的干根帝上 ､
1e ni場所
ju xite x e rbe一 皿i
二 人の 子を 連れて
領著丙十姦子走 出71 去｡
mi継続
271Ⅹe su一 皿i od トr e
言い 終わると
悦完 ､
mi odir e n
272icトku n e- syen
見られない ように
看皿 ､
ku n e使＋syen 現否
1eni場所 ro命令
±o x o- Ⅹe - ni2 ke sye ndedu
273ei ya oxon- gege
こ の 下女は
距着什人走了,
指示代名
274ei a x a a 皿トsiki
その 女が 後ろを
イト人 回共 一 看 ､
指示代名 siki方向
275de x ulトyi- ni
つ い て くる ｡
渡来了 ､
yini現3
e n e- Ⅹe1
行 っ た ｡
Ⅹel過3複
Ⅹio- rgl - re
振り返 っ て
r e連用
■
e l n l O
彼女は
地
efu n3
皿a Cibトr e
まもなく
不大 一 会)L
入れ
Ⅹe ni過3
e n e
‾
Ⅹe n
行 っ た ｡
Ⅹe n過
ti
ケシ ェ ンに
也没叫克坤循都
ei ju xite
この 二人の
迭爾1- 亥子
指示代名
子 と
c ulake- 1e isya- Ⅹel
彼等は 川辺に 着い た｡
就到湊布河了 .
人称代名 1e 方向 Ⅹel過3複
icici-k トni
見ると
kini条件
eiju xite in akin- ke ci
二 人の子は 犬 の ように
迭爾十義子像小狗似地都
ke ci様
culake jap-kala-du- ni
餅を 川 辺 に
把干根据在河辺 上 ､
duni場所
nede- 又en
置い て
玉e n過
eiju xite
こ の 二 人の子 を
抱起 丙十該 子 ､
1 efu m とうもろこ しの粉で作 っ た鰻頭な ど.
2 folugu dole niefum l8Ⅹ0
･ Ⅹeni[em e-du ( 言い 直し) e m ejefuku e･ du ya- du to x o-1･e = 一 つ の
食 べ 物をこ こ､ そ こ に置い て】.
3 efu mrjefuku = 食 べ 物]-
1 2 6
276tebule-k トni
抱い た
kini条件
277gelun -gulun
聴衆
(断金:
eme n礼le-du主
片 手に
- 十賂牌抱 一 十
dui場所
ene
-ke
一 人づつ をo
s o ng一 皿i de riu- 芝e n
泣き 始めた｡
就巽了起丸 ＼
mi連接 Ⅹe n過
ke ke ke
カ カ カと嘱す｡
噂! 略! 曝!)
嚇声 噸声 噸声
278Ⅹelila a xelila x elila x elilala xelila x elei
ハ リララ ハ リラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ ハ レ
赫哩噸 - 赫哩槻 -
279Ⅹelila x elilala x elila lala x elei
ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ ラ ハ レイ
弥哩噸 - 劫哩噸 -
280皿ini
私の
我的
人代所有
生垣ニ虫⊥血迦 _虫垂I- yi
●
姉の ニ人の子
爾十小外甥､
281ukトa e xel
非常に よくない ｡
282 sini
お前たちの
体廿]的
人称所有
283sinトw o
お前たちの
把体イ｢1的
wo目的
●
a 血l- S l
父は
阿雀
si2
s un u
2
B Rn
3-
si
お前たちの 運命は
体爪的命多苦喝｡
人称所有 si2
ke sye ndedu- ni gis un一 皿e do rdi- T e n
カシ ェ ンダドの 話を 聞い て
被克坤徳都迷住了､
me目的 r e n現
● ■
e nl
一 皿e - S I W a‾ Ⅹe - n l
母を 殺したo
阿鵜 鎗害了.
m e si目的2 Ⅹe ni過3
1 ekinijulu 貰ite[julu gia･belixite･yi = 私の 二人の親戚の子].尤と凌氏の本では､ ｢外 軌 weisu n
で 中国語の借用で ある ｡
2 su n u[sini = あなたの ( 単数)】
3 erge n命､ 呼吸 の意味｡ 満州語にもある[山本謙吾1969:単語番号39,693,2965】
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284Ⅹeleile x elila x elei xelei
ハ レイ レ ハ リラ ハ レイ ハ レ
赫哩噛 一 赤哩噛 一 赫哩槻 一 赦哩敬 一
285sinio e ni- s l- 3
'
i
お前たちの 母とは
我和伽イn的阿娼
人称所有 siji2共
286 ta. 一 山 bu
そ こ で 私 たち
鈷拝了干姐妹､
山 場所 人称代名
287mini- w o s un u3
e 皿e 皿0
( - つ の)木の
荏 - ヤ樹上
▲
血辿 _ _ 幽
二人は 姉
uト1e- ni
上で
地 由l
出会 っ た ｡
相通 ､
1efli場所 Ⅹeyi過1
堅塁生江 一 重虹蔓延2
● ■
殊に な っ た ｡
de mde4- 甘O n e一 皿i
私を 盤前たちの
我是伽4n的墳娘｡
官0 目的 人称所有
おばさんと
皿i連接
288皿ini sa 皿an-yl m a ng ge an Ci
私の シ ャ ー マ ンは 強く ない o
我 的炉満修行 涜咽 ､
人代所有 yi1
289 ke sye ndedu mete- Bye- yi
カシ ェ ンダ ドに かなわない ｡
拾不 住克坤徳都 ｡
sye
- yi現否1
290nia ni Janjin x oto ng- ni
彼女は ジ エ ンジ ン 村の
地是 尖金蔓通 的
人称代名
29lniani
彼女は
地是
人称代名
ni3
● ●
e m e
-
r e a 血l
- WO
-
Sl
凍て あなたの 父を
来謀書体阿雀的｡
r e連用 w o si 臼的2
Ⅹen過
Ⅹudale- r o
呼びなさ い ｡
r o愈令
aS e n S a 皿a n
女 シ ャ ー マ ン だ｡
女帝満 ､
wa
-ke cトyi- ni
殺 した ｡
yini現3
1 e m e m o uile niI)akcトⅩeyi樹の 上で 出会 っ た姉妹. 生まれる前は ､ 魂は烏の ように樹に い たo
同 じ樹に い たこ とは非常に縁が深い が､ 本当の血 の つ ながりがない 0
2 t･ .adu bujulll ekュ- ni x un aji da o･ Ⅹen[nian ninjin x u najitakta
･
yi = 彼女の夫である
(tagede-yi?義理の)]√
3 su n u[sinjo edi= お前の 夫】
4 dem de 尤金良民は ､ 母 の妹をこの ように呼 んで い た o
】一28
292 bi nia ni- m e nトdui ja紬 廿 r e gajトⅩe- ni
私は 彼女に 捕ま っ て 来た｡
我打不達地故地捉去､
人称代名 me ni目的3 u受身re連用 Ⅹe ni適3
293 tuトn e Ⅷi a xal nio da- Ⅹa-yi
そして 下女に な っ た｡
当了イ卜人｡
Ⅹ乱yi過1 ･
294Ⅹelilala x elila x elilala x eli
ハ リララ ハ リラ ハリララ ハリ
捗哩職 - 赫哩噸 -
295 Ⅹelila a xelila x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ
赫哩噛 - 赫哩唱 -
296 s un u ekinTn el卜 W O
お前たち 姉弟は
体爪姐弟傭
人称代名 wo目的
297血 辿 2- w o sindu
Ⅹu nji もegda n e- r o eトji
す(kに 逃 げなさい o
快逃命去噌､
r o命令
gaJI X a l
食料を ･ お前たちが 持っ てい きなさい ｡
法些干根多沓吃完 .
w o目的
298ai ba-du
よい 場所に
技十安身赴.
du場所
人称方向
S u C a‾ r O
隠れなさい ｡
r o命令
こ の
jefu一 皿i odi- r o
食べ ■ 終えたら
mi連接 ro命令
ju ini do-1e- ni
ニ日
岡天内
Slm uya
以内に お前たちは
体イロ要路辻
1e ni場所 人称代名
1 ax a 戦い に 負けたほうが奴隷になる e 他のイ マ カンでは､ 戦い に負けた父母が奴隷として 勘1
て 行かれたの を､ モ ルゲ ンが助け出す｡
2jefukun 動詞 ｢jeru+ ＋名詞化語尾 ｢ku n+ 派生名詞
｢食べ 物+ とい う意味o
1 2 9
299 e m e 垣 地 1
ある プシ ュ クの
- サ妖魔住的地方 ､
300 fe r 又e2-1e- du- ni
北に
到北
1e 方向du ni場所
bisi- ni
住む
ni場所
●
e 皿e JO
一 軒の
有十卑架子､
ba-dun主- yi
所の
Ⅹoktu
道の
由 虫3
マ ジアズ小屋が
もトr e n
ある ｡
ren現
301 tidulani uyun jalen 旦Eg9ii_AaAia4
そこ に 九生 を経た ウル グリ マ マ が い る ｡
那有十 九華子的 鳥屋音力喝喝 ､
302ei eji ta- 1e e n e- r o ei eji t計1e e n e- r o
決して そ こ へ 行くな｡ 決して そ こ - 行くな ｡
千万不能 到那 去曙 ｡
eji禁止 1e 方向 r o命令 eji禁止 1e 方向 r o命令
303Ⅹelila a xelilalala x elilala
ハ リラ ラ ハ リラ ララ ハ リラ ラ
赫哩髄 一 赤哩 噛 -
304Ⅹelila lala x elilala xele
ハ リラ ラ ラ ハ リ ララ ハ レ
赫哩岨 一 赤哩 唯 一
305s u c a- yi ba-du baka- r o
障れる 場所 を 探しなさい o
多沓有十安身 赴 ､
yi現 1 山 場所 r o命令
s agdi da- r o
大きくなりなさい ｡
潰大成人 ､
r o命令
1 busyuku は､ ①怪臥 ②死人 の 霊 (73 8行)､ ③ブニ ユ (死の 国) の 門番 (829行) の意味に使
われ る. 尤金良民は母親か ら聞 い た. ｢彼が3歳の とき ､ 父は狩に行 っ たときbusyuku に襲わ
ウ
れ ､ 全身怪我 を して帰 っ て きて 数日後に死 んだ Dbusyuku は､ 黒く大きく力の強 い妖怪である｡+
と｡ また､ 尤金良民は､ 夜 ､ 火の玉がふわふわ漂っ て い る の に出会い ､ 銃で 撃 っ たところ､ 火
の 玉は飛び散 っ た o それも bⅦsyuku で ある｡ be sike ( 村役人) とは別なもので あ る o
fer x eナ - ナイ語で fer xiは ､ ｢南か ら北ヘ 流れて い る河 の下流に 向か っ て左岸+ 即ち ｢西+ の
意味で ある｡ ホジエ ン族の住む場所で は､ 河は西から東へ 流れるの で ､ 左岸が ｢北+ になる[風
間1997:ツ ング ー ス語の方位名称に つ いて ､ 北海道立北方民族博物館研究紀要第6 号､ 1)P. 113
- 124〕｡
3 m aja zi : 半地下 の フ ル ブか ら発展 し､ 地下部分がなくな っ た家.
4 urgulim a n a. 熊カゝら化けた妖怪で ある と言われて い る o マ ジ アズは､ 照が住む穴で あるかも しれ
な い o イマ カ ンに よく登場する妖怪怪獣には､ urguli, n udo ri, bu syukuなどがある o ｢シ ヤル ン ･
モ ル ゲ ン+ で は､ ウル グリ､ 魚の怪獣アオハ が登場す る o n udo riは ､ 竜で ､ ｢シ ャ ンソウ ･ モ ル
ゲ ン+ ｢シル ダル ･ モ ルゲ ン+ な どに登場する｡
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306eji ei
この
別忘了体迭十仇家 ｡
eji禁止 指示代名
3071ユm O- r O
忘れて はならない ｡
r o命令
exelejake- w o gelu一 皿e n
悪い やつ らを
wo目的 me n漢語
13】
4 . 怪獣遭遇
308ala ng
アラ - ン
珂唯 一
段落始
309ei a x a
この 下女は
迭十 什人
指示代名
310begdan e- kuni- Ⅹe - ni
彼らを逃がして から
ei ju ヱite- w o
こ の 二 人の 子を
把爾十亥子
Ⅹe rl〕e- mi
行かせた o
打笈走了 ､
指示代名 wo目的 mi
a 皿ト siki
後ろを
Ⅹio- rgいr e
振り返 っ て
回央看見
kune 使＋Ⅹe ni過3 siki方向 re連用
311a 皿ト1e- ni b トr e n inakin- ne w a- Ⅹe - ni
後ろに い る ｡ 犬 を 殺し
在身后 ､ 就把狗森了､
ni場所 ren現 皿e 目的 Ⅹe ni過3
312sirke- yトni
洗っ て
洗 一 洗 ､
yini現 3
313Ⅹe s u-yトni
エ
'>･
i∃ つ
悦:
yini現3
314gia bisトki
別の所に
ke sye n dedu一 山
カシ ェ ン ダ ドに
姶克坤徳都
en e
‾
r e
re連用
icicトkcトniju in akin
見る と こ匹の 犬が
有 岡条狗放
yini現3
in akin go nin- ne- ni
犬の 心臓を
把狗心
aC u- r e
取り出し
払出釆
me ni目的3 r e連用
gaJl
- rgl- yl - ni ene- rgl- r e
持 っ て 帰 っ た o
奪 回去了｡
yini現3 re 連用
si jefu- r o
｢あなた 食 べ なさい ｡+
"
休 吃杷!
-
人称代名 ro命令
nede- r o
おい て おきなさい ｡
先放在 一 迫+L 肥､
r o命令
kesye n dedu
カシ ェ ン ダ ドは
克坤 徳都
ke sye n dedu
カ シ ュ ン ダドに
地回来交姶克坤徳都
■
Ⅹe s u
-
yい ni si
言う ｢あなた
悦:
"
価
yini現3 人称代名
m a cibトr e a rki o mi- du主 jefu -yi
少ししたら 漕を 飲むとき た べ る ｡+
呆会ノL我有杢ノし再下 酒吃∴
dui時 yi現 1
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315ei ju xite
その 二 人の 子 は
法 嗣十 亥 子､
指示代名
316Ⅹul トⅩe- 七i ei ini
行 っ た｡ そ の 日
法 - 天
Ⅹeti過3複
317e m e
-
つ の
- 十
isikuli jo
小 屋
小
318n e u- ni x e s u- yl- ni
●
弟は 言う
弟弟 悦:
yini 現3
efu n一 皿e m e rgトr e
餅を 背負 っ て
背起干根袋子
me目的 re連用
〕ule- sikiene-yi- 七i
先へ 進み
就往前表､
siki方向 yi七i現3複
e m e urke n jap-kala do-1e- ni
ある 山の 上から
走到 一 小山披上 ､
1e ni場所
m aja zi gudugudu n e- mi x oyan
マ ジア ズが もくもくと 煙を
馬舞子､ 述
一
時聯暗邸
一
擬音詞
gege bi 皿uke- w o
｢姉さん 私は 水が
"
姐姐 ､ 我 渇了 ､
人称代名 wo目的
319m ajazi jo-1e e n e- r e
マ ジャズ 家 へ 行き
到那十小鳥架子 里 去
1e 方向 re連用
320 de me x e s u- yトni- v o
おばさん が 言 っ たこ とを
地豊野梱｡
Ju ini
ニ 日
- 互恵了雨天 ､
go r o-ki icicトⅩe-ti
遠くを 見ると
速達 管見
ki方向 Ⅹeti過3複
ui- siki niu- r e
上に 出して いる｡
siki方向 re 連用
o皿トke ci
飲み たい ｡
buti ti
私たち あの
咽iIl
ke ci希望 人称代名 人称代名
m aci m止e omi- m ai
少し 水を 飲もう｡+
喝点北淡P巴∴
m ai希望
dordトci- si .e
聞かなか っ たの ｡
波野咽頼娘悦喝 ,
yini現3 甘0 目的 cisi適否2 e疑問詞
321 ヱulトkile x oktu fe r x e-du- ni
行くとす(･ 道の 北側に
道北
1e すそ副詞 duni場所
ek トni xe s u-yi- pi si
姉は 言う ｢お前は
姐姐 悦:
"
価
yini現3 人称代名
ti xe s u- y卜 ni Ju･ini
伯母さんは言っ た 二 日
地 脱 走 両天的路 ､
yini現 3
e m e isikuli m aja zi
一 つ の 小さな マ ジアズの
有十 小 葛架子 ､
133
jo bトr e n
小屋が ある｡
re n現
322nianil beti- w o ta-1e e n e
-汝un e- r sye n ta-du u rgulim a m a nio
- w o
彼女は 私たちを そ こ へ 行かせない o そ この ウル グリマ マ が 人を
辻咽爪千万別到那+し去 ､ 速星有十老鳥鼻音力喝喝 ､ 要吃人 臥
人称代名 wo目的 1e 方向 kun e使＋sye n現否 du場所 wo目的
323jefu- re buti ta-1e e n e- ki
食べ る ｡ 私 たちが そ こ へ 行 っ たら
咽イロ到那､
r e連用 人称代名 1e 方向 ki条件
324 I) aka- syen
飲んで い ない ので
sye n現否
325 dudu- r e e skuli
横たわ っ た ｡ そこで
r e連用
e rge n a n ci da
- 又an
命が なくな る ｡+
就没命岨∴
Ⅹa n過
e skuli Lei- ni 辿 型ヒ旦L 如 些2
大変 体の カが なく なり
ni3 ni3
n e u
-
ni 血 .ke - w o
弟は 水を
弟弟
el
渇得堆受､
w o巨川勺
Ⅹoktu-du
道に
塾窪地土星紅塵赴
ⅩaJl過 指示代名 du 場所
ek トni ya-de ne一 皿(i)-de a ci- Byen
姉は どう しようも ない ｡
姐姐 投み法 ､
326e-du m a ci il トr o
こ こで 少し 待ちなさい ｡
先在迭祐 一 会)L､
血 場所 r o命令
327 ekトni e rke ci ti
姉は そ っ と その
姐姐 哨憎地走
人称代名
328-ur uke- w o- ni
Ⅹe s u- yl
-
ni si
●
言う ｢お前は
就悦､:
"
那体
sye n現否 yini現3 人称代名
bi sin主- w o n uke m a ci gajトai
私 は お前に 水 を 少し 持っ て こ よう ｡+
我去 鎗体弄点+し水喝∴
人称代名 w o目的
m aja zijo kila-du- ni isya- 又a n e rke ci
マ ジ アズ小屋の 近くに 行き そ っ と
到小男架子距前 ､ 哨哨地
du ni場所 Ⅹe n過
tate - 又e n jo do- 1e- ni
戸を あけて 家の申を
把I
､
1 打牙 一 点+し､ 往里
w o目的 Ⅹe n過
1 niani【naxaniyi= オ ンドル に]
2 ku su n･mianci dax an [n a ngele = ?]
iciyici n ax an ui
-1e- ni eme
見ると オン ドル の 上 に 一 匹の
一 鰍 ､ 坑上 有十
yini現3
134
329 busyuku
プシュ クが
老妖魔､
b 卜門 n ba rdトkin
い る ｡ 大きくて (成長して)
壌得可叩人了:
re n規 模酷的轟現
330o m uk七e- n卜ke cil
卵くらい
像璃蟹那 J421大 ､
ke ci様
e skuli le e-i
大変 恐そうo
s agdi tule- sikiniu- r e
大きく とび 出て い て
siki方向 re 連用
331s agdi ik七ele- ni a 皿n e- ni tule-1e niu- r e
大きな 牙は 口から とび 出て
大境牙 ､ 支在噛 外地Jし､
ni3 ni3 1e方向 re適用
332 b 卜r en ju n ale- ni s ele-ke ci b トr en
だ｡ ニ 本の 腕は 鉄の よう だ ｡
爾只 大爪子 ､ 手指央像胡鈎似 臥
re n現 ni3 ke ci様 re n現
333 nio dili珊 0 - ni jafl卜re naXan-du
人の 頭を 持 っ て
正抱着十死人胞袋
wo ni目的3 r e連用
334 ulu- yi- ni
つ くる所に
外産地的
yini現3
オ ンドルの上で
isyale- ni c oko
目は 鶏の
眼珠子
cilan-ke ci bi- T e n julu
藍色 である ｡ ニ 本の
宜腎正光; 爾只
ke ci様 re n現
I)トr e njulu kioto-ke ci
い る o ニ本の ナイ フ のよう
像開把快当刀子似的:
ren現 ke ci様
icicicトnitトnio ゎude- 又e n
見ると その ブシ ュ クは 死
只見 地
Ⅹe n過
jefu- mi bトr e n
食べ て い る｡
在坑上 一 口 一 口地晴眼｡
血 場所 mi連接 re n現
c a r mi n ede -yト ni
茶碗のお き
碗 架子上
yini現3
ba- du- ni
場所に
血mi場所
e机e n uke u oyi- Ⅹe -ti
- 本の水の柄杓が
有十 水瓢 .
335jafu- r e Ⅲuke- w o u oyトⅩe - ni niu一 皿i n e u-dui
つ かみ 水 を すく っ て 出て きて 弟に
就奮起来哨哨地 目了 一 下子水 ､ 走出来 姶弟弟
re 適用 wo 目的 漢語 mi連接 dui漢語
1 o m ukte･山 ･keci 語尾 ke ciは､ ｢似て い る+ の 意味o
1 3 5
icicicトniI)uda
見ると 飯を
再 一 看 ､ 看兄
もトr e n e rke
ある ｡ そ っ と
r e n塊
o mトkun e- Ⅹe - ni niani
飲ませた｡ 彼女は
喝了｡ 然后 ､ 地
kl皿e使＋Ⅹe ni過3 人称代名
336 ti n uke u oyトⅩe-yi
その 永の柄杓を
又 把水瓢
人称代名
337en e-du- ni eirin
出るとき その 時
n 血 - rg卜yトni
元に戻した ｡
姶送回屋里去､
yini現3
n uku- r e a 皿トsiki 七ule- siki
戻した 後 外に
地送完水瓢 在外走的吋候 ､
r e適用 siki方向 siki方向
u r uke- wo da sトke ci- ni
戸が 閉まるとき
想把｢1絵美上 ､
dl mi場所 指示代名 wo目的 yini現3
338 dirgan e niu
-
Z e n ei bu syuku
音が した｡ それを
帯｢1吋出了点+し声哨, 把老妖魔
Ⅹen過 指示代名
339ei
その
迭十
指示代名
340dili- wo - ni
頭を
臆袋瓜
woni 目的3
Ⅹi七e
子 の
該子
341gelu n一 郎1u n
聴衆
(断金 :
342ala ng
アラ ー ン
咽榔 一
段落始
もardi- Ⅹe - ni
姿は
凍得
Ⅹe ni過 3
fale n-du- ni
土間に
往地下 - 折 ､
ブシ ュ クは
go n卜mトde s a
-
Bye
心にも 思 い がけず
没成想 ､
mi連接
dordトⅩe n
聞い た｡
憤劫了｡
Ⅹe n過
型 虹 l
水 の ように 美しい ｡
可真水炭 ､
ke ci様
n odu- 又e n
投げ出し
du ni場所 Ⅹe n過
ke ke ke
カ カ カと僻す o
暗! 噂! 曝!)
嚇声 畷声 噸声
ala ng
ア ラ ー ン
n a x an
-ti
オ ンドルから
眺下坑
sye 現否
busyulm icicトⅩe n
プシ ュ クが 見ると
老妖魔 一 考 ､
Ⅹen過
niami I)ude- Ⅹen2
ブシ ュ クは 死人の
地把干巴 巴 的死人
人称代名 Ⅹe n渦
e u
-
ni-du
降りて (すそ)
ti方向 mi連接
as ekte- yト ni
追い かけた｡
就揮去了.
yini現3
1 皿uke -ke ci gu cikuli: 目が水の ように澄んできれい L,
2 nianiI)ude･ Ⅹen[nianisaktoul bude･ Ⅹe ninio･ke ci = 彼は､ 全く死んだ人のような]
].36
343 ek 卜ni n e u叩i
姉と 弟
小姐弟偶
345 me rge - r e
背負っ て
re 連用
julu
ニ人は
begda n e- ni
走り
就飽咽 ｡
mi連接
346a s ekte - re
追 っ て来る ｡
追｡
r e適用
ei bu syttku
この ブシ ュ クが
一 署老妖魔来了 ､
指示代名
de riu- 又en e 皿elegeji
出したo (彼らが)
他∬]飽､
玉e n過
e m e
一
Ⅹe
‾
n 1
来るのを
Ⅹeni過3
begdan e一 皿i
走るが､
ni# #
bu syuku a s ekte-ki
-
ni tugule
ブシ ュ クが 追うから､ 彼らは
地池追 ､
347ei xite fe c卜Ⅹe- ni
シ テは 疲れた ｡
小我 咋能地辻
Ⅹe ni過3
348e si elin ekトni
こ の時 姉は
万急之 申､ 姐姐
他イ｢]魅飽 ､
人称代名
bu8yuku x unji ekトnil
ブシ ュ クは 今にも 姉を
老妖魔野! 眼署就要捧上了.
go nトmi
思 い 出した ｡
忽然想起
mi連接
349吐 血
出るときに 薪を
帯上的 - 小塩焼火次
dui時間
ユ鑑逝こ蔓延
3● ●
燃やした
● ● ●
gadl‾ Ⅹe ‾ yl
持 っ て きた
身上帝看的
Ⅹeyi過1
icトⅩe n efu 皿
みて 食料を
背起干糠袋子
玉e n過
bu syuku a ni
-1e- ni
ブシ ュ クが 後ろから
老妖魔就在席蘭
ni場所
begdan e turee n e si
走る 速く｡ この時
可是
baka- mi deriu- 笈en
捕まえそうに な っ た ｡
皿i連接
jake- w o- ni
もの を
京西来
'
､
w o ni目的3
s olo4- 皿e ni bake- kin主
灰 を つ かんで
舎 出来悦:
Ⅹe n過 m eni目的3 kin 条件
sak七o12
Ⅹe n週
jo-tiki
みな､ 家から
就把帳商升家吋
solo s olo si
｢灰よ 灰 よ, お前
'
次咽 ､ 次咽 ､ 休是
人称代名
1 eki･ ni【a s ekte一 皿i = 追い かけ】
2 s aktol【sagdi= 大きい]､
3 niu ･yi･dui bulaxajegje･ Ⅹen[ene-yi-duie sykuli(言い 直し)isyk ul im o solo
-
Ⅹe n = 去 るとき柴
を燃やした]o
4 s olo :元は ｢砂+ の意味｡ 日常に使うものが､ 弱い もの を助ける神具となる ｡ こ のあと､ 母の
形見が二 人を助ける ｡ テ ンラカが母の遺品に願い ､ 妖怪ブ シ ュ クの追跡を阻んでもらう ｡ 姉テ
ン ラカが魔法で ､ ｢灰+ を霧に ､ ｢櫛+ を林に､ ｢細かい棉+ を雑木林に､ ｢砥石+ を岩山に､ ｢鏡+
を海に変えた ｡ 『シルダル ･ モ ルグン』 にも 同じような宝器が出てくる｡ 宝器神具は､ イ マカ ン
の特徴であり､ 宝器は善良で 弱い 人に使われ る時のみ効く｡
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350 mini
私の
我
人代所有
eni
母が
阿窺
4 1
to uJegコe- Ⅹe
-
ni
薪を燃やした
焼火的
Ⅹe ni過3
solo
灰だから
次 ｡
351 bi m a ci n adu-ki si 蜘 些
私が 投げたら す(h 煙に
我 一 撒､
人称代名
352 bu syuku
ブシ ュ クが
辻老妖魔
僻 就変成雰汽 ､
x uli-yi- ni ba- 也
来る
走的
yini現3
353Ⅹul トyトni もa一 血
行く 方向を
走的 地方是
yini現 3 du場所
方向を
地方
du場所
もu rku- keci
鏡の ように
亮的∴
ke ci様
354 tayo - Ⅹe - ni s olo一 皿e
燃や した 一 灰を
把那 - 小塩焼火茨
Ⅹe ni過3 m e馴勺
356 ic c卜 syen da- Ⅹa - ni
見えなく な っ たo
就変得雰汽沼沼的､
sye n現否 Ⅹani過3
357 icicトmi t凪ka-sye n
見えなく な っ
就看不風前面 的人 了､
皿i連接 sye現否
uiTSiki
上 へ 向け
往 生申
･siki方向
si x 皿ji
お前 すそに
体 快
人称代名･
in da- Ⅹan2
な っ て
Ⅹ an過
s aktol x ak七oli
全て 暗く
都是 黒的 ､
da o- kⅦ1e- r O
しておくれ｡+
kn n e使＋r o命令
腿 _ 虫虫虻担1
命を 助けて ｡
救救我爪肥!
r o愈令
ya
-de 地 3 da- Ⅹa - ni
何も 見えなく して ｡
syen 現否 Ⅹani過3
dao-Run e- r o m 皿 u(buti)
しておくれ ｡ 私たちが
辻我仰1
ku n e使＋r o命令 人称代名
Ⅹe s 11一 皿(i)
言い
悦完 ､
n a.du- Ⅹe - ni nia ni
od 卜r e1 bulaxa4
お わると 薪を
mi連接 re連用
aJnト1e-1e ya o-de
投げたo 彼女の 後ろは 何も
一 激 ､
Ⅹe ni過3
e血 go r o-de xakto(1i)
遠くは 暗く
一 片昏黒｡
da- 又a n ei ek トni
た ｡ こ の 姉弟
他1[] 姐弟
Ⅹa n過 指示代名
他イロ･ 身盾
人称代名
dむ ･Ⅹa - ni elin I)u syuku ya-de
な っ た｡ こ の時 ブ シ ュ クは 何も
迭工夫 ､ 老妖魔
Ⅹa ni過 3
julu 〕ule- sikibegdan e-yi
二 人は 前方に 走り
僻 地錬往前曲 .
siki方向 yi現1
1 ergentutau
-ro[jiuうiu m u n uba = 救救我イI1昭 (漢語)】･
2 Ⅹu njis angnin da･ Ⅹan[尤氏 に再確認の とき挿入],
3 ici-kun e- sye n [ici･ syen k une･ syen = 見ない ､ させない]J
4 bulaxa [ei m o = この木】
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358ek トnu e julu
姉と弟 二 人は
小姐弟 偶
e me ini begdan e- Ⅹe 一七i
一 日中 走 っ た.
飽了有 - 天眼 ､
Ⅹeti過3複
359 busyuku n a e me - 又e n xundu
ブシ ュ クが またも追 っ て 来るo すそに
老妖魔 又 追来了 ｡
Ⅹen 週
360 ek卜ni te rgele do-1e- ni
姉は 懐から
姐姐 放怖鼻
361t)i e ni
｢私の 母が
"
我 阿娼
人称代名
a皿トsiki
後を
墨辿望匙二王旦
1 icトⅩe-ti
● ●
振り返 っ て 見ると
回共 一 階 ､
siki方向 re連用
nl an 1 Ⅹulトr e
彼らの 走 っ て い く
Ⅹeti過3複
I)a-Ie ispa- 又a n
ところに 追い つ く｡
眼署 老妖魔又要追上他爪了 ､
人称代名 re連用 1e方向 Ⅹe n過
niukte yugdu- ke ci niuk七e
髪を 焼く櫛を出し髪を
抽出木椀､ 対着木椀
keci様
bardi- yi- nido-le- ni
生きて い る時
活着的肘侯
yini現3
362ek トni n eu julu
姉と 弟 二 人の
姐 弟 備的
363 bu syuku jule ni
アシ ェ クの 前に
在老妖魔 前辺
364Ⅹul トm(i) e 机e- rgi e
走 っ て こられ
折不 法来 ｡
''
mi連接 mi連接
e rge n
yugdu
-tiki x e s u-y卜ni
横く櫛に 言う
悦 :
ke ci様 yini現3
eトw o takole- Ⅹe - ni
これを 使っ たから
如 2
命を すく っ て ｡
用的木椀咽､ 救救我4]1
w o目的 Ⅹe ni過3
bi n adu- Ⅹe n3 si
命を (すくっ て)｡ 私が 投げたら お前は
命杷! 我 一 払出去 ､ 休就
人称代名 人称代名
皿O malx o ng ba rdiu
-kun e- r o
木を 沢山 生や しなさい ｡
変成 一 片支棟牙帯刺的森木林 ､
ku ne使＋r o命令
n ete- sye n
ない ように ｡+
r o命令
busyuku eido-1e- ni
ブシ ュ クが そ こ を
辻老妖魔
1eni場所
Ⅹe s u- m(i)odトr e
言い おわ っ て
悦 完､
syen硯否 皿i連接 re連用
ユ Ⅹio･ rgi
-
r e[xe･ rgi･1e = 下 へ】
2 ergen tutatl
･r O [jiujiu m u n u= 救救我イr1( 漢語) 】
3 n edu ･ xen 発音は､ nette.n
4 m osbu 木椀 ( 漢語)
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堅旦コ型
L
yi a ni- siki
木櫛を 後ろに
地把木枕往后
yi目的 siki方向
365 n adu- Ⅹe - ni
投げた｡
一 釣 ､
Ⅹe ni過3
ei
その
逮
指示代名
366ei busyuku
その ブシ ュ クが
又増了老妖魔D
指示代名
367 ei ek トni n e u‾ n 1
この 姉と ㌧弟は
小 姐 弟傭
指示代名
mo
- sytl e m e 皿alxong m o bardトⅩe
- ni
木櫛は 一 つ の う っ そうとした 森を 生やした｡
木硫 就変成 一 片支梗牙的森樹林､
Ⅹe ni過3
e m e
-
r e ei do-1e- ni x ulトm(iトde
来たが 森の中を 通ることが
re連用 1eni場所 皿i連接
n a begdan e- yト皿i
また 走り
文 政了
i18皿
nete- Bye da- R am
できなく な っ た ｡
sye現否 Ⅹa n過
血iれ ini
四日
爾三天 的路程 ､
ⅩulトⅩe -ti
走 っ た｡
Ⅹeti過3複
368a 皿i- siki icicile- kiti
後ろを 見 る と
回央 一 鰍 ､
siki方向 ki条件
369 isya- 玉an
追い つ きそう にな っ た ｡
又要捧上 了｡
Ⅹe n過
■
3 70Ⅹe s u- yl - ni
言う
悦:
yini現3
busyuktl n a e m e- 又e n a S ekte- mi x u ndu
ブシ ュ クが
老 妖魔
do rdトyトni
聞くと
就折兄
yini現3
またも 来て 追 っ て 今にも
又 捧来了 ､ 眼看
Ⅹe n過 mi連接･
bu syuku a 皿ト1e- ni x udale- mi
ブシ ュ クが 後ろで 叫びながら
老妖魔 在后迫 叫着
ni場所 mi連接
ei ju xite 呈 出
｢その 二人 の 子 は 悪
"
迭 傭 小鼓)L的 点子多阿 ､
指示代名 ni3
371s aktol もトr e n minト w o
みな ある ｡ 私を
叫我
re n現 w o目的
m alxongl o ni2 bisi sifale3- ni
賢い ｡ 色々な 悪巧 みが
変着法子把我当住 ､
baka- rgi- kun e
-
sye n
追い つ かせない ｡
捧不上他爪｡
kⅦle使＋syen現否
些 鎚⊥運型娼
1
e si x ai
へ ン へ ン 今度は ま●た
噂噂 ､ 法回野 ､
1 gonin
･ ni m akong ｢心+ goinin から､ ｢考える こ と+ が多い 皿 alx o ngo 即ち ｢計略が多い+
の意味 ｡ 抽象的な表現は少なく､ 具体的なもので表現する場合が多い と思われ る ｡
2 o ni 発音は o m
3 sifale 戎法 (漢語)
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372ya- me jake sifale2- ni
どんな 悪巧みが
署体1I1述有 喰法子｡
373 go r oda- 孟a n-de da- ⅩaJl
速くにい っ て も o
授多速了､
374 e skuli郎坦
4
ei
す(o にも この
眼鰍蓉老妖魔就要抑住
指示代名
375gelun- gulun
聴衆
(折余 :
376 ala ng
ア ラ ー ン
喝榔 一
段落始
ke ke
カ カ
b トre nbi
ある｡ 私は
我就要
re n現 人称代名
S un u- W O
お前たちを
抑住侭イrl軌
wo目的
s un u x aiユ ya- siki
お前たち また どこ へ
署体仰]述要往郷地!
'
人称代名 演語 siki方向
jafu- yi
捕まえる
yi現1
begda n e- yi
逃げるか｡+
yi現
busyuku
ブシ ュ クは
eki ne u ju nio jafu-dele isya- 又an
姉と 弟 二人を 捕まえ そうにな っ た｡
迭姐弟備了｡
dele場所 Ⅹ弧 過
ke
カと嘱す｡
曝! 啄!略!)
畷声 噸声 嚇声
377ei elin ekトni
この 時 姉は
迭肘慣 ､ 地姐姐
指示代名
378e ni ba rdi- dui
｢母 が 生きて い た時
一
我阿鵜活着吋
dui場所
te rgele do
-1e- ni
懐から
又把帯在身上的儀子
takole- Ⅹe - ni
使 っ て い た
用的
Ⅹe ni過3
皿e r X e
- WO na.1e-ji jafu- rgi
細櫛を 出して手に 持ち
食出来悦:
w o目的 ji用い
m e r x e si 皿ingga- tumen m l ngga-tun e n
櫛よ お前は 必ず 必ず
常子咽 ､体 千千 万万
人称代名
ユ 咳払い ｡
2 sifa 中国語 ｢洩法+ 手品､ マ ジ ックの意味 ｡ 語尾 ｢1e+ をつ けて新しい語を作る .
3 Ⅹai 述 ( 漢語)
4
ya o 要 ( 漢語)
14 1
379 n un u- w o ba rdiu-kun e- ro bi e l m e r X e
私 たちを 救っ て o 私が こ の 棉を
要救救我11! 我 把寓子釣
wo 目的 kl m e使叶o 命令 人称 指示
anlトsiki nodu- Ⅹeyi
後ろに 投げたら
在后面 ､
siki方向 Ⅹeyi過
380e m eba-du m o- w o jakajule m alxong da o
-kun e- r o bu syuku
一 つ の 林 雑木林を 多く 生やして o ブシ ュ クが
-K出 - 片 岡暗林 ､
w o目的
381begdele- n e-de n ede
- yi- ni
脚の 置き場が
在鼻面 道不初歩/
me目的
382Ⅹe s u一 皿(i) odトr e
言い 終わり
悦完 ､
mi連接 re連用
383barJ
'
ule s aktol
に 沢山
就変成 一 片
m e r X e
辻老妖魔陥
kun e使＋r o一命令
Ⅹu nji
す(o
妊快
eido- 1e- ni
そ こに
1e ni場所
I)a-de ba-du an ci eji da o-tun e- r o
ない ように ｡ 追い つ かせない で ｡ +
eji禁止 ku ne使＋r o命令
a皿i- sikin odu- Ⅹe - ni
櫛を 後ろに 投げた｡
把篤子 往后 一 統 ､
siki方向 Ⅹeni過3
m o I)ardel- Ⅹe - ni
木 を 生や した｡
岡瞭林､
Ⅹe ni過3
384e si bu syuku s aktol
こ の時 ブシ ュ クは 全 く
又 把老妖魔
385duin in卜 begdan e- Ⅹel
四日 走 っ た｡
三 四天的路 ｡
Ⅹel過3複
e1 m e r X e
その 櫛は
迭儀子
指示代名
ami-1e- ni go r o
後ろの 遠く
ni場所
begdele n ede
-
yトni ba na-de an ci
脚を 入れる 場が な い ｡
yini現 3
kad トⅩe - ni
遮られた ｡
増住了｡
Ⅹe ni過3
ei elin
その 時から
法工夫 ､
指示代名
amトsikia lJl icici
- ke cト ni
● ● ■
後ろを よく 見ると
可 是回央 一 看 ､
siki方向
eki- ni n e u- ni ilan
姉と 弟は
姐弟傭又 飽出
bu syuku na
ブシ ュ クが また
老妖魔 又
1 bardi｢成長する+､ ｢生える+､ ｢生まれ る+､ ｢生活をする+､ ｢生き る+など多くの 意味を持つ ｡
1 4 2
●386e m e- rgl- yi
きた ｡
yi現1
x un3
'
i
す(o に
質
nemi
387 te rgele do-le- ni
懐から
)^ 腰里 傘出
388皿ini
私の
我
人代所有
389n um uB
e ni
母が
阿抱
■
n e
-
mi l Sya- 又a n
追い つ く｡
揮上 了｡
Ⅹe n過
ek トni icicトr e
姉が 見て
姐姐 - 看 ､
r e.連用
jolu- w o jafu-ki- ni kioto
砥石を 取り出し ｢小刀を
粗磨石 悦:
”
磨石岡､
ba rd トyトni elin
生きて い た時
務着的肘候
yini現3
erge n‾ m e
私た ちの 命を
救救我イ｢1的命肥!
s ula u- r o
救 っ て おくれ ｡
人代所有 me目的 r o命令
390 da o-kun e- r o bu syuku
になれ ｡ ブシ ュ クが
辻老妖魔
ku n e使Ir o命令
391 toket トr e
登 っ た ら
順上去
r e連用
392nodu - Ⅹe - ni
投 げた ｡
Ⅹe ni過3
Ⅹe rgトsiki
下 に
七akole- Ⅹe- ni
使 っ た
用的
Ⅹe ni渦3
S l
お前は
伽変成
人称代名
on(iトde
どうしても
順不上去 ､
o ni疑問詞
tiki- rgトku n e- r o
す べ り落とせ ｡+
也辻地捧下来/
siki方向 kun e使叶o命令
kioto n o-ke ci n o-julo
砥石は
磨石
onil n e- uyl
●
｢どうしよう｡+
咋み?I
o ni凝問詞 yi現1 e嬢問
mo-keci a
.
olu- ni si
研(k 砥石よ お前
磨石 ､ 僻是
keci様 人称代名
kioto mo- r ejulo si
砥石よ ｡■ ぉ前は
磨石 ､ 仲
人称代名
ⅩⅧ .jijolu 即即de laje
すそ 石の 高い 岩山
- 今立随立陸的大石粒子 ､
eme
一
皿(i) me七e - sye n uトsiki
来られ ない ような｡ 上に
皿i連接 sye n琴否 siki方向
Ⅹe s u一 皿(i)odトⅩe- ni g g Lu3 J
'
01u- w o
と言い おわり
悦 完､
mi連接 yini現3
s agdi jolu darx a- ni
大きな 岩山に な っ た ｡
変成 - 十大石敬 子｡
砥 石 を
地文酌出磨石.
toke七トm(i) de
登ろうとして も
法十老妖魔咽.
Ⅹa ni過3 皿i連接
ユ oni 発音は ､ u n
2 m u n u[mini = 私 の (単数)]. 尤氏は ､ ｢miniは - 人､ m u n uは私たち+ と説明したo
3 m osu 磨石 ( 漢語).
1 4 3
393toketi- mi 皿e七e- Bye da
-
Ⅹa
- ni ei bu syuku
登れ なか っ た｡ こ の ブシ ュ ク は
往上順 一 歩就捧下来､ 再澗丙歩又揮下来､
皿i連接 sye現否 Ⅹani過3 指示代名
394 tiki- rgi- r e ju 皿adan
滑り落ちる｡ 二回
好不容易上到頂上 ､
r e連用
395toketトⅩe n
登 っ たが
又
Ⅹen過
396in1
日かか っ て
397Ⅹo1un -du- nil
頂上に
du ni場所
398 ic kcトyトni
見ると
yini規3
399niani
ブシ ュ クは
■
七oketi- yl
登 っ て
yi現1
七ikトrg卜r e
滑り落ちたo
r e連用
1egulu. - gulu 七ik トrg卜yi
- ni
ずるずる と 滑り落ち る ｡
骨碍撮地捧下去了｡
yini現3
toket トm(i)乱ete- 又e n
上 るこ とが で きた ｡
mi 皿ete X e n過
七oket トⅩe- ni nia ni
o ni-de toketトr e
どう してか 上 っ ても
oni凝問詞 re適用
■
m a c ュ m acュ
少 しづ つ
bu syuku
ブシ ュ クは
老妖魔
● ● ● ●
e l l n l m a c ュ
その 日 少しづ つ
ei
そこ に
ti nile-1e- ni
その 上に
人称代名
ba-du ila n
在迭+し 雁了 爾三 天 ,
指示代名 du場所
m aci e rke ci
少 しづ つ そ っ と
迭 一 天､ 息算是雁到石粒子頂上了.
m ale- .ii is ale
登 っ た ｡ ブシ ュ クが 手を 目の
地 用手打着帽棚看 ､
Ⅹe ni過3
eskuli go r o
大変 遠く
大老逗就鰍見
人称代名 ji用い
da- Ⅹan ei ju
な っ た｡ その ニ人 の
法嗣十亥子了｡
Ⅹa n過 指示代名
iktele s a n e- r e
歯を く い しば っ て
地 境着牙､
人称代名 re連用
■
gonト皿i x e s u-yい ni
心中 言っ た
心 里 悦:
mi連接 yini現3
ui-1e- ni n ede- r e2
1 ～
上に 置い て
r e連用
Ⅹite e si
子たちは こ の時
ei ju xite
｢あの 二 人の 子は
一
連傭小該+L
指示代名
1 Ⅹo1Ⅵn ･d11血 払o nd山e ni ≡ ?]
2 n ale-ji is ale uileni n ede r e手を目の上 にかざして . 非常に人間的なし(
'さである o
1 4 4
40 go r o begdane- 芝el
遠くに 走 っ て い っ たo
又 胞速了､
Ⅹel過3複
401julu
二人は
Ⅹunji
す(o
述得
as ekte-yi ei eki- ni n e u- ni
追う ｡+ その 姉と 弟
紅紫捧｡ 法姐弟
yi現1 指示代名
begda n e- ni begdan e- ni
走り 走りながら
僻 地替 地著､
mi 連接 mi連接
402 n a e 机e- Ⅹe - n l X ai e B l
また 来た ｡ ハイ 今度は
又 倣輝上来了 ｡ 唆! 法固述又
Ⅹeni過3 感嘆詞
a皿トsiki
後ろを
国典
Ⅹio- rgl- re icトⅩe- ni
●
振り返っ た 見ると
- 鰍 ､
siki方向 re 連用 Ⅹeni渦3
■
oni n e- uyl
どうしよう｡
噂亦法服?
o ni凝間詞 uyi現1複
403gelun- gulu ke ke ke
聴衆 カ カ カと喫す｡
(祈余 : 曝! 噂! 暗 !)
嚇声 噸声 聯声
404ek 卜ni jog-du主 e u- siki e m e-du主 e m e
姉は 家から ここ へ 来る とき
他姐弟傭又把寓升家吋常在身上的
siki
405 Ⅹe s u- yi- ni
エ
●
■･
i弓 つ
悦:
yini現3
burku bllrku mini
｢鏡よ 鏡よ 私の
"
境子咽 ､ 親子 ､ 我
406e si si
今度は お前は
迂回 体得
burku gajトⅩe - ni
一 つ の 鏡を 持っ て きた｡
親子卓出来了 ,
Ⅹeni過3
bu syuku
ブシ ュ クが
老妖魔
burku- yi
鏡に
対着鏡子
eni bardi elin-du takole- Ⅹe - ni burku
母が 生きて い る時 使っ た 鏡よ､
阿鵜 活着肘 使喚起的親子 ､
人代所有
EI un u e rge n
-de
私 たちの 命を
救救我イ｢]的命 軌
人称代名 人代所有
407a mi- sikinodu-yi
後ろに 投げたら
往后 一 釣 ､
siki方向 yi現 1
らl Ⅲunu
お前は 私たちの
依就 在我1)i
人称代名 人代所有
du 時 Ⅹeni過3
tuta u- r e bi s l n l- W O
救 っ ておくれ ｡ 私 が お前を
我要是 把体
re命令 人称代名 wo目的
a nト1e e 皿e S agdi la 凪e da- ro
後ろで 一 つ の 大 海に なれ .+
后地 変成 一 片大海肥!
'
r o命令
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408Ⅹe su一 皿(i)
言い
悦
mi連接
409 amト1e- ni
後ろで
就
ni場所
odi- r e n l ani
おわ っ て 彼女が
完､ 地就
r e適用 人称代名
s agdi la m e
大きな 海に
変成 一 片大海｡
410deriu- 又e n
出した｡
Ⅹe n過
dtlin s unja
四 五
burku anトsiki nadu- Ⅹe - ni
鏡を 後ろに 投げた ｡
把親子 往后 - 釣 ､
'
siki方向 Ⅹe ni過3
da- Ⅹa. - ni
な っ た ｡
Ⅹa ni週3
ei elin ekトni n e u
-
ni
この 時 姉と 弟
遮光景､ 姐弟備又胞了
ini begdane- ∑e n
日 走 っ た ｡
四 五天的路了 ､
411jap-kala一 山 - ni
麓の近くに
脚下的
412 b トr e n
あ る｡
r e n塊
413ek トni
姉が
姐姐
Ⅹe n週
e n e c uiaka2
一 つ の 川
泉水小湊
du ni場所
ek 卜ni neu- ni jtlu
姉と 弟 二 人は
迭姐 弟 丙十
Ⅹe su
-
yl
- ni
■
こ = L
一一
己 つ
悦:
yini現3
414buti
私 たち
咽∬]
人称代名
e
-
siki
こ れから
就逆去肥 ｡
”
bⅦde - P e nde
｢死 ぬのも
"
死 也是
r e n現
diliu卜sikil
頭を 上 げて
再拾央従前迫
j叩 -kala-du- ni
辺 に
努
s a
- - bu rku
シ ヤ ー 鏡は
"
職
ー
的 - 下規子
julu begda n e- mi
ニ人は 走り
mi連接
icikcトy卜ni u rke n
見ると 山の
一 看､ 在山
siki方向 yini現3
e 皿e m aJa五i jo
一 軒の マ ジアズ 小屋が
又有 … 十卑架子 .
血皿i場所
begdan e一 皿(i.) me七e
-
sye n da- 又ale fe cトⅩe -ti
走る こ とが で きなく なり､ 疲れた｡
再也飽不功了､
mi連接 sye n現否 Ⅹani過3 Ⅹeni過3
ei jo- du
こ の 豪､
迭十房子 ､
指示代名
ingge- yl
入りましよう ｡+
yi現1
ba rdi- P e nde
生きるのも
活也是
re n現
ti kila-du - ni
その付近を
可是到限前
1 diliuisiki [uisiki dili= 上 に頭を]
2 culaka [bnaka = ?] bir a とculaka を混同した?
146
ei･ jo-du
こ の 家｡
迭十房子 ､
指示代名
icikcトyトni
見ると
一 看 ､
u r uke- ni
戸に
yini現3
415 m o-ji kade- r eb トre
木の棒で 閏が して ある ｡
｢1 上頂著
ji用い
416ur uke- nido- ni
戸の前にある｡
4171oko - r el〕ile
下が っ て い る ｡
r e連用
e 皿e mingga gin-ke ci sagdi jolu
千 斤位の 大きな 石が
一 塊 千斤重的 大石央､
ke ci様
tule- 1e 竹i 些邑邑_ _主墜g垣1 bトr e n ur s e- w o
外に は 肉を干す棚が あり, 肉が
院子亀 立着有各神肉舞子.
r e n現 w o目的
ek トni xes u- yトni e si nio bトr e n ei julu
姉が 言う ｢こ こ に 人が い る ｡+ こ の 二人は
姐姐 悦:
"
法JL一 定有人住∴ 他イロ備
yini現3 re n現 指示代名
418e m e 担
2
gajトre ur uke tule- 1e- ni
一 本の 木の棒を 持 っ て きて 戸の 外に
披来板木征子 ､
419m a c呈 m a ci
少 しづ つ
r e連用
ku s u-1e- ni
や っ と
擁牙頂rl的大石央 ､
bisi s agdi jolu- w o
ある 大きな 石を
bisi
gia ba- siki an e- 又e n
外 へ 押 しや っ た｡
1e 動詞化＋mi継続 siki方向 Ⅹe n過
420 ic kci- Ⅹe - ti
見る と
一 考 ､
Ⅹeti過3複
421 ic kci-yトni
見る と
yini現 3
jo do-le- ni yuke- ni c ar ni- ni s aktol
家 の中に 鍋 碗が みな
屋 鼻 韻 碗瓢盆什 ･421都有｡
e 机e x a x a nio 型工堕
ユー
ni(b 卜r e n)
一 人の 男の 掛け布団があるo
育 - 十老等甘1+L的 行李｡
jo do -1e - ni
家の申に
辻l
､
1
1 ngge‾ r e
入 っ て
r e連用
b トr e n n a x 8血-du
ある ｡ オ ン ドルを
再看坑上 ､
r e n塊
nia 皿1 aiji icicicトni
子供がちが よく 見る と
他爪 又 看有
人称代名 Ⅹe n過
1 u rs etengku[s e ngtke = ?】 肉は保存の ために乾燥させ る ｡
2 m o こ こ で は木の棒 o
3 Ⅹu r s a掛け布団｡ オ ン ドル の上に ､ 敷布団を敷き､ 掛け布団を掛けて寝る｡ 使わない ときは､ 西
側に畳んで積んで おく ｡
1 4 7
422 c a r mi n ede-kcトni
碗の 置き
碗架子里 ､
ba-du buda
場所に 飯と
飯
kci未来 山 場所
423ne u- ni jafu- re jefu-yトni
弟は 手に取っ て 食 べ ,
弟傭 舎下来
re連用
424 tate- r e dudu- r e
広 げ 横に な っ て
嫡下
re 連用 r e連用
就吃 ､
yini現3
afen e- Ⅹe -ti
眠 っ た｡
#& 7.
x eti過3複
SO Til
おかずが
莱
jefu 一 皿i
食 べ
吃完了､
s ak七o1 1〕トr e n
みな ある｡
什久都 有｡
r e n現
ei ek トni
この 姉と
喰也不管了 , 法姐
指示代名
odトr e x ur s 飢1- ni
終わ っ て 布団を
打升行李､
mi連接 re連用
1 buda s o rgi飯とおかず｡ 鍋の 中に調理 してあっ たo 飯は､ 粟やとうもろ こ しの粥や餅である o
1 4･8
5 . 恩人出会
425 alaJlg alaJlg
アラ ー ン ア ラ ー ン
咽唯 一
426mduli m e rgen
ム ドリ モ ル ゲンが
牟都力 英日根
Ⅹaktol トd11u e m e ko m aka mergi- r e
薄闇の中 一 匹の 鹿を
食無常回 生サ ー 只廟釆,
427 ko m ake-i u rse n ede-kcトni
鹿の 肉を 置こうと
他把鹿往肉架子上
kci未来
428dirga n e- Ⅹe - ni
音がした｡
一 声.
x e ni過 3
地 I uト1e - ni
棚の 上 に
ni肌i uruke jule- ni
彼は 戸の 前へ 来て
他 到房rlロ
人称代名
429gonin- ni go nトyl
-
ni ei ya 血e nio- ni
心中 思 っ た こ れは どんな人か
心 里 納岡 ル 迭来的是 人呪,
yini現3 指示代名
430Ⅹelilala x elila
ハ リラ ラ ハ リラ
赫哩屯 - 赫哩噛 -
431Ⅹelila x elilala
ハ リラ ハ リラ ラ
赫哩岨 - 赫哩喝
-
432些 bude
-
Ⅹe
- ni
母が 死んだ
阿鵜 死 了
Ⅹe ni過3
1 te ngku鹿を肉干 し台に置い た｡
背負っ て
r e連用
n adu- Ⅹe - ni
投げ出した｡
- 如, 只祈
Ⅹe ni過3
e m e- rgいyl
‾
n l
帰 っ て きた ｡
yini現3
x uto ng
ポトンと
"
呼通
'
icicicトyi llr uke- ni
見ると 戸が
一 看, 鼻l
､
1
bu syuku
ブシ ュ クか?
迩是魔鬼?
Ⅹelila xelila a
ハ リラ ハ リララ
Ⅹelila xelei
ハ リラ ハ レイ
a 皿トdule
後
以后,
dule 方向
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ko cトⅩe n
開い て い た｡
牙了,
玉e n過
4331〕i e si
私は 今や
我 巳
人称代名
orin s e x uli- mi 由一 Ⅹa - yi
二 十歳 過ぎに な っ た o
濃到二十多夢了 ｡
Ⅹayi過1
434皿inトw o 鮎旦旦辺コ坦
私は 他の 人を
別悦授兄達 一 十人町
人代所有 w o目的
435nio c叩 Ci- Ⅹe - ni
人が 伐 っ た
達人故的
Ⅹe ni過3
436Ⅹelilala x elilala
ハ リララ ハ リ ララ
赤哩髄 - 赤哩唯
一
437Ⅹelei x elilala
ハ レイ ハ リラ ラ
赤哩唖 - 劫哩 岨 -
438 bu syuku
ブシ ュ ク
要是魔鬼,
d∈rk トni
な らば
ki轟件
地 l
● ■
見たこ とがなか っ た｡
yi現1
■ ●
n o icici- c l- y1
木を 見たことがない ｡
木央値子也没看見辻｡
c
,
i- yi適否1
Ⅹelila x ele x elila a
ハ リラ ハ リハ リラ ラ
Ⅹelilala x elei x elilei
ハ リラ ラ ハ レイ ハ リレイ
S I X unJl n l u
‾
r O
お前は すそ 出て行けo
体 就出来 ｡
人称代名 r o命令
439nio da- k トni si
人 ならば お前は
要是人, 俸
ki条件 人称代名
440■gelⅦ1 nio ke ke ke
聴衆 カ カ カ と喫す ｡
(折余: 噴! 暗! 暗! )
噸声 噸声 噂声
1 gia nio icir ciyi 他の人を見た こ とがない ｡
jordu もトr o
家の中に い ろ｡
就別出来 ｡
ro命令
猟師は人里はなれて住んで い る ｡ 農業で 生計を立
て る場合は､ 人が集ま っ て村を作 る ことがで きるが ､狩猟の場合は密集して住むこ とはで きない o
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441ala ng ala ng
アラ ー ン ア ラ ー ン
咽榔 -
442 ukine一 皿i alcトⅩe- ni
長く 待 っ た ｡
等了半天也没劫静,
Ⅹe ni週
443 ic c卜 Ⅹe- ni
見
膝鳴,
Ⅹe ni渦3
suュial
.
ige
西を
西
jige 方向
m uduli m e rge n jo- siki ing- 又e n
ム ドリ モ ルゲンは 家に 入 っ た｡
牟都力某日根 就逆屋了｡
Ⅹen過
● ■ ● ●
1 C I C l‾ Ⅹe - n l
見た,
鰍軌
Ⅹe ni過3
e 皿e nio de l a n Ci
- 人 も い ない Q
地役有人 軌
444go n卜yトni ein e uya一 皿 -jake I)a rd 卜yトni
思 っ た 何が
心 旦 青息: 怪野!
yini現3
445 tur a- Ⅹe - ni n a x an-d氾
開い たの か｡ オ ン ドル に
升了泥? 坑上
du 場所
い るの か
yini現3
ju xi七e
ニ 人の子供は
迭 帝十該子
446 鎚 L 弘旦些
1 Ⅹe s u- nibトr e n
■
人が 言葉を 言 っ て い る ｡
貯皿有人鋭活,
mi連接 re n現
447 ic cトⅩe n
見る と,
一 着,
Ⅹe n過
ya-de an ci
何も い ない ｡
境地没有,
afe ne一 皿ibトr e n
寝て い たが
正睦着帽,
mi lコir e n
● ● ● ●
eJl-Jl
'
ge
東を
京
jige 方向
■
nl 弧1
彼は
他
人称代名
u r uke o nュ
戸は どう して
rl咋
do rd トⅩe- ni e-dq
聞 こえた こ こ で
忽然
Ⅹe ni過3 山 場所
xu r s ado-le- ni niu- rgトyi- ni
布団から 出て きて
就仇被寓+し里砧出来,
yini現3
o rin se m e rge n
ニ 十歳の モ ルゲ ンだ｡
是十ニ 十多夢的英日根 ｡
tngule x u nji
彼らは す(h
他イ｢] 妊恩
人称代名
448age age ne
- mi 皿iak山e- Ⅹele 皿血1i
｢兄さん 兄さん+ と ひ ざまずい た｡ ム ドリ
阿寄 -a, 阿青海 地 脆在地上求軌 牟都力
Ⅹele 過3複
1 e m e niogis u n 【em e niohes u
-
nigisu n = 人が話す話]
1 5 1
n a K a n
-tikieu- Ⅹele
オ ンドル から降りて
下地,
tiki方向 Ⅹele週
●
● ■
me rge n lCICl
‾ Ⅹe n
モ ルグンが 見ると,
某日根 一 考,
Ⅹe n過
449nia nト ni 訊 rS a- ni do-1e - ni
彼の 布団の中から
蚊他的被寓里
450 地 1 age n e一 皿1
弓lば っ て ｢兄さん+ と
- 十劫)L地叫
ー
阿苛
'
,
45.1 go nin do
-1e- ni e si
心の中で o ｢今まで
心里悦: 喫, 迂 回
452 bトⅩele ne u-yi-de an ci
い る ｡ 弟も
没有弟弟
Ⅹele過去
453m edelele- yini
たずねた
yini現3
454n un u2
｢私たちの
一
哉n 的
人代所有
455ke syen
カシ ェ ン
ju xite niu
-
rgi- y卜 ni
二 人の子が 出て きた ｡
朝出丙十小該+し来,
yini現3
x udale- r e agdene- ni
叫ぶ｡ (ム ドリ ー は)
姐 塑
腕や 脚を
扱者他的賂勝腿凡
w o目的 wo目的
■
go nトrgl
-
r e
うれしく 思 っ て
把他京樽心 里五改革,
r e連用 mi連接
mini xt m ajトyi-de anci
私 に 妹は い なか っ た｡
我 没有妹妹
人代所有 yil＋de も
r e連用
Ⅹ皿 ajトyトde
妹が今
也有妹妹了,
yil＋deも
n e u
-
yトde bi- Ⅹan ek トn卜tiki
い なか っ た｡ 弟も い る ｡+ 姉に
也有弟弟了｡ 就同姐弟備是
tiki方向
ya e rge‾ Jl e 皿e‾ Ⅹe ‾ r O
｢どこ か ら 来たのか+
故郷+L来的 ,
●
a 皿1 e nl
一 皿e
父は 母を
阿雀 把阿鵜
me E] 的
eki- ni n e u- ni julu
n e u-1e- ni
弟に
xle S u- yい ni
■
姉と 弟 二 人は 話した
又同他甘1是咋来的｡ .姐弟悦:
yini現3
Wa
- Ⅹe ‾ n l Ⅲun u
殺した｡ 私 たちは
打死 了, 我∬1
Ⅹe ni過3 人称代名
dedu n un u一 甘0
ダ ドは 私 たちを
圭 一 点ノし辻克坤徳都把我爪
wo目的
456 Ⅹun aji tlli- n e一 皿i
妹が そして
培罪姐妹,
EI un u一 甘0
私た ちを
救了我爪,
w o目的
w a-ke cトyi- ni
殺そうとしたが
也害了,
yini現 3
jil卜1e- Ⅹe - ni
救 っ た ｡
救＋1e 動詞化
ami ge rte- re e m e- Ⅹe - u
父 を 探しに きた ｡
去技阿雀,
r e連用 Ⅹe u過1複
niani 乱文a- ni mini e n l-Jl
●
彼女の 下女 私の 母の
多号砲的 - 十什人是我阿鵜的
人称代名
D un u
私たちは
法オ逃了出来 ｡
人称代名
人代所有
ai七e begdan e- 又e n
懸命に 逃げ
Ⅹe n過
1 nale･ w obegdele
･
w otate･yini[tate･ min ale･ w obegdele･ w oe m elegele n emi = 引 っ 張 っ て ､ 手
を､ 脚を､ 一 方]･ 動詞 と目的語が倒置して い る . e m elegele ｢ 一 方､ 同時に+
2 二 人に起こ っ たことを､ 繰 り返 して語る ｡ この後にも､ 何度も繰り返され る ｡
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457Ⅹoktu alde n- ni
途中で
可是在半路上,
458a s ekte- y卜 ni
追っ て きた｡
就在席面追｡
yini現3
ulgulim a m a n un uTW O
ウリグリマ マ が 私たちを
又遇瓜了鳥鼻音カ喝喝,
w o目的
EI un u(buti)
私たちは
我イ｢1
人称代名
459a 皿卜1e e m e-ke n I)u rku
最後に - つ 鏡を
最膚 - 件 親子
460nia ni
ブシ ュ クが
他
人称代名
461age n un u
e ni jake-ji
母の ものを
用 阿娘的京西
ji用い
n odu- 又e n la m e
jefu-kci- ni
食べようと
地要吃我イ｢1,
kci未来
e ne-ke e n e-ke
a 皿ト8iki-de
後を
siki方向
no山 一 mi kadトⅩe u
一 つ - つ 投げて 遮っ た｡
一 件 一 件地 把地増住,
皿i連接 Ⅹe u過1複
da- Ⅹa - ni
投げて 海に した｡
巳鮭変成了大海来拙地,
Ⅹen 過去 Ⅹa ni過3
a sek七e- 臥(i)
追 っ て来て も
要具在韓来,
mi連接
erge n
‾
W O
兄さん 私 たちの 命を
求求阿苛政救我Lr]肥!
'
人代所有 wo目的
462s un u Ju Rite
｢お前たち 二 人 の子よ
"
傭爪真可怜咽!
人称代名
463afe n e- r o2
寝なさ い ｡
蛸着陸党肥 ,
yis Ⅶ現2複
m ete- Bye da- 又 an
動けなく な っ た｡
我甘1就没命了,
sye現否 Ⅹan過
bardi-kun e- r o
e sil ya-de anci da- 又a n
今は 何も なく なっ た ｡
眼下 喰也授有了,
Ⅹan渦
m un u e rge n- wo x ul トrgi
私たちの 命を 救っ て下さい ｡
人代所有
Ⅰ氾duli m e rge n
生かして ください ｡ ム ドリ モ ルゲンは
牟都力英日根
kune 使Ir o命令
eskuliai
分か っ た ｡
好 了,
s un u eji lele- r o
お前たちは恐れず
体イロ 不用書伯,
人称代名
bi 皿e ni ulguli
私が ウリグリマ マ を
戟 - 十人能対付住旦里古九
人称代名
464agde n e aiji
安心 して よく
就安心地上坑
afe n e- ni de riu- Z e n
眠 っ て しま っ た｡
陸党丁 ｡
mi連接 Ⅹe n過
1 e si [isaleni = 目】.
2 afene･ro 【afene- fu = afene 眠り＋fu ?]
3 Ⅹorku n 発音は ､ sorku n
dordトⅩe - ni
聞いて
祈了脱:
Ⅹeni過3
n a x an
-
l aiji
オンドルで よく
在坑上
wa
-yi ei
殺す｡+ こ の
'
法嗣十義子
yi現1 指示代名
EIuduli m e rge n
ム ドリ モル ゲンは
牟都力 英日根
153
ju Rite
二 人の 子は
na s ex o rkun3
草の ひもを
用皮帝挽了
465吐 血
i 辿 2- yi 虹 辿 ユ
■
n ede- rgi- yi
-
ni
■ ■
弓に 謀 っ て 付け 矢を 近くに 置き,
凡十手口)L., 把弓箭准各好,
dui場所 yini現3 yi目的 dui場所 yini現3
466ei u rgulim am a dolebu
ウリグリマ マ を 夜
等青島豊富力喝掲釆.
dulla n-du-1e alci- yi- ni
申に(来るのを) 待っ た ｡
等到半夜,
yini現3
467 tule- siki-du dirgan ebi- Pe n
外で 音がする ｡
到外面 有功静 ｡
siki方向du 場所 ren 現
468ゎisi
い る
bisi
血e rgen bi
モ ルグ ン 私は
英日根岡 , 戟
人称代名
469e m e- Ⅹe -yi
来た ｡
Ⅹeyi過1
470Ⅹe s u- yトni
ニ ｢ ■･
盲ヨ つ
悦 :
yini現3
471u rguli
ウリグリが
鳥里古力
urguli m aBlatule- ni
ウリグリは 外で
a皿ile dordトⅩe- ni
後で 聞くと
就祈
Ⅹe ni過3
Ⅹe s u
-
yトni jog-du
言う ｢家に
野兄鳥里 古力喝喝在外面 悦:
}
屋里的
yini現3
ju xite as ekte一 皿(i)sindu-1e ba
二 人の 子を 追っ て , お前の 所に
晴着的丙十容共飽 ･到伽着釆岨
･mi連接 1e 方向
ele
こ こ に
bi ciu- ciu4 sinトw o btl- rgト r o ntldu i mer･gen
私 は たの む お前に 渡せ と ｡+ ム ドリ モ ルゲ ンは
我 求求 体 述鎗我口e/ 牟都力 某日根
人称代名 甘0 日的 ro命令
bi ini w a-ke ci一 皿i
｢私は 一 日中 狩をして
-
我 白天 . 打猿
人称代名 mi連接
u r uke - w otate - Ⅹe - ni ur uke- w o
fe cトⅩe- yi
疲れた ｡
挺異了,
Ⅹeyi過1
tate- y1- ni
戸 を 引 き 戸を - 開け
就近来粒1 , 泣升71
w o目的 Ⅹe ni過3 w o巨】的
472ele- du 皿uduli 皿e rge n
こ こで ム ドリ モ ル ゲン は
牟都力 英日根
jali一 皿i de riu- 又e n
歌い は じめ た ｡
対着地唱了:
皿i連接 Ⅹe n過
sト皿e Siki lngge - r O
お前は自分で 入れ ｡+
体自己辻来取P巴!
●
m e ni自分で r o命令
jo-jiki ingge一 山 - ni
家に 入 っ たとき
正往屋里迭的吋侯,
du ni場所
1 色i beri･du bei-dtlinede･ rgi
･
yini [adi bei･duiadi･duiyax a ni = 隷つ かの弓に ､ 親つ かに ?】o
2 1uku 弓夫. 怪獣を倒すの に使われる道具は､ 弓央で ある o ｢シ ヤ ル ン ･ モ ルゲ ン+ で は､ 怪魚を
殺す武器は斧である o 刀 が使われな い o 人と戦うときは武器を持たず､ 相撲やレス リン グのよう
に戦う ｡
3 kila･dui [saktole = す べ て]
4 ciu ciu 求求 ( 漢語)
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473Ⅹelila a x elila a x elei
ハ リララ ハ リララ ハ レイ
赤哩噸 - 赫哩唯 一 赫哩 岨 一 路哩噸 -
474 Ⅹelila a x elila x elilal乱 文elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ レイ
475 Ⅹelilal乱 Ⅹelila a x elilala x elei
ハ リラ ラ ハ リララ ハ リララ ハ レイ
476Ⅹelilala x elila x elilal乱 文elei
ハ リララ ハ リラ ハ リララ ハ レイ
477mini
私は
我
人称代名
旦 幽 些g 堅1
松花江の
住在松花江
478e ni I)ude- 又e n
母が 死んだ
阿鵜 死
Ⅹe n過
479e-du bi- T e n
こ こ に 居る ｡
du 場所 re n現
480bu syuktl- W O
ブシ ュ クは
也没伯辻鬼,
w o目的
a皿ile- ni
後から
局
1ele- Bye- yi
恐くない ｡
syeyi現否1
kila-du- ni 垣王虫2- yi
近くに 住む ｡
法 一 帯,
du ni場所 yi現1
もi m e- siki
私は 一 人で
只剰我自己迭 J4A 十人.
人称代名 siki
e ndulトw o
神は
也没恨辻神｡
v o目的
1ele- Bye -yi
恐くない ｡
syeyi現否1
1 s ongalim angm e松花江｡ シタ が生 まれた エ トは､ ア ム
ー ル 川流域にあり､ 河を遡 ると松花江と
の合流地点に出る ｡ ム ドリの家は ､ さらに松花江を上流に遡っ たところにある ｡
シタの家からの 距離は､ 次の ようである o 家 - ケ シ ェ ンの豪: 一 日 (半日)､ - ブシ ュ ク に遭遇:
二 日､ 灰を投げ る :(一 日)､ 櫛を投げる 一 三 ､ 四日､ 櫛を投げる 一 三 ､ 四日､ 砥石を投げる 一 三 ､
四日､ 鏡を投げ る - ム ドリの家三 ､ 四日o
2 ba rdi ｢生酒する+ の他に ､ 場所語＋ba rdi で｢住む+ の意味にもなる｡
1 5 5
481 Ⅹe-babu -ini
夜も昼も
黒天白 目地
漢語
urke ndo-1e- ni
山で
在山林里
wa
-ke ci- yi
狩をする o
打猪,
yi甥.1
482w a- ke ci e x ele o rko ng bi s aktol
狩で 悪い 禽獣を 私は みな
多凶的野 尊我也｡
ke ci様
483 tako一 皿i
や っ つ ける こ とが
能制服
mi連接
484 mini luku- yi
私は 矢 を
我的 弓箭
人代所有
489 ta un-de tokun- Ⅹuli
百本 命申する ｡
人称代名
●
皿e七e-y1
で きた｡
yi現1
ta 皿 ba ga rfe
- ki
百 本 射て
百笈百中,
490ya- 皿e 3
'
ake bu syuku
どんな ブシ ュ クも
什ゑ祥的 悪魔也
491Ⅹelilala xelilala
ハ リ ララ ハ リラ ラ
赫哩髄 - 跡哩唖 -
mini-tiki
私を
別想遣 凶.
tiki比較
s aktol lele- r e
みな 恐れ る｡
r e適用
Ⅹelilalala lala
ハ リララ ラ ラ ラ
492Ⅹelilala x elilala x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ
赤哩岨 - 赫哩岨 -
493ba uile- ni ba x oktu- ni bi- T e n
天 には 自然の道理が ある｡
天有天道,
ni場所 ni場所 re n現
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494nio tlト1e- ni nio go nin
-
ni
人 に は
人有人情,
495bi
私は
人称代名
496ei
こ こ で
指示代名
497 bi
私は
我是
人称代名
人の 情が
geユun- gulu -du- ni
人々のため
カ民
bude- Ⅹe-yi- de
死んで も
死地甘心 ｡
Ⅹeyi過1
b トre n
ある｡
r e n現
exele nio- w o 甘a-ke cトyi
悪い 人を 殺す｡
除審,
w o馴勺 yi現1
tix ale- yi
嫁しい
yi現1
songali m ang血e-du- ni
松花 江辺の
松花江的英日根,
d皿i場所
tixale- yi
嬉しい ｡
yi現 1
皿e rge n
モルゲ ンで
498 ya一 皿e jake bu syuku- w o do u lele- sye-yi
どんな ブシ ュ クを も
絶不能辻妖魔鬼怪吃人｡
w o目的
499 もi ei ex ele
私 は こ の 悪い
我要除樺法事人棉,
人称代名 指示代名
50 wa- ke cトyi w a-ke ci- yi
殺す 殺す ｡
yi現 1 yi現1
501ei I) a-duュ n a- nio- ni
こ こ の ホジエ ン人は
辻法里 的人 民得安苧｡
恐れない ｡
syeyi現否1
bu sytlku
プシ ュ クを
aiji ba rd トre
よい 生酒をする o
re適用
502Ⅹelila xelilala x elilala x elilala x elila a x elila
ハ リラ ハ リララ ハ リララ ハ リララ ハ リラ ラ ハ リラ
赫哩岨 -
1 eiba･du [em enjolu = ?】
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503 bi isikul トdui 越担吐逆 紅組1
私が 小さい ときから 使 っ て い る
我 仇小便喚的
人称代名 Ⅹeyi過1
504ya一 皿e kata 皿 e X el jake- w o
どんなに 凶悪な もの
喰祥 原書的 東西
wo目的
1uku-yi du･bei
矢 弓は
弓箭咽,
s aktol icトⅩe- yi
にもみな 出会 っ た ｡
体没見う只辻?
Ⅹeyi過1
505 busyuku nianト皿e ba rdiu-kune- Bye- yi
ブ シ ュ ク それを 生かしてはおかない ｡
堆道迭十悪魔休漁不了地?
kun e使＋syeyi適否 1
506 1uku- yi
矢 を
我速 - 蘇,
ga rfe -ki niani- ne jute- sikiami-jige
射つ と ブシ ュ クを 前か らも 後からも
要把地的前后
me 目的 siki方向 jige 方向
507nia un- n e ni s aktol
心臓を みな
心 穿十達亮｡
508bi n l an 1- m e
私が ブシ ュ クに
c okte- r e e n e-kun e- yi
突き 通す ｡
r e連用 kun e使†yi現1
汎ete- Bye da-ki
かなわない ときは
我 要托不辻迭十悪魔
人称代名 m e目的 sye現否 ki条件
509bini jolu- w o
私の ( 射る矢が) 石を
就像射在石其上 一 祥
人称代名
510alang alang
ア ラ ー ン ア ラ ー ン
同郷 -
幽E蛮 地 2
射るの と同じだ ｡
ke ci様
1 takole･ Ⅹeyi[尤氏 に再確認 したとき挿入]o
2 ga rfe･yi
･keci [biren uilenikeyi bilebut
-
,i = である .
r e n現
上 に い るで あ るo 私 たちは】l 言 っ て い る
こ とは､ ｢石に当た っ たように刺さらない ときは､ 私の 負けで ある ｡+ の意味である ｡
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511m uduli
ム ドリ
牟都力
me rge n 又eSu- 皿(i)od トre
モ ルゲンは 言い 終わる と
英日根 脱 兎
mi連接 Fe連用
512ga rfe - yトni
射た o
弓弦
yini現3
513e n e- 又e n e sil
飛んで す
- 下
Ⅹe n過
dirga n e- 又e n
音がして
一 喝,
玉e n過
ulguli-tiki
ウリグリに向けて
朝着色鼻音カ
em e Om lu
- 本の 長い矢を
- 支 濃紫
niani jule- ki- ni
ブシ ュ クの 前から
把地 前盾
人称代名
迎主ょ些L笹旦=由2
■
射抜かれ
皿i連接
514e n e- Ⅹe - ni ti
行っ た ｡ 奴は
当村
Ⅹe ni過3 人称代名
515 as e n xite -tiki
女の 子 に
対小姐
tiki方向
Ⅹa X a
男の
弟傭
516bu syuku w a- Ⅹe - yi
ブシ ュ クを 殺した｡+
老妖魔辻我鎗射尭了∴
Ⅹeyi過1
ga rゴe- yトni
射た
ga rfe-yトni
射た
升弓了｡
yini%3
e l
こ の
迎着老妖魔就射辻来,
yini現3 指示代名
aDlトkトni go nin s ak七o1
後ろに 心臓を す っ かり
心穿的透寛,
kトni方向3
dudu- rLe bude- Ⅹe - ni
倒れて 死んだ ｡
就倒在地上死 了｡
r e適用 Ⅹeni過3
n e u
-tik トni x e s u- yトni s un u
子に 言う
悦:
tikini方向3 yini現3
Jll Ⅹite afe n e-ci- ni
ニ 人の子は 眠らずに して
爾十小 者+L 其其也没匪着,
cini適否3
busyuku-ti
ブシ ュ クに
tiki方向
Ⅹu1u- 汝u ne
射抜いて
mduli 皿e rge n
ム ドリ モル グンは
牟都力英日根
●
te- rgl- r O
｢お前たち 起きなさい ｡
"
伽耶起来喝,
人称代名
dordトⅩe- ni
聞い た
折血塊活,
Ⅹe ni過3
r o命令
Ⅹunji te- rgl
■
す(p 起きたo
雁起来,
517 dolele s eing- ni digada a
.
01o- w o mojafu- rLgトr e ei bu syuku- w o ofur e-ki- ni
(二人は) 中に入るとき 石を押しの に使 っ た棒をつ かんで この ブシ ュ クの 鼻めがけて
飽出去, 奮起擁大石共用的木征子
re連用
518 1a ngtole- ti mduli m e rge n
殴る ｡ ム ドリ モ ル ゲンは
牟都力 英日根
五往老妖魔的鼻子上打 .
指示代名 wo目的
niani- m e ni te- rgトkun e- Ⅹe - ni
彼らを 立たせ た｡
架起 一 大 堆木央 ､
m e ni 目的3 kⅦ1e使＋Ⅹe ni過 3
1 e si [e sie m na = e si今＋e m na?】.
2 ene
･Ⅹemitix uli- mien e･yi [ti btl･rgin bi･ ni = その時】
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kini条件
em e 皿alx o ng
大変 たくさんの
519 mol gajトⅩe-ti
柴を 持 っ て きて ,
Ⅹeti過3複
520m a ngge
匂い がひ どく
521odトⅩe n
終えた . .
X e n過
522Ⅹul トkトni
残 っ た
tuトn e-1e
そして
点着火､
nikte一女e ci
猪の ようだ｡
ke ci様
皿O taro- Ⅹe - ni
木 を 燃やした.
把剰下的荻 ､
Ⅹe ni過3
taro
-
Ⅹe
-
ni ei
火をつ けた｡ この
bu s ku ta 0一 皿
ブシ ュ クを 焼くと
把老妖魔像焼野猪似的
Ⅹe ni過3 指示代名 mi連接
皿O taro- ni uト1e - ni n odu- Ⅹe
- ti ta.yo
-
m(i)
木の 火の 上 に 投げて 焼き
往火堆上 一 助､ 宜到焼完了只剰下些次 ､ 然盾
Ⅹe七i過3複 mi連接
■
s olo- ni a misike x ul トrgl
灰が 後に 残 っ た ｡
a 皿i-1e tayo- mi
後に 焼い て
mi連接
s olo一 皿e n(i) 血in e rke-tiki s aktol n o血 - Ⅹele ei ju
灰を 四 方に
四下務巴揚巴
Ⅹe ni過3 m e ni目的3
523Ⅹite tate一 皿i afe n e- kum e- Ⅹel
子を つ れて 寝につ かせた｡
泣着爾十姦子 睦党去了 .
mi連接 Ⅹel過 3複
みな 捨てた｡ この 二人の
Ⅹel過 指示代名
1 m o 木はここで は､ 薪､ 柴の意味 ｡
2 bu syuku tayo一 皿i: 火葬 ｡ 疫病の死者を火葬する ｡ ホ ジ エ ン族の習慣で は土葬である ｡
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6 . 英雄成人
524 ala 皿g alaJlg
ア ラ ー ン ア ラ ー ン
阿榔 -
525ya-de baite de
どん串 歩 も
没喰革的日子得快､
an ci da- x aJl
なく な っ た ｡
Ⅹ8 皿過
526jakl 皿 a r n e- ni da- 又 an
八 年 経 っ た｡
八 年 ｡
ⅩaJl過
527s e2 da- 玉an
歳に な っ た｡
夢 了｡
Ⅹ an週
528 e机e ini site
ある日 シテ
有 一 天 ､ 希特
529 takole-kune- r o
使わせて ｡
用用昭 ､
kune 使＋r o命令
530m uduli m e rge n
●
n e u- n l
弟
aiji bardiu-yi
平和な 生活が
gis u n x e s u一 皿i n ada n
話を 話すと 七
倍悦就辻了七
yi現1 mi連接
site ek トni cinleke j 臥 迦虫虹+ 辿些1
シテ と 姉 テンラカは 十 七 八
弟弟 希特 和姐姐飲物克都 十七八
site i8ikuli m e rge n
シ テは 小さい モ ルゲ ンに
希特 巳生成了小葉日根､
m e rge n x e s u-yl
-
ni
モ ルゲンは 言う
某 日根 悦:
yini現3
si
あなたは
体敬歌 ､
人称代名
七ein e- r o
休みなさい ｡
age
da- x a- ni
な っ た ｡
Ⅹ ani週3
ek トni dedu da. - Ⅹa- ni
姉は 娘に なっ た ｡
姐姐也巳粂是篠都了｡
Ⅹ ani過3
si luku- yi Etindu
｢お兄さん あなたの 矢を 私 に
洞 苛! 把伽弓箭 由我
人称所有 yi 目的 人代目的
吐 止 生室壁土虫3
私は 山に 行っ て 狩をする ｡+
我替体 上山打猪去∴
ro命令 人称代名 re連用 yi現1
Ⅹe s u- yl
-
ni si ya-du
ム ドリ モ ルゲンは 言う ｢お前は どこ へ も
牟都力 英日根 悦 :
一
体 浸出辻r1､
yini現 3 人称代名
e n e‾ C e‾ yl
行 っ たことがない ｡
cisi適否2
1ju a nn ada njakun
･7
,
8年経ち ､ 姉弟は､ 17,8才にな っ たo 5才の とき､ 母と死 に別れ､ 15日位
で ､ ム ドリの 家にたどり着い た｡ 5＋7=12 で計算が合わない ｡
2 s e[sele =鉄】
3 biu rke n e n e- r e w akei- ai[bijafu- r e sini urkaJl-dule w a-ke cトayi = 私は替わりあなた
に ､ 山で狩をする] ｢狩をする+ の表現は､ bix aJl- W O W a-kei､ bix an- Ⅹuliがある o
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531 ei kala- du x ulトkci- r e
こ の近くに 行くのがよい ｡
在取前 海送漕法昭 ､
kci未来
532ei mduli m ergen
gor oba
- du -ki
遠く へ
別走速了｡ ”
eji e n e- r o
行く な ｡+
eji禁止 ro命令
■
1uku- ni 皿e rgl
-
rgl- re
この ム ドリ モ ルゲ ンの 弓矢を 背負 っ て
奮起 牟都力英日板的弓箭
指示代名
53 ini tokun
正午
.
に
到桐午了 ､
ni3 re連用
da- Ⅹa- ni e n e一 皿i
な っ たo 歩い て行くと
走出
Ⅹani過3 mi連接
534 ic cトcin
見えなか っ た ｡
没看兄 ｡
cini適否
535s agdi 皿0
大きな 木が
有棟大樹 ､
a 皿ト1e e机e x ul トmi
それから 行くと
后来 走到
mi連接
3uaJlba
-dulel
site m e rge n
シテ モル ゲンは
希特 英日根
e n e- 又e n
出か けた｡
就走了七
Ⅹe n渦
十 里の所 へ
凡十里地
血1e方向
em e urke n
e n e
- re en e
- r e
行き 行き
走来走去 ､
re連用 r e連用
e n e- Ⅹe
-
ni ya- w o de
行 っ た o 何 も
喰猪物也
Ⅹe ni週3 y乱舞問詞
uト1e - ni
ある 山の 上に
一 道吟上 ､
b トr en ei 皿O S agdi ba rdトⅩe n s agdi
ある o こ の 木は 大きく 育 っ た o 大きな
長得特別大 ､
r en現 指示代名 Ⅹen過
536e m el te un e n
一 枚の 鋼
有銅鏡那 ･421大d
537ヱe rgト1e-du- ni
下で
底下 ､
Ie 方向
538'ui- siki
上の 方
往天上
siki方向
bu rku-ke ci s agdi n l an 1 e n e- r e
鏡の様に 大きい ｡ 彼は 行 っ て
他 走到
ke ci様 人称代名 r e連用
dndu- r e
横に なり
鍋
re連用
ta一 血 tein e- yトni
そこで 休んだ｡
在村南下軟息｡
yini現3
ba-1e -kitュ ic ci- ke cトni ba uile- ni
空の方を 見る と 空には
看 ､ 天上
kiti方向 ni場所
叶子
e l
da o- Ⅹe - ni e 皿e
着い たo - 本の
峰上
Ⅹe ni過3
mo 旺 虫
木の 葉は
漢語
s agdi m o
そ の 大きな 木の
迭棟 大樹下
指示代名
nia ni ta- du dudu- re
彼は そこ に 横になり
他 嫡在那
人称代名 re連用
e机e- m a c ュ tlユku s u3 de an ci
少しの 雲 も ない ｡
- 点+L 云也 没有 ､
1 ba･dule【ba･du k un e･1e = bad11場所 に＋ (lmne 意味不明) 】
2 ye
･nie m e【mia ni= 彼は]
3 tukusu[s nkutu (記憶違い) 】
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539cila n cilaJl jap-kala- n(i)
青々して 果て
定立的 渡辺漁港ノし､
ni場所
de a n ci
も ない ｡
e skuli gu cikuli
大変 美しい ｡
盈得特別干軌
540gon卜sye
-kト ni ei elin adi a r n e- ni baite- ni
分からずに この 過去 数 年の ことが
不知 咋的就想起迭些年近来的事ル
esi ya
-du
今 何故か
迭吋侯 ､
g 地
■
思い出され 心の中が
心 旦 的滋味ノL
血i場所sye 現否Ikini条件 指示代名
由 _ 郎ヒ旦旺旦 _
か 分からなく
ni3
da- Ⅹa- nil tuトne一 皿i dudu- r e jal トmi
なう た｡ そ して 寝転び 歌い
■ ●
541旦 +
どう な っ た
悦不清是喰 ､
o ni凝間詞 Ⅹa,Vi過l
542deriu - 又e n
始めた ｡
Ⅹe n渦
syen現否 Ⅹ弧i過3
543gelu nio ke ke ke
聴衆 カ カ カと嘱す｡
(肝允: 噂! 噂! 啄!)
嚇声 嚇声 畷声
就鯛在那ノL 唱上了:
r e連用 mi連接
544Ⅹelila a x elilala x elei x elilala xelila a xelei
ハ リラ ラ ハ リララ ハ レイ ハ リラ ラ ハ リララ ハ レイ
赫哩噛 - 藤哩唖 -
545Ⅹelilala x elia x elei
ハ リラ ラ ハ リア ハ レイ
赫吸取 一 赫哩敬 一
546s u nja niu s e-du主
五 六 才の時
)JL打五大 夢
dui時間
547 ekin-ji begdane- Eli
姉と 逃げて
距著姐姐 到赴逃亡｡
ji共に mi連接
Ⅹelilei x elei
ハリ レイ ハ レイ
e n l a n C 1
母が 亡く
投了阿娼､
da- x a- ni
な っ た｡
Ⅹ ani過3
■
e n e- Ⅹe u age‾yl 皿1 n l O‾ W O
来た 兄さんに 私たち
是阿苛救了我爪 ､
ちa rdiu-klm e- 又e n
助けられた｡
甘0目的 k皿 e受身†Ⅹe n過
1 eielin adia rneni bite nigonikin go ninduionidax ayi de s asyen da xani [eiar ng
･emi is a ･ mi
de rju ･ Ⅹe n. go ni
･ duie skuh o mbiyau ･de sai
･
sye n
- こ こ数年を思い 出し始めた o 心の中に大変
何故か ､ 何か知らない]
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548o ni age- w o aiji dao-kun e- yi
どの様に 鬼さんに 感謝しよう ｡
忠ゑ 答謝?
oni疑問詞 wo目的
549eiini urke n-du niu- r e
今日 門を 出て
今天 出rl
d11場所
550 ei s agdi mo
この 大きな
割注棟大村下｡
指示代名
551 icici- Ⅹe - yi
見ると
Ⅹeyi過1
552bi 皿inio- w o
私 自身が
我要
人称代名
kun e使＋yi現1
eme
- dan Ⅹul ト皿i
初めて 来た｡
走
mi連接
Ⅹe rgトdu- ni ba
-
w o
木の 下で 空を
･看到
duni場所 w o目的
ba ai
空は 晴れて い る ｡
天気 晴好 ｡
u rke n e ndulil-tiki- ni
山神に
対保折神
553 si 旦 幽
あなた シ ンビオマ マ
清 深彪 喝喝
人称代名
■
gl S un Ⅹe S u
‾yl
お願い する ｡
悦活了 ､
yi現 1
unbao n afe2
ウンパ オマ フ ア
和 温包 喝友
554s uユ ju e nduli
あなたたち
休m
人称代名
55I)i
私は
我
人称代名
二 人の 神様
二 位 神泉
go n 上
- yl - ni
■ ●
思う
想
yini% 3
do rdトr o
聞 いて ください ｡
折着 ､
r o命令
aiji dordi- ”
よく 聞い て ください ｡
折真把
r o命令
sinio- w o a lJl n e- ni
恩人に 感謝
惑う射救命 的恩人 ｡
w o目的 .mi連接
1 u rke n e nduli [ba o x u= 保護 (漢語) 】
2 sye nbiao m aBla, unba omaずe: 守護神に祈る o
3 su n u [sini = あなた (単数) ]
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●
gO n l
-
yl
したい ｡
yi現 1
556 皿inトw o
私たちの
人代所有
557 bi
erge n一 皿e l〕ard hl-kune- Ⅹe - si
命を 助けてくれた｡
me 目的 kⅧe使＋Ⅹe si過2
yarde yi-de a n ci
私には 何も 何も ない ｡
我 没有
人称代名
558ya-de u o-de
何も何も
喰
559si
神様
就滴伽爪
人称代名
nodu- Bye- yi
出せ ない
触法鎗阿苛 ､
syeyi% $1
age
兄さんに｡
a rk ト甘O e 机e ko七o r･kul - w o
漸を 一 つ の 瓢を
把仙酒 鎗我 - 峯昭､
w o巨川勺 wo巨Ⅰ的
560bi ai
私 たちは よく
我 好
人称代名
561mini
私 の
人代所有
562alang
ア ラ ー ン
P阿榔 -
563site m e rge n 血du- r e
シテ モ ルグ ンは 横に
age一 皿inトw o
兄さんに
扱答阿苛的
wo目的
岨 2
私に 下さい ｡
人称代名 yi現1
邑 地 二重3
● ● ■
お礼をする ｡
恩情｡
Ⅹe si過2
ekin-jトyi ba rdiu- kun e- si
姉と 助けてくれた｡
ji共に k皿e 受身＋si2
bトr e n-du4 ba-tiki icici- mi
なり 空の方を 見て
希特 英日根 鯛在那凡 ､ 望着天
r e連用 r e n現 tiki方向 mi連接
Ⅹe s u
-
yl
-
ni m aci
●
願 っ て 少し
悦完 不 一 会Jし､
yini現3
] koto rku酒を入れ る器､ 白樺の皮で つ く る o
2 koto rku ･ w obitilebuyi [kotorku bu ･yi btLtle knta btltlekutabu
･
yi = 瓢を下さい ､ 私に瓢
を､ 私に瓢を下 さい】
3 aijin e xe si [aiji･1e･si= 好 ( 漢語)＋ する】
4 birendu【bi血a ndu = ?]
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564 da- Ⅹ8皿
た つ と､
Ⅹ an週
565 s anggin
白い雲が
ba uile- ni
空の上に
天上
ni場所
e皿e
来た ｡
tuktlS uュ degde - A(i)
雲が 飛んで
就瓢近来 一 片白云 ､
mi連接
ei site m e rgen
この シテ モルゲの
瓢到希特英日根 的央頂上 ､
指示代名
tuku su2 do -1e - ni e 机e566e m e- Ⅹe - yi 9 L
来たo この
瓜云彩 里
Ⅹeyi過1 指示代名
567s a gdi boix u3
e m e eme
来たo 一 つ の
kila㌻du- ni
側 に
duni*F!
-
”
● ■
n O n a S e
-
.ll
S a ngg1 n e me
白い雲が 一 つ の
dil トni uト1e- ni
頭の 上に
a rki一 甘O to 又o-ke ci
酒 器雲の中から
ialun arki
一 個 白樺木の皮の
落下来 - 十稗樹皮的大酒峯子 ､
w o目的 ke ci様
j 旦地 site
落ちて来た｡ シテ
希特
ji用 い
bi- T e n n odo-1e- ni
～
入 っ て い て 木の下 へ
ren塊
大きな うつ わは 一 杯 漕が
568皿e rge n agde n e
一
皿i
モ ルゲンは 喜んで
英日板 東得
mi連接
569 in(i)tokun- 1e- ni
半日
多半伯+L､
1e ni場所
570go ni ur uke
心酉己し 門を
他放心不下 ､
■
皿e rgl‾ r e
背負っ て
jo- dule e n e- rgトni
家に 帰 っ た ｡
背起来就往固 定｡
re 連用
●
n l u‾ Ⅹe n
以上 になる ｡
玉e n過
site n e u- ni e n e
シテ 弟が 出て
青鬼希特弟弟出去了
n uduli 平e rge n un aka
-
孤(i)e m e- rgi- Bye - ni
ム ドリ モ ルゲンは ･なぜ 帰 っ て こない か
牟都力某日根有些着急了､
sye ni現否3
niu- r eta-du il トr e
出て そ こで 待 っ た､
上到大(
､
1頂上砧
re連用 r e連用
1 t,uku su [sukutu ( 記憶違い)
2 tnkusu [sukutu ( 記憶違い)
3 boixu : Ⅹuは ､ 漢語 (秦)
gor o
-ki icici site n e rg(i)- r･gトr e
遠くから 見 た シテは 肩に
在那往逗 赴 一 看 ､ 看見希特背着
re連用
4 eitukustldolenie m em o n a s ejia rkiw otoxokecis agdi boix ujalu n arkibiren modoleni
eu rgi[eituku stl e Si hergi- xikie me･ miei m o
･dolani m o. n a se- du nis agdiarkita
･du s akto ul
tox o･Ⅹen = こ の雲の下から､ 落ちて きた､ 木下に､ 木の皮の器 に､ 多くの漕がそこに皆入 っ て い
る]
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571 s agdi jake- w o m e rgトrgトr e e m e-da eme-da
大きな 物を 背負 っ て
- 十挺大的玩藩)し､
w o目的 re適用
572m u血1i me rge n x u nji
ム ドリ モ ル ゲンは 直(o に
牟都力 英日根 紅涙
573由迅:遭虹由1
行きつ かないうちに
禽老逸
Ⅹe ni過3
574m e rg卜Ⅹe- s卜 a
背負 っ て い る ｡
玩恵+し野?
ti
彼は
- * - *
正 一 歩 一 歩
begdan e- mi
走 っ て
政治去接他 ､
mi連接
gor o-du- ni
遠くから
人称代名
nikte ko m ake3
猪か 鹿か?+
長野緒喝?是席喝r
女e si過2＋a凝間詞
575s aktol
どちらとも
576 m e rgen
モ ル ゲンは
■
577Ⅹe s u-yトni
答える
悦:
yini現3
gl a m e rgl
-
rgl世r e
e u
-
sikie m e- rgトm(i)bトr e n
こちらに 帰 っ て くる｡
往回走陀B
siki
e n e
-
又e n kilardu- ni
行 っ た ｡ 近くに
遠投到汲前､
Ⅹe n過 du ni場所
Ⅹudale- yトni
叫びながら
就職者同:
yini現3
site xe s u- yトni
シテは 言う
希特英日根悦 :
yini現3
r en現
m edele- yi 担 幽 2
尋ねた ｢何を
”
打的是什あ
yi現1
nikte ko m aka
｢猪や 鹿
"
不是野猪､也不是鹿 ､
arki m e r･gトrだi-r e4 n uduli
適うもの を 背負っ て いる｡ 酒を 背負っ てい る ｡+ ム ドリ
我背的是 一 歩子酒∴ 牟都力
re連用
Ⅹai m edele- yi- ni
また' 尋ね る
迩 向:
yini現 3
o mi o mi arki
｢飲む 飲む 漕o+
"
就是能喝 的酒咽 ｡
''
re連用
四辺旦
6jake arki site
｢ 一 体なんだ 酒とはなにか?+ シテ は
"
喰叫酒唾?
-
希特
EIuduli 皿e rge n
ムドリ モ ルゲンは
牟都力 某日根
on l
-
Sl
-
W O
6 de
どんな物か を
述是没弄明白 ､
oni凝問詞
ユ siay･ xeni 着い た ｡ こ こ で は ｢着かない+isya
･
sye
･ni の方が正 しい と思われる o
2 ya mejake どんなもの を . 元は､ i mise.u で ､ 2?の単語に分解 o
3 nikte ko m ake猪か鹿か. シタが酒の器を背負 っ て い るの を､ 猪か鹿を脅負っ て い るとモ ドt+ が
思 っ たほ ど大 きな器 ｡
4 ここ で語り手が笑うo 語り手の尤金良民は大変漕が好きで ある o
5 ya
･ m e 発音は ､ im
6 発音は､ on mi･si- o
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578sa- sye n n a. m edele
- yi ne u
知らない ｡ また 尋ねる ｢弟よ､
他也不同了 ､ 悦 :
"
兄弟､
sye n現否 yi現1 人称代名
579mergi e n e
-
Ⅹele jo -dule isya- 又 an
担い で 帰 っ た . ｡ 家に 着い た｡
背上 ､ 走 回家｡ 到家了 ､
Ⅹel過3複 Ⅹe n過
bi m e rgi- rgi ba gaJI
- rg卜yi
-
ni
私が 背負う o+ 迎えて
我背着P乱 ” 接近来,
潔癖 yini現3
580 eki- ni x unJ
'
i s o rgi ulu
-
r o
｢姉さん 直そに 料理 を 作 っ て くれo
-
姐札 快些 妙点)L菜一
r o命令
581 to x o- ci
入れるうつ わが
酒杯没有咽?
I
漢語
582a rki o- de
bi- re net
あり ます か?+
site merge n ek トni
-tiki xe s u- yi- ni
シテ モ ル ゲ ンは 姉に 言う
希特 英日根 対姐姐 悦:
tiki方向 yini現3
age si jo㌢血 ark トw o
兄さん あなたの 家には 酒を
阿苛 ､ 伽家有 酒壷､
人称所有 山 場所 wo 馴勺
n uduli merge n xe s u
-
yトni ya
ム ドリ モ ル ゲンは 答える ｢なんだ
･
牟都カ 英日根
re連用
arkiu o ni-ke ci- ujake
酒とは ? どんな物か 酒 を 飲む もの とは
酒壷 酒杯野?
ke ci様
583 o- m e cia x aユ ーke ci l〕i- T e n
何か 茶壷の様か?+
十喰梓的?
I
漢語 re n現
悦:
"
喰叫
yini現3 ya疑問詞
bトde 蜘 2 niani
私は
.
知らない ｡ それは
我弄不憧 ｡ 宅4I1是
人称代名 syeyi現否1 人称代名
site m ergen xe s u-y卜ni
シテ モ ルゲンは言う
希特 某日-根 悦:
yini現 3 ㌔
584Ⅹe rg卜1e
-
ni s agdi a 血 e
- ni erge- ni
底が 大きく 口 が
鹿北 粗 ､ 口 面
1e 方向 ni
585a rki- 甘0
酒を
装酒用 的､
w o目的
to xo 七i
入れる そ れを
叫
人称代名
s agdi n 礼le
-ji
大きく 手で
大 ､ 用事
ji用 い
gerbi-yi- ni
名づ けて
yini現3
1 m e 漢語の疑問詞 ｢喝+ か ?
2 こ こでも語り手が笑う o
3 cia m 茶壷 (漢語)o (茶はあ まり飲まない)
arki bo主
酒壷だ｡
酒壷 ｡
1 6 8
arki to x o- ci
｢酒を 入れる器は
酒 壷 是
jafu-ki e skuliai
掴む所は 大変 細い ｡
線的那十地方 如 ､
arki もei x e rgト1e- ni
酒 盃は 底が
酒杯呪 ､ 是底+し
漢語 1e 方向
586 isikuli
小さく
小､
587muduli
ム ドリ
牟都カ
aD m e
-
ni e rge
-
ni
口角が
口 蘭
ni3
me rgen
モ ルゲンは
英日根
sagdi
大きい o
粗､
dordi- Ⅹe - ni
聞い て
折了､
yini現3
58ya- m ejake -de an ci site
その ような物は ない o+ シテ
也授有迭玩恵JL 臥
'
希特
589a n ci
｢ない か?
"
没准)L.
si jo- nトsi
あなたの 家の
体41 家老人用辻泥 ､
人称所有
590jo jap-kala-dun主
家の 隅に
噛角
duni場所
arki o mトyi 立並1 n e一 皿(i)Ⅹudale -yi
酒を 飲むもので 杯と
喝酒用的､ 叫酒杯｡
yi現1 漢語
dili xu andele- 皿i2
頭を 横に振っ て
揺揺共
演譜
me王
'ge n
モ ルゲンは
某日根
sagdigelun
親たちが
Ⅹe S u
-
r e
言う
悦:
r e連用
呼ぶ｡+
l▲
yi現1
mini JO- ni
■
｢私の 家には
"
我家
人代所有
gOn l- re gOnl‾ re X e 8 u‾ yい n l
考え 考えて 言う
想了想 悦:
r e適用 r e連用 yini現 3
e m e 8 agdi m o n a 告e- ni
takole-yトni jake ei
使 っ た ものは ?+ ｢こ の
yini現3 指示代名
ark トw o to x o-ti
- つ 大きな 白樺の木の皮で作っ た 酒を 入れ るもの が
那十大梓樹峯子旦各不住能有 ｡ ”
wo目的
59le-du bi-ki- de bi- r e
ある
血 場所
592 ti s agdi
その 大きな
翻那十大梓 皮萎 ､
人称代名
593ge rte u- 玉e n
探した｡
迩真樹出
Ⅹe n過
s a mike3 Ⅹe s u- r e n l ani
かも しれない ｡+ と言っ て 彼は
脱着 ､ 他就去
r e連用 人称代名
en e
‾ re
行 っ た ｡
r e連用
mo na se
- ni ele m a ci ge rte一 皿(i) dulian ini ge rte- n
白樺の木 の皮の酒器をそこで ゆ っ くり 探し 半日 探 し
翻了半天､
mi連接
arki- wo tox o-ke ci
酒を 入れ る
十酒壷
wo目的 ke ci様
boix ubaka- yi- ni
壷を 得た
yini現3
1 bei 杯 (漢語)
2 dili･ m e x uandele･ mi [dili･ m e a n e= 頭を押し]
3 sa m eは ｢確か に+. ke 疑問終助詞o
4 kotx e n [jule arkibei･ ni = 2 つ の酒杯が]
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kotx e n4 bi- T e n n l aJli
酒杯が あ っ た｡ 彼は
和柄十酒杯来｡ 他
r e n現 人称代名
594arki lコOix u
酒 壷と
把酒壷
595 arki- w o
酒を
酒
wo目的
kotx e nl
杯を
和酒杯
地
熱い
梁好了,
596nede- Ⅹe - Ⅹa,七i
おい た｡
Ⅹeti遇3
597n a x an-dule
オン ドルに
坑
血1e方向
598皿ergen
モ ルゲ ンは
英日根
sirki-ki- ni
洗い
潮了 測 ,
kini条件
mke2-du
湯の申で
du 場所
ark 卜wo to 又o- yi- ni
酒を 入れ
把酒倒好 ､
w o目的 yini現3
o cikol(i)n uke-ji sirki-ki
港に つ けて
用熱水染上o
ki条件
uil卜Ⅹe- ni niani ekトni
温めた ｡ 彼の 姉は
他 姐姐
Ⅹeni過3 人称代名
so rgトw o saktol
料理 を みな
把各神菜端上 乗了o
gajトⅩen site m e rge n
de r e- w o n a x a n
卓を オ ン ドル に
也把鼻子放好 ､
w o目的
age- yi ui-1e -ji
持 っ て来た｡ シ テ モ ルゲンは兄を 上がらせて
希 特英 日根 辻阿啓 上
wo目的 Ⅹe n週
te-1e -kun e- 又e n a 皿トni
座らせた ｡
坐下
kun e使＋Ⅹe n過
それから
Ⅹe s u-y卜ni bi arki
言う,
悦:
yini現 3
599s a- Bye- yi n l 弧i
知らなか っ た ｡ こ れが
｢私 は 酒を
te - rgi- 又e n
自分も座り
yil
arki o mi Ⅱuduli
酒を 飲む o ム ドリ
喝酒 ｡ 牟都力
玉e n過
血蛭3 o mi- cトyi
今まで 飲んだこ とがない o
"
我述仇来没喝速達玩意+L 泥､
人称代名
o ni4I)isi x uni
FA,な 味か
宅是十喰滋 味+し野?
I
syeyi現否1 人称代名
600em e bei-dui j旦呈些 +
一 つ の 杯に い っ ぱ い に
姶他倒 一 杯
漢語
ciyi適否1
S a
‾
Sye
‾
yl
.知らない ｡+
syeyi現否 1
dao- Ⅹe - ni5 Ⅹe s u- yト ni
つ い で 言う
悦:
漢語 Ⅹe ni過3 yini現 3
site 皿e rge n
シテ モ ルゲ ンは
希特異日根
si o mi- r o
｢あなた 飲んで
”休 会蛍 ｡
"
人称代名 r o命令
1 kotx e n [jule a rki bei･ ni = 2 つ の酒杯】
乏 o cikolim血e酒を暖めて飲む o 酒は､ 白酒のような蒸留 軌 ホジ エ ン族は､ 酒を飲む前に ､ 指
で酒を弾き､ 空と地の神に捧げる ｡
3jule[guoci = 過去 ( 漢語)]
4 oni 発音は､ u n
5jalun da o･Ⅹe ni【jalu ･1e･ ni = 満たした､ 1e は動詞化語尾】
170
601 icic卜r o m u血1i mergen jafurrgトr e
ごらんなさい o+ ムドリ モルゲンは 手に取り
牟都力 英日根 端起釆
r o命令
602ei e sikuli kojo ngki
大変 強い匂い なので
挺仲人 , 没敢喝｡
603ei be卜w o x es u-yトni si
杯を 貰う ｢ あなたは
一 杯 悦:
"
侭
w o馴勺yini現3 人称代名
604e 机e- da n s aktol o m卜Ⅹe n2
一 気に 全部 飲んだQ
- 下酒 喝了 - 杯 ､
Ⅹe n過
r e連用
o皿トc e- yl Site
■
飲まない ｡ シテ
希特
ce ni適否3
1ele一 皿(i)omトsye n
ofu r e-dui
鼻に
傾了陶､
dui場所
me rge n
モ ルゲ ンは
某日根
bi oni
払 幽 迎主l
大変 匂う
kini条件
gaji- rgi- m(i)de
取り上げた
端起
nl 弧 1 gelu
恐れて 飲まないd 私が 飲む ｡+ それを グイ と
不敢 喝､
mi連接 sye n現否
omト皿(i)odトr e n a
飲み 終わり もう
喝完又倒了 - 杯 ､
漢語
605 bu- w o m uduli m e rgen
渡した o ム ドリ モ ルゲンは
牟都力 某日根
606jafu -ki- ni
受け取 ると
就 接近来
kini条件
e 皿e a n n e O m l
‾
r e
一 口 に 飲んで
蛍了 一 口 ､
re連用
607 omトyi- si amten -ke ci
飲むと 甘く
有点+し甜滋滋的 ｡
yisi現2 ke ci様
608jefu- r o site
食 べ なさ い+ シテ
希特
ro命令
● ● ● ■
1 C I C l- r e n l a 皿1
我先喝｡ ” 他
”
暗噂
”
人称代名
em ebe卜w o nede- Ⅹe age- dui
一 杯を 注ぎ 兄に
追給他阿苛 ｡
o mi- Ⅹe - ni m ula ai n l a ni3
見た シテ が
.
飲んだ 見事に
署 他喝得挺痛快､
r e連用 人称代名 Ⅹe ni遇3 倒置 人称代名
Ⅹes u
- yl- ni
●
エ ヽ■
己 つ
悦 :
yini現3
ai a x ago cikuli go cikuli xai4
｢ぁぁ 辛い 辛い o 音義
"
牧野吟!妹責苦的｡ 唱 ､ 述
a 皿n edo- 1e- ni x u nki
口の中が よい匂い だ ｡+
時運都是法味北野､
1e ni場所
me rgen
モ ル グンは
英日根
1
ya x u nsi
･kini[ya x e ni = どんな
● ● ■ ●
ⅩunJI X unJl u r S e
｢直(h 直そ 肉を
妊快吃肉.
”
age- w o arki o ni
-Run e- r e
兄 に 酒を 飲ませ て
看他阿雷鳴了酒 ､
w o目的 k皿 e使＋re 連用
匂い(Ⅹu n山)]
2 o 皿i･ Ⅹen【o皿i･ miodi･ r e = 飲み終えて]
3 nia ni[n emi =(ain e･ mi 見事に)】
4 語り手はこ こ で笑うo
1 7 】
agden e一 皿i
喜んで
高架地
mi連接
609jalト皿i de riu- 玉e n
歌い 始めた｡
唱起来:
mi連接 Ⅹe n過
610 Ⅹelila x elila x elei x elila x ele x elilala x ele
ハ リラ ハ リラ ハ レイ ハ リラ ハ レ ハ リララ ハ レ
赤哩噛 - 赫哩職 ⊥
611Ⅹelei xelila x elila x elilala x elila helila a
ハ レイ ハ リ ラ ハ リラ ハリララ ハ リラ ハ リ ララ
赤哩噸 一 赫哩岨 -
612Ⅹelelebelilalala la xelele
ハ レレ ハ リラ ラ ラ ラ ハ レ レ
613 e 皿e- kele c a ulel
.
a rki sindule bu- yi
杯の 酒を あなたに 捧げる ｡
共 杯 酒 敬体､
yi現 1
614si s agdiage
あなた 兄さんは
我敬楓的阿苛 ｡
人称代名
n un u ek inn e ujulu- w o
私 たち 姉弟 二 人を
体把我イロ姐弟備 ､
人代所有
615旦王g 些
2 ba rdiule -kun e- Ⅹe - si
命を 生か してくれた ｡
w o目的 ku n e使＋Ⅹe si過2
616 bu syuku uliguli aBln e-du- ni
ブ シ ュ クウル グリの ■口から
臥悪魔鳥里古力 噂里
du ni場所
tate- rgi- Ⅹe - si
救い 出した ｡
救出来 ｡
Ⅹe si過2
1 caule 三杯酒は漠族の習慣で す o ホジ エ ン族は､ 普段酒を飲むとき､ 指の先に酒をつ け､ 指で
は じき天地に漕を捧げる｡
2 挿入 .
1 7 2
617ju c a ule a rki
ニ 杯目の 漕を
こ 杯 酒
618bi 8agdi
私の 大きい
我尊敬的阿苛 ,
人称代名
619n un u- u ekin n e u
私たち 姉弟
俸政 界我11姐弟価､
人代所有
620 ila n e a 仙le arki
杯目の 酒を
杯 酒
621もi s agdi
私の 大きい
我敬愛的阿苛 A
人称代名
sindu-1e kul- yi
あなたに 捧げる ｡
敬体､
1e 方向 yi現1
▲
age- yl Sin主
兄さん あなたは
yil 人称所有
J
'
ulu- w o ujトmi s agdi dao-Run e- Ⅹe - si
ニ人を 養い 大きく してくれた｡
w o目的 mi連接
壌大成人 .
kun e使＋Ⅹe si過2
sindu-1e BA Lu2-yi
あなたに 捧げ る｡
敬伽､
1e 方向 yi現1
age
- yi もi sinトu
兄さん 私は あなたが
yil 人称代名 人称所有
622H un u- W O ba rdiu-kun e- Ⅹe - si- w o
私 たちを 助けてくれたこ とを
我要板谷体的恩情､
w o目的 kⅦ1e使†Ⅹe si過′2
623 e nduli ya u-ji e 皿e- Ⅹele a rki- wo
神から 授か っ た 酒を
仏神畏那要来港敬 帆
un o
-
Sye n
忘れない ｡
sye n現否
らindu もu-汝u n e- Ⅹe - ni
あなたに 捧げる ｡
Ⅹele過3複 vo目的 人称方向 kune 便＋Ⅹe ni過3
624 bi jule s aktol go nトyi
私は ず っ と前から 皆 心に
我 早有旬心 里活 ､
人称代名
1 da ru[bu = あげる】
2 dar u[btl= あげる]
17 3
yi現1
625 a.iji dao-kun e
感謝 して い る ことを
kune使
626ei ini gl Sun-yi
●
Ⅹe S u
‾
yl
エ ー■
=
F3 ? o
yi現1
sin- tiki Ⅹe Su- yl
今日 話を あなたに する ｡
今天
627･mini
私の
我
人代所有
628 mini
要悦出来 鎗帆
tiki方向 yi現1
eki ei a r nge- ni ･jua njako n
姉は 今年 十八
姐姐 今年 十八夢了 ､
go nin
- yi sini- w o-du as e n
私は 思う
我 憩
人代所有
629 dao- kun e- ni
とらせ よう と
km e使＋mi連接
630si
あなたが
体要是
人称代名
631lei ini
今日から
毎天
632e r也e
あなたに
辻体要地力妻 ｡
w o血 目的方向
goni,- Ⅹe -yl.
考えた｡
Ⅹeyi過1
tix ale- ki I)u 七ixa- r o
いやでなければ
不嫌弄我有]､
r o命令
e血 adu
一 緒に
i - &
ba rdiu- yi
暮らしましよう
近 日子 ､
yi現1
de rde u- syen
永久に 別 れない ｡
永不分禽 ｡
sye n現否
633Ⅹelilala x elila a xelilalala
ハ リラ ラ ハ リララ ハ リララ ラ
赤里 噸 - 赫哩唯 一
1 7 4
嫁を
S e
才 だ｡
beti
私 たちは
咽爪
wo目的
dux a- n aka da- Ⅹayi
親戚に なる ｡
就是来戚岨 .
634 Ⅹelila lalala
ハ リ ラ ラララ
赫里噸 - 赫哩俄 -
635alang ala ng
アラ - ン ア ラ ー ン
咽榔 -
636 m uduli m e rgen
ム ドリ モ ル グ ンは
牟都力 英日根
637 tuトn e- si
ようなこ とは
窓ゑ能行?
Ⅹelil乱 文ela
ハ リラ ハ ラ
a rki- w o c a ule-ji
酒の 杯を
把酒杯
wo目的 ji用い
acト8ye bi a s e n
だ めだ｡ 私は 嫁を
我要是要娘妃 ､
sye現否 人称代各
638 de u ge r七e- Bye- yi bi
娘を 探せ る ｡ 私と
不能蛇徳都 ､ 我
syeyi否 1 人称代名
639m e rge n x esu- yト ni
モ ルゲンは 言う
英日根 悦:
yini現3
640si 〕ule
あなたは まえに
是僻半路
人称代名
E[un u
- W0
site x e s u-yト ni e si
シテ に渡して 言う ｢その
遇鎗希特
ga血e- yi
とりたい o
Ⅹ皿 aji o n(i) ne一 皿i
妹が どう して
悦:
"
逮
yini現3
n a x e rgト1e- n(i)
地上で
天下
edi- a s e ndao- u
夫婦になれよう ｡+
和妹妹 咋能 配来泥?
buti e m e x alel- de gl a
｢私たちは 同じ氏族でも ない ｡
" 咽仰]也不 是 一 十姓 ､
人称代名
bardiu- kune- Ⅹe - si
私たちを 救 っ てくれた ｡
救下我甘]的命｡
w o目的 kⅦ1e使＋Ⅹe si過2
641age da- Ⅹa - si n un u s agdida- Ⅹ an bi
兄さんに な っ た ｡ 私 たちが 大きくなり
倣苛苛; 現在長大了､
Ⅹa si過2 人称代名 Ⅹ弧 過
ya-du
どこで
邸Jし
site
シテ
希特
血Ⅹa-de gi乱
親戚でも ない ｡
也不是乗戚 ､
nun u isikuli
私たちは 小さく
我イ｢1 小､
人称代名
私 は
我
Sl
あなたは
i 体^
人称代名
sinトw o a u sトn(i)ne 凪(i)
あなたを 姉の夫と
玖伽 倣姐夫 ､
人称代名 wo 目的
1 e m e x ale 同族｡ 近親結婚は しない ｡ シ ョ フ リ ｢姉と弟+ に ､ 姉弟が結婚したの を非難する物語｡
1 7 5
642 Ⅹudale- yi
呼ぶ o
yi% 1
643acトsye- ni
eki sinio
姉は あなたを
姐姐 玖伽
wo目的
ei e- ke ci
悪 い ｡ よし そう
不対的泥? 好了 ､ 就返杯了 ｡
ed トi n e凪(i)
夫ヒ
倣丈夫 ｡
da- r o si
Ⅹudale- yi
呼ぶ ｡
yi現1
ei u n aka一 皿iI
これが 何故
迭有什ゑ
指示代名
tix ale- r etix ale- sye n2 bu e-ke ci
しよう ｡ あなたが い やで なければ 私たち そう
不管体原意不慮意､ 我也迭 J421了 ､
sye ni現否3 指示代名keci様 ro命令 人称代名
644baite - wo n ele- r o e- tiki
して ください ｡
r o命令
これから
必現在起､
645m uduli m e rge n
ム ドリ モ ルゲンは
牟都力 英日根
a皿トsiki もi
後 私は
我
siki方向 人称代名
､dord トni site
聞い て シ テが
一 軒､ 希特
ni3
646 ic ci一 皿i ei-ke tix ale- sye n
考えてみ ると こ れに 応じない わけには
看来 達也是不能推 的事了 ､
mi連接 sye n現否
647ai e m氾duli m e rge n
｢よろしい o+ ム ドリ モ ル ゲンは
"
行咽! 牟都力 英日板
648o m(i)一 皿i de odトⅩen
飲み終え｡
喝尭酒､
mi＋助動詞 odir e n
Ⅹes u
- yい ni
言う
脱的
yini現3
a cトsye
r e連用 syen現否 keci様
sini- w o a u si n e 凪(i) Ⅹudale-yi
あなたを 義兄と 呼ぶ ｡+
改 口 叫体姐夫岨｡ ''
w o目的 mi連接 yi現1
a cト1e
その とおりだと (思 っ た)0
也対野!
da- Ⅹa - ni
い かなく な っ たヒ
sye現否 Ⅹani過3
tix ale- 又e n tugulun
答えた｡L 彼ら
虚允了｡ 他イrl傭
Ⅹen通 人称代名
dolebu- nido-1e- ni
夜に
連夜
1e ni場所
649 te- r e Ⅲud111i m e rge n
起きた ム ドリ モ ルゲ ンヒ
上 起来､ 就姶牟都力英日板
re適用
m alx o ng s o rgi
go n l-yi tu卜n e一 皿i
●
考えた｡ そ して
就悦:
yi現1
a
-
ulu arki
二 人は 酒を
0‾ 又e n
多くの 料理 を 作り
倣了好多莱,
Ⅹe n過
cinleke dedu
チ ンラカ ダドは
和欲動克徳都
ユ u naka･ mi 発音は､ in aha- m o
2 tixale･r etaix ale･ syen 恩恵不慮意 ( 漢語的表現)
176
edトa s e n
夫婦に
成了来｡
to m aki ini e rde
翌朝 早 く
第二天 早
da- 又ale
な っ た｡
Ⅹal過3複
7 ｡ 故郷帰還
650 alang alang
ア ラ ー ン アラ ー ン
咽唯 一
651 m uduli m e rge n cinleke dedu
ム ドリ モ ル ゲンは チ ンラカ ダドと
牟都力 某日根 和軟勘克 徳都
652 site-Jl ge S e
■ ■
シ テと 一 緒に
希特 - 起
ji共に
653 w a-ke cトyトti
urke n-dule e n e- r･e
山に 行き
上山
血1e 方向 re連用
flan nio jefu-yi
捕 っ た ｡ 三 人には 食べ る物
三 口人 不愁吃
yiti現3複
654 e skuli もain
大変 裕福に
挺富裕的｡
65 i皿a X a- de
魚も
也没去打亀 ､
edi- a 8 e n
夫婦に
成了来､
da- xa-ti ini ini
な っ た｡ 毎日
毎天
Ⅹati過3複
wa
-ke c卜yi-ti m angn e imaxa
狩りをした｡ 川で 魚を
打猪､ 下江 打亀 ､
yiti現3複
de t)トr e
も ある｡
da- Ⅹa n ei ini site
な っ た ｡ ある日 シテ
有 一 天 ､ 希特
Ⅹa n過
re連用
▲
me rge n
w a- ke ci- cin niani n angn e
とりに い かず 彼は 川の
他 往江沿上
cini適否 人称代名
656Ⅹe rbe- Ⅹe - ni
運んで きた｡
接下 来凡夫 ､
Ⅹe ni過3
657生 血
音が した｡
老咽 ､
tuト ne一 皿i
そ して
就
te rgele
着る物
不愁穿､
de bトre
も ある o
r･e連用
e n e
-
Bye- ni
モ ルゲ ンは 狩にも出かけず､
英日根 没去打猪 ､
sye ni現否3
uile nijap-kala do-1e- ni
岸まで (山から)
粒送木央｡
mang血e .iar)- kala- du- ni din danだ din
n eu
- n1
弟
和弟弟
bard トyトti
生活は ､
日子辻得
yiti現3複
mO
-
甘0
木を
wo目的
如
ドン と川の 岸で
折江辺上
duni場所
adi in
数 日すると
咽了好凡天 .
dirgan e
-
sye n
音がしなく
波動静了｡
sye n現否
1【尤氏 に再確認 したとき､ 尤氏が挿入】
17 7
ドン ドン ドン
ー
町耽
"
､
"
町暁
ー
地
da- Ⅹa - ni ei ini site
な っ た ｡ ある日 シテ
Ⅹani過 3
m e rge n
モ ルグンは
迭天 ､ 希特英日根
658e 皿e- rgトki- ni
帰っ て来て ､
回来了 ､
kini条件
● ●
n l a n l
彼は
他
人称代名
m lduli m e rgen
ム 下リ モ ルゲンと
取牟都力英日根
659 a u sト e gege もuti
義兄さん 姉さん､
.
私たちは
"
姐 気 組姐, 哨4n
人称代名
660e n e- r e
出か けて
得回去
re連用
661 a a
｢アア ､
"
是阿 ､
662ek トni
en l gl 皿 S e
-
W O
‾
n l
母の 骨を
姶阿鵜収拾戸骨去∴
cinleke dedu
チ ンラ カ ダドに
和歌勘克徳都
e-du guidaJni
こ こ に い つ まで も
不能在速+し潰住了､
山 場所
ta汝o- rgi- yi 皿 血1i
biu- sye n
い られな い ｡
sye n現否
mergen
拾おう ｡ ム ドリ モ ルゲンは
牟都力 英日根
wo ni 目的3 yi現1
tui ei baite- ni a ci-1e
そうだ､ そ れは それは 正 しい .
那是 一 定要倣的事 ､
指示代名 ni3
cinleke dedu
姉 チ ン ラカ ダ 下が
姐姐 軟勧克 徳蔀
663 I)i- P e n buti
ある ｡ 私たち
咽イn
re n現 人称代名
●
Ⅹe s u-yl
-
ni
エ ヽ■
i5 つ
悦:
yini現3
O n ュ
どうや っ て
咋走畦?
I
o ni疑問詞
664gege si
｢姉さん､ あなたは
"
姐姐 . 仲
人称代名
Ⅹe su
- yい ni
●
言う
悦:
yini現3
buti
私たちは
咽イrl
人称代名
■
Ⅹe s u- yl
-
ni
言う
脱:
yini現3
tom aki e n e- yi
明日 行こ う ｡+
咽明天就走∴
yi現 1
Ⅹoktu go r o n e
｢路は 遠い わ ｡
一
路途徹通柄 ､
e n e
-
yl らite
行くの ?+ シテ
希特
yi現1
aiji jake- wo s aktol
よく 物を 全部
安心 収拾京酉昭 ､
665ei baite- w o n e- yi
こ の こ とを する
adi mingga ba de
何 千 畳 も
有好 凡千里地 ､
皿e rge n X e S u
-
y1
-
ni
モ ル グンは 言う
英日根 悦 :
yini現3
n e- r o bi
まとめてください ｡ 私は
有み法｡
w o目的 ro命令
Ⅹ皿ji a u si ai
直(hに 義兄さんは大事な
妊禁 止姐夫 把好点的
指示代名 wo 目的 yi現1
666 tako- rg卜 r o m ang e 〕ap-kala-du- ni
集めて ､ 川の 岸 へ
送到江沿+し､
r o命令 dⅦ1i場所
n uku- r o yuke
運びなさ い ｡ 鍋
鴇
r o命令
】,7 8
人称代名
jake- w o- ni s aktol
物を 全部
東西収拾起来､
甘O ni目的3
C a rm l
碗
碗
667 n uke - wo u ay乱-ke ci
水柄杓
瓢
keci様
668 a u sト ni
義兄 は
和姐夫
dulko
桶 を
盆地
jake- w o s aktol
物を 全部
収拾好蘇西 ,
v o目的
669icikci- yトni
見る と
- 署 ､
yini現3
670 ゎis s agdi
な 大きな
大 船､
671ei temken
この 船の
就 往船上
指示代名
672 te mke n-du
船に
上舶了 ､
du 場所_
ai a
どうだろう
喋PE･!
te】止e nl
船がある ｡
s aktol x e rbe- r o niani gege
全部 持っ て きてください ｡+ 彼の 姉と
倒劫去｡ ･･ 他 姐姐
r o命令 人称代名
七ako- rgトr e
まとめた｡
re連用
n angn e-1e jar-kala- ni n uku- r e
川の 岸に 運んだ
法到江沿+L
le方向 ni場所 re連用
m 弧g皿e 〕ap-kala- ni
川の 岸の
江地上
ni場所
site o- Ⅹe - nl
シテが 造っ たのだ｡
知道是希特進的､
Ⅹe ni過3
ロile- sik トni
上に
toketトⅩe- ni
乗 っ た｡
Ⅹe ni過3
to x o- yl jake- w o
積み こむ 物は
kila- du- ni e me m uduユトke ci
近くに 一 つ 竜の よう
素着 一 什尤奥尻尾的
duni場所 keci様
eskuli agde n e- mi de riu- Ⅹe
大変に 尊ん だ｡
非常 高光 ､
mi連接 Ⅹe過
s akto1
全部
装束西. 京西 都
yi現 1 w o目的
tugule bo s u-ji edin- n e
彼 らは
他廿]
673nuke uト1e- ni 虫主旦 ⊥ 塾生j旦+ 由2
水 の 上 を 四 五 日で
在水上走了 四五天 ､
帆に 鳳 を
祉上帆
ji用い
etu ya x o ng
エ ト 村に
到了額臥
674Ⅹe s u-yl - ni au sトe isya- Ⅹe -yl
言う ｢義兄さん 着い た ｡
悦.'
`
姐夫. 到地方噸 ､
yini現3 Ⅹeyi過1
a l
to x o一 皿i od卜Ⅹele
積み 終わ っ たo
装好了､
mi連接 Ⅹele過3複
fu rgトkune一 皿i e n e- Ⅹe1e
吹かせて 行っ た ｡
就順水走了｡
kun e受身＋皿i継続 Ⅹele過3複
isya- Ⅹel site m e rge n
着い た｡ シテ モルゲンは
奇特某日根
Ⅹel過 3複
ba te mke n x u nji
どこ かよい 場所 に 船を 直
.
そ
把船央渦近 来寮岸P乱
-
1 te nke n船 : 帆を譲る船o (写亮2)木の骨組みに ､ 白樺の皮を張る . (小さい) (写真13) 全長
6皿位｡ 覆い な し. ニ人乗りo 権の形 (二本樺､ 一 本の木の両端で 漕(t擢) (写真1) 二人人､ 帆か
け.diake :大帆船､ kair e汽船､ oto nggi丸木船､ te mteke n三枚船､tu adiake 火船?､ weix u(u eix u)
快速船な どがある ｡
2 duin s unja ini 四､ 五 日で エ トに つ い たo ム ドリの家まで は､ 歩い て 15- 20日の距離であ っ
た｡
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675jap-吐ala-1e
岸に
1e 方向
676icトⅩe n
見ると､
- 看 ､
Ⅹe n過
677da- Ⅹa - ni
だ っ た｡
Ⅹani過3
678icicトⅩe n
見ると
- 看 ､
Ⅹe n過
ako- r o
繋いで ください ｡+
r o命令
jo- ni tule-1e- ni
家の 外に
満院子都是
jo- w o ic･ikcトⅩe- ni
家を み ると
看看房子 ､
Ⅹe ni過3
n l an 1 jule e u- Ⅹele jog-dule
彼は 先 に 下りた ｡ 家 に
他 先 下去了 ､ 法家
人称代名
o r okte m alxong
草が 沢山
蕎､
ba.rdトⅩe n nio-ke ci
生え 人位の
溌得都有浸辻人那ゑ高｡
Ⅹe n過
jo x ai aiji bトr e
家は まだ 大丈夫 だ っ た ｡
房子 述是 好好的､
r e連用
e nトni 出道堅担
1- wo
- ni
■
母の 骨が
阿賄的戸骨
甘O ni目的3
679to ngku- r ci
-
ni tugule
動か して はい なか っ た｡ 彼 ら
他イ｢]
cini適否3
680 tako- rgi- re
刈り取 っ た｡
r e連用
681e ndul 卜wo
神に
人称代名
jo主do- 1e- ni
家の申に
家里 的
1 ngge
- re
入 っ て
r e連用
gugude
高さ
jo-dule
家の中を
迭屋
Ⅹai ta-du bisトni ni de
まだ そ こ に あり､ 誰 も
述 在那+L柁 ､ 没有人 軌
ilan nio jo-i tule -bisi
人は. 家の 外の
三十人､ 先把院子
or oktel s aktol
革を 全部
収拾干浄 ､
jake - w o- yi s aktol aiji n ede
- rgトr e
荷物を 全部 きちんと 片付けた｡
京西 也 照原梓接放弄整 ､
w o目的 r e連用
dobu- yi jake- w o s ulia-jige
供える 物 を 西の
把集莫用的京西
wo目的 yi現1 w o目的 jige 方向
1 gia A S e死者の骨を整えた ｡ ホ ジ ェ ンの葬式
e rke-du s aktol aiji
隅に みんな きちんと
都安沖好 ､
n ede- 又e n
置き
玉e n過
シ ャ ー マ ンが葬儀を行なうo 土葬o 小さい子供の
場合は､ 生 まれ る前､ 子烏の ように樹の上にい たと思われて い るので ､ そ こに返すとい う意味
IJ【ー‾■‾ー ■ー ′ - 一■｢
で ､ 子供の死骸を樹の枝に結ぶ o 佳木斯とい う地名は､ こ の言葉から由来して い る o
乏 orokte [yaoleha o= 何で も整え】･
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682 e ni gia 皿S e
-
W O
-
ni
母の 骨を
把阿鵜的戸骨
wo ni目的3
683 uト1e - ni da′sトⅩe ni
上 に 被せ た｡
苫上 ､
Ⅹen過
684型追二辿担二虻些2
通 らせ てはい けない ｡
ku n e使†sye n現否
685 tu卜ne- mi e -du
それから そ こ に
ei de r e ui-1e n ede- Ⅹel im axa 由巨匹1-j卜ni eni
この 卓の 上に のせた ｡ 魚 皮を 母の
招放好 ､ 又 用包皮帳子 把阿娼
指示代名 Ⅹel過3複 j卜ni用い i3
ya-de jake- w o de e ni x olun-dul母
何 もの も 母の 上を ･
再不辻什ゑ東西落到阿鵜身上 ｡
woni目的3 血1e方向
ei tako- 皿(i)od トre buda ulute- r e
こ の様に し 終わ っ て ､
迭 一 切都収拾完了､
指示代名 mi連接 re連用
bard卜rgトr e to m akトni
住むようにな っ た｡ 翌朝
然居 住下乗｡
du場所 re 連用
686icikc卜yトni
見 ると
著者天 ､
686m u血e e 皿e
水は まるで
第二 天
ba- w o icici- r e ba, uile- ni m a ci
空を 見る と 空には 少しも
- 点)L 云彩也没有 ､
r e連用
burku- ke ci edin-de an ci
鏡の様で 風も なく､
氷像 一 面親子似的 ､ 充夙充浪｡ 希特某日根
688 tule-1e- yi tokum -du - ni
庭の 真申に
祐在院子中同 ､
食事を 作り､
又倣飯､ 吃飯､
r e適用
erde 七e - rgi- r e
早く 起きて
早上起来､
r e連用
tuku s u3 de an ci
雲 も ない ｡
u e de a n ci
披 も ない ｡
m a ngn e66
幻この
江
site me rge n
シテ モ ルゲ ンは
il トr e ba uトsikトni icikcトyi- ni
立 っ て 空の 方を 見た.
往天空上看望着唱道:
r e連用 sikini方向3 yini現3
689Ⅹelilala x elilala x elilala xelila
ハ リラ ラ ハ リララ ハ リララ ハ リラ
赫哩噸 一 赫哩敬
一
1 s obgu 魚皮の か † - o 魚皮の衣服を作る方法とおなじ. 魚の皮を剥ぎ､ 専乞かし､ 鱗を取り､ 柔
らかくなめ して ､ 縫い合わせ 一 枚大きい 皮にする ｡ 昔ホジ エ ン族は毛皮や魚皮で布団を作っ て
い た [《赫哲族簡史》編1984:220]｡
2 e n e-kun e- sye n何もの も母の上を通 らせ ない :魂を母に戻すとき､ 近くに鼠などが通りかかる
と､ そちらに魂が移 っ て しまうかもしれない からである ｡
3 tuku s u[sukete = ?]o 尤氏は､ sekete は血､ sukete は雲で あると解説して い た o
1 8 1
690 Ⅹelila x elila a x elei
ハ リ ラ ハ リララ ハ レイ
赫哩噸 - 蔚哩岨 -
691 ml m u
私たち
我1J
､
]
人称代名
692e 皿e- rgトⅩel
帰 っ て きた｡
ヱel過3複
ningga ba tule
千 里の地 から
瓜千里之外
693e ni gia 皿S e- V O- ni
母の 骨を
把阿塊的戸骨
bo ni目的3
694eki
姉さん
姐姐 ､
695 s un u
e n e
-
rgl
-
yl
-
n l
戻 っ て ､
回到家多 ､
yini現3
s aktol tako- rgi- Ⅹe - yi
全部 集めた ｡
収拾好了 .
x eyi過1
a u S 1 S u
義兄 さん あなたたち
姐夫 体廿]
人称代名
● ●
e 机e l n l
あなたたちは - 日に
侭爪
人称代名
696s enkel トw o
香を
香 ､
wo 目的
697e n eini ilan
日に
打三遍鼓｡
dord トr o
お ききなさい ｡
肝著 ､
ro命令
flan madam
回
- 天 要焼三 通
tayo- r o
焚いてください ｡
ro命令
m ada n Ⅶ1tinl
回 ･太鼓を
也
打 っ て くださ い ｡
ro命令
1 1 mtin 太鼓 :板を円形に し､ 40 - 60c皿 の 円を作り､
jo -dule
家に
魔の皮を片面に張 る ｡ 裏側に十字に補強を
い れ､ 持つ とこ ろが つ けて ある [凌 1934図版: 図178､ 図203- 図216]｡ (写真)o 満州族も同
じ｡ 鏡 : 胸､ 背に丸い 鏡を つ ける ｡ [凌1934図版 : 図218]
a[尤氏 に再確認したとき､ 尤氏が挿入]
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698 s u n u
あなたたち
体爪
人称代名
699jo do-1e- ni
家の
始到塵里
1e ni場所
mini l〕ei
私の 身体を
要把我的戸身 ､
人代所有
der e
卓の
700 giotekuli ba-du
涼 しい 所に
招致在凍快的地方｡
uile- ni
上に (のせ)
ni場所
nede- r o
置いてください ｡
du場所 r o愈命
701bi buniol ba- du- ni e ne - r eB
私は ブ ニ オの
我 要去防同
人称代名
702e nトwo x anトw o- ni
母の 魂を
所 へ 行き､
血mi場所 re適用
幽 a
●
捜す｡
伐阿娘的畏魂､
w o目的 woni目的3 yi現 1
703uyun ini bi e n e- r･gi-yi
九日後 私は 帰る｡
等九天 央ノし我オ能回来｡
人称代名 yi現1
704Ⅹelilala xelila x elei x elila a x elei
ハ リ ララ ハ リラ ハ レイ ハ リラ ラ ハ レイ
赫哩噛 - 赫哩唯 一 赫哩噛 - 赫哩噛 -
705 e ni minトwo s a 皿a n
母 が 私を シャ ー マ ンに
阿嬉 侍姶我的炉構神長阿､
w o目的
dao-汝u ne- Ⅹe - ni
ならせたc
ku n e使＋Ⅹeni過3
1 ちll.nio【m o血 = 木 ?]
2 b uniobad-1nienere emi･ w oxani･ w onige rtergi
･
yi ブニ オ (死者) の国へ 魂を取り返 しに行く
ホジ エ ン族は魂に 3 つ の段階ア オレン､ ハ ニ ､ フ ィ ア ンクがあると信じて い る ｡
3 gerte
-
rgi･yi [gerte- yi = 探す].
183
706 血bao m afa
ウンパ オ マ フ ア
温包喝笈 ､
sye nbia.o n a n a s u
シ ン ピアオ マ マ あなたたち
和深彪喝喝,
人称代名
707do rdトyトs u
聞い て ください ｡
体イ[1祈真P巴
yis u現2複
708s u duin is ale s ag_
dj
あなたたち
伽爪
人称代名
709 to rki-du- ni
橿に
順型 ､
血mi場所
四つ 目の･ 大きな
把四 眼子大貴狗的
I)i- r e
つ けて
r e連用
710Ⅹ皿ji miれ血
直そに 私 を
鮭崇 姶我
人代目的
711塾Ⅸ重量
神帽
神帽
血 -du
黄色の 犬を
du 場所
e 皿e- rgi-kun e
-
r o
出発させてください ｡
打泉下 来｡
kun e使Ir o命令
姐
2●
神袴 腰鈴 神刀 神鼓 護心 鏡
神徳 和腰斡 ､ 葛刀 ､ 炉端鼓和P,L､的宝鏡 ､
1Ruin is ale s agdi s uya nin akin 四眼の黄色い犬 o (5歳の とき､ 家を出るとき､ 飯の残りを四
眼赤い犬 に与えた) 目の上の眉が眼の ように見える ｡ 犬そりは､ 少なくて 5 , 6匹､ 多い場合は
12匹で牽く ｡
2
軍tlyeki dusp 血 Ⅹajun sirgeafun u ntin miau toli全て シ ャ
ー マ ンの服装
シタは､ 母の魂を取り返しに行くため､ シャ ー マ ンの衣装と犬そりを授けるよう神に願う o 神具
は､ シ ャ ー マ ン踊りを行い ､ シ ャ ー マ ン儀式をするときに､ 必要なも ので ある o 尤金良の話 によ
ると､ 三種 に分 ける ことがで きる ｡ ①飾り :神帽子 ､ 神衣 ､ 神袴､ 神靴 ､ 腰鈴 ｡ ②手に持つ もの :
神太鼓､ 神杖､ 神鏡､ 神刀 ｡ ③現場で使用するもの :神偶像､ 神像､ 神竿､ 神瓢 神旗､ 祭礼供
軌 シャ ー マ ンは､ 神に祈る儀式の とき､ 特定の物を身に つ けて飛 び跳ね踊 る o 頭に鹿角の帽子 ､
首に サル カ (鉄の神) の首飾り､ 左手に ウンチン (神鼓)と右手 に捷､ 腰に ハ チウン (腰鈴)､ 胸
と背に トリ (護身鏡) をつ ける ｡
｢シ ャ ンソ ウ ･ モル ゲン+ で は､ 次の ようなときに儀式を行っ て い る ｡ ①兄弟の契りを結ぶ②
婚礼③神のお告げを聞く④婚約⑤戦勝の礼 ｡
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713alang
ア ラ ー ン
咽唯 一
712jake- w o s aktol nindu-1e
(こういう)物を 全て 私に
法些都是現成的､ 都姶我送来肥｡
w o目的 1e方向?
alang
ア ラ ー ン
714site m e rge n gis un- ni
シテ モ ルゲ ンは 唱え
希特 英日根的 漕
715jake x u n e- mi edinl e m e- Ⅹe
物が フ ウ - と 風で 来た
東西就
"
呼呼
小
地帯着風声 ､
716dedu jog- du
ダドは 家で
徳都 在屋 呈
717 dirgan e- ni
響かせて
. 猛哨､
mi連接
718旦虹旦担
2
解らなく
没&UL.了｡
sye 現否
719gajトki
do rd トmi
聞い て い た
光折見
皿i連接
deriu- 又e n
Ⅹe s u- mi od トⅩen
終えた｡
剛腕亮､
mi連接 Ⅹe n過
n ukl卜r O
送 っ てください ｡
r o命令
nia ni x e s u-yl- ni ei
彼が 言うと それら
他 悦的 迭些
人称代名 yini現3 指示代名
m e n e e m e一 芸e - n 1
独りで にやっ て来た ｡
自己都来了｡
Ⅹe ni過3
n uduli n e rge n cinleke
ム ドリ モ ルゲ ン チンラカ
接着､ 牟都力英日根和欲動克
Ⅹajun- ni s a 皿 ani s a m an unti e 机e- da且- dan
腰鈴と シャ ー マ ン 太鼓を しばらく
腰韓 和軒満敏 一 障
e si site me rge n
い た ｡ それから シテ モ ルグンは
速工 夫､ 希特 某日根
玉e n過
da- 又a n tugulun ju
な っ た ｡ 彼 ら 二 人は
他4n 傭
Ⅹa n通 人称代名
giotekuli ba-du
運び ､ 涼 しい 所に
拾回来 ､ 在凍快地方
ki条件 du場所
圭旦垣ヒ生 地
土間に 横になり 何も
就倒在地上
血 場所
site mergen I)eトw o- ni jo- dule
シテ モ ルゲ ンの 身体を 家の中に
把希特某日根 的戸身
甘O ni目的3
e m e urtx u o s e-J1
一 つ の･ 台を
搭了 一 十板床 ､
ji用
nede- 又en x olun- du- ni
作り､ その上に
把希特異日根放在上面 ､
Ⅹe n過 du ni場所
1 尤氏は､ ediは ｢夫+､ edin は ｢風+ と解説o
2 s a- Bye dudule yade s a- sye シ ャ ー マ ンは仮死状態になる o
1 8 5
720 n ede- 又e n site merge n uト1e Ⅷi
置い た｡ シ テ モルグン の 上を
Ⅹe n過
721ju nio untinl ilan n ada n
-
ni
ニ 人は 太鼓を 三 回
丙人 打了 三通鼓､
722 tayo
-
又e n nia ni
焚き､ 彼の
把他泊勺
Ⅹen過 人称代名
723gelun -gulun
聴衆
(軒鹿:
724 ala ng
ア ラ ー ン
唱和 -
im a x a s obgunトjトni
魚 皮で
用亀皮板子同上｡
jトni用 い i3
1ang七ole一 皿i
打ち ､
du出 場所
Ⅹanト wo- ni n uku- r el
魂を 送 っ た o
闘魂 迷走了 .
w o ni目的3 re連用
ke ke ke
カ カ カと嘱す｡
噂! 啄! 啄!)
嚇声 噸声 嚇声
725 site 皿e rge n
シテ モ ルゲ ンは
希特 英日根
726 e ndulia 皿g
神帽を
戴着神帽､
inakin to rkトdu te- r es
犬 穐に 座り
坐着狗順型 ､
血 場所 re連用
tit トrgいyi
●
冠 り
yi現1
bunioS bunio
ブニ オ (死者の世界)
往 開同走去 ､
dasi- 玉e n a 皿i-1e
被 っ たo それから
然盾 ､
玉en過
ilaJl n ada n- ni
回
焼了三通香 ､
s e nkel卜wo
香を
wo目的
en血1i te rgele - ni tit トrel
神 衣を 着て
穿着神衣 ､礼者神栖和腰翰 ､
r e連用
ba-1e -ni e n e- 臥(i)deriu- 又e n
の所 へ 出発し た ｡
1e方向 mi連接 Ⅹe n過
1 u ntin [ilan elegetigu = 3 つ の elegeti ?鼓】o
2 Ⅹani･ w onin ukn･re シタは死んで い ない が､ - 般には死者の魂を送る儀式o
3 in akin 七o rkトdu te- r e犬そりに乗っ て死者の 国へ 行く. 他のイ マ カンで は､ 死者の 国ヘ 行く
のは全て 女で ある ｡ シタ だけ男で ある ｡ 女シャ ー マ ンが行くときは､ コ リにな っ て 飛んで い くo
4 この後に ､ n nkiyale があるが ､ 後で尤氏もわからない . 多分 ､ u ntinjafu
-
re (太鼓を つ かみ)
と本人は言う ｡
5 bu niobu nio と重複 して い たo
186
727 duin is ale
四 つ 目の
那四 眼子
728degde一 皿トke ci
飛ぶ様に
像是在1 - 祥 ｡
mi連接
729uト1e- ni m o
8 uya n
黄色の
黄狗
in akin torkil- w o usya- ni x u x uy yu n e
-
n l
犬が 橿を 牽き ヒ ュ - ヒ ュ - と
粒着順型
wo目的 皿i連接
e n e
-
r e e n e
-
r e e n e
-
r e
行く 行く 行くo
走来走去､
re 連用 re 連用 re連用
ba rd 卜he nbトr e m o
忽忽悠悠地
e 机e u rke n kila-1e- yトni
一 つ の 山に 正づくと､
走到 一 座山膿前JL､
yi現 1
uト1e- ni
上に 木が 生えて いて ､ その木の 上 に
上有
730 geku-di
グクと
"
克庫
"
731jal トm(i)
歌い
唱:
mi連接
一 片樹林予 ､ 樹林子上落
mi連接 re連用
Ⅹudale- yi
鳴い て い る ｡
地叫 ｡
yi現1
deriu- 又e n
は じめたo
site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 某日根
urke n
山の
山
e n
l
e 辿 2 旦虫些3 geku
- 羽の カ ツ コ 鳥が グク
ー 些寛厚島在
"
克摩 1
ei keku c uka n- m e ヱudale-du- ni
こ の カ ツ コ 鳥に 呼び かけ
看到迭些克庫鳥 ､ 就対官11
指示代名 dⅦ1i場所
Ⅹe n過
732 Ⅹelilala x elilala x elei x elila ala
ハ リラ ラ ハ リララ ハ レイ ハ リララ ラ
赫哩槻 - 赫哩畷 - 赫哩唯 一 赫哩岨 -
733 keku keku gu anggun du o cu
カ ツ コ カ ツ コ グア ングン ド チ エ
克庫 . 克庫 , 光耗 尋 赴.
鳴声 鳴声 鳴声 鳴声 鳴声
734 si
あなたは
伶
人称代名
e- 血 bisi4 Ⅹudale- yトsi
こ こ で 鳴いて
在送 十地方 叫喚
yisi現2
1 torkiホジ エ ン族の そり ｡ 漢族のそりは､
2 keku カ ツ コ に . 死者の国 に住むものは､
る ｡
3 cムkan ka ske = 也aki鳥)】
4 edu bisi [jad11bixi = 何処で】
Ⅹelila a xelei
ハ リララ ハ レイ
uk トa a r n e
何 年
多少年了?
fala とい う.
つ ぎに出て くる トグ ッ､ へ ンフ ､ コ リはすべ て鳥であ
18 7
735 Ⅹudale- Ⅹe - si
鳴い て い るか?
Ⅹe si過2
736もi sl n ユー W O
私披 あなたに
我 向倣
人称代名 wo目的
737keku keku
カ ツ コ カツ コ ｡
克摩 ･克摩
738e m e a s e n
一 人 の 女
有 - 十 女
baite- 甘0 皿edele -yi- ni
事を 尋ねる ｡
打節点凡事 ,
w o目杓 yini現3
si minトtiki
あなたは 私 に
体 告訴 我｡
人称代名 tiki比較
bu syuku e m e 些9
1
ブシ ュ クが 一 本の 木を
鬼, 抱着 一 根梁 ､
739e 机e x o rkun-ji gajトmi ei
- 本の 縄を
帝着 一 条鵠ハ
l
'
1.
' 円
J ⊥ /1コ
740 Ⅹ廿1i- mi
通 っ て 行 っ て (から)
走退 去
mi連接
74luki- a a rn e- ni
何 年
多少年了?
742alang
アラ ー ン
同郷 -
743 ke u c ukaJI Site n e rgen-tiki
身に つ け こ の
打法 凡
mi連接 指示代名
da一 三a - ai
経 っ たか?
Ⅹa ni過3
jal トyトni
カ ツ コ 鳥は シテ モ ルゲンに 歌う
克厚島 対著希 特某 日根 唱到:
tiki方向 yini現3
1 m o 梁o 木 ､ 森､ 林､ 梁など 皿 0 は広く使用され る o
1 8 8
Ⅹe S u.
‾ rO
答えて くださ い ｡
r o
･命令
u sya
-
ni
引きずり
mi 連接
ba- du
場所を
血 場所
744Ⅹeli x elila xela x elaleile x elei
ハ リ ハ リラ ハ ラ ハ レイ ラ ハ レイ
赫哩 -
745kekulei kekulei kekukekulile kekulilei
カク レイ カタ レイ カタカクリ レ カクリ レイ
蒐庫噸 - 克庫 - 寛厚哩噸 -
7461〕i e-du nadan-juan ar ne- ni do u x udale-yi
私は こ こで 七十 年
我 在迭+し叫喚了七十多年噛 ,
人称代名 du場所
747ei e-ke ci e m e-ke n
あなたの 様な 一 人の
也没署皿辻法祥 一 十酢満 ｡
指示代名 keci様
748ei s a 皿 an
こ の シャ ー マ ンの
法十 炉摘
指示代名
749w a-ke ci
殺気が
乗気 ､
ke ci様
もトr en
ある｡
r en現
750I)egdele- ni
脚の ( 行く)
脚
ni3
751 ke ula
カ ツ コ ラ
克摩喝 -
752ei
あの
速十
指示代名
Sa n an
-
e
シャ ー マ ンを
me目的
dill- ni uト1e - ni
頭の 上に は
共 上
jute- ni ta un oks un
先には 百 歩分の
前 有百歩的威風 ｡
kekule keku
カ ツ コ ラ カコ
s a n a n ani-1e
シ ャ ー マ ンは い ずれ
炉満 目后
1 元は､ aijiaijiと繰り返 して い たo
189
余り 鳴い ている ｡
yi現1
icik トcトyi
見たこ とはない ｡
ciyi過否1
mingga-ke ci
千ほどの
有千重
keci様
edin-ke
風がある ｡
虫止1 da- T e n
偉く なる ｡
鰭不了咽 ､
r e n現
753 a ni- siki 由些1 da- Ten
い ずれ 首領に なる ｡
能威力了不起的観其｡
siki方向 re n現
754bi ici- Ⅹe - yl
私 は 見た
我 看皿辻
人称代名 Ⅹeyi過1
75 ni弧i jo- 血 - ni
彼女は 家に
可怜地家 具地下
人称代名
756kekula kekula
カツ コ ラ
寛厚哩職 -
カ ツ コ ラ
757 nia ni
彼女は
地定 一 歩 ､
人称代名
758e n e oksun
- *
実 一 歩､
e m e a Se n
一 人の 女
- 十 女
(倒置)
ju xite
ニ人の 子 を
岡十亮子 ｡
ene oks un x uli- ki
一 歩 行き
ki条件
xuli-ki so ng一 皿i
行 っ ては 泣い て
打法+し辻去
ki条件 mi連接
busyuku
ブシ ュ ク を
鬼､
n odu- Ⅹe - ni
遺 して きた ｡
Ⅹe ni過3
Ⅹulトr e e
行 っ た ｡ (それから)
re連用
759ju an ar n e- ni ml トmi
十 年が 経っ た｡
有十多年了 ｡
mi連接
760si jule- sikien e- r o
あなたは 先 へ 行きなさ い ｡
体 再往前去 ､
人称代名 siki方向 ro命令
761 tobutu
トブツ (鳥の 名)
到脱不吐 鳥
1 ejen 首領｡ 村長 など｡
c uka 血 m edele- r o
鳥に 訊 きなさい ｡
那rF]1rt31噌 ｡
r o命令
19 0
762gell 皿一 郎1u n
聴衆
(肝余:
763 ala ng
ア ラ ー ン
阿榔 -
ke ke ke
カ カ カと僻す｡
聯声 噸声 嚇声
曝! 曝! 曝!)
alang
ア ラ ー ン
764 site me rge n
シテ モ ル ゲンは
希特 英日根
keku c uba n x e s u-yトni do rdi･ E e n
カ ツ コ 鳥の 話を 聞き
野了克庫鳥的活､
yini現3 Ⅹe n過
765e n e-kun e- m(i) deriu- 又e n
走らせ た｡
kune使＋mi連接 Ⅹen過
uki- a go r o e n e-yい ni
どれだけ 遠くまで行っ たか
也不知走出有多遍､
yini現3
766 ic cトkトni jule go r o-du- ni
見ると 前方に
管見 前迫
kini条件
767皿alxong tobutu
沢山の ･トグッ属がい た｡
落着 一 群脱不 吐 ｡
768de riu- 又en
始めた ｡
ヱe n過
e 机e fasi m o I)トr e n
一 つ の 林が ある o
又 有 一 片樹林 ,
r e n現
nianio ill- xe - ni
彼は 立ち止まり
他 停下来
人称代名 Ⅹe ni過3
769Ⅹelila x elila a xelei x elila a
ハ リラ ハ リラ ラ ハ レイ ハ リララ
赫哩唯 一 赫哩唯 一 赫哩噛 一 赫哩噸 -
770 tobutu tobutu
トプッ トブ ツ
脱不吐 脱不吐 ､
1 9 1
in akin x unji
犬を 急い で
催着狗有従前走｡
de s a- Bye n
も ･ 分らない o
sye n現否
mo x o1Ⅶ1- du- ni
その木の 上 に
樹上
duni場所
tobutu c ukan ､jal ト皿(i)
トグ ッ鳥に 歌い
対着脱不吐 唱到:
皿i連接
ヱelei
ハ レイ
771 si e- du
あなたは こ こで
称在迭 凡叫喚｡
人称代名 du 場所
772bunio ba-le - ni
ブニ オ で
x udale- yトsi
鳴いて い るが
yisi現2
mdale- yi- si
鳴い て い るのか?
是在明rp1地方叫､ 述是在PEH同地方叫?
du ni場所
773eトdu xudale - r e
こ こで 鳴い て
在迭凡叫喚多少年 了?
r e連用
774 I)i sinトwo
私 は あなたに
我 要向休
人称代名 wo目的
775 Ⅹelilala x elila
ハ リラ ラ､ ハ リラ
封哩唖 - 赤堤屯 -
yisi現 2
uk トa a r ne
何 年
dordトyi
聞きたい
打折十事)L.
yi現 1
mdale- Ⅹe - si
鳴いた?
Ⅹe si過2
baite- w o- si
辛がある o
wo 目的＋si2
Ⅹelila a x elei x占1ilala x elala
ハ リラ ラ ハ レイ ハ リラ ラ ハ ララ
776Ⅹelila ala x elila x elei x elilala x elei
ハ リララ ラ ハ リラ ハ レイ ハ リラ ラ ハ レイ
赫哩敬 一 赫哩噛 -
777e m e a s e n
一 人の 女
有 - 十 女
778u sya- ni
引 きず っ て
帯板艶子 ､
皿i連接
779e- du- 1e
こ こを
打法+L近去
dule場所
bu syuku taibtr･w o u sya一 皿i
ブシ ュ ク 梁を 引きずり
鬼､ 粒着梁柁 ､
w o目的 皿i連接
duュe- ene- mi
通 っ て
mi連接
uki a r ne da- ∑a n
何 年 経つ?
有多少年了?
Ⅹ an過
1 92
Ⅹo rku n
縄を
780 si icikcトyi- ni
あなたは 見
僻 看見波有?
人称代名 yini現3
an ci
なか っ たか?
78lalang
アラ - ン
咽榔 -
782tobutu c ukan
トブツ 鳥は
脱不吐 鳥
site m e rge n- tiki
シテ モ ルゲンに
対者希特某日根
tiki方向
jal トmi deriu- ∑e n
歌い 始めた
唱到:
mi連接 Ⅹe n過
783 Ⅹeleitu obule xelei tobule tobu 七o1〕ulila
ハ リラ トプラ ハ レイ トプラ トブ トブリラ
赫哩 - 脱不吐 - 脱不 一 脱不 哩唖 -
784bi e-du x udale一 皿i
私 は ここで 鳴いて
我在迭+L叫喚了
人称代名 du場所 mi連接
785 niu n ada n
六 ､ 七
大七十年了､
786si-kecil
ju a n a. m e- ni da- Ⅹa -yi
十 年 経つ が､
らa 皿aJl一 皿e
あなたのような シ ャ ー マ ンを
遠投遇書体迭梓的扉満.
ke ci様 m e自的
Ⅹayi過1
icikトcトyi
見たこ とがない ｡
ciyi適否1
787 sin主 dil トsi x olun-du- ni
あなたの 頭の 上 に
看休 央頂
人称所有
788w a-ke ci icikci
殺気が み える｡
束汽 ､
ke ci様
1 si･keci【e-du bi- si = こ こにい る]
ningga-ke ci
千ほ どの
有千重
dmi場所 ke ci様
19 3
789sini- w o ei
あなた の
看僻 迭
wo目的
790tu obula tu obula
トプ ラ トブラ
脱不噸 -
らa 皿a 皿
シャ ー マ ンの
炉端
tu obula
トブラ
e nduli- si s agdi
神カは 大きい ｡
神過 大｡
791si a s e nbu syuku nedele- yi- si
あな たは 女 ブシ ュ クを尋ねる ｡
仰向吊死的那十女鬼､
人称代名
792bu
私 は
我11
人称代名
yisi現 2
ici- 又en e-du-1e
見た｡ (彼女が) こ こ を
看皿了 ｡ 打法)Lう皇去
Ⅹe n過 dule 場所
793niu n ada n ar n e- ni
六 七 年
有六七年 ､-
794 ic kci- yi- ni nia ni
見たとこ ろ 彼女は
看 地
yini現3 人称代名
da- Ⅹa- ni
経つ ｡
Ⅹani過3
bude- Ⅹe - ni
死んだが
dule- e n e- x e- ni
通 っ て
Ⅹe ni過3
aiji ゎude- cトni
よい 死に方で はない ｡
那祥子死得屈 軌
Ⅹeni過3
795jo- i ju xite n odu- Ⅹe - ni
家に 二人 の子を 遺した｡
在家地下衣子了､
Ⅹe ni過3
796nia ni e 机e oksl 皿 Ⅹul トki
彼女は ∵ 歩 進み
馳 走 一 歩
人称代名 ki条件
797些主虫 _ 生返:迦迎 L +朝生選些1
西 の 方に 着い た ｡
到了迭西迫
duni場所 Ⅹan過
1 suliakila -d uniisya
-
Ⅹan [sulia･jiki= 西の方向に〕
19 4
e皿e Oks u n
- *
実 一 歩｡
cini適否3
S O ng‾ r e
泣い て
r e連用
798 nia ni e ne-yi tixale- sye n da- 又a n
彼女は 行きたく なく な っ た｡
地 不肯定､
人称代名 yi現1 sye n現否 Ⅹa n過
799 ta-du s o ng一 皿i e m e ar n e- i da- 玉an
そ こで 泣きながら - 年が 過ぎたo
在那JL 足 巽了有 一 年多｡
mi連接 Ⅹan過
800alang
アラ ー ン
岡榔 -
801site merge n
シテ モ ル ゲンは
希特 英日根
802 en e- ni jule- siki
行くと 前方の
走 到前迫
dor･dトni
聞い て
折了､
ni現3
in akin 七orki 〕ule- sikix unji e n e-Run e- re
犬 構を 前に 急い で 走らせた｡
又億劫狗順梨従前走｡
siki方向 ku n e使＋r e適用
隻迦 地
●
行く手で
mi連接 siki方向 yi現 1
803 kad トⅩe- nil
阻んだ ｡
Ⅹe ni過3
m ale -ji 匙 盛
事で 臭を
手指着呼虎唱到:
ji用 い
血 塾1
多くの 臭が
遇 法着 一 報噂虎､
jo rト Ⅹele jal トmi
指して 歌い
804Ⅹelilala x elila
ハ リラ ラ ハ リラ
赫哩噛 一 赫哩噛 -
mi連接
Ⅹelila x elila a
ハ リラ ハ リラ ラ
niani- n e to rki- w o
彼の 構を
他把雁製糸住 ､
me 目的 wo目的
deriu- Ⅹe - ni
始めた.
x e ni過3
Ⅹelala x elila
ハ ララ ハ リラ
805 Ⅹelila x elila x elil ala ヱelila x e ngx u x e ngx e ng huhu
ハ リラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ へ ン フ ヘ ン へ ンフフ
赫哩唯 一 赤哩噸 - 噂虎呼虎､
1 eneyiduni m alⅩo ng xengx u[em egulu n = 多くの人】.
2 niani･ m eto rki- wo kadi- Ⅹe ni [nia ni･ m enioniene-k une -sye nda･ Ⅹa ni = 彼 をどうして も行か
せ なくした】
呂 Ⅹe ngx u へ ン フ :臭か?尤志賢の書で臭は Ⅹungsin[ 尤志賢､ 借方金共著 1987], 漢語で煽煽(bia n
fu) は､ 吉兆の しる しで ある｡
1 9 5
806si
あなた は
伽
人称代名
e-du uk トa. ar n e- n(i)
こ こで 何 年
在法+し叫喚多少年了?
du 場所
807e 皿e a S e n
一 女
有 - 十女鬼､
bu syuku taibu u sya- 皿i
ブシ ュ クが梁を 引きずり
扱者 一 十梁柁,
mi連接
808x o rkun u sya- ni ei ba-1e
縄を 引 きながら こ こ を
搭着十蝿 ､ 打法)L辻去 ､
Ⅹudale- xe-Bi
鳴い て い る?
Ⅹe si過2
duュe- e n や- 玉e n
通 っ たのを
mi連接 指示代名 1e 方向 Ⅹe n過
809si l CトⅩe- s l
あなたは 見たか
併有没看皿?
人称代名 Ⅹe si過2
an ci
見な っ か っ た
810gelun-gulu
聴衆は
(野余:
811ala ng
ア ラ ー ン
同郷 -
ke ke ke .
カ カ カと嘱す｡
曝! 噂! 曝!)
噸声 畷声 嚇声
812Ⅹe ngx u site 皿e rge耳
鼻は シ テ モ ルゲンを
噂虎看看希特某日根 ,
● ■
●
1CICl
- 又e n
見て
玉en過
jali一 皿i de riu - 又e n
歌い 始めた ｡
対着他唱道:
mi連接 Ⅹen過
813Ⅹeli x e ng x ula xelix e ng
ハ リ へ ン フ ラ ハ リ へ ン
蕗哩 一 時呼喝 - 噂呼 - ㌔
814Ⅹe ngx u xeng lulila
へ ンフ へ ン ルリア
噂呼哩唯 一
196
x ula xe ngx u x e ngxulila
フ ラ へ ンフ へ ンフ リラ
815七i
その
那十
人称代名
aB e n
女
女鬼､
bu syuku e-du du n e- Z e nbi
ブシ ュ クがこ こを 通っ たのを 私は
)^ 法JL退去､ 我
du場所 Ⅹe n過 ･人称代名
816icトⅩe- yi
見たo
管見了 ､
Ⅹeyi渦1
817O n e aJr n e- ni x ule- nil dur ne- Ⅹen
2
一 年 位 経つ o
有 一 年多了.
mi連接 Ⅹan過
818jo- ni? 荒ite- ni b 卜re n
家に 子供が い る o
家有+し女野､
r e n現
819nia ni e n e-yi tix ale- sye n
彼女は 行きたく なか っ た｡
地不想定｡
人称代名 yi現1 sye n現否 Ⅹani過3
820e si s uli乱 ba一 山 s o ng一 皿i
今 西 で 泣い て い て
就 在西迫 ､ 冥
加 場所 mi連接
821e 机e a r n e- ni
- *
有 一 年多｡
■ ■
8 22x unJl
直(i
起巣
mle一 皿(i) da- 又a n
位 経つ ｡
mi連接 Ⅹ弧 過
e n e- k トsi
行きなさい ｡
捧昭 ､
kisi条件
823u r uke- n(i) bi- r e
門が ある
ta-dule isya- Gin
あそ こ へ は 着い てい ない ｡
也杵述没到 ､
cin適否
do-1e - ni isya
-
°in
とこ ろに まだ着い てい ない
r e連用 1eni場所 cin 過否
1 尤氏の説明､ Ⅹulemi は ｢ - 余り+､ Ⅹul i
･ miは ｢歩く+
2 dax a nと思う ｡
19 7
824s anin bilal
シ ャ ンイ ン川 に｡
山明比粒 ｡
(対応のホジ ュ ン語なし)
(断金:曝! 曝! 噂!)
825 alang alang
ア ラ ー ン ア ラ ー ン
阿榔 -
826site m e rge n
シテ モ ルゲ ンは
希特 某日根
do rdトⅩe- ni
聞くと
肝了 ､
Ⅹe ni過3
Ⅹu nji
直そ
紅涙
inakin to rki- w o 地 出2
犬 構を 走らせ
催功狗順撃 ､
w o目的 kun e使Imi連接
827de riu- 玉e n jule- siki 出 in akin langtole一 皿(i)墨迎j⊥_ 也
て 先 へ ｡ 鞭で 犬を 打 っ て 速く 走 っ た｡
紫晃着皮鞭往前捧去 ｡
Ⅹe n週 siki方向 ji用 い mi連接 Ⅹe ni過 3
828 ic kcトk トni
見る と
眼看
kini条件
829 icトki- ni
見えた
就看兄
kini条件
jule-ki-dun主 e 皿e S ani billa 鎚 辿 s-1e ni isya- Ⅹe - ni go ro-ki
前方に シ ャ ンイ ン川 門に 着 い た｡ 遠くに
前辺 就到了山明比粒矢 口 ､ 透遠地
1e ni場所 Ⅹe ni過 3
e 皿e
-ke 幽 6 u r uke - ni
ひ とりの ブシ ュ クが門に
- 十把Ⅰ
､
1鬼正端在矢口 前 .
830 ilトmi bトr e n
立 っ て い る ｡
mi連接 re n現
site bu syuku-tiki
シテ は ブシ ュ クに
他停下来同把[1鬼悦:
tiki方向
e皿e u ruke- ni tokun- ni bu syuku
一
つ の 門の 前 に ブシ ュ クが
m edele- yト ni
尋ね
yini現3
jal ト皿i de riu- 芝e n
歌い 始めた｡
mi連接 Ⅹen過
1 s aiれbila [尤氏に再確認 したとき､ 尤氏が挿入】 死 の国との境を流れる川である ｡
2 尤氏の説明､ niani･ m enijefu･k11ne･ re ｢彼に食 べ させ る+
3 c11Ca
･ji 後で挿入 ｡
4 Ⅹu nji degdan e･Ⅹeni
' [asekte･ mi = 追 い かける]
5
gu a I止 o 関 口 ( 漢語)
6 bu syuku 鬼の 門番 o
1 98
831Ⅹelila a x elila x elei
ハ リラ ラ ハリ ラ ハ レイ
赫哩岨 - 赫哩岨 -
832Ⅹelila a. xelei xelila
ハ リラ ラ ハ レイ ハ リラ
赫哩岨 - 藤哩峨 -
Ⅹelila a xelila a
ハ リララ ハ リララ
83 s`i s aninbila uruke
あなた シャ ンイ ン川 門の
僻基 山明比拙把｢1鬼､
人称代名
834bi e机e I)aite sinトw o
私 は 凝る 事を あなたに
我 有件垂情 要同帆
人称代名 wo目的
835 e n e a sen bu syuku taibu
一 人の 女 ブシ ュ クが梁と
有十女鬼傍梁柁 ､帯看板亀子
836e-du
こ こ を
放送)L辻 ｡
dn場所
837nia ni
duュe- e n e- 又e n
通 っ たか?
Ⅹe n過
ya elin ele
bu syuku-tiki
ブシ ュ クよ､
tiki方向
medele- yi
尋ねる ｡
yi現1
Ⅹorkun u syarmi
縄を 引き
mi連接
dur n e- 又e n du r n e- 又e n
彼女は 何時 こ こ を 通 っ か ? 通 っ てから
地 境肘候 )JL法里辻去的? 辻去
人称代名
838uki- a ini da- 又 an
何 日 経っ たか?
有多少 日子了?
Ⅹan過
Ⅹe n過 Ⅹe n過
839Ⅹelilala x elila xelilala x ela x e xelilala xelei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ ラ ハ ハ リララ ハ レイ
赫哩唖 一 線哩岨 - 赫哩畷 - 赫哩畷 -
1 9 9
840ei
その
迭
指示代名
841 mini
aSe n
女
女鬼
busyuku ya-du ba-du bi- T e n ya-du
ブシ ュ クはどこ に 所 いるのか どこ に
落到了耶十地方?
du場所 re n現
du x a- n aka- yi
私の 身内は
是落到我的来戚家､
人代所有 yil
842si min-tiki
あなたは 私 に
ya
-du bi- Ten
どこに い るのか
述是落到別赴了?
r e n現
teji glS un Ⅹe S u- r･e
真の 話を 話せ ｡
体 要対我悦 英活 ､
人称代名
843 I)i
私 は
我是
人称代名
tiki比較
ⅩunJl nia nト皿e
直そ 彼女を
音程近来接地的 ｡
me目的
ro命令
■ ●
gaJい rgl Xai
連れて帰る ｡
Ⅹai終助詞
844gelun- gulu
聴衆は
(貯金:
ke ke ke
カ カ カと嘱す｡
暗! 喝 ! 暗!)
嚇声 聯声 嚇声
845 ala ng alang
ア ラ ー ン ア ラ ー ン
珂榔 -
846 ti u ruke
その 門の
那十 把l
､
1鬼
人称代名
busyuku icikci site m e rge n一皿e aiji icikcトⅩe - ni
ブシ ュ クは見た､ シテ モ ル ゲンを よく 見 た｡
打量 了 一 下希特英日根 ､
皿e目的 Ⅹe ni過 3
847a 皿ト1e nia nト皿e-tikijali一 皿(i) deriu-.x e n
それから 彼に 歌い 始めた｡
然盾 対他 唱道:
tiki方向 皿i連接 Ⅹe n過
848Ⅹelila xelila xelilala x elilala ヱelilala x elele x elei
ハ リラ ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ ハ レ レ ハ レイ
赫哩唯 一 赫哩噛 - 赫哩唯 一 赫 哩噛 -
2 0 0
849 site e si e ni ge rte- Ⅹe - si
あなたは 今 母を 探している ｡
僻 法具 来ま那可鵜的､
耳e Si過2
850 nio do-1e - ni e -ke ci ai nio ko nu s u
人間に この様 に 善い 人は 少ない ｡
人世 同 法禅的 孝子 不参了｡
keci様
851 si e nトsi de mdeユー si jo-le do-1e- ni
853ala ng
ア ラ ー ン
打阿噺 -
あなたの
俳
人称所有
852si
あなたは
仲
人称代名
alang
アラ ー ン
854site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 英日根
855e n e一 皿i deriu- 又e n
行き はじめた ｡
mi連接 Ⅹen過
856niani de nde- i
彼は 伯母の
往他娘家去 ､
人称代名
母は 伯母の 家に
阿鵜 在俗壊娘家､
si2
xu nji
す(A
快去
＋ ＋
gaJl- r O e n e- r O
連れて 行け ｡
接地回去P乱
r o* * ro* *
b トr e n
い る ｡
r e n塊
Ⅹunji inaldn- mi langtole一 皿i jule- siki
直(o に 犬を 鞭打ち 前に向か っ て
又捧劫皮鞭､盟近着狗雁 型従前走｡
m e目的 皿i連接 siki方向
to rki te- re
橿に 坐り
re連用
s anin bila-1e ku anko u-1e - ni isya- Ⅹan e m e
シ ャ ンイ ン川の 門前に 着い た｡
走在山駒比粒美 口 ､ 一 路
Ⅹoktu-du
路
1e方向 漢語＋1e 方向 Ⅹan過 du場所
jo- ni do-1e- ni e ne一 芸e - ni
家に
857 tule -1e- ni isya- a(i)- du
外に 着くと
到了他墳娘家院里
行っ た ｡
isya- ni de nde-i J
'
0
-du- ni
着い て 伯母の 家の
- 孟
Ⅹe ni過3
e u- rgトyi- ni jo-dule ing- 又e n
降りて 家に 入 っ た｡
下 来｡ 速了屋 ､
1 尤氏は子供の頃､ 母の姉妹の ことをde mde と呼んで い た ｡
2 demde- ni [de mde ･niicici･ re = 伯母 を見て]
2 0 1
de 皿de- ni2 e nトni
伯母と 母が
看見他墳娘和他阿鵜
858 n a x an-du te- でel
yini現3
bisi- ni x unji
オン ドル に 坐っ て い る 直そ
都在坑上 坐着 ､
du 場所 皿i連接
859a nト1e e nトtiki xe s u-yトni
その後 母 に 言う
然后 対着他阿鵜悦 :
tiki方向 yini現3
860ene - ma主 x u nJl
帰る . 直(A
m ai終助詞
861begdan e- yトti
走り出た ｡
快限我走肥 ｡
"
e ne
-
m al
就紅旗
e 皿
Ⅹe n過
de mde-tikimiakule- 玉e n
伯母に 続き
鎗他墳娘砲了 一 十央､
tiki向 Ⅹe n過
e m bi s l nトw o
｢母さん 母さん 私は あなたを
"
阿嬉 ､ 阿娘､ 我来接体回家｡
人称代名 wo目的
Ⅹe S u
一 皿l
行こう ｡+ 言い
mi連接
niani n e r･gl
-
rgl
-
r e
●
彼は 背負 っ た
od 卜re e nま m e rg卜rgトr e
終わると 母を 背負い
r e連用 re連用
eni in akin to rkトdu- ni
母 を 犬 構に
悦完 ､ 背起阿婦就飽 出rl来 ｡ 他背着阿鵜上了狗雁型 ､
yiti現 3複 人称代名 re連用
862皿dale 一 皿i 血in isale s uy an in akin e n e一 皿(i)
声をかけ 四 つ 呂 黄色い 犬を 走らせ
達城帝叫地巌備蓄四眼子黄狗往回走 ｡
mi連接 ･ mi連接
863u r uke - ni do-1e- ni
門に
865Ⅹe s u- yi- ni ei
言う ｢お前の
税:
`
迂回
yini現 3
血mi場所
de riu- Ⅹe12
た o
gaJl- rgl
- yl
連れて
yi現1
七ule- sik呈
外 へ
siki方向
n ede - r e
乗せ
r e連用
s a nin I)ila
シ ャ ンイ ン川の
走到山岡比喝r1美､
Ⅹel過3複
isya- Ⅹ an bu syuku ur uke- ni
着い た ｡ ブ シ ュ クは 門の ブシ ュ クは
把｢1鬼対他
Ⅹan 過
●
e n l X a n l- W O- n l
母の 魂を
把体阿梅的畏魂
wo ni自的3
tiki方向
baka. - rgi- y卜 si
取り返 したね ｡
拭回来了 ､
yisi現 2
nia 皿- tik トni
彼に
ei e skuli
こ れは 大変
迭是 大
指示代名
1de ELdei e nini n a x an-du te一 皿i 伯母 と母がオン ドル に座 っ て い る . 死者の国は､ 現世の よう生
酒をして い る ｡ ホジ ェ ン族の シ ャ ー マ ン信仰の考えで は､ 宇宙は三界に分 かれてい る ｡ 天国の上
界､ 人が住む中界､ 地獄の下界で あ る ｡ 陰界の描写は ､ 陰界も現世と同じだという､ ホジ ェ ン族
古来の考えに基づ い て い る ｡
望 deriu ･ Ⅹel 発音は doloxolo,
2 02
866 aibaite
めで たい 事だ ｡+
site m erge n
シテ モ ルゲンは
審寧軌
"
特英日根地役停下､
867 Ⅹe s u-yトni ai baite
言う ｢めで たい ｡
悦:
00
農大審 ､
yini現3
868baite2 b トk卜ni x ai
｢用事が 有 っ たら また
有事我述来披休!
"
kini条件
869degde- ke ci e n e
-
Ⅹe
-
ni
飛ぶように 行 っ た｡
- 溜梱)し就辻去了｡
e u
-
r c e n n ale-ji tuki- r el
降りないで 手を 振り
招招手
ce n適否 ji用 い r e連用
ai lコaite
めで たい ｡ +
是大審 ｡
■
e m e- rgl- r e
戻 っ て きて
r e連用
a ni-Ie- ni
後方で
盾迫
ke ci様 Ⅹe ni過 3 ni場所
870Ⅹe s u- c卜ti3
J =ニ▲ つ一
員 つ
1
1Lパ ー
仇 ･
nio Rite- ni uki- a
｢こ の 人の子 は なんと
"
看有人家+し女 多孝敬､
871Ⅹerもer e- sik呈
連れて 帰る ｡
接回去了 ｡
buti xite
私 たちの 子供は
署咽爪迭些人的ノし子 ､
人称代名
872 gaj卜rgi- sye n
連れに来ない ｡+
能来野? 咳!
”
syen現否
dillanトsiki xio- rgトr e
頭を 後ろに 回し
回央
siki方向 re連用 mi連接
sinトw o ge rte- yi m nji to rki
あなたを 訪ねますo + 直そに 構は
近着 狗月唱梨
wo目的 yi現1
acトsye n
死ぬ べ きで ない の に
那些菟魂都町境
sye n現否
● ● ■
eni a lJl n e- r O
bude- 又en gelu
死んだ 人達が
玉en過
e ni
母に よく尽くすこ とだろうo 母 を
把他阿鴇
ro命令
OSl
誰
耶十
osi疑問詞
e si I)a x olun- du- ni
こ の時 空の 上に
法 工 夫 ､ 空中
du ni場所
e 机e-ke n de もuti
一 人 も 私たちを
人称代名
e皿e koli4 degde一 皿i
- 羽の 鷹が 飛びながら
有 一 只陶力
皿i連接
1 tuki･ r e [iagedu yale･ mi = あちこち 振り?]1
2 baite【baite･ r由 = ?】
3 発音は､ ⅩesⅥ -citi
4 koli コ リ神鷹｡ ホジ エ ン族の女性 (若い 未婚の女性､ 妻) は､ 鷹に変身し､ 夫や モ ルゲンを助
ける｡ 敵対するモ ルゲ ンの妻や姉妹など､ 鷹に な っ て互い に空中で戦う｡ 多くのイ マ カンに登場
する｡ 鷹は ､ 満族な ど周辺民族で は､ 神として敬われてい る ｡ 鷹匠がい る ｡ ｢海冬青+ とい う鷹が
い る｡
203
873Ⅹe s u一 皿i
(こう)言っ て
悦活了:
mi連接
jali- mi de riu- 又e n
歌い 始めた ｡
mi連接 Ⅹe n過
874Ⅹelila a x elila x elila alei Ⅹelila a x elila x elila a x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レララ レイ ハ リラ ラ ハ リラ ハ リララ ハ レイ
赫哩噛 - 赤哩峨 - 赫哩俄 - 赫哩噸 -
875 site n e rge n si to rki x unji e n e- r o
シテ モ ルゲ ン あなたは 構を 速く 進めなさい ｡
希特 某 日根､ 併 催功狗順翠起快走!
人称代名 ro倫令
876 si bunio to u s al - n ede
あなたは ブニ オの主 に
体 没去見地府冥王 ､
人称代名
877si eni m e rgュ- r e
あなたは 母を 背負 っ て
就把俸阿窺背E]采了｡
人称代名 re連用
878bi sinトw o
私は あなたの 代わりに
我 得替俳
人称代名 w o目的
879Ⅹe s u- ni x e s u ci2一 皿i
言 っ て おきましよう
脱税 ､
kci* #
880en e- r e
も し行 っ て
不去
r e連用
● ■ ● ●
1C I C l- C l- S l
会わずに
cisi適否2
●
e n e- rgいyl- Si
帰る ｡
yisi現2
ta- 1e e n e- r e
そ こ へ 行き
到那去
re連用
Ⅹe s u- sye n da- ki
言わなけれ ば
悦 一 悦 ､
syen現否 ki条件
1 bu nio to u sia :ブニ オの主 ｡ 死者を管理 して おり､ 閣魔王と同じで ある｡ これは仏教思想の影
響と見らオ1る o
2 Ⅹe suci 詳しく話す (尤金良の 配明)
2 0 4
881 bunio to u s a- ni
ブ ニ オの主が
地府冥王
bu smku e n e- r o
ブシ ュ クを行かせ て
述打笈鬼蛇地回去｡
r o命令
882 Ⅹelilala x elila a x elila a x elila
ハ リララ ハ リララ ハ リララ ハ リラ
赤哩唖 - 蕗哩職 - 赫哩敬 一 藤哩噛 -
883si minトw o s a- yi- si- a
あな たは
体
人称代名
884I)i
私は
我是
人称代名
jafu- rgi-kun e- re
捕まえに来る ｡
ku n e使十r e連用
Ⅹelila
ハ リラ
私を 知 っ て いますか?
知道我是堆喝?
wo 目的 yisi現2＋e 疑問詞
sake syu s a 皿 an a S e n Xite- ni
シヤケシ ュ シ ャ ー マ ンの 娘で
部克修 炉満的 女+し､
885 bi sake n dedu
私は サケ ン ダ ドで す｡
我是 部肯 循都｡
人称代名
886a 皿ト1e si
こ の後 あなたは
以后 傑
人称代名
887皿inトwo I)uti
私たち
我爪
wo 目的 人称代名
a‡e-yi elin一 血i
戦う とき
征戚吋 ､
yi現1 血i時間
julu baka- kcト u-yi
二 人に会うで しよう｡
会再見面 ｡
kci未来
888alang
ア ラ ー ン
咽榔 -
889site m e rge n agde n e
一
皿i
シテ モ ルゲ ンは 者び
希特 英日根 高架地
mi連接
inakin to rk トni jo 一 山1e
犬 樋で 家に
走者狗雁梨往前走 ､
2 0 5
e n e
-
r e degde- ke ci
帰る ｡ 飛ぶように
就像
H
t起来 一 梓 ､
r e連用 ke ci様
890e 皿ediale
様に｡
891 e ni
｢母 を
小
阿嬉
皿aCト血1e 一 血
少し行くと
不大 一 会凡 ､
baka- rgi
-y卜 si
取り返 したか?+
挽 回来了?
一
yisi現1
892si 皿ini- w o
あなたが 私を
謝謝仲野忙｡
.
人称代名 wo 目的
Ⅹe ngx u-1e
真のいる ところに
走到呼虎那 ル
a site n e rge n
シ テ モ ル ゲ ンは
希特 某日根
a疑問
1 Sya- Ⅹe - ni
●
着い た ｡
Ⅹe ni過3
Ⅹe s u- yl- ni
■
エ ヽ -
-
E5 つ
悦:
yini現3
beュci- Ⅹe - si x e s u- 皿i
助て くれたから+ と
Ⅹe si過2
893 tobutu-1e
トブツ の い るとこ ろに
到了脱不吐那凡 ､
894baka- rgトyi- si a.
取 り返 したか+
拭 回来喝?
I
yisi現 1
isya- Ⅹan tobutu
言い ながら
Ⅹengx u x e s u- yl- ni
■
泉は 言う
呼虎悦:
yini現3
■ ● ●
gaJI- rgl
‾
yl
｢取り返した ｡
叫
伐回来了 ､
yi現1
e n e- r)e
通りすぎた｡
脱着又往固定.
mi連接 re連用
Ⅹe S u‾yl‾ n l S l e n l
着い た｡ トブツが 言う ｢密'なたは母を
脱不吐 悦:
-
把体阿鵜
Ⅹe n過 yini現3 人称代名
site m e rge n x e s u-yトni si
シテ モルゲ ンは 言う
希特
a疑問
895Ⅹe s u- Ⅹe - si
教えて くれたから､
Ⅹe si過2
896Ⅹu nji jule- siki
速く 前に
姓療往前走 ｡
siki方向
英日根 悦:
yini現3
もi
私は
オ把我
人称代名
en e- r O
進めた ｡
r o命令
897Ⅹe s tl- yトni si
言う ｢あなたは
悦:
"
把伽
yini現3
■
898Ⅹe s u- yl- ni
エ
､
I
己 つ
悦:
yini現3
人称代名
si
｢あなたが
-
謝･謝伽 ､
人称代名
eni baka- rgi
母を 取り返した｡ +
阿鵜 挽回 来了 ｡
"
keku-1e
ei xoktu
｢あなたが こ の 路を
"
多亨休指蕗 ､
人称代名 指示代名
Ⅹe s u一 皿i x e s u- mi to rkトji
言い 言い 槙を
脱着 催劫狗雁型
mi連接 皿i連接 ji用い
isya- Ⅹe - ni keku
カツ コ の い るとこ ろに 着い た｡
到了克庫那+し､
Ⅹe ni過3
■ ●
e n l Xa 皿1
- W O- n 1
母 の 魂を
阿端的畏魂
wo ni目的3
belcトⅩe- si
助けて くれたから
有 了体的和助 ､
Ⅹe si過 2
2 06
gaJl
‾ rgl ‾yl ‾ S l
取り返 したか ?+
帯回来了喝?
-
yisi現2
bi
私は
戟
人称代名
カ ツ コ は
克庫
a site m e rge n
シテ モ ル グンは
希特 英 日根
a嬢問
enl X a皿1
- WO
- n l
母の 魂を
オ挽回了阿端的魂畏 ｡
w o ni目的3
■ ■
8 99gaJl- rgl
取り返して帰る｡ +
900 血
行けば
越走
mi連接
em elegeji
(- 方)
他 一 迫悦
Ⅹul トmi
行くほど
越快､
mi連接
Ⅹe sl叩 トni e m elegeji
言い ながら ( 一 方)
- 辺地錬走､
yini%3
虹 1
ますます 速く な っ た ｡
Ⅹa n過
●
e n e
-
rg1- r e
帰る｡
r e連用
e S l
こ の時
法回
ba
空の
就像在室中
901ui-le- ni
上を
degde-keci
飛ぶように
‾
吃 一 祥｡
ke ci様
emediale
様に｡
1 言い 直 しo 元は ､ Ⅹuli･ ni hu njide riu xen (行くと速 くなり始めた)
20 7
8 . 母魂奪還
902ala ng
ア ラ ー ン
阿榔 -
903ei elin D uduli 皿e rge n Cinleke dedu e 机e ini ilaJl 皿adan
この時か らム ドリ モル ゲ ンと テ ン ラカ ダドは 一 日 三 回
法些吋候, 牟都力某日根 和歌勧克 徳都 一 天焼 三次香,
904 tayo- yトsi
焚き
yisi現2
905 go r o
- ki
遠くに
ilan 皿adan untin
三 回 太鼓を
敵三 通鼓,
do rdトyトni
聞 こ えた
逗透 析 .礼
yini現3
906 fatile一 皿(i)
たたき
敵鼓,
●
墨旦ユ些主:旦呈
腰鈴の
有腰斡哨｡
de riu- Ze n
始めた｡
Ⅹe n過
907e m aci °a r e n-du
少しする と
不大 - 会)L.
1angtole-yトti
たたき
yiti現3複
8e nkeIi- wo
香を
w o目的
uyun ini elin-dui da- 又 an
九日目 に な っ た｡
就在第九天央 北上,
dui時間 Ⅹan適
地道型竣1 mduli m e rge n x unji untin
音を. ム ドリ モ ルグンは 直(tl に太鼓を
牟都力某日根就装着
tuトn e- m(iトdu s6nkeli- w o tayo一 皿i de riu- 又en
そして 香 を 焚き 始めた ｡
巣着焼香,
w o目的 mi連接 Ⅹen過
site m e rge n s e n e 十rgl一 皿i te- rgi- ni nia ni is ale
シテ モ ルグ ンは 目覚めて 起きた｡ 彼は 目を
希特 英 日根 就醒近来了｡
ni 3
908ei icikc卜yトni ek トni
■ ●
j 辿
側で
在秀逸
血mi場所
一 寸 見る と
- i.
yini現3
姉が
姐姐
tu ra- Ⅹel
開けて
他 陣眼
人称代名
niani- n e icikci e n e
彼を 見て い た｡ - つ の
正鰍着他 帽 ,
me 目的
1 Ⅹajun - ni dirgan e腰の鈴の音 o シ ヤ T マ ン踊をすると腰に つ けた鈴が鳴る ｡ (写真41)
2 0 8
909 car mi buda mukel- ni
碗の 粥を
就腰了 - 硫雑潰喝,
且匹担ニ!旦
もらっ て
o mトⅩe- ni o mトmi od_i
-
r e
2也
食べ た o 食べ 終わると､ オンドル に
喝完 上坑
Ⅹe ni過3 mi連接 re連用 dule方向
姐
■ ■
チ ンラカ ダドは 直そに 料理と 飯を 作り
軟葡克 循都 忙着 妙莱倣版
Ⅹe週
910dudu-1e-kini
横にな っ た｡
鯛下了｡
kini免件
91 ai da- r e
作り
倣好 了
nia ni ekトni
彼の 姉
他 姐姐
人称代名
ai da- 又an
うまく出来上が っ た ｡
Ⅹan渦
如
シテ モ ルゲ ンに
姶希特英日根
■
且 池迦垣 + 遡堅 些
一 口 食べ ては 一 口
造墜 _ ⊥ 登壇軌
mi連接 re連用
+旦蝕二出
●
食 べ た｡
yi現1
912silix ulu3
シル フ ル と
稀哩呼噛,
da rll- 又e n n l a 血l
運んだo 彼は
端上乗, 他是
Ⅹe n通 人称代名
■
A
飲んだ 飯を 食べ
吃
Ⅹe n過 w o目的 mi連接
也
飲み 終え シテ モ ルゲ ンは
希特異日根
皿i連接 re連用
虹
■
義兄 ム ドリ モ ルゲンに
対他姐未 牟都力 某日根
913odトr e a rki
終えた ｡ 酒を
完版, 喝完酒,
r e連用
914墨壁虹ヱ主:虫4 a u s卜e si eji
言う . ｢義兄さん
悦 : 由夫,
yini現3
915 imax a n a se- ni
魚皮を
亀皮帳子野 ｡
916I)u- r o
あなたは して はい けない
e ni gia 皿Se- ni x olu n一 血 - ni
母の 骨を 覆 っ て い る
体 可千万不能塙牙苫着我阿姫戸骨的
人称代名 eji禁止
ac u- r o icikcトr o
めくっ て 見 る ことを｡
r o命令 r o命令
site m e rge n
渡して下さ い ｡ + シテ モ ルゲンは
希特 英日根
r o命令
ni3 duni場所
s a n aJl untin nindu
シャ ー マ ンの 太鼓を 私に
把扉満 鼓 姶我肥 ｡
人代目的
Sa 皿all
シャ ー マ ンの
食書評満鼓,
1 buda m uke 米の粒が入 っ て い ない 粥｡
2 o mi･ miodi∫en 飲み終わる ｡ o miodir en作り終える ｡
3 silixulu 擬音語､ 食べ る音o
4 906-912行はし 尤氏 に再確認したとき尤氏が挿入 o
20 9
untin jafu- rgi- r e n a xan
太鼓を つ かむと オ ン ドル に
坐在坑上
r e連用
917 te- rgトyi- ni
座り
yini現3
● ■
918e m elegeJl
一 方で は
一 迫唱
s a 皿a n
一 山m 一 皿e
4 ～
シ ヤ - マ ン の舞を
又眺起神来｡
de riu- Ⅹe nl nia ni dolebu de
I ～
は じめた｡ 彼は 夜 も
他 昼夜
Ⅹe n通 人称代名
tein e- sye n
休まず
不借地
sye n現否
■
■
jal ト皿i e m elegeJl
歌い 一 方で は
一 迫跳｡
s a皿an
- yトni n l ani jal トmi
シ ャ ー マ ンの舞を したo 彼は 歌う
他 唱蓉:
皿i連接 yini現3
919 吐L+ 出 血虫匹
2
アリ アリ エ ロ ニ ヤ
珂按喝粒 転霧尼牙
920mini e nl XaJll- W O- n l
私に 母 の 魂を
把我阿鵜的異魂
人代所有
● ■
921Ⅹ皿Jl
直そに
922alang al弧g
ア ラ ー シ アラ ー ン
I阿榔 -
甘O ni目的3
m血u- rgト r o
返して ください ｡
r o愈令
923site 皿e rge n jali- mi 血辿
シテ モ ル ゲンは 歌 い続け 二
希特 英日根 唱了 爾イ
皿i連接
人称代名 mi連接
Ⅹu nji n uku- rgトr o
直そに 返 して ください .
送 回来肥 ｡
r o命令
nadan3 ini
週間
十七天,
924 皿uduli merge n e ni gia A S e
- ni ui-1e - ni
ム ドリ モ ル ゲンに母の 骨の 上 に
牟都力 英日根 把苫着他珂鴇戸骨的包皮板子
ni3
a 皿ト1e niani au s l- W O
後 彼は 義兄
然后, 辻姐夫
人称代名 wo 目的
imaxa s obugu-ji- ni dasin xe - ni
魚卑で 覆っ たの を
jini用 い i3
1 sa皿 an
･du n･ 皿 e deriu ･ Ⅹen シ ャ ー マ ン踊 りを始めた .
魂を取り返したが､ まだ肉体が元通 りに成 っ て い ない o 病気を治すシ ャ
ー マ ンの踊りを描写し
て い る ｡
2 alialleluniya アリ ､ ア リ､ エ ロ ニ ア : 守護神の名前か ?
3 julu n adan 2週間:2週間が 一 区切リ､ そ れを七固練り返 し､ 合わせて 98日間踊る o
210
925 ac u- rg卜yトni
めくっ て
打升 一 点)L,
yini現3
926 im a x a n a s e- ni
魚皮を
icトk 卜ni icトkトni
もら っ た｡ 見ると
署 一 着 ｡ 一 看,
kini条件 kini条件
na da si- gir o
また 被せて 下さい ｡
就把包 皮帳子又苫上 了｡
gir o祈願
927 deriu - 又e nfurku- r e
始めた ｡ 舞跳び
又眺了
Ⅹe n過 r e連用
928七ate- r e
持ち上 げて
打汗
re連用
eni- ni giaJRSe- ni s aktol ur s ebardi-ke ci
母の 骨の 一 面に 肉が で きたようだo
阿鵜的戸骨上 巳生井始溌肉芽了｡
ni3
site ne rge n do rbude tein e- syen fu rku- n(i)
シ テ モルゲ ンは夜 も 休まず 舞跳び
希特某日根 又昼夜不停地眺 .
sye n現否
furku ju 凸ade nini
舞跳び 2週間がた っ た｡
有岡十七天,
icicトkトni
見ると､
署看 ｡
kini条件
929ba rdi- rgi- yi- ni
で き
yini現3
930da s卜k トni
上に被せ
蓋上
kini条件
93l nadan ini
七 天,
m uduli m e rge n
ム ドリ モ ル ゲンが
牟都力 英日根
ur s e- ni ba rdi- rgi- yトni
肉が で き
地境肉了,
yini現3
te- r e n afurku- m(i)
すわり 又 舞跳び
又 接着跳 ｡
e s l a u Si sobgu
また 義兄が 皮を
迭回 再辻他姐夫
act卜r e icicトⅩe n s Ⅶ止e- ni
めく っ て 見ると 筋が
打牙 一 看, 溌筋了,
r e適用 Ⅹen過
ur s e- ni m ula m alx o ngba rd トr e n a
肉が 大変 多く つ い た ｡ 又
肉長得述挺多, 就
r e連用
de riu- 又e n site merge n n a julu
始めたQ シテ モ ルゲ ンはまた ･2週間
希特 英日根 述是眺了岡十
mi連接 Ⅹe n過
fu rku-1e- ki- ni tui- n e-le a u si- upi icikci-kun e- yi e si icikc e- ni
跳んだ｡ そして 義兄に 見させ ると また み ると
又 辻他姐夫 看｡ 迂回 一 看,
kini条件
932 s aktol nio-ke ci
す っ かり 人の様に
達成 体了
da- syトki tuトne-1e
な っ て い た｡ そして
kini条件
933a u si- w o icikci-kun e- ni
義兄に 見て もらうと
又辻他姐夫署o
w o目的 ku n e使
e S l l C l
‾
Ⅹe
‾
n l
今度は 見 ると
速 回 一 看
Ⅹe ni過3
2 1 1
kun e使役 ni現3
nia nijute n adan ini fu rku-yi
彼は 2週間 . 舞跳び
他 又跳爾十七天
yi現 1
u r s e
-
ni n as e- ni 皿ula- ni
肉が 皮が 沢山つ い て
濃肉皮了,
934 sal;toュ jule-ke ci e 皿adi11e
す っ かり 以前の 様に
模祥 和早先 一 杯
935furku- yト ni
舞跳び
yini現3
936 icトⅩe- yi
見た
Ⅹeyi過 1
937 fu rku一 皿i
舞跳びに
mi連接
da- Ⅹa - ni nia ni n a julu n adan ini
な っ た 彼は また 2週間
了｡ 他又昼夜不借地跳了爾十七天.
他又跳. 又跳了丙十七天′ f折余:陰!陰!暗!)
Ⅹani過3 人称代名
tein e一 皿(i)tein e- syen a u si- ni n a icトkun e- Ⅹe - ni
休まない o 義兄に また 見て もら っ たQ
又辻他姐大著 ｡
sye n現否 k皿 e使＋Ⅹe ni過3
detljトni s eks e-keyi da- Ⅹa- ni nian 1 furku- ni
顔に 血の気が でて い た｡ 彼は 舞跳び
● ● ■
e l‾Jl n a
今度 また
迭回 - 署,
de riu- 玉en
は じめた｡
股上有血色了｡ 他又 跳.
x ani週3 人称代名 皿i連接 Ⅹe n過
fur･加 一 皿i
舞跳んで
皿i連接
938gelm 一 郎1un
聴衆は
(折余 :
939alang
ア ラ ー ン
9408皿Si na
義兄に また
良e
カ
n a ju n adan ini fu rku- A(i).
また 2週 間 舞跳んだ o
又 眺了丙十七天,
mi連接
ke
カ
曝! 暗!
噸声 噸声
ke
カと喫す｡
啄!)
嚇声
icic卜ku n e- Ⅹe - ni
見て もら っ た ｡
又辻他姐夫看,
kun e使＋Ⅹe ni週3
941nil【tele一 皿(i)
笑が
有美横棒了 ｡
mi連接
942 fu rku-yi- ni
舞跳び
yini現3
mla u- ni
多く
e si icicikic e- ni nia ni e nトni u n aka
今度 見る と 彼の 母は どうかな?
迂回野! 一 看, 他阿娘咋的了?
kini条件 人称代名
da- x an n a
な っ た ｡ また
他又跳.了
fu rku一 皿i de riu- 玉e n
舞跳び は じめたo
Ⅹan過 mi連接 Ⅹe n過
a u sト ni de皿gele- re
義兄に ( 被い を) とっ て
又辻他姐夫 打升看看｡
re 連用
212
ju nadan ini
2週間
丙十七天,
icikci- kun e- r e de 皿gele -1eyi
見ても ら っ たo と っ て
打升
kune使＋re 連用 yi現 1
943icikci-y卜 ni
見ると
一 署,
yini現3
944m e rge n
モ ルゲンは
英日根
■ ■ ■ ●
n 1 8 血1 e n l-
彼の 母は
他 阿鵜
人称代名
sa 皿an untin
シャ ー マ ンの 太穀を
把炉沸教
te- rgトr e agde n e- m(i)
起きあがり 笑 っ て
正坐在那)L 笑柁.
r e連用 mi連接
n ede- r e ek トnトki
置い て 姉に
捧下, 告訴他姐姐
re 連用 ki方向
945 em e ya-de te rgele-1e
母さんに どんな 服でも (よいから)
鎗阿鵜 穿上衣月臥
946 te rgele - wo
服を
把衣裳
wo目的
947 enトni sobgu
titi1e-kun e- r ot
de riu- 又en site
い るQ シテ
希特
Ⅹe n過
Ⅹe S u
- yl- n l X unJl
言う ｢直(L に
妊凝
yini現3
niani eki- ni
着せろ ｡+ 彼は 姉に
他 姐姐
ku n e使叶o 命令 人称代名
Ⅹunji gajトrgトr e e nトdu- yi
直(o に 持 っ て こさせ 母に
食去姶阿娘穿上
re適用
dasix e ndo-1e- ni
母を 魚皮の
'
覆い から
把阿梅放免皮帳子旦接出来,
948 nede- re
敷き
r e連用
949 s aktol
titトrgトkun e- 又e n tui- n e-1e
着せ た｡ そ して
然眉
kⅦ1e使＋Ⅹe n過
niu- 1e- ukun e- Ⅹe - ni n a xan- dtlle m alxdng s ekte
出して オンドル に 沢山の 布団を
把坑上厚厚地舗好,
1e ni場所 ku n e使＋Ⅹe ni過3 血1e 方向
naxan
-do u-du- ni
オ ン ドルの火元 に
辻地坐在坑決+L,
do u漢語
Ⅹe rgト1e enトtiki
みな 下から 母に
te - rgトkun e- Ⅹe - ni tu主- ne-1e tugule
座らせた ｡ そして 彼ら
ila n nio
三 人は
然盾 他1(1 三十
k皿 e使＋Ⅹe ni過3 人称代名
miakule 一 皿(i) de riu- Ⅹele tu即1e
放い た o 彼らは
- 起脆在地上 ,
1e 方向 tiki方向 mi連接 Ⅹel過3複
950niakule- n(i)
脆く
mi連接
e nトtiki
母 に
鎗阿鵜鹿央D
tiki方向
odi- r e niani e ni- ni e 皿e 弧Ile e rge n- Ci niu- 又en e rke ci
と 彼の 母は 息を - つ 吐い た. /i)し
他爪姶阿賄櫨完央, 他 阿殉就濃出了 一 口 気, 慢慢地
r e連用 人称代名 ci 漢語
951 baite- w o s a- rgト n(i) deriu- 芝e n x e s u- yトni ai
事を 判別で き はじめて 言う ｢エ イ+
明白近来了, 悦: 1県!
wo 馴勺 mi連接 Ⅹe n過 yini現3
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Ⅹe n過
e m adi afe n e- 又e n-ke ci
少し 眠 っ た様に
昏昏沈沈像陸党似的 ｡
Ⅹe n過十keci様
952mimix uxul
もうろうと
bisトni e sike tejie ba rd トk トni
して い る 今 真に
迂回 寅的
953 e skuli aiji
大変 は っ きり
●
s e n e
-
rgl
-
yl
-
ni
覚醒 した ｡
醒近来了,
yini現3
生き返 っ た ｡
又活近来了?
I
kini条件
site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 某日根
954jali- m(i) deriu- 又e n
歌 い は じめた ｡
mi連接 Ⅹe n過
955 Ⅹelilala x elila xelei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ
赫哩噸 一 赤哩槻 -
e ni icicトr e s 乱ktol
母を 見ると すっ かり
看見阿鵜完全
r e連用
e nトtikixe s u- yトni
母に 言っ て
対阿娘 悦:
tiki方向 yini規3
Ⅹelilala x elilei
ハ リララ ハ リ レイ
956 Ⅹelilala x elila.1a x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ラ ハ レイ
赤哩岨 - 赫哩岨 -
95､7 e nトsi
お母 さん
阿嬉
si2
958si
あなたが
dord トr o
聞 い て ください ｡
伴野真,
r o命令
Ⅹa sトm(i)
首を吊り
称 吊死
人称代名 mi連接
959eki- ni bu
姉と 私 たち
姐姐 和我
人称代名
Ⅹelilei
ハ リ レイ
bude- r e a mi- 1e- ni
死んだ 後
后,
re連用 ni場所
3
-
ulu a 皿i ge rte- Ⅹe - u
二 人は 父を 探 した ｡
去技阿雀,
Ⅹe11過1複
1 mimix u x u迷迷糊糊 漢語で あるが意味が不明.
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960 虹
彼らは 私たちを 山の
好陰被他節]客死在漆布河｡
人称代名 wo目的
961ba-du 虹 1
所 (滝) で 殺そうと した ｡
du 場所
虫:虫望 L遡由
●
上の 川が
● ●
丘3型盟主迎
読れ る
yini現3
962e m e a 笈- ni t トnio ai ne一 皿i
一 人の 奴隷の 人 が うまく
多亨了那女妖的イト人
963jib-1e - Ⅹe - ni
救 っ た
救 (漢語)＋1e(動詞化)＋Ⅹeni過3
964 niani sini- w o
彼女は あなたを
地是体的干姐妹｡
人称代名 wo目的
965 niani n un u
彼女は 私たちの
是地 政了我イ門,
人称代名 人代所有
966n un-tiki
(彼女は)私たちに
述告蛎我1n
tiki方向
967n un u(buti)
私たちが
走岡天 以后,
人称代名
eki n e一 皿i
姉と
nem l
e rge n｢m e
命を
m e目的
■
Ⅹe s u-yl - ni
= >
iヨ つ
yini現3
孤
-
甘0
私たちを
wo目的
Ⅹtldale- r e
呼ぶこ とに
r e適用
tagde- r e
して い たQ
r e連用
baka- rgi- u -kun e- 又e n
救 っ てくれた ｡
k皿e使＋Ⅹen過
julu ini x uli- ki ba-du
日 行 っ た とこ ろで
ki条件 du場所
968eji 皿aja zi
決 して マ ジアズ
jo-1e l ngge- r O
小屋に 入るなと ｡
千万別 逆小卑架子里,
eji禁止 ro命令
1 tugule m u n uw o u rken uilemi m uke eyuカni badu w akecini[bujule urke n ui･1elli m 1ke･i
ba･dule nitigulu n min u e wa
-
Ⅹal= 私たち2人を山の上の河で ､ 彼らは私 を殺した]
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969 Ⅹe s u- yi- ni
(また) 言う
悦
yini現3
ta-du urguli n a n a nio- w ojefu - re
そこ の ウル グリ マ マ は 人を 食 べ る ｡
那有十島里盲力喝喝生吃人 ｡
r e連用
970 ta-1e x ul トmi
そこに 行き
走到那 以嵐
皿i連接
971baka- Sye n
で きなか っ たの で
syen 現否
isya- Ⅹe - yi bi n uke- w o
着くと 私は 水を
我鴇得受不了｡
Ⅹeyi過1人称代名 wo 目的
aD m e-yi kate n- yトni
喉が 乾い た｡
yil yini現3
972 eki ta- du isikuli majazi
姉は そ こで 小さな マ ジ ア ズ
姐姐 去那十小包舞子姶我取水喝,
dtl*F!
-
”
973gaj卜Ⅹe n
持 っ て きた ｡
Ⅹe n過
974bu syuku n l an 1
-
n e ni
ブシ ュ クが 彼女を
もじ老妖魔看皿了｡
m e ni目的3
975bu syuku niu- r e
ブシ ュ クが 出てきて
■ ●
1 C l一芸e n
み た｡
Ⅹe n過
n un u
-
W O
私 たちを
老妖魔 出来韓我爪,
r e連用 w o目的
● ●
o m l- yl - ni
飲む こ とが
yini現3
jo-1e ni n uke- w o
小屋に 水を
甘0目的
as ekte-yini
追い かけた｡
976jiu eki一 皿e jefu mini- w o jefu-kci- ni
将に 姉を 食べ 私 を 食 べ ようとした ｡
要吃姐姐要吃我 ｡
wo 目的 kci未来
977Ⅹelilala x elila a x elilila
ハ リ ラ ラ ハ リララ ハ リリラ
赤哩職 一 線哩噸 -
978 Ⅹelilala x elila a xelalalilala xelila
ハ リラ ラ ハ リララ ハ ララ リララ ハ リラ
赫哩噸 - 赫哩岨 -
2 1 6
979 堅些
i(buti) begdan e- mi
私たちは 逃げて
哉1I1逃命 一 路飽,
人称代名 mi連接
980begda n e- ni ta-du
さらた逃げた その とき
胞不治那十老妖魔
mi連接
erge n- ne
命が
tuta u- 玉e n
助か っ た｡
Ⅹe n過
busyuku
ブシ ュ クから
981 m e七e- sye n
逃げる ことができなか っ た ｡
syen 現否
982 ekトyisi
姉は
姐姐
983n odu- yi- ni
e ni jake- w o- si
母の ものを
把阿娘的東西軸｡
w o si目的2
n odu- yi- ni
投 げた｡
yini現3
皿0- Syu一 皿e ni degde-kun e- Ⅹe - ni
投げた 宋い櫛を 飛ばして
地出炭衣変成雰, 他出木硫変崇木林
yini現3
984niukte yugudu- ni
髪を続く 櫛を
抽出親子変岡暗林
985m uluxe nodu- Ⅹeyi
たくきん 生まれて
Ⅹeyi過1
986angge jolu- w o
砥石を
抽出磨石変石山,
w o官的
987jolll- W O
石 の山に
ku n e使＋Ⅹe mi過3
a ni-1e- ni-dui
後ろの方で
ni場所
futkele
潅木の林に
n odu- Ⅹe -yi s agdi
投げる と 大きな
Ⅹeyi週1
da- Ⅹa - ai
な っ た｡
Ⅹani週3
1 m unu.単数｡ 正 しくは もuti複数とな.る ｡
2 m o 木 ､ 林､ 森など木に関するものに使われる ｡
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弧O
B da- Ⅹa - ni
森林に変えた｡
Ⅹ ani過3
n o da o-kune- yi- ni
林に 変えさせ ると､
ku n e使＋yi現 1
da- 又a n
な っ たo
x a n過
urke n
山
9881コurku- w o n odu- Ⅹe -yi la n e-ke ci da- Ⅹa
-
ni
鏡を 投げると 海に な っ た ｡
抽出規子変大海,
Ⅹeyi過1 keci様 Ⅹ弧i過3
989bi ge rte- mi atlSi mlduli bakarxe- yi
私たちは (父 を)探してい て 義兄 ム ドリに 出会っ た ｡
我小
一
]オ技到我姐大牢都力｡
人称代名 mi連接 Ⅹeyi過1
990nuduli busyuku
-
w o w a- Ⅹa - yトni
ム ドリは ブシ ュ クを 殺した ｡
牟都力射死了老妖魔,
wo 目的 yini現3
991E[ un u- W O 血 虹 些迅旦:虫1
●
私たちを 十 年間
扶界我甘]十多年｡
w o目的
992niani m un u- w oe
彼は 私たちに
他対我廿]的恩情深手
人称代名 wo目的
uJi
-
Ⅹe
-
ni
● ●
養な っ て くれた ｡
Ⅹe ni過 3
● ■ ●
a lJl n e
‾
Ⅹe n
慈悲深か っ たので
Ⅹe n過
993 I)i eki- i nianトdu- ni
私は 姉を 彼の
我把姐姐嫁姶了他 ｡
人称代名 d皿i場所
.994Ⅹelilala x elilala x elei
ハ リラ ラ ハ リララ ハ レイ
bu - Ⅹe - yi
嫁に してもら っ た｡
Ⅹeyi過 1
Ⅹelilala
ハ リラ ラ
赤 哩喝 - 赫哩畷 - 赫哩噸 - 赤哩唯 一
995 bi n uduli te mke n o- Ⅹe - yi
私 は 竜の 船を 造り
我造了尤央尻尾胎,
人称代名
996 teI止e n一 山 te- r e jo-dule
そ の船に 乗 っ て 家に
坐船回 到家多来｡
山 場所 re連用
Ⅹeli x elei
ハ リ へ レイ
Ⅹeyi過 1
■
e皿e
‾ rgl
‾ Ⅹen
帰 っ て きたo
x e n過
1 ju an a rne - ni ムドリがシタ たちを十年余り養 っ たo 前の章で は､ 7 ､ 8年とな っ て い たo
2 niani mtlnO 彼が私たちに対して ｡ m u no nia ni 私たちが彼に対して o ( 尤氏の説明)
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997enトw o gia AS e- W O- ni icikci- x e- ni
母の 骨を 見ると
署到阿端的戸骨述完艶
wo 馴匂 wo ni目的3 Ⅹe ni過3
998 bi sa 皿an ne一 皿i
私は シ ヤ - マ ンとなり
我跳神辻開,
人称代名 ne mi
bunio-le
ブニ オ ヘ
1e方向
99 sinトw o x anトwo- si ge rte- yi
あなたの 魂を 探しに
尋枕侮的畏魂8
w o 馴勺 wo目的＋si2yi現1
10008anyinbila-du- ni
シ ャ ンイ ン川 の
在山明比投的
血mi場所
demde- i
伯母の
嬢娘家,
101 e ni x a nトw o- ni
お母さんの 魂を
伐到阿抱的夷魂就往回飽｡
s aktol
全部
●
geがte -yl
探した｡
yi現1
jo do-1e - ni
家に
■ ■
gad1- rgい mi
取り返 して
w o ni目的3 mi連接
● ●
102e 皿e- rgl - Ⅹe - yl
帰 っ て きた ｡
Ⅹeyi過1
1003 eme- rgi- pe
帰 っ て きた
re 適用
aijib トr e n
揃 っ て い たo
re n現
ispa
- X e- yl
着い た｡
Ⅹeyi過1
begdan e- ni
走らて
皿i連接
begedaJle一 皿i e 皿e- rgi- Ⅹeyi
走 っ て 帰 っ て きた｡
bunio du r n el - rg卜yi
ブニ オを通 っ て ｡
yi現 1
1004 uyunjakun ini darxa- ni
九十八 日間 かけて
回来又道 明九十八天,
Ⅹa ni過 3
1005 e ni- yi m um-dulu e 皿e- rgl- r e
お母きんは 私たちの所 へ 戻 っ て きて
オ辻阿鵜重返人 軌
dule方向 re連用
bardトrgトⅩe
-
si
生き帰っ た｡
Ⅹe si過2
1006 Ⅹelilalala x elilalalala x elila a la a x elilalala xelila
ハ リラ ララ ハ リララ ララ ハ リラ ラ ラア ハ リラ ララ ハ リ ラ
赫哩岨 一 線哩噸 - 赫哩髄 - 赤哩峨 -
2】9
1007 al弧g
ア ラ ー ン
阿榔 -
1008nia ni
彼の
他
人称代名
●
e n l
-
n l
母は
阿宛
1009Ⅹe rgトsida- r e
低くして
si方向
1010s aktol
みな
1011ei
らite gl S u n一 皿e - ni
シテ の 話を
祈希特悦完 了,
皿e ni目的3
S O ng- A i
泣き
巽了起来 ｡
mi連接
go a l
-
rgl
‾
r e
思い出した｡
r e連用
ai xite
本当に い い 子 だ ｡
都是好亥子咽,
de riu- 玉e n
始めた ｡
玉e n過
e m elegeji
一 方で
一 迫巽
do rdトm(i) od トⅩe- ni dili
聞き 終わ っ て 頭を
堆辻得低央
mi連接 Ⅹe ni過3
niani go nin-七ik トni
彼女は 心に
地 想起了
七ikini方向3
らO ng‾ m l
泣き
yini現3
e-ke ci m aユⅩo ng
随分 沢山の
jule baitel li
以前の事を
前世的寧憤,
ni3
e m elegeJI Xe S u- yl
-
ni s u
▲ ■
一 方で 音う
ー 近況:
｢お前たち
"
体甘つ
yini現3 人称代名
so ng もaite
苦労を したの だね ｡+
受了迭 ゑ多的苦堆,
指示代名 keci様
1012 ba- dule e n e- re 嘘 1
場所 へ 行っ て _復讐 しなさい ｡ ･
迭十仇 一 定要去撮 ｡
du 場所 re連用 yi現1
1013jafu- r e
捕まえて
抑回来｡
r e連用
1014 to rk 卜du
構に
● ● ● ●
gaJl‾ rgl 皿1 n l
連れて きなさい ｡ 私の
sl 皿u e n e- r e ti
お前たちが 行っ て その
伽爪 要去 把那
人称代名 re適用 人称代名
Ⅹe S u- yl e l
ヒ言う その
yi現1
ju orko ng
ニ人 の 畜生 を
丙十畜生
x un aji- w oyi sini de 皿de- si aiji
妹を お前のおばさんを ちやんと
述 要把我的干姐妹,体イ｢]的墳娘好好地
人代所有
te - r e u sya- A(i)
座らせ て つ れて
恭恭敬敬地用節子迎回来 ｡
du 場所 re 連用 mi連接
e机e
- rgl
- r O Cinleke dedu
帰りなさい o + テ ンラカ ダドは
欲動克徳都倣好 了飯,
r o命令
buda- wo ulu一 皿
ご飯を 作り
甘0目的 皿i連接
1 wa
-
yi 殺 せ o 母が､ 子に父に復讐をする ようにい うが､ 後の車で ､ 父を捕らえたとき､ ム ドリ
が殺す ことをとめる o
22O
1015m e七e - Ⅹele dere- w o
終えた ｡ 串を
Ⅹeyi週1
1016s aktol n ede - Ⅹe - ni
全部 置い た ｡
Ⅹe ni過3
n a X aエ1
オ ンドル の上に
放好坑兵,
w o目的
nede- 又e n
置き
n a x a ndo-1e- ni e ni
a rki s o rgトw o
酒と 料理を
Ⅹen過
轄好酒菜,
甘0 目的
na x a n 3
'
ap-kala-du- ni
オンドルの上 に 母を座らせ オンドルの 側に
把阿梅酒到鼻池坐下,
d皿i場所
1017 te -1e -kun e- x e n gelu nio e nbadu buda jefu- rg卜m(i) deriu
-
E el
座り､ 皆で - 緒に ご飯を 食べ 始めたo
全家吃上了田園飯｡
ku n e使lx e n過 皿i連接 Ⅹel過3複
221
9 . 父を捕縛
白ite m e rge n x e s u
-yトni
シテ モ ル グ ンは 言う
希特 英日根 悦 :
yini現3
to rki2-du u sya- kun e buti
嘩に 付けてください o 私たちは
套好 咽仰]
血 場所 klm e使 人称代名
1018alang
ア ラ ー ン
咽榔
1019 星旦堕
1 buda- m e
一 緒に 飯を
吃完了田圃仮 ､
m e目的
jefu一 皿i odトr e
食べ 終えると､
mi連接 re連用
Ⅹ unji 虫垂垣:壁
直そに 犬を
快去 套狗雁型 ,
me 目的
m e rge n tork トdu
モ ルゲ ンは 穐に
1020a:u si- e si
｢義兄さん あなたは
''
姐夫 ､ 体
人称代名
1021 ene- r o mduli
出かけ ようo+ ム ドリ
in akin一 皿e X O rku n-ji
犬を 綱で
就走 ｡
” 牟都力 英日根 奪好了狗順翠,
ro命令 血 場所 me 目的 ji用 い
1022 site me rge n ek トni
シテ モ ルゲン ､ 姉､
希特 某日根 和姐姐 ､
1023皿a Cibi- mトdu4
少し経 つ と
不 大 - 会+L､
a u si- ni ilaD nio
義兄 の 三人は
姐夫 三十人
urke n 3
'
ap
-kala-du - ni
山の 麓に
到了那十山坂上 ､
du ni場所
1024 tugulun kula ni s angnin niu
- a(i)
それらの 煙突から 煙が
他爪的 梱淘速胃梱柘 ｡
人称所有 1e 方向
torkトdu te- r e
槙に 乗 っ て
坐上席翠走了 ｡
du 場所 re連用
isya- E el ta n- siki
着い た｡ 向こうを
正好 ､
Ⅹel過3複 siki方向
I)i- T e n n l an 1
出て い る ｡ 彼ら
mi連接 re n現
Ⅹe rke- kトniユ
つ な い だ ｡
kini条件
en e- Ⅹele
出か けた ｡
Ⅹe n過
icikcトヱe- ti
見る と
看到
Ⅹeti週3複
ek トni n e u- ni
姉､ 弟､
他爪 姐凡傭
人称代名
1 ge se 発音は､ gege
2 in akin to rk トdu シ夕､ ム ドリ､ 姉三人が､ 伯母を迎えに行く ｡ 犬そりに現世を移動するの で ､
季節は雪 のあ る冬である ｡
3 Ⅹerke-kini[usia･rgi･ku ne- mi = 牽かせ て1
4 I)i mi du [da- Ⅹani = な っ た].
2 2
1025au s卜ni to rk ト1e e u- r e
義兄は 樋から 降り
和姐大 下了願翠
1e 方向 re適用
ti jo
その 家の
把那十小鼻子
〕ap-kala-du- ni e-du
周りを こ こ
同上了｡
dl m工場所 du場所
tardu
かしこに
1026 tikie n e一 皿i de riu- Ⅹel site m e rge n jo-1e ni ing- 又e n icici- r e demde
-
ni
巡り 始めた ｡ シテ モ ルゲンが 家に 入 っ て 見ると､ おばさんが
希特 英日根 先速了屋､
mi連接 Ⅹel過3複
1027tule- ni
台所に
在外慶
〔出血虹虫1 te- r e
座 っ て
坐者
du場所 re連用
1028da一 芸a n
な っ て い た ｡
了､
Ⅹa n過
1029sagd卜ke ci
と っ て
ke ci様
1030ge se
一 緒に
一 斉
1031もicin
terge1e- ni
服は
穿得
da- Ⅹa皿
しま っ た｡
一 看. 他嬢娘
Ⅹe n過 r e連用
to u jegje- yトni dil卜ni
火を 焚いて いる｡ 髪の毛は
焼火柁､ ･ 央友
yini現3
sakto1 abudu- 又e n
す っ かり ぼろぼろにな っ て い る｡
破衣夢索､
e si 臥1Si- ni ekトni
その時 義兄と 姉が
迭吋､ 他姐未 ､ 姐姐
Ⅹa n渦
de nde-tikiniakule- A(i)
お ばに 脆いて礼を
脆下絵地域娘櫨央｡
tiki方向 mi連接
u r uke- ni tate一 皿(i)
い るときに 戸を 開けて
忽然n 一 升 ､ 打外地
mi連接
s aktol s a nggin
真っ 白に
都 自
eskuli s e- ni
大変 歳を
盈得老了許多o
■
1ng‾ Ⅹe n
入 っ て きた ｡
他姓来了,
玉e n過
ila n gelu
三 人は
他n三人
deriu- 又e n nia ni de mde- ni
した ｡ 彼らの
-
おばは
地 境娘
Ⅹe n過
ingrx e n ila n nio july
入 っ て きた 三人､ 二人の
迭束 三十人､ 丙十
1032dedu 由鑑 虹虫2 miakule
-
yi
娘が 入る とすそに 脆い
徳都 ､ 遭来就姶他磁束清安､
mide riu x e n
ton JegJe一 皿i
■ ●
火を燃や して
正在焼火､
mi 連用
皿e rge n e m e
-ke
モ ルグンと 一 人の
英日板､ - 千
deriu- 又e n- wo de mde- ni o nトsi bai七e
-de
た こ とは 伯母は 何の 尊かも
岡得地不知是咋回事 ル
Ⅹe n過去Iw o目的 o ni凝問詞
1 tule- gialen-du :外の部屋 ､ 台所 o
2 尤氏が言う､ ingge･1eは ｢入 っ た+ inggem o
･du は､ ｢入る とす(
i
+
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1033 s a- Bye- ni
わからず
●
x e s u
- yl- ni
言う
地悦:
sye ni現否3 yini現3
1034ingge一 血 皿i- tiki
入 っ て来て 私 に
1035 demde
｢お ばさん､
”
墳娘､
1036eyi e
で す｡
a l a
｢エ エ
､
-
牧野!
s un u xite ni un aka- mi ur uke- w o
あなたたちは 誰? なぜ 戸口から
体爪是堆家的亥子､ 咋迭rl
人称代名 ni疑問詞 疑問詞 wo目的
皿iakule-jo
脆い て いるの ?+
就磁束唾?
"
tiki方向 jo 着(漢語)
cinleke dedu
チ ンラカ ダドは
軟勘克 徳都
si u n o- Ⅹe - si a bi cinleke
あなたは
体
人称代名
ti- n e ar n e- ni
あの 年
忘れました
忘 噛?
Ⅹe si過2
S l u
あなたは
当年是 休
1037de 皿de - ni is ale- sil de ngkin
おばの 目は 輝い
他壊娘的眼晴 頓肘 有了光亮､
1038n e- r e
なの■
耶｡
r e連用
か? 私は チンラカ､
Ⅹe s u
- yい ni
●
言う
悦 :
yini現3
ne u
-i site
弟は シテ
我∬1是 飲物克和 希特野､
a難問詞
m un u e rgen
私たちの 命を
把我4I7
人代所有
da- Ⅹa - ni agde n e一 皿(i)
た. 喜んで
高共地
ヱani週3 mi連接
su e
- ke ci
あなたたち この様に
体イ｢1 都 迭 ･421
ke ci様
1039de uji- w o- ni
顔に
他爪姐弟簡
1040 ilトrgトr e
立 ち上が っ て
姑起身来､
r e適用
m嘘塾_Qi
2
-
y卜 ni n a
jiu-Run e- Ⅹe - si
救 っ て くれました ｡+
救了 ｡
漢語＋kune 使＋Ⅹe si過2
xe su
-
yl
- ni
言う
悦 :
yini現 3
s agdida- Ⅹalo xe s u一 皿l
大きくな っ て !+′ と言い なが ら
大了!
`
脱着､
Ⅹal過3複 mi連接
de 皿de- tiki
キス をした ｡ また おばに
使動地来股)L｡ 他1n又 鎗妹娘
yini現3
jo 地 3
● ● ● ●
家の 東側に
上京屋
jige方向
1 si(二 人称単数) は､ 正 しくは ni
tiki方向
en e
-
Ⅹele
行 っ た
去 了o
X el過3複
niakule- A(i)
脆い て礼をし
砲了共､
mi連接
eji-jige-1e- ni
東側の
逆屋
jige方向
(三人称) と思う｡
皇 m ukaci- mi キス をする o (尤氏の説明)
t3 ejijige - ni:兼家o 台所は､ 家の東側にある ｡
2 2 4
ai a sinトv o
｢ェ エ
､ あなた
-
牧野､ 是侭廿]
w o目的
telコule - rgト r e
抱い て
就抱住
re連用
deriu一 芸en
た ｡
Ⅹen過
jo do-1e- ni
家に
1041 ingge- r e
入 っ て
r e適用
1042a rki
酒を
喝酒泥｡
icikcトn(i)
見る と
一 署 ､
ni
ti edi- as e n
あの 夫婦が
那 老開口 子
o mトmi bisi
飲んで い る｡
mi連接 現在の状態
1043gelⅦ1 nio
聴衆
(祈允;
ke ke ke
カ カ カと嚇すo
啄! 略! 噂!)
噸声 噸声 嚇声
1044ala ng alang
ア ラ ー ン ア ラ ー ン
問榔 -
1045 site m e rge n
シテ モ ルゲンが
希特 某日根
1046 da- Ⅹan 1ele一 皿i
な っ た､ 驚いて .
x a n過 皿i連接
1047dedu exele
n a x an uile- ni
オン ドルの上に
正坐在坑上
jo-dule ingge-du ke sye n dedu- ni
家に 入 ると ケシ ェ ン ダドの
一 連屋､ 克坤 徳都的
du 場所
site
シテ
希特
te- r e
坐 っ て
re 連用
de uji- ni s ang gin
顔は､ 白く
胎都叩自了､
n erge n niani niukte- ni
モル ゲンは 彼女の 髪を
英日根上去就 把地的 央笈
人称代名
o nトyトni site 皿erge nda- 又a n ne- 皿i
ダドは 大変な こ とに な っ た と
徳都 - 看不好 ､
Ⅹan過
1048 吐 出旦:痩
■
反対に 回転して
反手 一 転､
jafu- yトni 垣旦匹塾
掴んだ｡ ケシ ェ ン
鎗涛住了｡ 克坤
yini現3
kus un- .ii- ni
思い ､ シテ モル ゲンの 力に従 っ て
随着 希特某日根的劫+L敗退去､
吐虹_ 血 重出
● ●
シテ モ ルグンの 手を 振りほどき､ 彼女は
把希特英日根約手姶拒升了 o 地浄脱出来､
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1049falen-du dudu-1e - Ⅹe - nil
土間に 倒れると
往地下 - 液､
Ⅹe ni過3
1050fok七ule3
穴をあけ
大窟薩
1051 go nトyトni
と思い
yini現3
1052 ing
-
又e n
入 っ た ｡
Ⅹe n過
1053dedu- ni
ダ ドの
穂都的
degde一 皿i
飛び
就1 走了o
mi連接
ta-du
そ こに
端
n a X a 皿
e n e koli2
- 羽の 鷹に
変成岡力､
n l u
-
又e n
出した｡
Ⅹe n過
ili- r e
立 っ て
在那+L
r e連用
ui-1e - ni
オンドルの 上の
看到坑上
■ ■ ● ■
a 皿1‾ n l n l an 1
父だ｡ 彼は
阿雀､ 他
ni3 人称代名
1054 e si site m e rge n
その時 シテ モ ルゲンは
迭肘､ 希特 英日根
da- Ⅹa - ni
な っ た ｡
Ⅹani過3
site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 英日根
mo- nio -ke ci da- Ⅹa - ni
木偶の様に
-
な っ た o
像十木央人似的Q
ke ci様 Ⅹ ani過3
e m e m af
- 人 の 老人が
有十 喝笈､
ya
- de x e s u- °in
何にも 言わずに
喰也悦､
ya凝間 cini適否
be主 xio- rgi- r e
身体を 回して
回辻身来
1055 Ⅹelilala x elei
ハ リラ ラ ハ レイ
赫哩噸 一 議赤哩噸 -
jo-i u卜1e- ni eme
家の 天井に - つ の
把房子沖了十
e l
こ れは
横位 了,
指示代名
muduli
ム ドリ
牟都力
■
S a- Ⅹa - n 1
分か っ た ｡
就知道 他是
Ⅹani過去
un aka- ni n e- ni
一 体何だろう
難問詞
皿e rge n jo-dule
モル ゲンは 家に
英日根 速了屋､
niani cinleke
彼は チ ンラカ
軟勧克
人称代名
幽 二並1
片 足で
単勝臨地就姶他
ji用 い
miakule- Ⅹe - ni
脆い た ｡
砥央情安了｡
Ⅹeni過3
a 皿i n e- mi jalトmi
父に 歌い
対他阿雀 悦:
r e適用 mi連接 皿i連接
Ⅹelila a x elei
ハ リラ ラ ハ レイ
1056 Ⅹelilala x ela x elilala x elilalei
ハ リラ ラ ハ ラ ハ リララ ハ リラ レイ
赫哩唯 一 藤哩髄 -
de riu- Ⅹe - ni
始めた｡
Ⅹe ni過3
1 1046行か ら 1049行まで[ke syen dedu ehel da-又 a n. site m e rge n kns un･jitate･ min ale･ji
forsu ･k une - Ⅹemisitx) mergen nale
･jifor 糾 ･ 皿 deriu ･Ⅹen . niani ?????Ⅹergi･tikiac u･ r edlldu]e
deriu xen = ケシ ェ ン ダドは形勢が悪くな っ た ｡ シタ モ ルゲ ンを力を入れて引き､ 手 を反転さ
せ たo シタ モ ル ゲンは手を反転し始めると､ 彼女は身を翻 して ､ 手を解き､ 倒れた】o
2 koli ケシ ェ ンは､ コ リ (鷹)に変身して ､ シタから逃れ る o
3 foktule 【ebude･ mi = 壊 して】.
4 満族の習慣 ｡
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1057si
あなたの
伽
人称所有
1058mini
go nin- si 吐辿由土短吐l
心は 狼の様
心 多狼阿､
si2 ke ci様
e nトyi langtole- ni
私の 母を 殴り
要把我 阿賄 打
人代所有 mi連接
1059n un u eki julu
私と 姉 ニ人を
要把我4n姐弟 傭
ji共に
1060uk トa a r n e2 song一 皿i
何 年闇 辛い
吃了郡ゑ多的苦
皿i連接
1061uk トa ma ngge-ji
どんなに 苦労して
遇了那 Jll大的執
1062bode- c e- u
死なずに ｡
ciu適否1複
1063e si 皿u n u3 sini
bトr e n
だ ｡
r e n現
Wa
-
Ⅹe - s l
殺したo
死 ､
Ⅹe si過2
wa
-ke cトⅩe- si
殺そうとした｡
客死 ｡
Ⅹe si過2
t) ardトⅩe1e-ke o
生活をしただろうかo
x ele週
bardiu- 玉e n
暮らして きたことか｡
Ⅹe n過
e rgen
- ne
-
S 1
今 私たちは あなたの 命を
法回 我∬]要 叔仇､
人称代名 人称所有 si2
1064sini- w o kinda- Bye- u
あなたを 許さない ｡
不能放L*体 .
w o目的 sye u現否1複
n un u
私たちは
我Jl1 没有死 ｡
人称代名
gele- yi
もらう｡
yi現 1
1 1eluki狼のように恐ろ しい 心 ｡漢民族にも狼の心とい う表現がある ｡その影響だと考えられ る｡
虎も恐れられて い るが､ 山神としても敬われ恐れられて い る ｡
2 ukia a rne[jefe･ re ukia = 食べ て､ どんなに]
3 同上
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1065si
あなたは
休要
人称代名
mangn e-dule do - sikトni
川の 中へ
投江
dule 方向 siki方向
1066u pl止e tule- ni
戸の 外に
t
､
1外
1067si
あなたが
侭要
人称代名
1068si
あなたが
体要
人称代名
1069hindu
私 には
我迭ノし
人代目的
1070e-ke ci
この様に
倣杯事
ke ci様
1071si
あなたは
s agdi
大きな
有大江
■
Ⅹa S l
一 皿1
首を吊っ て
上吊
mi連接
me- siki
自分を
自別
sik呈
kioto
刀 が
有刀
na ngn e
川が
ゎude- ro
死 ぬなら
ro命令
kioto-ji
刀 で
ji用 い
bトr e n
ある ｡
r e n現
bardin e- Ⅹe - si
生 きて きたの だか ら
Ⅹe si過 2
皿e
-
Siki o ni
自分で どの様に
体自己遼肥 ｡
1073alang
アラ ー ン
咽唯 一
人称代名
1072o ni
どの様に
o ni疑問詞
al弧g
Y 5 - i
e n e- rO
飛び込め ｡
r o
･命令
bi- T e n
ある ｡
r e n現
e
-du x o rkun
こ こに 縄が
速星 有規子
山 場所
u r Se
‾ 1
肉を
ⅩOrLO
- re
切るな ら､
r e連用
e-ke ci
こ の様に
就要有娘虚
keci様
1mde- yトsi
死ぬか､
siki o ni難問詞 yisi現2
ゎude- yトsi m e n e ge rte- r o
死ぬか､ 自分で 決めろ｡
yisi現2 ro命令
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b トr e n
ある｡
r e n塊
ゎude - yトsi
死ね!
yisi現2
■
■
1 074 叫
父は 聞きながら頭を 低く 垂れていた｡
他阿雀 - 祈 就偲了央了o
r e適用 siki方向 Ⅹe n過
1075 組 如 由
●
聴衆
(軒余:
1076m ユduli
ム ドリ
牟都力
ke ke ke
～
カ カ カと喫す｡
暗! 曝! 曝!)
噺声 嚇声 聯声
4 ＋ > *
軌 塾主
モ ルグ ンは 見た
英日根 - 署､
Ⅹe n過
de riu- 玉e n
始めた ｡
■ ●
蜘 疫由些坦姐
直(o ■シ テ モ ルゲンを
紅紫 就姶希特英日根
tiki方向
miakule - Ⅹe - nil
脆かせ た｡
鏡下了､
Ⅹe ni過3
玉e n過
1078 Ⅹelila a x elila xelilala x elila ala xelila
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リララ ■ハ リララ ラ ハ リラ
赫哩噛 - 赫哩俄 - 赫哩噛 - 赤哩喝 -
1079n e u ya-de baite- ni eji
弟よ どんな 事も 決して
兄弟咽 か事不可太任性 ■
eji禁止
te- ke ci n e- r e
その様に してはい けない ｡
1080o nトde a 皿i- w o eji mande
どう しても 父を 決して 酷く
僻千万不能把阿竜逼死 軌
o ni疑問詞 wo目的 eji禁止
･ r e連用
bude-kun e- r e
死なせて はい けない ｡
k皿 e
`
使＋re 連用
108lnio ya nio n a ya elin-de e x el
人は どんな人 も 時には 間違う
人邸 邸能没有培+L?
ya疑問 ya疑問
1082 bisi- ni de bi- T e n
ある
baite- ni
事が
ni3
10 77ja-1 トmi
歌い
唱道:
1 録音重複｡
2 miakule- Ⅹe ni ムドリは､ シタが父を殺す こ とをとめる ｡
2 2 9
1083e nduli e x ele
神も 聞達う
神仙也会有培咽
1084 ke sye n dedu
ケセ ン ダドが
克坤 徳都
baite- ni ya もトr e n
こ とが 親らも ある ｡
ni3 ya疑問詞 re n現
okutu- wo nede- Z e n
薬を 入れたか ら
下了茶
wo目的 Ⅹe n過
1085a Ai o 皿 bisi de
父は 何 も
阿雀是 疲迷住了
S a
-
Syen
わからない ｡
sye n現否
1086 niani nio- du x oltu - 皿i da- Ⅹa - ni
父は 彼女に だまされ たo
他也是 受編上当被人家害
du受身 mi連接 Ⅹani過3
1087e si 弧
今 正気に戻 っ た ｡
醍近来
yini現3
a 皿ト1e la主 nio
後は よい 人
改鰭述是好人
da- rg卜1e
に戻 っ た ｡
1e完了
1090gelⅦ1 nio
聴衆
(断裁:
1091alang
アラ ー ン
聯榔 -
1088sin主 a mi
あなたの 父は
伽 阿雀
人称所有
1089Ⅹe rbe- rgトyi- ni
連れて帰ろう ｡
把他領回去肥
yini現3
ke ke ke
カ カ カと嚇す｡
暗! 噂! 鳴り
嚇声 噸声 噸声
sin主 a皿トsi nia nト m e
あなたの 父 だ｡ 彼を
述是体的阿雀
人称所有 si2 m e巨l的
1 sen e
･1･gi･yiniami･1e 【sai･ Ⅹeniami･ siki= 正気だ､ 後は]
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1092site m e rge n do rd トⅩe- ni
シテ モ ルゲンは 聞いて
希特 英日根 一 軒､
Ⅹe ni過3
1093 btlde -汝un e- sye n da-ki
死なせ なく なっ た｡
要不辻他死噌､
kun e使＋Bye n現否 ki条件
1094 1angtole
- yi
殴 っ た ｡
yi現1
1095 ne- Ⅹeni
行 っ た｡
Ⅹe ni過 3
1096B ek8 eTni
血が
血泳
dillxe rgトsiki da, - ヱaJlgO nトyトni nia nトme ni
頭を 下 に下げ て 思 っ た 彼自身に
低了央､ 心里想 :
siki方向 Ⅹ弧 過 yini現3 me n1日的3
a nil m ale-ji mini e n l- W O
父の 辛が 私の 母を
他 来手 把阿鵜
ji用い 人代所有 wo目的
e
-ke ci m alx o ng s o nggu
-
mi
どれだけ 多くの 苦しい
法 JA 多的 苦堆
ke ci様
I)i nia nトm e ni
私は 彼を
我要是 遷死他咽,
皿eni目的3
もaite- w o. s aktol
事を み な
都是
wo目的
no n e bude-Run e- kibi
自分で 死なせ るか､ 私は
我
ku n e使†ki
minトw o t)a rdトku n e- Ⅹe - ni
私 を 生まれさせた ｡
裏生,
w o目的 ku n e使†Ⅹe ni週3
1097odトrgトyi
終えよう
算了!
yi現 1
1098niani- neni
彼を
把他
meni目的3
1099jake- w o- ni
もi
私は
我也
● ■
n l aエ11
一
皿e n l
彼を
不運他了.
m e ni目的3
Ⅹe rbe- rgトyi cinleke
連れて帰る ｡
領回去得了｡
yi現 1
to rkil-dui
荷物を 穐に
テンラ カ
tu主 go nトmi
こう 考えよう ｡
也述其是不忍邸｡
mi連接
bude- ni-ji
死ぬほ ど
徒死里打,
nia 皿1 e X el
彼が 悪く
粂他事造成地:
人称代名
■
Ⅹe n l a n l
また 彼の
述是 他的
ai odトrgi-yi
エイ 終えよう
咲, 算了,
yi現1
bude-kun e- syもn da- Ⅹayi
死なせない こ とに な っ た｡
kun e使†sye n現否 Ⅹayi適1
buti
私 たちは
de血 m 血1i 皿e rge n de md叩 i
ダドと ム ドリ モル グンは 伯母の
飲助克 徳都 和牟都力 英日根
s aktolto 又o- Ⅹe - nil
みな 載せた ｡
忙活着把壊娘的京西 都
w o ni目的3 dui場所
装在順型上.
x e ni過3
1 a mi[nia ni･ m e ni= &%]
2 torki[fare = 漢族のそ り】{
3 toxo･ x e ni [nede･ rgitol･ki= 載せ ､ そりに】
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de mde-i to rki ui-1e- ni
伯母を 構の 上に
把壊娘領到順型上
1100 七e - rgトkune- Ⅹe -ti 選 出 l
■
a 皿トni to rki a 皿ト1e - ni x ulトmi2
座らせ 帰 っ た ｡ 父は ･槙の 後から 渉い て
坐 下 然后近着雁型往固 患 他阿雀 在順型 后迫 既着,
k皿 e使＋Ⅹeti過3複 .yini現3 ni3 ni場所 mi連接
1101e n e-yi- ni
行く､
yini現3
1102jo-dule
家に
就到家了｡
dirgane de dirgan_e二aeB
3 ya-a.
e a n ci m a ci da- Ⅹa. - ni tugule
声も なく
同声不暖地往固定｡
sye n現否
●
1Sya‾ rglI r e
着い たo
r e連用
1103ヱe rbe - rg卜yi- ni
連れて行き､
yini現3
1104 derin- Ⅹelen
始めた｡
Ⅹel過3複
1105もa rd トw o- ni
生活を
wo ni目的3
1106me rge n
モ ルゲンの
某日根的
1107 1〕ude- Ⅹe - yi
死んで
巳生死了
Ⅹeyi過1
何も音がない ｡ 少し たつ と 彼らは
吋候不九 他爪
Ⅹani過3
cinleke dedu de nde-i
テ ンラ カ ダドは 伯母を
軟勤克 循都 把墳娘
s a ule一 皿i
招き
う青下来. ･
mi連接
e u
-
rg卜mijo-dule
下ろし 家に
もじ到屋里 ｡
mi連接
ek トn(i)julu enbadu bakcトrgトr e e血badu tebule- r e s o ng一 皿i
姉と 二 人 一 緒に 会うと､
老嬢妹 備 一 見面.
r e連用
s agdi dirgane s?ng
- EL(i)de riu- 芝el
大 きな 声で 泣き 始めた ｡
地爪何部有税 不尽的嘗.
･･ 皿i連接
Ⅹe s u- m(i)de odュ- sye n
話し て 尽きなかっ た ｡
mi連接 sye n現否
enトni x e s u- yト ni bi
母は 話す
阿姑 悦 :
yini現3
uk トa･ ar ne
何 年に
多少年髄 ,
1 x e rbe･rgi
･
yini #^ .
2 Ⅹ ul i mi[erke xul i･ mi= ゆ っ く
｢私は
`
我
da- Ⅹa- Ai
なる ｡
Ⅹa ni過3
り 歩い て〕
一 緒に 抱きあい 泣き
就抱在 - 起大突起来D
re 連用 mi連接
n l ani julu jute-ti
彼女 ニ 人 以前の
都要把辻去的
Ⅹel過3裸
出 4
苦 しい こと
背水倒 一 倒｡
a u s l- Sis
姉婿が
被伽姐夫
esi n odu- ro site
今 捨て ろ｡
皿1 n l- W O
私を
w o巨l的
シ テ
希特
ro命令
wa- Ⅹe - ni bi
殺したo 私は
害了.
xeni過3
site s aJlinbila-1e
シテが シ ャ ンイ ン川 へ
是希特 去山明比粒
1e 方向
e n e- r e
● ●
皿1 n l- W O
行き､ 私を
把我
re連用 w o目的
3 dirgan ededirgan e
･
syen [dirga n ede a･n ci = 声もなく】
4 Fo ci:m nke [e x eleb aite
-
w o- 悪 い事を】
5 a u s l
-
Si[sini a uxi- si = あなたの 姉婿] あなたの姉婿 (即ち､ 私の夫)｡ あな たから見る
と姉婿である ｡ 漢族的呼び方で ある ｡
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1108m e r x e- r e
背負っ て
背
r e連用
1109a 皿トsiki
後
以后
siki方向
I110e n e- Bye
行けなく
gaJ1- rgl- yl- n l
連れかえ っ た｡
回来,
yini現3
buti esi de e nbadu
私たちは 今 一 緒に
咽4r] 迭オ又
buti e血badu bardiu- yi
私たちは - 緒に 暮らそう.
咽爪 就在 一 塊+し辻日e.
yi現1
bakcトrgトu x e n
会えた ｡
能鬼面了｡
Ⅹe n週
e
-
Biki ya-de eji
今から どこで 別な
別再寓升了｡
e-七iki
これから
臥今
gi乱 ba- siki
別の場所へ
eji禁止 siki方向
daTX an tugule 佃(e)julu la okeJle-yトセi
な っ た｡ 彼ら 二人は 話した
地1n 丙十 正噴着的
sye現否十da x an Ⅹa n過 m e目的 yiti現3複
1111cinleke dedu
テンラカ ダ ドは
飲物克 徳都
1112de r e n ed - 又e n
卓を 置き
放上臭子.
x e n過
buda- w o s o rgi- w o o- Ⅹel buda
飯を 料理を 作り 飯を
在外塵倣仮倣菜, 畳亦吃喝o 倣好了,
w o目的 wo員的 Ⅹel過3複
so rgi a rki u r 島e
料理と 酒と 肉を
端上 坂莱酒肉.
1113a rk トw o da ol- 又e n nianトmeni
酒を くみ 彼らに
de r e-du jalun da- 又an
卓に 満ち た｡
山 場所 Ⅹa n過
bu rgin一 皿e ni
この 時
工 夫,
aite- 又e n
作り終えた ｡
Ⅹe n過
e ni-du- yi de mde-du主
母 伯母に
給阿鵜和横娘
tigulu o mトukum e- r e 吐g旦辿g
飲ませた｡ 彼らが
倒上 観 辻地仰] 吃喝｡
w o目的 Ⅹeyi過 1 m e ni目的3
1114a rki o mi- mi de riu- Ⅹen2 皿afa x acin
酒を 飲み 始めたとき 年寄り
弛爪
ku ne使叶e連用
do s o ng e m e- siki jo-1e
ドゥソンが 帰っ て きた｡ 家に
喝酒的 吋風 老共子 奔草 回来了. 速了鼠
mi連接 Ⅹe n過 ki条件
1115 ing- rgi珊i nトde niam-tikidirgan e
-
syen sinfen dedu is ale- yi de
入り 誰も 彼を 相手に しない ｡ シ ンフ ン ダドは 目で も
健也 没搭理 他 新茶 徳都 連鰍也
ni疑問詞 tiki方向 sye n現否
1 dao 倒 (漢語)
2 a rkiomi･ mi deriu ･ Ⅹen [niania rkiomi･nidu b血gjn = 彼が酒を飲んでい るとき】
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1116tト血i icikci- sye n nuduli m e r
･
ge n nianト皿e ni n a x an
-du 8aule- rgトki
彼を 見ない ｡ ム ドリ モ ルグンは 彼を オンドル に 招き､
没鰍他 一 眼｡
dui場所 . sye n現否
1117niani- n e ni
彼に
辻他
meni目的3
述是牟都力 英日根 把他 清到坑鼠
me ni目的3 du 場所 ki条件
arki o ni-Run e- r e
酒を 飲ませ た｡
喝酒｡
k皿 e使＋r e連用
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1 0. 手下征伐
118 alang
ア ラ ー ン
阿榔 一
段落始
1119niani
彼等が
在他4n
alang
ア ラ ー ン
arki o m卜yトni elin-du- ni
酒を 飲んで い る時
1120 de riu- 又en
した｡
Ⅹe n週
1121isya- Ⅹe - ni
着い た ｡
就走辻去｡
Ⅹe ni過3
1122 icici- 玉e n
見えた ｡
喝酒的
yini現 3
■ ●
n l a n l
彼は
他
●
n l a n l
彼は
肘候､
ⅩulトⅩe- ni
歩くのが
走得
Ⅹe ni過3
Ⅹul トr e
歩い て
他走了 - 障､
r e連用
go r o- ki
遠くから
ヽ- H } ■ ヽ●■ 一
辺 逃
Ⅹe n過
1123Ⅹoto ng(b トre n)
村がある ｡
電通､
site me rge n
シテ モル ゲンは
希特 英日板
eskuli tu rge n
大変 速い ので
特別快､
u rke n- m e ka 皿 un
山や
翻辻 1 一 道峰､
皿e 目的
■ ■ ●
1 C I C l
-
又e n
見ると
望去､
玉e n過
ei x otong
その 村の
雰汽療庫､
指示代名
1124ei do-1e- ni uki- a nio gelu- ni
そ こ に (い るのか) どれほと人人が
也不知道 多少人家｡
1e ni場所
1125me rge n 〕ule - sikiene-yト ni
モ ル グンは 前に 進み
英日根 往前述走､
siki方向 yini現3
丘を
地 主垣I e n e- m(i)
西 へ 出発
正往西北走眼｡
siki方向 mi連接
ta unba-ke ci e rde
百里位の地に 間もなく
百十旦地 不 一 会)L
dule- e n e- 又e n
越え
Ⅹe n通
s o ngali n angn e
松花 川の
在迭松花江的
uト1e- ni
上は
s o ngali 皿 angme
松花 川が
就青鬼了松花江｡
jap- kala-du- ni e n e
川辺に
江湾
duni場所
sangninrke ci bi- T e n
煙 っ て い る ｡
胃姻暗略的､
ke ci様
e- du ba rdi-yi
(い るのが)
du 場所 yi現1
x oto ng kila
- du- ni
村の 近くで
走法貫通
de
ち
-
?
_t#＋
ya
-de
何が
s a
-
sye n site
分からない ｡ シテ
希特
sye n現否
■ ●
1 C 】.C l
‾
Ⅹe n
見てみ る と
- 看,
dlmi場所 Ⅹe n過
jo- ni
豪が
房子
皿ula
大変
徳
1 s ulia- siki西 へ 百里進んだo 松花江の辺 に ある村に着い た o (伯母の話しで は､ ケシ ェ ン ･ ダ
ドが ジ エ ンジ ン村の シャ ー マ ンであるとい っ て い る o)ジエ ジ ンの音は､ 街薄口(ジエ ンジ ンコ ウ)
と思われるが､ ア ム ー ル川の辺である o 松花江なら､ 同江から富錦のあたりで あるo
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1126 m且1Ⅹo ng ei
多い ｡ そこ の (豪家)
多､ 有
指示代名
由退 塾
は 赤く
紅
1127 im eks e-ji- ni s akerki
塗 っ てある､ 黒く
拍子的,
jini用い i3
1128jule goro- ni
前方に
黒
eme
一 軒の
他者風前迫有 一 座
ni場所
1129 ing- Ⅹe - a(i)ur uke- ni
進んで 戸を
一 連t
､
1+し､
Ⅹe ni過3
1130 もトr e n
あるo
re n現
麺蛙堕1-ji- ni
塗 っ てある
油子的､
jini用いi3
im eks e-jトni
塗 っ てある､
油子的､
jini用 い i3
S uya n
黄色く
黄
Sa 皿ggl n
白く
白
s agdi jo b トr e n
大きな 家がある ｡
im eks e-jトni
塗 っ て ある､
油子的､
jini用いi3
im eks e-jトni
塗 っ てある､
油子的､
jini用 い i3
n u ngg1 an
緑に
緑
eskuli 即Cikuli
大変 奏しい ｡
都挺陶宅｡
jo do- 1e - ni s ulia jo- du- ni
その 家の
徹大的 房子､ 就走遭上房西屋｡
tate- r e icikcトyい ni
■
引 い て 見た｡
青鬼
r e連用 yini現3
aisin bu rku- ni
金 色の
有金色的
jo do -1e- ni
家の 中に
轄没 述挺多､
t.e - 1e- ci2 aisin bu rku- ni
椅子､ 金 色の
大椅子､ 有金色的
西の 房に
jake -ji malxo ng
物が 沢山
ji用い
duin-ke ci3 de r e- ni
四角い 卓がある ｡
四方兵｡
ke ci様
1131jute-1e n a x ando-1e - ni
南の オ ンドルの上 を
再往南 坑上
l132 de r eja,p -kala-du- ni
卓の 周りに
固着坑兵
d皿i場所
1133 de r e x olun-du- ni4
卓の上 に
icikcトyi- ni
見ると､
- 看､
yini現3
begdele ya一 皿i
あそらをかいて
盈腿
mi連接
血in 皿ergen
4人の モ ル ゲ ンが
四千英日根
te- rgi- r e bi- T e n
座 っ て い る ｡
坐着､
r e連用
a rki 皿alx o ng n ede- r eb トr e n
漕が 沢山 並 べ てある ｡
真上 接着満滞 - 下 子漕席､
d皿i場所 re n塊
r e n現
n a x an
-du bi- T e n
オ ン ドル に い る ｡
在坑上 ､
血 場所 ren現
n a xan
- du
オ ンドル の
du場所
tuguユu n duin nio arki
彼等 4人は 酒を
他爪 四十人
1 furge nimekse 赤､ 黄､ 緑､ 黒､ 白の ペ ンキで家が美しい o こ れは､ ロ シア側の 風景 .
2 aisin bu rku tele ci 後に挿入 ｡
Lq aisinbu rkutele ci金色の椅子 ､ 金色の卓があるo 豪華で ある . ケシ ェ ンは Ⅹoto ngの eje n(料
長) の 娘であるので ､ 金持ちの象徴と考えられる ｡
4 Ⅹolu n･dumi 上面o uilen は ｢の上方+
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1134 o mトmi
飲みながら
正喝
mi連接
1135 furgi一 皿i
自満話を
吹嘘自己
mi連接
1136m e rge n
agde n e- r e agde n e Ⅷi
楽 しみ 楽しみながら
在酒炎上 ､ 淡天蕃地地
re連用 mi連接
me- siki e m elegeji
自身に､ 一 方で は
一 迫
siki方向
jo do-1e - ni
モ ルゲンが 豪に
英日根 速了塵､
LIST & n3
- 白 も 発 しない o
連理都没理他 ｡
sye n現否
1138 fe r x e-1e
北の
就在北坑
1e 方向
n a Xan
- n 1
オン ドル
1139 to 又o-yト ni
詰めて
装了 一 下 梱､
yini現3
1 Ⅹan- 1 Ⅹa n一 皿e
～
ほらを
吹牛柁､
m e目的
Ⅹudale一 皿i arki
蜘 1
●
吹き
mi連接
e m elegeji
一 方で は
一 辺
o 皿トyトti o 皿トyトti site
(こう) 叫ぶ ｢酒を 飲め 飲め+ シテ
職者 :
"
喝酒､ 喝酒!
I
希特
mi連接
1ng‾ Ⅹe ‾ n l 型 +
入 っ ても あい っ
法凡十
Ⅹe ni過3 指示代名
nia ni e rke - siki
彼は あたりを
他 往四周
jap- hala, - du - ni
縁に
沿JL上
du ni場所
誕生堅垣Lji
火打 ち石で
用火錬
ji用い
1140e m elegeji o皿トyini
吸い ながら
効凡地抽 ､
yini現3
tayo- Ⅹe - ni
火をつ け
点着火､
Ⅹe ni週3
yiti現3複 yiti現3複
9igR m n2 n l ani一 皿e ni
ら モ ルゲンは 彼に
某日根
皿e ni目的3
icicトⅩe n il トr e･bトⅩe-ni
見て すこ し立 っ て い たが
署了 一 下､ 砧了 一 会凡 ､
Ⅹe n過 r e連用 Ⅹe ni過3
●
te- rgl- yトni
座 っ た ｡
坐下来､
yini現 3
da m xin-fadu 1 tate- rgトr e
布の煙草入れを 取り出し
把梱荷包 ･重出来,
r e連用
o mト皿i de riu- Ⅹe - ni
吸 い 始めた｡
抽上 了｡
mi連接 Ⅹeni過3
e m ekutan7to xo- r e e m ekutan omトr e
bada bada6 eme-ke
ス パ ス パ ー 服
`
p^ 迭 ､ P^ 迭
-
- 千
jo do- 1e- ni
服 詰め 一 服 吸い ′部屋の中は
袋 接 一 袋地 抽､ ､ 抽得滞屋子
re適用 re適用
1 ixan ix an- me fu rgi- 皿i 吹牛 (漢語直訳 :ほらを吹く).
2 eigelun mergen は､ これらの モ ルグンo tigelⅧn m e rgen は､ 敵方の モル ゲ ンo
3 dirigan de dirgan e- sye n :中国語 ｢ 一 言也不発+ ｢ - 動也不動+ の用法と同じで ある o
4 dan uin-fadu [ye u x e n-fadu = 綿の煙草入a
J
L]
5 yaterku火打ち石で煙草に火をつ ける.
6 もada もada 煙草を吸う擬音 ｡ 一 服吸い ､ 一 服詰める ｡ : キセ ルで吸う｡
7 e mekutan[e m edai = 一 袋]. kuta nは､ キセ ル のがん首o
2 3 7
1141da皿ヱin- Ⅹu ni m alx o ng da
-
又an
煙草の煙りで 一 杯に な っ た o
都是梱,
Ⅹ an 過
1142deriu- 玉en ei
始めた ｡ こ の
迭
Ⅹe n過 指示代名
1143 da- Ⅹa-ti e ci･
ei duin 皿erge n 旦辿虻 一 皿(i)
この 四人の モ ルゲンは 咳をし
唯得 迭 四十 英日根 五咳軌
指示代名 mi連接
血in m e rge n
四人の モ ル ゲ ンは
四十 英日根
x ud ale -rLgi- A(i)
な っ た ｡ 叔父を 呼ん
就招呼他1I1的叔叔 悦:
Ⅹe七i過3複 mi連接
1144site2
danLXin- Ⅹuni-du - ni m ete- Bye
煙草の煙に 耐えられなく
辻希特英日根叱得 英在受不了了､
血mi場所
deriu- E el e c主
だ｡ ｢叔父さん､
”叔叔 ､
Ⅹel過3複
jo-du d弧 Ⅹin omトyトni Ⅲun u m anggele- 又e n
野郎が 家で 煙草を
小 子 在屋里 抽梱
吸う のが 大変だ ｡
太時人了､
yini現3
1145gaji e n e-kun e- r o
汲 ませろ･o +
辻他干清去 ｡
''
ku n e使＋r o命令
1146 lu obtu o
靴を
■
掩泣十牲､
1147jafu - r e
持 っ て ､
r e連用
tit トr e
つ つ かけ､
e c主 x udale-kci
sye現否
ⅩunJl e m e- r O ai
● ●
磨(o 来て o この
快 出来､ 迭
r o命令
da皿Clトw o gajトr e n ukeL w o u
天秤棒を 持 っ て きて (シタに) 水 を
舎十慮担 叫他挑水去肥 ､
w o目的 r e連用 wo 目的
ko sixin s ex uli- mib卜r e n6
叔父 は 呼ばれて来た､ 30 歳 位 で ある ｡
他1n剛城完 ､ 他叔叔就来 了､ 有 三 十多 夢､
kci未来
te rgele-de
服 を
敵着十怖)L､
r e連用
site m e rgen
シテ モ ルグ ンの
到希特英日根
ai de
きちんと
titi- °in
着ない で ､
cini適否
kir む･ 山 一 ni isya一 皿(i) 血
近く に 来て ､
取前+L､
n ale-du主 da 皿CuS
手 に 天秤棒を
手鼻舎看板慮担､
dui場所
amト1e- ni
すそ 背中を
照着后 背上打
血mi場所 皿i連接 ni場所
1 同類語 sing 鼻汁o 尤氏は､ 咳のまねを した.
2 site は､ 漢語の こい つ の意味 ｢小子+ から凍て い る ｡
3 da m c u天秤棒を用いる ｡
4 Ⅲuke 水o 家の中には､ 井戸はな い . 外か ら汲んできて ､ 水がめに蓄える o 家事の中で も最も重
労働 ｡
5 ko sixin se x uli･ mi biren [go r s eke ci bire = 3 0才位】.
6 発音は､ da mcin
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1148da 皿C u-ji la ngtole- 又e n x e s u- yi- ni
天秤棒で 殴り､ 言う｡
- 腐担､ 悦:
ji用い Ⅹe n過 yini現3
1149 budajefu- yi tu n ak(i)erde
飯を 食う｡ 朝は
版､ 卑属是
yi現1
1150siks e rin s o rko c o- ni
夜は とうもろこ しの粥｡ +
下晩是 奄氷 査子稀版Q ”
1151Ⅹes u- yトsi e nia ni
言うか?+ 彼は
他
yisi現2 e疑問詞
11521〕uda site
飯だ｡ + シ テ
版｡ ” 希特
1153do rd トci ya
聞こ えない の か+
我波 野着｡
''
ci適否＋ya感嘆
me rge n
モ ルゲンは
某 日根
■ ■
e l n l O
その男は
法人
l154s o rgi-nijefuku buda
粟 飯､
黄米千 坂,
1155 s o rko c o- niI)uda
とうもろこ しの粥 ｡
壱米査子稀飯 ｡
”
sini- w o bu-yi
｢お前に やる ｡
”
姶倣噌o
w o目的 yi現1
slユya 皿jefuku buda
粟飯､
黄水干版､
site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 異日根
Ⅹe s u- yトni e- du
言う ｢こ こで
悦: ”法是
yini現3
●
Ⅹe s u- yl- ni
言う ｡
悦 :
yini現3
e neiniilan elinl
一 日 三 回 (点前は)
- 天三頓
ini七oku n s orko efu m
昼は とうもろ こ しの餅､
咽牛 吃 壱米面大餅子､
m edele- yトni si ya- wo
尋ねた ｡ ｢お前は 何を
同: ”僻悦 什ゑ陀?''
yini現3 ya疑問詞
nile-r e e 皿eini ila n elin
働けば 一 日 三 回
干活的 - 天 三 頓
ya- nejake buda si
｢何の 飯だ｡ お前は
”什ゑ 飯野 ?
ya疑問詞
na e 皿e- daJl
もう 一 度
又 悦了 一 過:
ini toku n s ol n
昼は 焼い た
哨牛 吃葛米面
Ⅹe s u- 又e n tu 皿a rki
言うo ｢朝は
”
早慶是
Ⅹe n過
efu m siks e rin
餅､ 夜は
大餅子､ 下晩是
site 皿e rge n kutaJ12 m a ci 皿aCi
+ シテ モ ル ゲンは キセ ルを ゆっ くりと
希特 英日根 把梱袋 櫨打破打
1angtole一 皿i
叩い て ､
皿i連接
1 ila n elinbuda 三回食事をする ｡ 漁や狩りに出たときは､ 回数は決ま っ て い ない ｡ 粟飯､ とう
もろこ しで作 っ た餅や粥を食べ る ｡
2 kutan [da m xin = 煙草】
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1156to x o- rgi- yi- ni
しまた ｡
瑞了起釆､
yini現3
aJRi-1e ili- rgi- ni
それから立ち上が っ て
然后 祐身起来､
mi連接
1157 mlke- wo gajトyi
水を 汲む+と
挑水去!
''
■
Ⅹe S u
一
皿1
言い ながら､
脱 着､
w o目的 yi現1 皿i連接
1158 c apcトyトni
切 っ た ｡
姶放 下釆了､
yini現 3
da n c u- w o gaji- rgトy卜ni bi
天秤棒を 掴み､ ｢私は
接辻慮担税 :
”
食来肥､
●
S l n l一 甘0
お前に
我姶体イ｢]
w o目的 yini現3 w o目的
da 皿C u e 机e-dan ti- nio dil トkトni
天秤棒で 一 気に 彼の 頭を
他抱起慮担､ - 下
ta diュi- v o- ni
その 頭 を
那サ 歯袋
wo ni目的3
1159 tik トku n e- Ⅹe - ni
落した ｡
五輪鴇 ｡ 接着､
kun e使＋Ⅹe ni週3
Ⅹe rgi- siki
下に
在地上
siki方向
da皿C u jafu- rgい r e
天秤棒を 持ち ､
又 抱起慮
re連用
1160n e rgen ene-ke en e-ke nlangtole- a(i)
モ ルグン を 一 人 一 人ずつ 殴り
裏目根 挨着十+L打 ｡
皿i連接
1161m a ngge gulu e m e- ke n a x a n
-jigi
強者なので 一 人は オン ドルから
都不是好惹的､ 有 一 千 跳 下坑
jige方向
1162de riu- Ⅹe - ni
かか っ た｡
&#.
xe ni過3
1163 tule - siki
外 へ
siki方向
七ugule- yl 旦些旦主旦g旦出
● ■
彼等は 一 方で
他[l1 一 辺
就把他的臆袋
kini条件
七a dilトni fale n-du
その 頭を 土間に
ni3 山 場所
jute-jige n a x a n-dule duin
南の オ ン ドルに い る 四人の
担把南坑上的四十
jige 方向
deriu- Ⅹe ni
始めた｡
mi連接
●
e uT rgl
‾
r e
降りて
来
`
r e連用
dule 方向
ei duin m e rge n
∴ その四人の モ ルグンは
法 四 十 某日根
Ⅹe n過
site me rge n
- tiki
シ テ モ ルゲ ン に
就和希特英日根
tiki方向
幽
t
殴りあい ながら
捧打
mi連接
地 主
● ●
一 方では
- 近
1angtole- n(i)
殴り
捧打
皿i連接
a 皿トsikil
後退りながら
往外走.
siki方向
en e
‾
r ee n e
-
yトti ､Ⅹul トmi go r o-ki e n e- Ⅹe -ti
出て ､ どんどん 遠く へ 行 っ た ｡
越走越逸 ｡
yiti現 3複 mi連接
1164e n e gugude s agdi jolu ja,p- kala-du- ni
- の 高い大きな 石山の 麓に着い た .
前迫 立降立随的石其政子辺上 o
du ni場所
e n e‾ r e
どん どん進んて
走来走去 , 走到
Ⅹeti過3複 re連用
ti m e rge n ta-du
その モ ル ゲンは そこ で
那 十某日根
ユ e melegejila ngtole･ mi ernelegeji [e mbadulangtole･ mi em eke = 互 い に殴り合い ながら〕
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1165site m e rgen- me 旭 虹吐出1
● ■
シテ モ ルゲンの 両 肩を 掴んだo
- 倒手､ 把希特英日根的雨滴抑 起来､
ni3 yini現3
1166 e m elegeJl
● ●
一 方で は
- 近
1172ala ng
Y 5 - >
阿榔 一
段落始
jal トti
歌うo
唱:
mi連接 Ⅹen 渦
1167 Ⅹelila a x elila x elei
e melegeji nik七ele一 皿i
一 方で は 笑いながら
一 迫 芙蓉
mi連接
Ⅹelila a x elila alele x elei
ハリラ ラ ハ リラ ハ レイ ハ リララ
赫哩槻 - 赫哩俄 - 赫哩畷 - 赫哩噸 -
1168urke n enduli2
山の 神
山神耶
1169I)i
私は
我
人称代名
I170niani- nini
彼に
tヒ他
皿e ni目的3
1171jefu- yi
u rke n e nduli
山の 神
山神
site 皿e rge nTm e
シテ モ ル ゲンを
用希特英日根
me目的
ilan s eks e
三浦の 血を
滴下三 浦血
ハ リララ レレ ハ レイ
j 蜘 虹+吐出3
掴まえて 神に 捧げる o
釆貧相伽
re連用 du方向 yi現1
eyiu-kun e- r ebi xe rbe- r e
流させ る 受けて ､
舎去
ku n e使＋r e連用 re連用
u rke n e nduli n a
食 べ て ください ｡ 山の 神様
吃昭 山神邸
1ju mir e- nijafu- yini[ju nalajafu- yini = 両手を掴み] 蒙古相撲のよう に､ 素手で ､ 格闘
し投 げあう ｡ ウル ゴン大会 (3年に 1度ホジ エ ン族の人が集まり､ い ろい ろな競技 をする大会)
の競技種 目に有る ｡
2 u rke n e nduli山の神 :神に相手の血を捧げ る｡
呂jafu ･re enduli･du buyi [s ondek11 miakole-yiI s ondektl?脆き】
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1173mergen
モル ゲンは
唱完､ 迭
1174 to ngkude
動だに
没功 一 下､
r e連用
&
● ●
カい っ ぱい
英日根
to ngku- cin
しない ｡
nodu-kini】 site m e rge n maci de
投げ倒 したが シテ モ ルゲンは 微
使足 了功 一 搾､ 可是 希特異日根
e m e
- 七i s ele tura- ke ci2 m a si
一 本の 鉄 柱の ように し っ かりと
像根 鉄柱子似地
cin適否 keci様
1175ilトr el〕トr e血
立 っ て い る ｡
site m e r･ge n agde n e一 皿(i)
シテ モ ルグ ンは 笑いながら
希特
皿i連用
1176llrke n e ndulトw o
山の 神に捧げた｡
集真山神､
w o目的
1177jali一 皿ide riu- 又e n
歌い 始めた｡
他也 唱上了 :
皿i連接 Ⅹe n過
英日根 笑笑
皿i連接
u rke n e nduli
山の 神は
山神也不要我野 ｡
1178Ⅹelilala x elil乱 文elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ
■ ●
皿1 n l- W O
端在那+し
X e S u- yl
- n l S l
連動也
ta-du
そこに
●
m l n l- W O
言う ｢お前は 私を
悦: ”仰 把我
yini現3 w o目的
gele - sye n tuトn e一 皿i
私 を 欲っ しない ｡ + そして
''
接着､
wo目的 sye n璃否
Felilala x ela xelilala x elilala x elei
ハ リララ ハ ラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ ハ レイ
赫哩噛 一 鉢哩喝 - 巌哩噸 - 赤哩喝 -
1179e si 皿indu- 1e
今度は 私 の
現在 鞄到我了
1e 方向?
1180皿inトu
私 は
辻我也
118l sindu3
● ■
S l n l
-
W O
お前を
把体
wo目的
1Sya
‾ Ⅹe
-
yl
番だ ｡
Ⅹeyi過 1
u rke n e nduli- ni aiji
山の 神に 捧げ
築山神
niakule -yi
あなたに 脆く｡
人称方向 yi現 1
1 ktlSun ･jinodu - kini [kuduyi1
'
iaqile n ote･ku ni = 力 一 杯引い て投げ].
2 seletur a･ke ci [sele･ke ci = 鉄の様に】. .
3 sindu ｢あなた+ は ｢神様+
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1182gu糾de u rke n u rke n e nduli
高い 山 山の 神､
高 山的 山 神岬
1183bi e si niu- xe - yi
私は 今
我 初次
人称代名
1184 七u即1i duin
彼等 四人
他1I1 鼻骨+し四十
人称代名
世に出たo
出世｡
Ⅹeyi過1
ax e ndu m e rge n
兄弟 モ ルグンを
某日根
1185ya一 皿ejake ge rb トyトni bトde
どう 名を呼ぶか 私は
叫噂 名舵､ 我都
yini現3
1186 s agdi ge rb トyトni fulo
一 番上 名を呼んで フ ルオ
老犬 叫 排夢
yini現3
1187 nia ni s agdi age- ni
彼は 上 の 兄
他是 大 帝
人称代名
1188elage ge rb トyトni
二番目のは 名を呼んで
老 二 叫
yini現3
1189 ila n a3Ee ndu- ni
三番目のは
老三
1190duin
四番目は
老四
S a‾ Ⅹe
-yl
知 っ て い る ｡
知道
Ⅹeyi過 1
mergen
モ ルゲ ン｡
英日根
ta s ° m e rge n
タソ モ ルゲ ン｡
他華 美白根
gerbi-yi- ni
名を呼んで
叫
yini現3
ge rbi-yi
-
ni
名を呼んで
叫
yini現3
Sye ngOlユ
シ ェ ンゴウ
深勾
1u o x o n c u
ルオホンチ エ
落洪出
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m e rge n
モ ルゲン ｡
英日根
m e rge n
モ ルゲ ン｡
英日根
1191Ⅹelila a x elala xelila ala x elilal乱 文elila a x ele
ハ リララ ハ ラ ラ ハ リララ ラ ハ リラ ラ ハ リララ ハ レ
藤哩噸 - 赤哩峨 - 赫哩噸 - 赤哩峨 -
1192 tugulin
彼等は
他甘1就是
人称代名
mini e n l- W O
私 の 母を
我 阿雀的
人代所有 wo目的
1193 tugule n-di
彼の
是他爪 的
人称代名†di
1194mini- w o
私 の
把我
wo目的
1195 Ⅱunu- w o
私たちを
想把我爪
wo目的
1196甘a一 皿i
殺せ
a s e n Rite- ni
娘
女凡
(漢語の的) ni3
w a-ke cトⅩe- ni
殺そうとした ｡
散人
Ⅹe ni過3
kesye n dedu
ケシ ェ ン ダドは ､
克坤 徳都
e n l‾ 皿e ‾ yl Wa
-
Ⅹe
-
n l
母を 殺した｡
阿鵜 害
皿eyi目的1 Ⅹe ni過3
s aktol w a- keci- Ⅹe - ni
皆
坐
n ete- Bye
なか っ た｡
没書了
mi連接 sye 現否
殺そうとしたが､
客死
ヱe ni過3
da- x a- niI
Ⅹa ni過3
1197mini ei
私 の こ の
カ 迭十
人代所有 指示代名
baite-du bi
敵討のために 私は
我オ来撮仇
血 場所
1198 tugule- m e 蜘 2
彼等を 殺す｡
m e目的
1199Ⅹelilala xelilalalala xelila ale
ハ リ ララ ハ リフ フ フ フ ハ リララ レ
赫哩噛 - 赫哩唖 - 赤哩峨 - 赫哩敬 一
1【尤氏 に再確認 したとき､ 尤氏が挿入】
a w a･keci･yi [w a･ke ci-Ⅹe･yi= 殺した ( 過去) ]
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eme
‾
r e
来たo
re連用
lei xelila xelei
レイ ハ リラ ハ レイ
1200e si I)i
今 私は
迭 回 我要
人称代名
1201nia 皿トm e ni
彼等の
nia nトm e 芸OtO ng- me- ni gele- yi
彼等の 村を 奪う｡
寄他1rl的笹通
me 目的 me ni員的3 yi現1
ya x o ng nio- ni
村 人を
背走他甘]的村民
me ni目的3
12021〕i
私は
我要
人称代名
1203I)i
私は
款待
Ⅹe rbe- rgトyi
連れて来 っ て ､
yi%1
JO- W O a lJI 0-yl
卿を 立派にする ｡
重建家国
yi現1
tu即1e一 皿e S aktol w a-yi
彼等を みな 殺す｡
把他爪 会衆 束縛
人称代名 皿e 目的 yi現1
1204ya xqng nio
- gelun
村の人たちを
把村民
1205 bi
私が
我
人称代名
1206 bi
私 は
我
人称代名
1207ei
こ の
指示代名
1208nia nト皿e ni
彼に
辻他
meni目的3
m e ni minijo-dule
私の 豪に
帝到我的家多
xe rbe- rgi- yi
連れて ゆき
yi現1
eje n 血 ･rgi- yi eje n da- Ⅹa.yi
頭に なる ｡ 頭に なる ｡
会当好飯真
yi現 1
ei m e rge n､ 皿iakule-yi
こ の モ ルグ ンを 捧げる ｡
用法十英日根
指示代名
gu即dei
高い
高
urke n-di
山に
山的
du 場所
ilan s eks e- ni
三 滴の 血 を
滴下三 浦血
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察祇体咽
yi現1
urke n e ndulトni
山の 神に
山 神
eyu
-汝u n e- r e
流させて
kl m e使＋r e適用
1209sin主- wo
あなたに
体
wo目的
jefu-kune- yi
食 べ させる ｡
就吃肥
k皿e使十yi現1
1210gugude u rke n e nduli
高い 山の 神様 ｡
高 山的 山神咽
1211gelu nio
聴衆
(祈余:
1212alang
Y 5 - >
阿榔 一
段落始
1213 site
ヽ -
ン
′
フ
‾
希特
ke ke ke
カ カ カ ヒ嘱す｡
曝! 曝! 曝!)
嚇声 畷声 喋声
ne rge n jali- ni
モ ルゲ ンは 歌い
某日根 唱
mi連接
1214a n cida- Ⅹa - ni
い なくな っ た o
投影JL了｡
Ⅹa ni過 3
1215site m erge n
odi- 又e n
終わ ると､
完､
Ⅹe n過
icikcトrgトyトni
見ると
育 - 看
yini現3
ti 皿e rge n- m e
その モ ルゲ ンを
把法十英日根
皿e 目的
Ⅹe rgi- 1e n a-dtl
下 に 地に
地上､
1e 方向
Ⅹ皿ji xoto ng e n e- rgトyトni
シテ モ ルゲンは 直そ 村に 歩い て
希特 英日根 急忙 往霞準星 走｡
yini現3
●
1216 burgl n- ni
このとき
ni時間
ba uトjige- ni
天の 上で
天 上
jige 方向
kolil jal トm(i)
神騰が 歌い
有只岡力 在唱:
皿i連接
I koliコ リ : ケシ ェ ン ･ ダ ドが シタをやっ つ けるため､
e机e
-dan n odu- r e
一 気に 投 げると
一 見就姶兇
r e連用
ilan seks e- ni
三滴 血が
滴了三滴血｡
ene
-
yl
- ni
行 っ た ｡
yini現3
de riu- 又e n
始めた｡
玉e n過
eyⅥ
‾
Ⅹe n
流れた｡
Ⅹe n過
en e
-
y い ni
行く
正定着､
yini現 3
コ リとな っ て 現われた ｡ 女性は､ 敵もコ
リ鷹に変身し､ す ごい能力を発揮す る｡ しか し､ 味方の女性 (後に シタ ･ モ ル ゲ ンの妻になる)
が コ リになり応戦する ｡ 敵の女性たちと味方 の女性たちが､ 神鷹に なり､ 空中で戦う間､ 地上で
は､ モ ル グン同士 が戦う ｡ (872行の註参照)
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1217 Ⅹelila a x elila xelilala x elila x elilala x elila a x elei
ハ リララ ハ リラ ハ リララ ハ リラ ハ リ ララ
赫哩畷 - 赫哩槻 - お哩岨 - 赫哩噛 -
1218eJ
'
トjige-le
束に
東方的
jige 方向
1219Byu n
太陽が出て
syu degde- 又e n
太陽が 昇り
太帽 升起了
Ⅹe n過
niu-du- ni
生 まれた ､
迎着 日出瀧生的
1220site m e rge n
シテ モ ルゲ ン
希特 某日根
1221sin主
あなたの
把傑
人称所有
1222 I)i
私は
我要
人称代名
1223sini- w o
あなたを
把体
wo目的
1224alang
ア ラ ー ン
咽噸 一
段落始
血mi場所
si
あなたは
il トrgトr o
立ち停れ ｡
体 端下来｡
人称代名 ro命令
dill- s卜du 垣 如 虻 虫l
頭の上の 鹿の 帽子を
共上的 鹿皮 帽
ba uile-du- ni e u- rgi
空の上から 降りて
臥高 空申 努下来
dl 皿i場所
ju fasi e n e-汝u n e- yi
裏二 つ に 裂い てやる o
勢威丙半o
ku n e使＋yi現 1
ハ リララ ハ レイ
● ●
aC u
‾
rgl
‾yl
脱ぎなさい o
摘下来
yi現 1
1 kom aka a皿 g- ni 鹿皮の帽子 ｡ シャ ー マ ンは､ 魔の角の着い た帽子を被 る ｡
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12 5site m e rge n do rdトyトni 皿ini
シテ モ ルゲンは 聞いて 自分の
希特 英日根 一 軒､
yini現3
1226 koli capcト 皿i 甘a-ke ci
神鷹が 裂き殺しにくる とき
迭只困力来努他｡
ke ci様
就把帽子
人代所有
dili uile- ni
頭の上の
只野着
ni場所
12 7kata n ic I C l- r e e l
響い た｡ 見 ると この
哨､ 一 看､ 迭
r e連用 指示代名
1228 tate- rgi- yi is ale- 1e
ひろげて い る 瞬く間に
眼看就要努
yi現1
1229望辺吐連吐±出二由3
■
切り裂きに来た｡
yini現3
1230 e机e -da n
音がして ､
- 下 ､
a 耶 a C u一 皿i il トre ta- du
帽子を 脱ぎ 待 っ た｡ そこ に
滴下来, 姑在那+L等着
mi連接 re連用
ba uile- ni
空で
半生申
koli i 地 虫】
神鷹は 三 尋位の
陶力有 一 丈多高J
ke ci位
agedile- re dirga n e
曹の 音が
像打十況雷似地
re適用
gugude de rkei
高さで 翼を
展野間十大趨勝､
地 2 虫垣 血
q 4 f I
シ テ モ ルグ ンの
到希特異日根央上 了｡
yini現3
ei elin
この 時
迭 工 夫､
e me koli
- 羽の 神鷹が
又砧出 - 只困力
1231nib- 又e n
飛び出した ｡
沖去 D
x e n過
1232niu- Ⅹe - ni
出て きたの か ｡
site m e rge 凪
n a x a x ergl- rgl- ni
■
地面の 下の
故地下的
JI
niu- Ⅹe - yl X u
出て きて ､ フ ー ツと
莱,
Ⅹeyi過 1
dilトwo- ni
頑上を
w o ni目的3
nikete dulani guto ng
牧草地で ゴ トンと
搭央旬子 里
一
時通
-
e 皿ediliga 皿e-i
声をたて て
呼
'
的 一 声
▲ ●
go n ュ- yい ni
シテ モ ル ゲ ンは 驚い た ｡
希特 英日根 一 棟神+L:
yihi現3
● ■ ■ ●
1 C I C l
‾
m l
見ると
就看兄
Ⅹe ni過3 皿i連接
On ュ n a
何故 また
咋又 出来
oni 疑問詞
odi- r e te- rgi- yi- ni ei
後 出てきた この
后 起来的 迭十
re連用 yini現3 指示代名
ui- siki
上 へ
向上
siki方向
em e koli
- 羽 神鷹が
- 只陶力喝?
koli degdermi
神鷹が 飛び
陶力 1 到空中､
皿i連接
1 ila nja-ke ci 三尋位の高さ :5m 位o シヤケン ･ ダ ド
_
bS､ シタを助け るため､ コ リに変身して現
われ た｡ コ リが空か ら突進して く る姿は､ 現実の鷹が獲物を襲う姿と同じである ｡
a is alele icic- yini : 眼看 (漢語) の直訳で ｢すit+ の意味o
3 site 皿 e rgen dili
･
w onicapci･kci･yini [c apci･kcisite m e rge ndill- w oni= 砕き､ シテ モル ゲン
の頭を].
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1233uトsiki
上 っ て
退任
8iki方向
en e
‾
Ⅹe n
迎え打ち､
玉e n過
1234de riu- 又e n
始めて い た ｡
起来o
X e n過
1235 afe- yトti
戦い ､
yiti現3複
1236afe- yトti
jule e m e- 又e n kolトji eat)adu bakcトr e afe一 皿i
先に 来た 神鷹と - 緒に 出会 っ て殺し合いを
先前約 陶力 在室中打了
ju koli
ニ羽の 神鷹は
爾只 鍋力
Ⅹe n過 ji共に re連用
ui-1e are - y卜ti e skuli katan
上で 戦い 大変 激しく
在半窒申打得 非常房事､
yi七i現3複
ba n a to ngku- r e
天地を 揺り動か した ｡
襲得地都五節悠｡
r e連用
oniもisi
戦い どうなるか(考えながら)
打得咋梓､
yiti現3複 oni疑問詞
1237 begdan e一 皿i
走り､
地｡
mi連接
1238 kil且- du- ni
近くまで
dl皿i場所
1239niani- n e ni
彼を
来披他 ､
m e ni 臼的3
1240Ⅹulasi一 皿i
交代で
ei ila n
あの 三人の
蛇那 三十
もegda n e一 皿i
走り
mi連接
ge rte 一 皿i
探 しに
mi連接
eielin site m e rge n
この時 シテ モ ルゲンは
皿i連接
Ⅹolong xolong
ドカン ドカンと
''表喪隆隆” ､
加 koli
ニ羽の 神鷹が
迭吋償 , 希特 某日根 也不管 法嗣只陶力
begdele もate- rgトdu
脚を 返して
撤腿就
d11場所
me rge n- m e
モ ルゲンを
英日根
me 目的
1Sya
‾ Ⅹe
‾ n l
着い た｡
Ⅹeni過3
e 机e
-
yトti
来て
yiti現3複
■
ge rte- rgl- yi
探しにい っ た｡
算帳去｡
yi現 1
ei ti
この時 彼ら
正妊上 郡
甘a-ke cトkcトyiti
殺そうと した｡
要除韓他呪｡
ke ci未来
site m e rgen-tiki afe -yi- ti tugule
シ テ モ ルゲ ンと 戦 っ た ｡ 彼らは
仁換着班+し来放希特英日根 打. 他11 也
tiki方向 yiti現 3複
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Ⅹoto ng- dulu gebeigei
村 に 向かっ て
往電通鼻
dule方向
Ⅹo七o ng u r uke- ni
村の 門の
他地到賓通 I
､
1tコ､
i1an nergen yi
三人の モ ルゲン も
三十 英日根也
ei a xe ndll ila n
この 兄弟は 三 人
干是 迭苛+し
指示代名
ukトa guida ni
非常に 長い 間
不知打了多久､
1241afe一 Ⅹe -ti I)a dnlian- du- nil
戦 っ たo 上空に
半空中
Ⅹeti過3複 d皿i場所
1242 gelun -gulun
聴衆
(貯金:
SyⅦ1 kila-du
-
nil
太陽の 近くで
迎 着太阿
d皿i場所
ke ke ke
カ カ カと僻す｡
噴! 喝! 啄!)
噸声 畷声 嚇声
1243Ⅹelilala xelila x elei x elilalala
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ ハ リラ ラ ラ
赤哩唯 一 赤 哩槻 - 蕗哩岨
- 赫哩畷 -
koli x e s u- 又e n
神鷹が 言 っ た｡
有只囲力悦清了:
Ⅹe n過
1244Ⅹelei x elilala x ela xelilala xela xelei
ハ レイ ハ リララ ハ ラ ハ リララ ハ ラ ハ レイ
1245 皿ini
私の
我的
人代所有
1246 bi
私は
我
人称代名
1247sini- w o
あなたを
Ⅶo 目的
1248si
あなたは
ed トi site 皿e rge n
夫 シテ モ ルゲン ｡
丈夫､ 希特 某日根
旦生 地 虫3 幽 4
夫と 呼ぶ
不叫俗吏夫 叫喰泥?
ne mi yi現1
gi乱- w o x udale- Bye- yi
別に , 呼ペ ない o
不能 叫別的｡
w o目的ISyeyi現否 1
tugule ilan- ne
彼 ら 三人を
伽 把他爪 三 十
人称代名 人称代名
1 bad ul ia n･ d uni [tlile-biji = 上方で]
2 kila･ dtmi [e 皿 e = 太陽が昇り〕,
3 edトi n e mi 私の夫｡ ･ シ ヤケ ン ･ ダドは､
kinda- rgi- r o
放り出せ ｡
撒牙肥 ､
r o命令
シタ ･ モ ルゲ ンを夫と決めて い る ｡
4 edi･inemiⅩudale･yi 【Ⅹud ale･ miedi･i = 呼ぶ ､ 夫と】
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1249eji kus u-1e一 皿i n odu- r o
決して 余計なカを 使うな｡
別 市費那愚勃了｡
eji禁止 1e動詞化＋mi継続 ro命令
1250Ⅹelila x elei x elila a x elei x elila a
ハ リラ ハ レイ ハ リラ ラ ハ レイ ハ リララ
赫哩噛 - 赫哩噸 - 赫哩俄 - 赫哩岨 -
1251Ⅹelila lei
ハ リラ レイ
1252 si
～
あなたは
俳
人称代名
地
● ●
服の
把衣裳
ji用 いて
出
●
裾を
底襟
Ⅹelilala
ハ レララ
虹
● ●
手で つ かみ
兜起来
ji用い て r e連用
1253 ui- sik呈 tuk トr ol
上 に 持ち上げろ｡
siki方向 r o命令
1254 I)i
私は
我
人称代名
sin仙
あなたに
約姶俗
人称方向
1255 si aiji.
あなたは し っ かり
体 接住｡
人称代名
1256
e m e
-ke
一
つ の
- 十
aisin tein一 皿e
金の 箱を
金 厘
me目的
jafu∵ro
掴み なさい ｡
r o命令
nl ani a s e n- ti koli2- wo
彼らの 嫁である 神鷹を
他的 娘妃､ 那只周力
人称代名 ti3 w o目的
1 site rgele
･jixergi･ d uninale1
'
ijafu･ re uisikituki･ ro
bi
n odu- yi
投げる ｡
yi現 1
W a
‾
Ⅹe
‾
yl
私は 殺した ｡
巳辻我 打死 了､
Ⅹeyi過1
[site rgele･yi hergirgi
･
wonitergele
uisiki d
y
a｡
･k
l
u ne
-
f
l
o = あなたは着物の裾を､ 着物を上に広げなさい]I
2 niani a s e n- tikoli 四人の モ ル ゲンの妻たちは､ コ リとなり､ シヤ ケ ン ･ ダドと戦い ､ 殺さ
れた ｡
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1257tu糾Ie n-di
彼らの
他爪的
人称代名＋di
●
1258jafu- Ⅹe - yl
捕まえた ｡
Ⅹeyi過1
b J
X an l
- n l
魂を
魂毘_
(漢語の的)ni3
1259もi ba llト1e- ni n a
私は 空 中から 地
戟
人称代名
天上 地
1260 tugule
一
皿e x an卜w o- ni
彼らの 魂を
浅他1(1的 魂炭所在｡
皿e目的 wo ni目的3
1261e 皿e Sin
'
geri e m e
一 匹の 鼠 と
- 只 耗子,
nindu saktol
私は み んな
我也得到了｡
人代目的
Ⅹe rgト1e- ni ge r七e- yi
下を 探 した ｡
下 蛇 ､
1e方向 yi現1
ge rte-yi
探 した｡
yi現1
w aks e n 七i julu
一 匹の 蛙 彼ら こ 匹が
- 十 蛤峡, 宅備悦活
人称代名
1262Ⅹe s u-yi- ti
話して いた ｡
yiti%3#
1263もi sin
'
ge ri
私は 鼠が
我肝 耗子
人称代名
1264w aks e n age buti
｢蛙 兄､ 私は
蛤療 育苛, 咽爪
Ⅹe s u
-
yi- ni do rd トⅩe- yi
言う話を 聞い た ｡
悦 :,
yini規3 Ⅹeyi過 1
aiji icikci- yi
確かに 見た｡
好好 看看
yi現 1
血
● ●
主人の 魂が ある ｡
r e n現
●
1265 壁土 油 虫丑L
鉄の 箱に
主人魂畏在迭鉄拒里
ni3
2 5 2
1266 ti do-1e- ni e m e isikuli aisin tein b トr e nl
その中に 一 つ の 小さい 金の 箱が あるo
鉄拒旦 有十 小 金 匝
re n現
1267tugulun
それ らは
他甘1就
人称代名
aisin tein do-1e- ni b 卜r e n
金の 箱の中に
在金 匝里
r い るo +
r飢 現
1268 Ⅹelilala x elila x elila a x elila xelila a x elilala xelilala
ハ リララ ハ リ ラ ハ リララ ハ リラ ハリ ララ
赫哩俄 - 赫哩俄 - 赫哩唯 一 赫哩噛 -
1269 bi ui-1e2 Ⅹe rgトsikie 机e- yi
私は
戟
人称代名
1270waks en一 皿e
蛙 を
空から
臥蛮申
S a n e‾ m l
噛み
噴死蛤峡
me 目的 mi連接
1271 sin
'
gerトw o
鼠 を
机 死耗子
wo 巨l的
1272s ele 弘也主3
鉄の 箱を
打升秩拒
1273ei isikuli
その 小さい
舎 出小金直 子
指示代名
下 へ 降り､
落下
siki方向 yi現1
bude- kun e- yi
殺した｡
kun e使＋yi現1
jafu I)ude -kun e- yi
掴み 殺した｡
k皿 e便＋yi現1
虫鑑吐旦二組4
開き
yi現1
■
aisin tein- n e- yl
金の 箱を
me目的
ハ リララ ハ リラ ラ
■
jafu- rgl- yl
掴んで
yi 現1
1 selegtlizi dole nijojio x a nimi biren ti dolenie皿 eisiktl i ais n tein biren [Ⅹanieisele
guizi
･du bire血. sele guizi
･dulemie me aiⅩin tein(bir e n)= 魂はこ の鉄の箱にある o 鉄の箱の中に
金 の 小箱がある】
2 llile [tlile･siki= 上 ヘ].
3 guizi [feija = fei? 匝( 漢語) 】
4 de rngele
･
yi 【t1 げ a･kimi= 開くと】.
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1274 虫哩 出 旦1
開いて
打升
re連用
1275 do-1e- ni
中に
旦池
1e ni場所
icikci-yi
見ると､
- 署
yi現1
ilan be nbu rku2
三個の 瑠璃珠が
有三十琉琉球
bi- T en
ある ｡
r e n現
1276 Ⅹelilala xelila x elila a x elei
ハ リララ . ハ リラ ハ リララ ハ レイ
蕗哩職 - 赫哩唯 一 赫哩噸 - 赫哩噸 -
1277ei ilan be nbu rku
この 三個の 瑠璃珠は
法 三十 琉球
指示代名
1278si be nbu rku
あなたが 瑠璃珠を
侭 一 食到琉琉球 ､
人称代名
1279 tu即1e
彼らは
他イロ
人称代名
1280tugule
彼らが
他爪
人称代名
tugule u syakte
彼らの 星
就是他イ｢1的本命星｡
人称所有
aafu- r e
掴むと
re連用
● ■
Ⅹu 皿Jl e rge n futa- r e n e一 皿i
直そ ｢命を 助けて+ と
葛上 会求焼 不管
re連用
e rgerrn l
命 だ｡
ni3
Ⅹe s u
-
r e
s
言うが､
r e連用
ya gele-yトni
何を 求めても
咋 要
ya疑問詞 yini現3
eji bu- r o
決して 渡すな ｡
千万 不能姶｡
eji禁止 r o命令
1 demgele
･
r e 【tu ra = 開ける].
2 bent)u rku魂を箱に詰めて ある . 魂は､ 瑠璃珠で ､ 自分の珠を頭にぶつ けられて ､ 珠が壊れたら､
命がなくなる ｡ 生命は命星で誰かに何処かで管理されて い ると考えられ る ｡ シタの仇カ シイ ン ･
ダドの 3人の手下の命の玉は､ 金の箱の中に大事に保管されて い たが ､ シテ ･ モ ルゲ ンの手 に渡
り､ 壊されたため､ 3人は死んで しまう . 別 のイ マカ ン ｢シヤ ー ルチ ュ ウ ･ モ ルゲン+ にも､ 仇
の魂で ある玉を壊し､ 仇を殺す記述がある ｡
3 futa- re nemi Ⅹe su ･re [futau ･kn ne･ mi = ( 受身形) 】
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1281 8i male-dui jafu- r e
あなたは 手に 掴み
伽 - 食在手中､
人称代名 dui場所 re連用
1282dilトsikトni
頭に向か っ て
就往他イ｢]巣上
siki方向
1283 be nt) urku
瑠璃珠を
砕琉琉球､
1284 eji
fatile- r o
ぶ っ つ けろ ｡
確 o
r o命令
ebude- Ⅹe
壊せ ､
Ⅶ m O
-
r O
決して 忘れるな ｡
i.己住了昭!
eji禁止 ro命令
1285 I)i e n e- yi
私 は 行き
我 要走了､
人称代名 yi現 1
1286ala ng
7 5- >
咽榔 一
段落始
1287site m e rge n
シテ モ ルゲ ンは
希特一 美日根､
1288jafu- k トni ti
受けとる ｡ それ
只見
kini条件
1289genggin-ke ci
光の ように
te rge1e- ni
服の
把衣裳
ni3
icikci-yトni
見て い ると
yini現3
tugulu l
彼らの
人称所有
em e-dan fatile -ki
一 気に ぶ っ つ けて
- 確
tugulun bude- ren
彼らは 死ぬ ｡
他仰]就都得死 ｡
r e n%
ke sye n dedu- w o ge r･te- yi
ケシ ェ ン ダドを 探す｡
去披克坤徳都 b
w o目的 yi現1
Ⅹe rgi-du- ni
裾を
底襟
duni場所
uトsiki ne- re
上に ひろげ
兜起来去
siki方向. r e連用
aisin tein- wo
金の 箱は
那金匝 子
wo目的
e u- rgl n l a n l ei
落ちて きたb 彼は これ を
落 下来､ 一 畳落到他的兜里 ､
人称代名 指示代名
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aisin tein
金の 箱を
接金匝子D
ui-1e ene aisin
空中で 一 本の 金の
在室中 内達 一 道金光
te rgele
-du- ni kal トⅩe n ti- w o
服に 受けて ､ それを
Ⅹe n過 w o目的
1290 幽 I icici- 又e n
開けて 見ると､
打牙 一 首､
Ⅹe n過
1291 ei elin flan
こ の時 三人の
速吋侯､ 那三十
1292site m e rge n
do-le- ni
中に
里面
1e ni場所
ilan be nbu rku
三個の 瑠璃珠が
有三十琉琉球､
m e rge n miakule
-
r e
モ ルゲ ンが 続き
英日根 就脆下来了､
katan - siR
n un u
- W O
■ ●
S 8皿ggl nge nggl n
白く光 っ て
白光笈亮o
bi- T e n
い る｡
r e n現
kinda- r o ne 一 皿i x es u- re
｢私たちを 放して+ と 乞う｡
衷求視:
w o目的
n un u u syakte e rge n- m e
｢シテ モ ルゲ ンは勇敢だ ｡ 私たちの 星 命を
”希特異日根榔 ､
1293bu sindu
私 たちは
我m
人称代名
1294 n um u(buti)
私たちは
人称代名
1295Ⅹe s Ⅶ-yトni
J = = + >
看 つ o
悦:
yini現3
1296E[ un tl
私 の
我的仇家
人代所有
1297 tugule
僻把我廿]的本命星鎗我イ｢lP巴!
si2 人代所有
あなたの
姶僻当
人称方向
sindu
あなたに
a x ada o
奴隷になる｡
奴オ ､
mete- Bye
勝てなく
人称方向 sye現否
ro命令 re連用
me目的
n unu(I)uti) sindu
私たちは あなたと
我1(1 服体了｡ ''
人称代各 人称方向
I)u- rgトr o a nト1e
渡 して下さい ｡ そうすれば
以盾
r o命令
me七e- Bye da- 玉a n
戦えなくな っ た ｡
8ye現否 ヱa n過
da- xa. -yi site ne rge n
な っ た o+ シテ モ ルゲンは
希特 英日根
Ⅹayi過1
yagi且 nio da-k トni u syakte
｢他の人なら 星命を
”
要是其他 的人 ､ 可以把本命星
ya疑
e x ele gelu
仇だ､
dilトtik トni
kini条件
bu- rgi- sye- yi
渡すせない ｡+
不能述 ｡ ”
syeyi現否1
fatile - r e4
彼 らの 頭めがけて 投 げ､
就照他爪胸袋確去､
人称所有 tiki方向 ni3
e rgen- ne bu - rgi- yi
渡すが
迩 回､
m e目的 yi現 1
Ⅹe s u一 皿(i) odトre
言い 終ると
悦完､
mi odiren re連用
tugulun-tiki
彼らに
対他爪
tiki方向
些
ユ
おまえたちは
就是
i18血 be nt)u rku
三個の 瑠璃玉を
奮起三十琉琉球
s aktol ebude- kun eL xe - ni
み んな 壊した ｡
把宅爪都砺砕了､
kune使lx e ni過3
1 de mge.1e【tu ra = 開ける】
2 katan ･ si[si= あなたは】
3 sll 【si = あなた (単数)]
4 fatile･ r e [w a･Ⅹela a = 殺 したJ
5 ku ne ｢結果や事実+ を表す . (尤金良民の説明)
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ilan e rge n
三人 のモ ル ゲンは
那三十英日根
1298 sak七ol bude- Ⅹele site m e rge n
皆 死んだ｡ シテ モ ルグンは
也死了｡ 希特 異日根
Ⅹele過3複
1299b乱ka- rg卜yi
会い ､
yi現1
c u c a
-
w o jafu- r e
鞭を 持ち
密着鞭子
vo目的 re適用
Ⅹo七o ng-dule isya- Ⅹe - ni
村に 着き
速了笹通､
dule方向 Ⅹeni過3
nie ci-ki- ni
差示 して
指着地
kini条件
Ⅹe s u
- yl- ni
●
言う ｡
悦
yin主現3
1300Ⅹelila.1a x elila x elei x elilala x elila xelei
ハ リラ ハ リラ ハ レイ ハ リララ ハ リラ ハ レイ
藤哩槻 - 赫哩槻 - 赫哩唯 一 赫哩槻 -
1301 Ⅹelila a x ele x elila a x elelelei
ハ リララ ハ レ ハ リラ ラ ハ レレ レイ
1302 虹 l
● ■
おまえの 主人を 殺した｡
我来是 披我1I1 主人拒仇,
me 削勺si2 Ⅹeyi過 1
a s e n Rite- ni3
娘は
女Jし
ni3
1303niani
彼の
他
1304si
お まえは
仲
人称代名
1305 si
お まえは
就
人称代名
n un ujo geluni
bu sikul
ブシクに
拭到博什摩､
s aktol w a- ke cトⅩe - ni
私の 家族を 皆 殺そうとした ｡
奮了我11 全家｡
人代所有
ei I)aite一 甘O S a-yi- si
こ の 事を 知っ て い よう､
明白事的活､
指示代名 wo目的 yisi現2
mindu-1e a x ada- r o
私 に 降伏せ よ｡
向我 投降｡
1e 方向 ro命令
ke ci様 Ⅹe ni過3
1 busiku と be siku の発音ありo 村役人の意味
2 su n uejen ･ m esi w a- Ⅹeyi [biem e･re, sin u･ w ogertc ･ miw a･ke ci･yi= 私は来た､ 貴方を探して ､
殺したい】
3 niania sen xite･ ni 【siasen site-si = おまえの娘】
25 7
1306s 皿l x oto ng nio- ni
おまえたちの村 人は
体イ｢]
人称所有
1307 もu
私は
我
人称代名
零通的 人 ,
s aktol
皆
全都
me n(i) ba- dule x ul トr e
私の 所に 来い ｡
迂到我家多去､
dule方向 re適用
Ⅹa sindu 鎚 些虫2
さらに おまえたちに役職を
bu- yi
与える ｡
速 鎗僻 迭十官駅｡
人称方向 yi現1
1308Ⅹelilala x elila x elilala x elil乱 文eleil乱
ハ リラ ラ
･
ハ リラ ハ リララ ハ リラ ハ レイ ラ
赫哩岨 - 赤哩峨 - 藤哩岨 - 赫哩噛 -
1309 si
おまえが
侭要是
人称代名
1310ei
こ の
仝零通
指示代名
1311s aktol
みな
皿ini3
私 の
不順瓜我､
人代所有
Ⅹoton㌢ wo
村を
Ⅹeleila
ハ レイラ
gis 皿 一 皿e do rd トsye da
-ki
話を 聞かな ければ､
m e目的 sye現否 ki条件
saktol w a-yi bi
みな 殺す｡ 私は
W a
-
nl
殺すo
就要大桐帳共､
yi現1 人称代名 mi連接
wa- 皿i c oko in akin- me
殺すo 鶏 央
我要森十毒笈 天板､ 鴻犬不留｡
mi連接 me目的
1 su n u[si= あなた (単数)】
2 gu a nsi [加 s an = かしら]･
3 皿ini [m u ni･ wo = 私を】
25 8
de s ula u- Bye - yi
も 残さない ｡
syeyi現否1
l l. 敵を討つ
1312 ala ng
アラ ー ン
咽榔 一
段落始
13131〕u siku
プシクは
博什摩
1314eje n
首領だ｡
e l gl S unM m e
この 話を
祈了悦:
指示代名 me 馴勺
* 4
gl a. eJe n
別の 首領ならば
別的観衆
1315 nio 甘a- r e
人を 殺す｡
re連用
1316merge n
do rdトyトni site m e rge n si ai
聞き､ ｢シテ モル ゲン あなたはよい
”希特英日根桐､
yini現3
e
-ke ci もaite
こ の様な 事を
倣法禅的事､
ke ci様
ya-de nete - sye n nio
-
w o
何も で きない 人が
把没有多大能耐抽入
y乱舞間 syen現否 wo目的
ne
‾
Sye n
しない ｡
体要当我1n 的板其英在是好 軌
人称代名
s aktol dulia n- n e ni
皆 大半の
都暴発束縛 一 半凡的人､
sye n現否
Ⅹul トkトni
残る｡
宮下来｡
kini条件
ai ejen bi sini- w o
モ ルゲンだ｡ よい 首領だ｡ 私は あなたを
英日根 ､ 是十好 転真､
1317m 皿 u
私の
我就
Ⅹoto ng nio
-
ni
村の 人 を
把笹通里 的人
人代所有
1318o - r o
我雅称了｡
人称代名 wo 目的
e mbadu dao- 汝un e- r o
一 緒に 集め
緊到 - 映)L､
meni目的
si kata n- si
あなたは 有能な
件是↑有本事的
si3
kata n n e皿ie
勇敢だ と
go nトyi tu mald
思う｡ 明朝
明宋
yi現1
● ■ ■
a lJI X e S u
-gl r O
よく 聞かせ
姶他甘1う井､
kⅦ1e使＋r o命令 giro 祈願
jake- w o s aktol to x o
-
rgi s ak七o1
造り､ 物を みな 積み 皆
把京西 都 装上. 全都
r o命令 wo 目的
1319jo - w o o- uyi
家を 建て
在那孟房子 ､
wo 目的
ima E a W a- ke cトyi
魚を 捕り
捕亀 ､
yi現1
s un u
-du si
あなたの故郷に
正到体家多去､
si方向
bix a nw a-ka cトyi bu siku
狩をする ｡ + ブシクは
打緒o '' 博什摩
yi現 1
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Ⅹ皿ji te血e一 皿e
すそ 船を
紅紫准各般 ､
e- n adu e n e-yi
(そこ へ)行く ｡
yi%
site
シ テ
把希特
1320 me rge n
一
皿e
モ ルゲンを
英日根
me目的
jog一 血1e
家に
清到家里､
1321o cikole-kun e- 又en
温めさせ
s a ule- rgトy卜ni
招い た｡
JP
-i nio - ni
●
家族に
辻他家人
yini現3
e血adu a rki o mトm(i) deriu- E el
一 緒に
陪他
ku n e使＋Ⅹe n過
1322omト 皿i もisトdui
飲んで い る ヒき､
正 喝酒陀､
ni&#
1323u sya- ni
引いて
洩
mi連接
1324皿erge n
酒を 飲み 始めた ｡
喝酒 ｡
mi連接 Ⅹel過3複
so rgi ulu-ku n e
料理を 作らせ
紅紫妙莱
kun e使
site m e rge n
シテ モ ルゲンと
希特英日根和
sake n dedu ke sye n dedu
- wo
シ ヤ ケン ダドが ケシ ェ ン ダドを
渉肯 徳都
gadl‾ rgl
‾ yl
連れて きて
回来了､
yi現1
1 C I C l
-yい ni
■ ● ● ■
モ ルゲ ンが 見ると
某日根 - 看､
1325m olin
汝utong
｢ドス ン+ ど
把克坤 徳都
wo目的
e m e n e
一
皿(i) fa.le n
Ⅹo rkl m- ㍗e
縄で
郷着
n ede- Ⅹe - ni
土間に 下ろ した｡
”
境遇
"
一 下子 就揖地下了｡
擬音詞 Ⅹe ni過3
ei ke sye n 虫皇旦_ _ ⊥ + 幽
arl【トv o
酒を
数滴,
w o目的
busiku
プシクが
博什庫
Ⅹe rke- r e
縛り
re連用
site
シテ
希特
nale- w o- ni
こ の ケシ ェ ンは四本の 足 と 手を
那十 克坤徳都 被四与倒穿蹄)し地
yini現3 指示代名 甘O ni目的3 w o ni肖的3
begdele- nトke ci
l
皿a Si-ji x e rke-yトni･ x unji xergト1e
馬の 蹄の様に
ke ci様
1326n a x an- dule
オ ンドル に
清到坑里坐下､
dule 方向
1327nia ni一 血ni
彼女に
姶倒酒｡
し っ かりと 縛られて い た｡ (シ テ は)直そに下り
郷了十結賠英美､ 就近装下地
yini現3 1e 方向
■
s a:uli-yl- ni
招き
七e- rgトkune - ∑e n site
座らせ た｡ (シテ は)
yini現 3 k皿 e使＋Ⅹe n週
s ake n de血
シヤ ケンダ ドを
把部肯徳都
fale n- ni e u十r e il トr e
土間に降り 立ち
他 在地下 姑着
ni場所 re連用 r e連用
ark トw o da r u- Ⅹe - ni2 e皿e kotx e n a rki- w o da ru- Ⅹe - ni
3
s aken
酒を 捧げた o 弟 - 杯の 酒を 捧げ
du ni場所 wo目的 Ⅹe ni過3
シ ヤ ケン
共 一 杯 酒､ 渉肯
wo目的 Ⅹe ni過3
1 dllin begdele
･
womin ale･ w mi m olin begdele
･
ni･keci【duin molin begdele- w oniuisiki
he rke･ uku ne ･r e = 魔の脚四本 を上向きに縛り上 げ】
2 シ ヤ ケンが､ 仇ケシ ェ ンを捕まえて きたので ､ 感謝の杯を捧げ る o
3 daru ･ Ⅹeni[尤氏 に再確認したヒき､ 尤氏が挿入]
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1328 de u m ale-ji jafu- rg卜r e
ダドの 手に 持たせると､
徳都 接近来場了
ji用い r e連用
1329 nia ni2 jule- siki
彼女は 前に
地 従前
人称代名 siki方向
em e a 且n e
-du主 o mi
一 口で 飲み
口;
dui場所
axle
-
Ⅹe
- Tli3
差出して
- 推､
Ⅹeni過3
1330 nia ni jafu-Run e- mi
彼女に 持たせ る と
地又 接恕釆了｡
人称代名 k皿 e 使
1331jafu- cin- du- ni site
site m e rge n
シテ モ ルゲン に
辻希特英日根
o mトm s ak七ol o mトⅩe n
みな 飲み干 した.
s ak七ol o mトⅩe n 止 kotx e n
干した｡ 二 杯目を
ニ 杯酒
Ⅹe n適
地 由J ilan kotx e
飲ませ る｡ 三 杯目を
喝: 三杯酒
kun e#＋yi%1
a rki kotx e n x ai m ale-du主
酒の 杯を
地喝完了酒､ 酒杯
Ⅹe n過
m e rge n
渡す前に シテ モ ルゲ ンは
迩没接近来､ 希特 某日根
cin適否3＋duni時
jalト皿i de riu- 玉e n
歌い 始めた｡
就唱起来了
mi連接 Ⅹe n過
また(シテ の)手 に
dui場所
1332 Ⅹelilala x elila x elilala x elei x elilala x elei
ハ リララ ハ リラ ハ リラ ラ ハ レイ ハ リララ ハ レイ
赫哩敬 一 藤哩峨 - 藤哩岨 - 赤哩峨
-
1333 dedu a s e nxi七e mini x Ⅷ ajトyi
ダド 娘さん 私 の 妹
徳都 姑娘､ 我的 妹妹
人代所有
134 si minトw o もelcトmi
あなたは 私 を 手助けして
多亨体 神助我
人称代名 wo目的 mi連接
1335 mini
私の
人代所有
1ju[尤氏に再確認したとき､ 尤氏が挿入]･
2 nia ni 【尤氏 に再確認したとき､ 尤氏が挿入】
t
･3 an e
･
Ⅹe ni [bu ･ Ⅹeni = 与えた].
4 omi･kun e-yi [omi = 飲む】一
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1336 e x ele nio- ni jafu- r e gaj卜rg卜Ⅹe - si
仇 (人)を 捕まえ 連れて きた ｡
捉住了仇人
re連用 Ⅹe si過2
13371〕uti.
私たちは
唱∬]
人称代名
1338si
あなたは
e- du a rki o m卜yl
こ こ で 漕を 飲もう､
在迭凡 喝完酒
du 場所 yi現1
Ⅹo rkun-JI Xerke- rgトr e
J ＋
( ケシ ェ ンを) 縄で 縛 っ て
侭述得把地摘到我家豊去
人称代名 ji用い･ r e連用
1339Ⅹelilala xele xelilala x ele x elei
ハ リララ ハ ラ ハ リララ ハ ラ ハ レイ
赫哩岨 - 藤哩噸 - 赫哩畷 - 赫哩畷 -
1340bⅦsiku
ブシタ
博什庫
1341si
俗
人称代名
1342 ke sye n
ケシ ェ ン
把克坤
らi do rdトr o
あなたは /聞きなさい ｡
体 折着･
人称代名 ro命令
gelun-gulun一 皿e ge rte一 皿(i)
村人を 一 緒に
把人 俄 来
m e目的 mi連接
dedu- w o i9ig9Ag2
ダ ドを かまどの
徳都 在吐坑上
w o目的
1343Ⅹe rgi-1e nio
下僕どもは
辻下地 的人
1e方向
mo tayo- r o
木を 燃やせ
焼火
ro
･命令
1 em e
･ku ne･ r o [gaji･ rgigaji･ro= 連れ帰る】
2jo rgoI唱 【n a x a n= オンドル]L
呂 Ⅹo rlmn -jiloko･ro [Ⅹa si･ku n e･ r o = 吊るさせて].
26 2
jog-dune
家まで
Ⅹelilala x elei
ハ リラ ラ ハ レイ
e m e-kun e- r ol
来させなさい ｡
ku n e使＋r o命令
Ⅹe rbe- rgトuyi
連れて 帰れ ｡
uト1e- n l墨旦 虹 ユ
■ ● ●
上に 縄で 吊しなさい o
･吊起来
ji用 い r o命令
1344迎 戯曲1 ya-de 8a- Bye da o-kun e- r o
煙で 何も 分らなく させろ
蕪昏地
ya疑問詞 sye 現否 k皿e使＋r o命令
1345 tun aki nia ni- n e
明日 彼女を
明天好 把地
m e目的
xe rbe- rgi
-yi- ni
連れて帰る
帝回去
yini現3
1346Ⅹelilal乱 Ⅹelila x elei x elila a xele
■
i
ハ リララ ハ リ ラ ハ リイ ハ リララ ハ レイ
赫哩槻 - 赫哩畷 - 赫哩岨 一 曲哩槻 -
1347ala ng
ア ラ ー ン
咽榔 -
1348bu siku
ブシクは
博什庫
1349 ge rte- mi
探して
mi連接
site m e rge n- m e ni x e s u
-
又en
- m e ni do rdi- ヱe - ni
シ テ モ ルグンの 許したの を 聞い て
祈了希 特某日根的扮附､
Ⅹe n過 m eni目的 Ⅹe ni過3
e m e
‾
rgl I r e
来て
莱
re連用
1350j9 m 2 uile- ni
かま どの上 の
珪在虻坑l
､
1上 ､
1351da o-汝u n e- yトti
煉せ!+
ku n e使＋yiti現3
Ⅹe s u- y1 - n l nio
●
● ■
m Jl nio
痩(o 人を
妊農技人
e 皿e X a ke sye n dedu
言う､ ｢誰か 来い ! ケシ ュ ン ダドを
悦: ”来人耶､ 把克坤 徳都
yini現3
mo
-du loko- Ⅹe - ti
梁に 吊り､
to n Jegコe
-
yトti
■
火を 燃やし
s angnin-du n a ngge
-ji
煙で もっ とも っ と
焼上火､ 用梱狼狽地姶我薫o
”
du 場所 Ⅹeti過3複
niani x e rgi
-1e -rli nio
彼の 下僕は
他手下的人
1e 方向
1 s angmi 比氏 に再確認 したとき ､ 尤氏が挿入]
2jo rgo ng 【n ax a n= オン ドル]L
3 go x u o
･ji [yimkeji･ ni = imke si油?]
26 3
yiti現3複 血 場所
kesye n
ケシ ュ ン
就把克坤
dedu- w o yuke 迎 ヒ並
3
ダ ドを 鍋 鈎に
徳都 用吊鍋物子桂上 ､
wo 目的 ji用い
13521oko-yトti loko
-
r o旦 迎 由l-du manggele
-kun e- yトセi
吊る し､ 煙で 煩した｡
吊在虻坑rl上薫升了｡
yiti現3複
1353n a arki- o皿i
また 酒を飲み
接着喝酒｡
1354afe n e-kun e- r e
寝かせ たo
佳下 ､
ku n e使
du場所 kun e使＋yiti現3複
deriu- Ⅹele dulianba- r e
はじめ､ 夜中まで
喝到半夜､
Ⅹel過3複
site m erge n tugule 七計du
シテモ ルゲ ンは 彼らと そこで
希特 賞日根 他イl
､
1
人称代名
omトⅩe一 七i l〕u Biku
飲んだ ｡ ブシクは
博什摩
Ⅹeti過 3複
■ ● ●
n 1 8皿1
-
m e m l
彼らを
安梯他イn
meni目的3
s ake ndedu-du e m e a s e n xite a s e n鎚主吐血g 地 由2bトkun e- Ⅹe Ⅷi
シヤケ ンダドを女の子の (い る)母親の 家に 泊まらせた｡
述姶渉肯徳都 蛇了停頓姑娘娘娼的地方住下来｡
kune使＋Ⅹe ni過3
1355 tun aki e rdu- ni ba syun degde
-
yi- ni
翌 日 早くに 空に
第二 天亮了､
1356bu siku
ブ シクが
博什庫
1357sirk トyi
洗 っ た｡
yi現 1
1358jefu- ni
食 べ
deuji sirki
顔を 洗う
把洗胎
tllgu1u n n a
彼らは 又
他爪
l
又
odi- r e bu siku
太陽が昇り
gelu- gulun s aktol
村人たちは み な
大伏八部起来了､
yini現3
mke- Ⅶo gajトⅩen
水 を 持っ てきた｡
水他 端来了､
甘0 目的 Ⅹe n過
te- rgl- r e
起きた ｡
r e連用
site 皿e rge n dellji
シ テ モ ルゲ ンは 顔を
希 特 英日根 洗洗胎､
arki omi一 皿i deriu- 芝el a rki o mト mi buda
酒を 飲み 始めた ｡ 酒を 飲 み 飯 を
喝上酒 了｡ 喝完酒 ､ 吃完飯､
mi連接 Ⅹel過3複 皿i連接
Ⅹoto ng do-1e- ni
終え､ ブシ タは 村中の
博什序 把零通里
皿i連接 re連用
1359gele gulu
一
皿e S aktol xudale- r e e nbadu
全員の村人たちを み な 呼び 一 緒に
所有的老百姓 都 叫到 一 塊 ル
m e目的 re適用
1 sa ngnin [dan xin = 煙草】.
2
gulujogdolemi [gulu
-
m e edu = 彼らをこ こ に】
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gelu gu a n si- 1e gelu nio
全貞の 有力者たち
各十 管事)し的 人和
漢語＋1e 動詞化
dao- tun e- ∑e n nio s aktol ta-du
集めた｡ 人は み な そ こ に
人挨 着人
ku n e使＋Ⅹe n過
1360il 卜re b卜r e n
立ち
姑了 一 大片､
r e n現
1361gelu n nio- sik呈
tuトn e-1e
そ して
然后
site m e rge n s a ule- Ⅹel
シ テ モ ルゲンを 招い た ｡
把希特某日根 情来Q
x el過3複
cing
-
a n
-1e- Ⅹe - ni
村人たちに向っ て礼をして
鎗大伏凡 行 了礼､
siki方向 漠酷＋1e 動詞化
site m e rge n
シテ モ ルゲンは
希特 英日根
il トre jal トmi de riu- 玉e n
立 っ て 歌い 始めた ｡
姑起身来唱道:
r e連用 mi連接 Ⅹe n過
1362 Ⅹelila a x elila x elila x elilala
ハ リララ ハ リラ ハ リラ ハ リララ
赫哩噸 一 赫哩槻 一 赤哩噸 一 赫哩岨 -
1363gelu e c主 m afe gulⅦni
皆の 叔父さん お爺さん たち
各位 叔叔 大帝
1364 gelu
皆の
各位
1365gelu
皆の
各位
1366gelu
Ⅹelele x elila a x elei
ハララ ハ レララ ハ レイ
de mde s agdi e ni geluni
伯母さん お婆さん たち
大娘 神子
age n e ugell mi
兄 弟 たち
苛苛 兄弟
eki x un aJl e uke geluni
■ ●
皆の 姉 妹 兄嫁 たち
各位 姐姐妹妹 神子
1367Ⅹelilala xelilala x elilalalala
ハ リ ララ ハ リララ ハリラ ララ ラ
赫哩岨 一 赫哩髄 一 赫哩岨 一 赫哩岨 -
1368 I)i site
私は シテ
我是 希特
人称代名
dordトyi- s o
聞きなさい ｡
折真髄
s o現2複
Ⅹelila a x elila.1a x elia
ハ リララ ハ リララ ハ レイ
m e rge n bi x oto ng
- 皿e - Si
モ ルゲ ンだo 私は . 村を
英日根 我不是要拾体爪的零通
人称代名 me- si目的2
1369 durie- Bye- yi
奪わ ない
syeyi現否1
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1370I)i
私は
我只力
人称代名
1371ke sye n
ケシ ェ ン
克坤
1372sえktol
ex elgulu- m e
仇を
捜仇
me目的
■
w a
-ke cトyl
殺したいム
yi現1
dedu 皿ini jo- yi gelu 一 皿e ni
ダ ドは 私の 家族を
徳都 把我 - 蘇
人代所有 yi 1
w a-ke cトⅩe- ni
み な 殺ろそうと した｡
住死 里害
Ⅹe ni過3
1373mini
私 の
迷住我阿雀
人代所有
1374eni一 皿e - yi
amトw o- yi x oltu- kune - Ⅹe - ni
父 を だまし
甘Oyi目的1 Ⅹeni過3
1angtole- ni
母を 殴り
打死 阿婦
皿eyi目的1 mi連接
1375 bu ekin- ne u- wo
私たち 姉弟を
述要把我姐弟傭
人称代名 wo自的
1376e ni go nin- ni
母は 心が
我 阿鞄債心 叔了
ni3
1377n u n u(buti)
私たち
我爪
人称代名
1378もa rdト皿(i)
■
甘a
- Ⅹe
- n l
殺そうと したo
Ⅹeni過 3
saktol ya･
- ke cトyi- ni
みな 殺そうと した｡
除挿
yini現3
u n 一 皿i xa si一 皿l もude - Ⅹe - ni
傷 つ き 首を吊 っ て 死んだo
上吊而死
mi連接 皿i連接 Ⅹe ni過 3
ekin- n e ujulu isikuli
姉弟 二人は 小さくて
■
姐弟 備 年幼
mete- sye n- ke ci bardiu- 又e n
生きて いかれなか っ た ｡
没活緒
mi m ete sye n現否 Ⅹe n過
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1379 tuトn e一 皿i niani
それで 彼女の
只好 去地家
人称代名
jo do-1e- ni
家に行っ て
ani ge rte- Ⅹe - yi
父を 探したQ
披阿雀
Ⅹeyi過1
1380Ⅹelila a x elelil ala x elelila xelilala x elila
ハ リララ ハ ルリララ ハ ル リラ ハ リララ ハ リラ
赫哩噸 - 赫哩畷 - 赫哩噸 一 線哩噸 -
1381niaJli
彼女は
地
人称代名
ax a
-i m un u- wo urke nculaka
奴隷に 私たちを 滝に
辻イト人 帝我イ｢]去漆布河
wo目的
●
1382 蜘 迎 虹吐
つ れて い かせ
要在
kun e便Iyi現1
垣 虹 塑迦 些二出
そこで 殺させ ようとした ｡
那里 奈死我傭
kun e使吋i現1
1383niani a x a- ni
彼女は 奴隷に
地迩 辻イト人
人称代名 ni3
1384niani-du- ni a rki
彼女は 酒を
姶他 下酒
du ni場所
1385 ei a x a- ni
こ の 奴隷は
宰号那什人是
指示代名
1386niaJli
彼女は
是地
人称代名
n un u go nin一 皿e
私 たちの 心臓を
柁出我爪的心
人代所有 皿e目的
ac u-k皿 e- ni
取り出させ
kun e使＋ni
o 皿i- mi jefu- kc卜y卜ni
飲むときに食べ る つ もりだっ たの だ｡
生者吃
mi連接 yini現3
mini de 皿de- i
私たちの 伯母で
我 横娘
人代所有
n un u- w o kinda- Ⅹa- ni
私 たちを 逃が した ｡
放走了我4n
wo目的 Ⅹ ani過3
1 m u n u
･
w o u rken culaka xerbe･ku ne ･yitadu wa
l k-?
-
yi[ju xerbe
- miu rke nculaka･duni
min u･ w . wa -ku ne･ini, tale m un ujulu ･ w o w a
･ku ne･in l = 二 人 を連れ､ 滝で私 を殺させ ､ そこ で
私 たち二 人を殺させ た】
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1387 bu un aki- ni
私たちは とて も
又 粂辻許多磨堆
人称代名
1388m un u bui(be主)
私 たちの 身を隠す
我イ｢lオ技到安身他
人代所有
na ngge
-
n l
辛い
I) ard トⅩeu
生活をした｡
Ⅹe n過
ba-du I) aha- rg卜Ⅹe- ni
場所を 得た ｡
du場所 Ⅹe ni過3
1389e si Ⅲ unu s agdi
今 私 たちは 大きく
現在 我爪
人称代名
1390もi e si
私は 今
我光速事来振仇
人称代名
1391gelun- 冨ulu
聴衆
(貯金;
壌大成人
● ●
n l anl
- ne
彼女を
皿e 目的
ke ke
カ′ カ
暗! 喝!
噸声 噸声
da- 又an
な っ た ｡
Ⅹ an過
wa
-kci
殺したい ｡
kci未来
ke
カと喫す｡
曝!)
嚇声
1392Ⅹelilala x elila xelila la x elilala x elilala
ハ リララ ■ ハ リラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ ハ リラ ラ
赤哩岨 一 括哩峨 - 赫哩噸 - 赤哩峨 -
1393Ⅹelilala la xelei x elei
ハ リラ ラ ハ` レイ､ ハ レイ
1394ei tokun elin si
今日の 昼 ■あなたたちは
今天 正 中午肘 把仰爪 的
jake- w o saktol
荷物を 全部
京西 都
人称所有 wo 目的
1395皿ini te mke n- dule to x o- yト s u s aktol
私たちの 船に 運 びなさい o み`な
搬到船上 全都
人代所有 dule方向 yis u現2複
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1396mini
私たちの
荘到我的
人代所有
1397 m Ⅶ1lユ
私たち
咽∬コ
人称代名
軸 l
村に 行きなさい ｡
電通 去
dule方向 ro命令
geIun-gulun sal(toュ ai gulu n
皆は 全て 善い 人だ
大伏ノL 就是
1398 dux a-ke ci b トr e ngoguida ni goguidaJni
親戚のようになる 永く 永く
多索了 壌久地
keci様 re n現
1399gelu- gulu ima x a- w o w a-ke cトyi
皆 魚を 捕り
大家 打亀
wo 目的 yi現1
1400aiji bardiuTyi
よい 生清をする ｡
主立安苧的日子
yi現1
1401ni de.bete一 切o elm -ji
誰 も 私 たちを 軽蔑
堆 也 欺侮不 了咽爪
wo目的
1403ala ng
ア ラ ー ン
口阿榔 -
aiji ba rdiu-yi
幸せな 生酒をする ｡
佐下肥
yi現1
bix an 別1 トyi
狩をする ｡
打猪
yi現1
icicトsye n
しない ｡
sye n現否
1402Ⅹelilal乱 文elila x elilala x elila xelei
ハ リ ララ ハ リラ ハ リララ ハ リラ ハ レイ
赤哩噛 - 赫哩畷 - 舟哩唯 一 赫哩噸 -
Ⅹelilei
ハ リ レイ
1 Ⅹoto ng-dule e n e- r o村に行け｡ シタは､ 村を征服した ｡ 村人をそのまま､
戦い に負けたもの を殺すか､ 奴隷にする o シタは､ 降伏し､ 自分のところに来れば優遇すると言
つ て い る o 街津 (ジ エ ンジ ン) と額図 (エ ト) は､ 川沿い にある ｡ 荷物を運ぶの に､ 船を使う ｡
イ マ カンの結末は､ 征西 に成功 し､ 奴隷などを連れ帰る｡ 彼らの英雄を賛美する ｡
2 6 9
家に連れ帰る ｡ 普通 ､
1404 ei site 皿e rge n
そ こで シテ モ ルゲ ンの
軒了希特某日根地溝 ､
指示代名
1405 s aktol 塾由L _ 地 1- yi
み な 大きな 親指を
都 伸升大抵指 ､
1406bu e n e-dan-de
我ら 一 度も
我イ｢1 ム人来他
人称代名
gis Ⅶ ㌣m e do rd 卜Ⅹe
一七i
話を 聞い て
m e目的 Ⅹeti過3複
nl u
-
又e n
出して
玉e n過
e-ke cibisiu
Ⅹoto ngdo-1e - ni
村中の
笹通里的人
■
Ⅹe su
- yい ni ei
言う｡ ｢これ は
悦:
”迭祥
yini現3
a l eJen- me
こ の様な よい 首領 を
me目的
1407皿e rge n S ake n dedu･ ke syen dedu
モ ルゲ ンとシヤ ケン ダ ドは ケシ ェ ン ダドの
英日根和 部肯 徳都 把克坤 徳都
1408tate- Ⅹe ni
引き
就領回去了｡
皿i連接
tuトne 一 皿i usya一 皿i x e rbe - rgトki七i
そ して 牽い て かえ っ た ｡
mi連接 ki条件
1409eme inido-1e- nijo-dule 虫 幽 3 jo-dule
■
一 日の 内に 家に 着い た｡ 家に
一 天的工 夫 就到家了｡ 到了象
● ●
g9些担ニュ主
鍋吊りで
1410血 地 L旦辻旦:由
かまどの上 に
娃在虻坑 的幼子上
ji用 い
n l O
人は
ai eje n
よい 首領だ｡
好的観其､
icikc卜cin
見たこ とがない ｡ +
没皿5i陀 ｡
''
cini適否
site
シテ
希特
meife n-duni x o rkun-ji 蛙 望2
首に 縄を かけ
奮昔時子舛好 ､
ji 用い re連用
七ugule x ul トyi- ni x unji
彼らは 船足 速 く
地1n 走得 根快､
人称代名 yini現3
isya- rgトr e ke sye n dedu
着いて ケシ ェ ン ダドを
把克坤 徳都
re連用 目的
主旦垣二組=吐4 tuトne-1e
吊り下 げた ｡ そ して
然后
yini現 3
ekトni s orgi ulu-k卜 ni
姉は 料理を 作り
叫姐姐妙菜､
kini条件
1 sagdi ferxe親指を立てて ､ 賛成のサイ ンをする o
2 Ⅹerke･re hede･ re = 置 き]
3isya･ki[isih･ki= ?]
4jorgon uilemigo x u o-jiloko- yト ni [n aj[ anjap-here -dun主lunke-dulokoloko-ti= オ ンドル
のそばに､ 1u血e? に掛け]｡ 鍋吊りの鈎で ケシ ュ ンを､ 釜戸の上 の梁にぶら下げる ｡ 釜戸の火口
で火を焚き､ その上 につ り鍋をつ る ｡
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1411 arki 旦 地 l
■
酒を 温めた｡
梁酒､
1412a usトi ekトi
義兄 姉
姐夫､ 姐姐､
1413 site m e rge n
jo do-1e-du- ni
家の中に
員ake n dedu
シヤケ ン ダド
渉背 徳都､
de r･e - w o
卓を
放貞子､
wo目的
nede- rgトyi
置き､
yi%1
e nトyi de皿de-i
母 伯母
把阿鵜, 墳娘､
aElトni s aktol dere uトsik トni
父 み なを 卓に
述有他阿雀, 都清到 - 十盛上 D
ni3 ni3
a rkiboix u- yi
シ テ モ ルグンは 酒 盛を
希特 英日根 奮起漕壷
1414arki a 皿トdui bu- 又e n
酒を 父に 与えた.
就遵鎗他阿雀 ､
血i漢語 Ⅹe n過
1415 a皿トni a rkトw o
父は 漕を
他阿雀 没接酒､
ni 3 w o目的
1416 kala- Ⅹe - nトke ci
打たれた様に
打了似的､
ke ci様
幽 3
受けず
cini適否
da- Ⅹa - ni
な っ た ｡
Ⅹ ani過3
●
tate- rg卜 r e
持ち上げ
re 連用
amト1e s ake n
それからシ ヤ ケン
然后 和捗肯
dili些狂星ヒ虫虹4
●
頭を 下 げ
借着共､
siki方向
arki da r u- Ⅹe - nil
酒を 捧げた｡
s a ule-k トni
招き､
kini条件
e皿e ko七Ⅹe n
築 - 杯の
来倒酒, 央 一 杯酒
Ⅹe ni過3
dedu ge s e miakule- yトti
ダ ドと 一 緒に 脆い た c
徳都 - 起 姶他脆下了｡
yiti現3複
de ujトni nio sya sixe
顔は 人の平手で
股上像用巴掌狼勃)L地
saktol fu rge n da- Ⅹa - ni
薫 っ 赤に な っ た｡
像用紅月田脂抹近似的､
ヱ ani過3
1417 kotxe n arki site m e rge n n a
杯目の 酒を シテ モ ル ゲンは また
杯 酒 希特 英日根 又
fu rge n furge n julu
赤く 赤く ｡ 二
通紅 通紅 ､ 第 ニ
_ 吐 5 kotx e n- 皿(e)
父 に 捧げた o 父に 杯を
速鎗他阿雀了､ 他阿雀用手推杯没有接｡
dui漢語 Ⅹe ni過3 ni3 ni3
1 o cikole･yini [oyiukan Ⅶi = oiuki オバ ー ズボ ン?]
2 da ru ･ Ⅹeni [da r u= 捧げる (現在)]
3jafu･cin rjafu･ rgi･ re = 受けて】
4 Ⅹe rgi
-
Sikikergi･siti･ siki= 下 へ]
5 na ami･dui da ru ･Ⅹenia mi･ ni[erin dulenierin nala･dui= 時に ､ 時を手に】
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1418 些担コ盟主ゴ土盛l
■ ●
差出し､
yini現3
1419e si 皿ada n
こんどは
迂回
site m e rge n ilaJl kotx e n
シテ モ ルゲ ンは 三 杯目の
希特 某日根又 把第三杯酒
些皇望L_由 蜘 3i site
●
父は 酒を 受け取り シテ
他按句迂来了o
ni3 wo目的 yi現1
1420gelun- gulu ke ke ke
聴衆 カ カ カと嘱す｡
(折余: 曝! 曝! 鳴!)
噺声 聯声 噸声
1421Ⅹelila a x elila xelei
ハ リララ ハ リ ラ ハ レイ
蕗哩唯 一 妨哩髄 -
a rki a 皿i-dui da r n- Ⅹe - nil
酒を 父に 捧げた o
個姶他阿雀 ､
血i漢語 Ⅹe ni過3
m e rge n Bali- mi de riu- 又en
モ ル ゲンは 歌い 始めた｡
迭肘候､ 希特英日根就唱上了:
mi連接 Ⅹe n過
Ⅹelilala x elei x elilala xele
ハリラ ラ ハ レイ ハ リラ ラ ハ レ
1423Ⅹelilala xele x elei x elilala x elei
ハ リララ ハ リ ハ レイ ハ リララ ハ レイ
赤哩噛 一 藤哩噸 -
1424ani- yi si go nin- si
父さん あなたの 心は
阿巻P乳 体多 ･42i狼心 耶卜 ,､も′
女il 人称所有 si2
1425.ba xe rgi- 1e- ni sini
地上で あなたほど
世界上的人波有比体
ni場所
1426si e nトyi langtole一 皿i
あなたは 母さんを殴り
侭 把阿梅 往死旦打
人称代名 yil ni連接
1 an e
･
rgi･yimi[jofu･rgi-ti= 受けて】
2 da r u･Ⅹe ni [bu ･ Ⅹe ni = あたえた]
畠 [尤氏に再確認 したとき､ 尤氏が挿入】
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1eluk トke ci
狼の よう
ke ci様
1elukトke ci
狼の ような
更狽的了
keci棟
もトr e n
{=o
r e n現
■
n l O a n C l
人は い ない ｡
ゎude- 汝u ne- Ⅹe - らi
死な せた ｡
kun e使＋ヱe Si過2
1427enトyi bardiu- ku n e- syen da- Ⅹa- si
母きんは生きて いられなく な っ た ｡
把阿娘 遷死了
yil ku n e使＋sye n現否 Ⅹa si過2
1428 mu n Ⅵ eki neu-i
私たち 姉 弟を
述要森我1)1姐弟傭
人代所有
1429 m u n u julu
私たち 二人の
是墳娘放走了我イl
､
1傭
人代所有
1430tu七a u- kun e-Ⅹe -yi
救 っ てくれた ｡
kⅦ1e使＋yi現1
1431x[ un u julu
私たち 二 人の
wa
-ke cトⅩe - らi
殺そうとした｡
Ⅹesi週2
de mde-i n un u e rge n‾ m e
伯母さんが 私たちの 命を
yil 人代所有 me目的
飢1Si 皿uduli
義兄さんム ドリ
是姐未年都力救了我1r1 傭
人代所有
1432 bardiu- kun e-yi- ni
助けて くれた｡
kl m e使Iyi現 1
1433n un u julu e nduli
私たち ニ 人 の 守り神は
･ 是神泉保折了我甘]傭
人代所有
1434bardiu- kun e- yトni
生かして くれた ｡
kun e使＋yini現3
1435もi ekトnトji e rge n- i
私と 姉の 運が
我和 姐姐 命大野
人称代名 ji共に
1436e ni- yi intele-du(bunio-du)
母を 費泉の 国で
我又去 閉rp1拭回 阿娘
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me rge n erge n Ⅲun t r WO
モ ルゲ ンは 命を 私たちを
w o目的
L ＋ P
n un u
‾
W O a lJ1
私たちを よく
wo目的
s agdi
強い ｡
gerte一 皿i gaJl- rgトⅩe- yi
探して 連れ帰っ た｡
mi連接 Ⅹeyi過 1
1437 ya-de x e s u
- sye n da
- Ⅹa
-yi
(もう)何も 言えなく なっ た､
喰也別悦了
sye n現否 Ⅹayi過1
1438si aiji
あなたは よく
俳号思青息肥
人称代名
1439a rki omト皿i
酒を 飲申
把漕 喝完宅
mi連接
go n l- yl gO ni
-
r
'gl- r O
● ●
考え､ 考えなさい ｡
yi現1 r o命令
odトr e ヱunji a 皿ト siki a s e n- nil W a- r O
終えたら直そに 後妻を 殺せ!
起凝 把野老婆森了
r e連用 siki方向 ni3 r o命令
1440Ⅹelilala x elila ヱelila a x elele x elilalila
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リララ ハ レ レ ハ リ ラリラ
赫哩噸 - 赤哩峨
- 赫哩畷 - 赫哩岨 -
1441Ⅹelelile lele x elelele le
ハ ル リル ル ル ハ ル ルル ル
1442nia nトm e ni
彼女を
兼地
me ni目的3
1443nini- ki
私 は
我
Wa
- r O O n l
殺せ ｡ どのように
窓ゑ兼
r o命令 oni疑問詞
Ⅹe s u
- ro te rgele- w o- ni
･命ずる 服を
来告訴体
ro命令 wo ni目的3
1444u r s e- w o- ni
肉を
机下地的衣裳
wo ni目的3
1445ur s e- w o- ni
肉を
■
w aryl - Si
殺すか､
yi8i現2
a C u
- rO
脱がせ
r o命令
emadi- ali e m adトali
少 し 少しづ つ
Ⅹo 1- r O a 皿Ile
- tik トni
切裂け､ 口に
Ⅹ0 1
‾
r O
切裂け｡
r o命令
tox o- r o
詰めろ ｡
体舎刀 一 点 一 点剖地的肉割下地的肉往地 境里塞
甘O ni目的3 r o命令 tikini方向3 ro命令
1 ami-sikia s en ･ ni ケシ ェ ンダドの こ と o
2 7 4
1446jefu- Bye da- ki d 辿 ニ並1
食 べ なければ 刀で
不吃就用刀子往地身上乱!
sye 現否＋kini条件 ji用い
be主- ni kioto-1e- ro2
体を 刺せ ｡
r o命令
1447Ⅹel
◆
ilala x elila ala x elila x elila a
ハ リララ ハ リラララ ハ リラ ハ リララ
赫哩唖 - 赫哩槻 - 赫哩岨 - 赫吸取 -
1448 Ⅹelila-1a
ハ リララ
1449ala ng
ア ラ ー ン
珂榔 -
1450a皿i- ni
ala ng
ア ラ ー ン
arkトwo kotx e n
父は 酒
他阿雀 把酒杯
wo 目的
1454je伽.
-
°in isikuli
1alila lalala x elila a x白1e
ラ リラ ラ ララ ハ リララ ハ レ
site-tik トdui
杯を シ テに
速鎗希特英日根､
t
■
iki方向＋dui
kioto x Ⅶ1ji x unji
食 べ ずに 小さ い 刀を 直(hに
没吃､ 食う亘把 小刀
cini適否
1455 ke sye n dedu kila-du - ni
ケシ ェ ン ダ ドの 側に
走到克坤徳都脹 前+L､
du ni場所
1456e m efa si x oトⅩe n od卜r e
ene
‾ Ⅹe n
行 っ た o
xen過
bu- Ⅹe - ni buda de
渡した｡ 飯 も
逢坂也
漢語†Ⅹe ni過3
■ t
gaJl‾ rgl‾ r e
取 っ て
r e適用
e skuli tllrge n dao-kun e- 又e n
非常に 素早く
磨得韓快､
niani sagdi
彼女の 大
把地大腿上的肉
a皿ne
-du- ni to 又o- yi- ni
begdele- ni
腿の
ni3
●
n l a n l
彼女は
地往外
研い だ｡
kun e使＋Ⅹe n過
ur s e
- wo
-
n(i)
肉を
wo ni目的3
tule- siki
外 へ
siki方向
一 塊 切裂き 終えると口の中に 詰める o
姶割下来 一 塊 ､ 割完 就塞連地境旦去 ､
Ⅹe n過 r e連用 duni場所 yini現3
1 kioto･ji [jefuT O = 食 べ ろ】
2 kioto･1e･ r o befu･ ro = 食 べ ろ],
275
kioto-1e - Ⅹe - nil niani x oトre
～
突きに した ｡ 彼女を 切り
他割来割去就
1e動詞化＋Ⅹe ni過3 人称代名 r e連用
辿虫二墨旦:虫2 tugulu n s aktol
殺した ｡ 彼 らは みな
a皿i- ni ttlトn e一 皿i e m e
I- - _ 一 ■■_ 一 l ～l _ 一 ･- 一 冊 - - - - - ■- ■‾ - -
-
I - ■■
■ - - - - - ■■ ‾ 一
父は そこで
他 就刺 一 刀､
ni3
de血 Ⅹoトm(i)
ダドを 切り裂き
徳都 鎗割死了､ 他爪
mi連接 Ⅹeyi週1
1457主呈 出 _
●
吐い た｡
吐 - 下､
re連用
1458Ⅹoトr e ke syen
裂き ケシ ェ ン
把克坤
re連用
1459agde n e- mi de riu一 芸e n
喜ん だ ｡
也解了恨了｡
mi連接 Ⅹe n過
1 odi- re a mn e･du nitoxo･yininianitule･sikit, file･ rgi
･
re ami･ nitui･ne mi kiot,o ･1e･ x e ni[尤氏に
再確認 したとき､ 尤氏が挿入]r.
2 bude･Ⅹeyi [w a･ knne･1eni = 殺させ た】
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1 2｡ 新村建設
1460alaェ唱
アラ ー ン
阿噛
1461e m adiini
親日か
辻了凡天 .
alang
ア ラ ー ン
da- Ⅹa - ni 七i
経 っ た｡ かの
那十
Ⅹani過3
1462jap-吐ala-du - ni 七enke n
辺に 舶が
都是 舶周β.
du ni場所
Ⅹo七o ng
村の
笹通的
gelu一 郎1u n
人たちが
老白姓
ma.1Ⅹo ng dむ･Ⅹa - ni temken
たくさんにな っ た o 船を
船都
Ⅹa ni過3
1463m angn e jap-kala一 血 - ni 七eI止en一 皿e
川 辺で 船を
在岸辺 釘板子栓紬､
du ni場所 me目的
1464 dirgan e- 又e n ei elin be siku
響いた ｡ こ の時 ブシクは
五十効+L地 場｡ 速工 夫､ 博什序
Ⅹe n過
mo
一 山l
杭に
Ⅹe rke- rgi
つ ない だ｡
du 場所
saktol ene- re n angn e
みな 来たo 川
全都来了, 可大江
r e連用
akole- ni gelun-gulun
岸に着け 人々は
地了岸. 人∬]
dingdaJlgdingda ng n e一 皿i
ドカン ドカンと (音が)
町 当” ､ ” 町当
”
､
擬音詞
n a ui- sik トni
陸の 上に
也上岸来了､
sikin 方向3
1465ani- siki begdan e- r e eite n gelun
-gulu一 皿e
後ろに 走り､ 大勢の 人々 を
地后地安排著 大伏+L
siki方向 r e連用 指示代名
1466o r okte-1e jo - w o2 皿aJaZi JO- W O 0- r O
｢草葺きの 小屋を ､ マ ジアズ 小屋を
搭草棚子､ 与架子｡
e u
-
Ⅹe
-
ni jule- siki
降り､ 前に
他飽前
Ⅹe ni過3 siki方向
saktol x e rもe一 皿i e n e- r e
み な 連れて 行き､
mi r e連用
site me rge n niu- r e
立てろ+(と命じた｡) シテ モ ルゲ ンは 出て きて ､
希特 某日根 也走出来
r o命令
1 m odu [m e呼du ni. - 肩に】
2 o r okte-1e JO - W maJaZijo- w o 草葺きの小屋､ マ ジア ズ小屋を造る o
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r e連用
1467gelun-gulu一 皿e
人々を
迎接大伏+し､
m e目的
1468n e- mi s aktol
と 皆に
1469nio gelu
-
ni
人々は
icikcトⅩe n
迎えた｡
Ⅹe n過
delede- Ⅹe - ni
分けた｡
Ⅹe ni過3
ei bat siningge
ここは お前の ところ
把地点都刻分姶他爪､
人称所有代名詞
■
n l alll
‾ men l
彼らに
辻他1f1
皿e ni目的3
ti ba nianingge
あそ こは 彼のところ
人称所有代名
jo e-du o- Run e- yi
家を そ こ に 建てさせた｡
孟房子｡
du 場所 klm e便＋yi現1
gelun- gulu m o
-
w o urke n-dule e n e- re
それぞれ 木を 山へ 行 っ て
c apcトyトti jo
切 り､ 家を
人甘] 搭着伏)L上 山放木共､
w o目的 dule 方向 r e連用 yiti璃3複
1470irkトkcトyi
-
ni m o 1 ga,jトrgトyi
新築する 梁木を 持ち帰 っ た ｡
往回送 未決､
yini現3
1471 ini do-1e- ni
日の うちに
凡天的光景､
yi現1
ei ba-du
その 場所に
迭+L
指示代名 du場所
1472mergen x oto ngdo
- 1e- ni
モ ルゲンは 村の
英日根 把霞通里的
1473Ⅹul トrgトyトni
集めて
ヨ曳釆､
yini現3
JO
-
W O 0
- mi
■
家を 建て
蓋起房子来､
de riu- 又e n e m adi
はじめて から 数
wo目的 皿i連接 Ⅹe n過
s agdi x oto ng da o- 汝un e- Ⅹe -ti
大きな 村が で きた ｡
就変成了 一 十大電通 ｡
Ⅹeti過3複
Ⅹax a as e n m afe 皿a 皿eisikuli gelun
男 女 老人老婆 子供たち
男 女 老 少
tugulun- tikix e s u- yi- ni
彼らに 語り､
対地イ｢1 悦:
jali- m(i) de riu- 又e n
歌い 始めた｡
tiki方向 yini現3 mi連接 Ⅹen過
1 m o屋根に使う木 ｡ 梁を山に切 りに行 っ た｡
2 7 8
site
シテ
希特
saktol
皆を
都
1474Ⅹelila a xelila x elei x elila a x elei x elila a x ela x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ レイ ハ リララ ハ レイ ハ リララ ハ ラ ハ レイ
赫哩噛 - 劫哩槻 - 斎哩噛 一 曲哩岨 -
1475gelun
-
gulu s e- si s agdi
皆さん 年 を
各位 上丁年夢的
1476e 8i s e- ni dulia n-du
今､ 年が 申ほど
正 当年的
ni3 血 場所
1477 s agdi da- cin
大きく な っ て い ない
速没成年的
cini適否
1478EIunu e m e nio
みんな - 人
咽1rl 一 位也不落
人称代名
1479gelu一 郎1u n
-
ni
村人
全都祈真
da- 又a n gelu e ci dade- i
と っ た みなの 叔父 伯父さんたち､
寄イ｢]凡
ⅩaJl過
bisi gelu
の みなさん､
mini
私の
bisi 人代所有
gelu ni mini n e u-i
みなの 私の
人代所有
de tuta u- Bye- Run e- yi
も 残さず
sye否kun e使yil
s aktol do rdトr o
皆 聞い てくれ ｡
r o命令
1480Ⅹelilala x elila xelilala x elila x elei
ハ リラ ラ ハ リラ ハ リララ ハ リラ ハ レイ
赫哩槻 - 赫哩畷 - 赫哩唯 一 赫哩喝 -
a x e ndu-i
兄弟たち､
苛甘つ+L
弟たち､
兄弟イ｢]
Ⅹelila lei
ハ リラ レイ
1481buti e-du irkin x otong- ni iliu-yi
私 たちは こ こ に 新しい 村を 建て る｡
咽爪 在迭+L 建了座新零通
人称代名 du場所
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1482tu卜n e-1e irkin′ eje n 皿Oko gele
-
nio
そして 新しい 頭領 族長を
也得 連出十新板東咽
1483Ⅹunji niu-kun e- r o
早く 出させ よ｡
ku n e使＋r o命令
1484s un u gelun- gulu 担圭二!坦 icikcトki
思うか
● ■
a l n e
‾
m l
皆が 誰を よい と
伽イ｢] 看准能
人藤代名 wo 目的
1485nia nトm e
その人 を
当好額其
皿e 目的
■
型 _ _ A
よい 頭に
1486e m e- ke niⅦ⊥rgトmi
一 人の 名を
悦 - 十出来
dao- kun e- rot
きせ よう ｡
ku n e使＋r o･命令
Ⅹe S u
-
r O
挙げてくれ ｡
mi連接 ro命令
1487e m e-ke - m e 些 ⊥ _ 重出
(その) 一 人を 一 人 の よい
挑 一 十出来昭
me目的
1488gelu nio ke ke ke
聴衆は カ カ カと僻す｡
(折余 暗! 暗! 噂!)
榔声 噸声 嚇声
吐i条件
BJ in
2
niu-kun e- r o
●
頭に な らせ よう｡
ku n e使叶o 命令
1 su n u‥ ‥ da o･ku n e･ r o [s un ugelu n
-mio niejen da o･ku ne
-k in in ･ wo dao･ku ne ･ro = 贋方たち誰
かを頭領にならせ るならば､ その人にならせ なさ い〕｡ ni- w o ayi ( 誰でもよい)0 ni
-
w o ai- n emi
icikci-ki (誰か良い と思えば)
2 em eaijieje n[aiji= よ(].
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1489 alaJ唱
ア ラ ー ン
阿榔 -
1490ei elinI)e siku
この時 ブシタと
法吋候 ､ 博什庫
1491 site m e rge n
｢シテ モル ゲンは
希特 英日根
1492s aktol
み な
1493ui- siki
上げて
七ixaleTr e
同意する ｡
r e連用
gelu n nio s aktol
人々は 皆
和大伏ノL 都
gis un Ⅹe s u:芝e ngelun nio
話合いをした ｡ 皆が
笈活了､ 都税
Ⅹe n過
e skuli katan m angge go nin- ni ail
大変 才能が優れて い る ｡
最有オ能､
ni3
gelⅦ nio s agdic u n uke n2
+ 人々は 親指を
大伏凡都 伸大栂手指
tuke - reユ
siki方向 re連用
1494 da o-kun e- r e
選ぶ こ とに
Ⅹe s u
-yi-ti bu
言う ｡ ｢私たちは
達
yiti現3複
tixale- r e
同意した｡
kun e使＋r e連用 r e連用
心が よい ､
最仁叉不辻､
●
Ⅹe s u
- yl- ni
一 ニ ヽ-
E3 つo
yini現3
e skuli ai
大変 よい ｡
最低得備服､
niu- r e x e s u- yトti
伸ばして 賛同した｡
称賛他 ､
r e連用 yiti現3複
ju h ale- i
両 手を
高高地拳起双手 ､
saktol site 皿e rge n一 皿e
(
eje n
み な シテ モ ルグンを 頭領 に
他 当観葉d
m e目的
site me rge n
+ シテ モ ルゲンは
希特 某日根
1495 age n e u- ni o si nio
兄 弟たちには､ どの 人か
奇習兄弟1rl､ 耶十 人
o si凝 問詞
Ⅹe s u- yい ni
= >
告 つ
脱:
yini現3
e c主 dade一 皿e - ni
｢叔父 伯父さんたち
”叔叔大寄11 ､
mini-tiki ai nio de bトr e n x ai gia nio
私より よい 人が い る ｡ また 別な人を
挑出来都比我強咽､
tiki比較
1【尤氏に再確認したとき､ 尤氏が挿入]
2 cu m uken [n aleite n = 手 ?】
3 t,uke･re 【ne･ re = する]
28 1
r e n塊
1496eje n da o-汝u n e- ro gelu nio
頭領に 選んで下さい ｡+ 人たちは
述是推挙別人昭
” 大家
ku n e使＋r o命令
1497a c卜syen sinトw o eje n
適当で ない ｡ あなたを 頭領 に
就雅要推挙他 当額其不可｡
sye n現否 wo 目的
1498site m e rge n icicトyトni
シテ モ ル ゲ ンは 見て
s aktol auli- ni
みな 大声で
一 口 同音)L地
mi連接
dao-kun e-yi ni-de
選ぶ ｡ 誰か
X e S u
-
r e
言う
悦
re連用
kl 皿e使十yi現 1 ni疑問詞
goni- mi xes u- yl - ni
考えて 言う｡
希特 某 日根 看真是堆不牙了､
yini現3 mi連接 yini現3
1499de mete- Bye da- 又a n
ざるを得ない ｡ +
sye現否 Ⅹan過
gl a nio
●
｢別の 人は
不行､
●
gl a nio
別の 人で は
nede- syen
だめだ｡+
sye n現否
esi eje n da o- sye n
｢今や､ 頭領に なら
只好接受推挙､
sye n現否
tu主- n e一 皿i tix ale x e- ni 山 盛1 ei
●
そして 彼らの 頭領に な っ た ｡ この
当了額真｡
Ⅹ∈皿i渦3
1500Ⅹoto ng do- 1e- ni gelun- gulun site mergen aiji gucikuli eje n J
'
o- ni
村中の 人たちが シテ モ ルゲ ンの (秦)､ よい 美しい 頭領の 家を
【 人爪在零通的中rp1､ 早就鎗希特英日根差好了根陶気､
1e ni場所
1501o -Ⅹe - ni jo-1e-de s aktol
建て た｡ 家を 全部
根療養的額真住的房 子｡
Ⅹe ni過3
ode- kitigelⅦn nio
建てた ｡ 人 々は
人イ｢1
1502 agde n e一 皿i fu r-furku 一 皿i de riu- Ⅹel
書びなが ら 踊り 始めた ｡
高架地挑着､
皿i連接 皿i連接
Ⅹudale- yi
叫びながら
Ⅹoto ng do-1e- ni
村の中の
在電通里 的街道上
ni 3有
xoktu-du
通 りで
du場所
jule -1e a 皿i-1e tui- n e一 皿i
前 へ 後ろ へ と､ それから
叫着､ 前呼后湘地
Ⅹel過3複 yi現1
1 ejen da- Ⅹ ani 首領に選ばれた o
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1503 Ⅹo七o ng 農 地 垣
村で 魔神舞を
幼者笹通 跳起魔神舞､
1504agde n e一 皿i
祝い
mi連接
出盛日 出
● ●
踊る｡
yini現3
ko maka sa 皿a n- ni e nduli
鹿 シ ャ ー マ ン神の
1505 emelegeji fu rku- mi e m elegeji
一 方で は 跳びながら､ 一 方で は
蛸著他送他去
mi連接
1506s agdi jo-le
大きな 豪に
速了大房子､
1507toku n-du - ni
上座に
坐在正位､
du ni場所
1508Ⅹudale- yトti
叫ぶ､
職者:
yiti現3複
1ng- 又e n
着い た ｡
Ⅹe n過
site m e rge n ejen da- Ⅹ an一 皿e - ni
シテ モ ルグンが 頭領に なっ たのを
祝恕希埠某日根当了観其､
Ⅹan過皿e ni目的3
furku一 皿i de riu - Ⅹel tuトn e一 皿i gelu nio
舞を はじめた｡ そして 人々は
mi連接 Ⅹel週3複
eje n jogdo-1e- ni n uku- r e ai jo-1e
頭領を 家に 担い で行 っ て ､ 立派な家に
観責任的大房子
gelun-gulu site 瓜ergen ingge- kun e- r e
人々は シテ モ ルゲン を 入らせ
人イT1 辻希特某日板迭屋
ku n e使＋r e連用
te u-tun e- 芝e n gelun- gulu s aktol ta-du miakule- r e
座らせ た｡ 人々は みな そこ に 脆き､
大伏)L- 投 一 旗地迭塵紙秤o
ku n e使＋Ⅹen 過 re連用
site m e rge n eje n te- re s am an endulトni
｢シテ モ ル ゲン 頭領が 即位した｡+ シャ ー マ ン神は
''
希特 某日根 額真坐位了!
-
一 陣炉満神鼓
re連用
1509de r･gan e- 又e ndun da
-
Ⅹa
-
ni odicin xajun-de
響かせて ､ ドンと 鳴らした｡ 絶えず 腰鈴を
剛落音 ル 又是 一 片腰斡声 ､
yi現1 Ⅹ ani過3
gelun- guhl
人々は
人イロ
untin dirgan e
太鼓の音を
dirg弧e 一 皿i deriu- 又en e skuli
響かせ 始めた｡ 大変
真是非常隆重 ｡
mi連接 Ⅹe n過
1 s a man ko maka pisili
･
yini rko make
･kecix u rku ･ rgi
- mi deriu ･ Ⅹe n = 魔の様に跳びはiユ始め
た〕
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1510ai a 皿i-1e site 皿e rgen ili
-
rgトr e gelun - nio
-tiki
盛況だ っ た｡ それか らシ テ モルゲンは 立ちあがり 人々 に向か っ て
最 息 希特 某日根鴻 起来同 大家培据手
r e適用 tiki方向
1511 ta u- siki ya, 一 皿i xe s u- r e
あちらに 振 っ て言う ｡
悦:
siki方向 r e連用
I)i gelu io x o ngduxa
-1e x unji
｢私は すべ て村の 人たちに 直そ
''
我 一 定 力多蔑イ｢] 牒好事､
1512 bi io x o ng dtLXa gelu一 皿e ni
私は 村の 人 たちに
カ多来イ｢1
人称代名
1513a,cin gelu nio 麺墜紅型
しない ｡ みんなは 魚を
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むすび
この論文で得られた結論は以下の通りである ｡
① ホジ ェ ン語の 音素と文法を調査し､ ホジ ェ ン語の テキス ト化方法を新たに提案したo
これにより､ イ マ カンをホジエ ン語で記録して残すことがで き､ 今後のイ マ カンの研究に
大い に役立 つ ｡
② ホジ ェ ン族の英雄叙事詩イマ カンは､ ホジ ェ ン族古来の風俗習慣を表現しており､ 彼ら
の精神世界を知 る重要な資料である ｡
③ ホジ ェ ン族の シ ャ ー マ ニ ズ ムを張歌する文学作品であることが､ 再確認で きた o
④ 神鷹コ リは､ シ ャ ー マ ンであり､ 能力も男以上である D 一 方､ 女性の優しさがあふれ ､
平和を望んで い る姿が見られる ｡
ア ム ー ル の対岸ロ シア には､ ナ - ナイ族がおり､ 人口約 12000人で ､ 言語はホジ ェ ン語
に非常に近く､ ロ シ アで は古くか ら研究されて い る o ナ - ナイ族には､ 謡の入 っ た英雄叙
事詩は現在存在 しないが ､ 嘗あ っ たと言われて い る o ナ - ナイ族など周辺民族及び日本の
アイ ヌとホジ ェ ン族の比較研究が必要で ある｡
今後の裸魔として は
①提案 したテ キス ト化方鴇を用い て ､ イ マ カ ンやシ ョ フ リを採録 して ､ 表記する こと ｡
②ホジ ェ ン語の単語を収集して ､ ホジ ェ ン語辞書､ 用例集を作成する こt ｡
③周辺民族の言語､ シ ベ 語やナ - ナイ語と比較してする こ と o
④シ ャ ー マ ン文化をオ ロ チヨ ン族､ エ ウ ニ ンキ ー 族､ ニ ブフ族のもの と比較調査するこ
と｡
⑤周辺民族の 文化を総合的に比較調査する こ と｡
などがあげられ る｡
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付篇 叙事詩に投影された
ホジ ェ ン族の精神世界
1 信仰
こ こで は､ ｢シタ ･ モ ルゲン+ を始めとするイ マ カンの 内容を分析し､ そこに投影された
シ ャ ー マ ニ ズム ､ ホジ ュ ン族の生と死に対する考え方な ど､ ホジ ュ ン族の信仰につ い て述
べ る ｡
(1) 太陽崇拝
多くの民族に共通する考えで あり､ ホジ ェ ン族も崇拝する ｡ 婚礼は､ 日の出に行われる｡ 男
子は太陽の子孫[徐昌翰､ 栄位連 1991:45】で あるとい う伝観がある｡ 彼らは生命の源として ､
太陽を崇拝 した｡
｢シタ ･ モル ゲン+ でも ､ シタの母が ､ 夫に殺され様にな っ て ､ 泣きながら謡う部分がある｡
母が私を産んだとき､ 太陽を見たので ､
私を名づ けて ､ シン フ ン ･ ダ ドと呼ぶ ｡
また､ コ リがシタ ･ モ ル ゲン を殺そうと突 っ 込んでくる前に､ シタ . モルゲンに帯いかける .
兼 に､ 太陽が昇り
太陽が 出て､ 生まれたシタ ･ モ
■
ルゲン､
あなたは ､ 立ち停れ ｡
日の出が幸福 ･ 隆盛の シンボル と考え､ ホ ジ ェ ン族は ､ 結婚式を日の出に行う｡
(2) 照とウル グリ
強い虎や宵臥 自由に空を飛ぶ鷹にも神秘性を感 じたo 例 えば ､ 節が彼らの祖先で あると考え
た｡ イ マ カ ン 『マ フ カ』(m afu ka :節) 【王士媛､ 馬名超 ､ 黄任遠編1986:255-258]では､ 兄弟
二人が 山に猟をしに行き､ 弟が多くの獲物を獲 っ たが ､ 昏削こ噛まれて死んだ. 兄は ､ 山の中で迷
い ､貫削こな っ た. イ マ カ ン と神話の中で ､ よく登場する怪獣ウル グリは､ 立 っ て歩くことができ､
力がとても強く､ 全身黒毛で 覆われて い る【徐昌翰､ 黄任連1991:87】o これはウル グリ(uluguli:
罪)を原型と した怪獣で あり､ 常削こ対する恐れ と崇拝を表現 して いる o シタ ･ モル グン もウルグ
リに追いか けられ るが､ 彼ら二 人は ､ 熊の巣穴の側を通 っ たため ､ 追いかけられたのか もしれな
い ｡
(3)守護神
｢シタ ･ モルゲン+ で は､ シタの母が､ 守護神に子を守 っ てくれる ように､ 願う部分がある｡
小さ い 男の子は何と名乗ろう?
私は名づ けて 呼ぽうシタと｡
女の子 の名は､ チ ンラカと呼ぼう ｡
ハ ニ ナ ハ リラ ハ レイ ハ ハ リラ へ レ
私の守り神が 産ませた
シ ン ビア オ ･ マ マ ､ ウンパ オ ･ マ フ ア が私 に授けた ｡
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彼らを守り大人にして ください o
おまえたち､ 大きくしてください ｡
ウ ン パオ ･ マ フ ア は､ 子を天然痘か ら守る神で あり､ シ ンビア オ ･ マ マ は､ 子供を麻疹や風疹､
伝染病から守る神である Q
シタ ･ モ ルゲ ンは､ 自分と姉の 二 人を育てて くれたム ドリ ･ モ ル ゲンにお礼をするため､ 神
に酒を願うとき､ 母の魂を連れ帰るため､ 神に犬そりと神具を願 うとき､ 彼の守護神に願う o
酒を願う :
私自身が､ 山神にお願いする ｡
あなた､ シ ン ビアオ ･ マ マ ､ ウンパオ
･ マ フ ア も ､ 聞い てください ｡
あなたたち､ ニ 人 の神様よく聞い て ください ｡
私は思う､ 恩人に感謝 したい ｡
私たちの命を助けて くれた ｡
私 には何も何もない ｡
何も何も出せな い ､ 兄さんに ｡
神様､ 漕が入 っ た瓢を私に下さいo
私 たちは ､ 兄さん にお礼をしたい ｡
神具を願う :
母が､ 私 をシ ヤ T マ ンにしたc
ウンパ オ ･ マ フ ア ､ シ ン ビア か ･ マ マ ､ あなたたち
聞い て くださ い o
四 つ 目の大きな黄色の犬を穐に つ けて
直(a私を ( 陰界へ) 出発き立て ください ｡
神帽､ 神袴､ 腰鈴､ 神刀､ 神穀､ 護心､ 鏡
(こ うい う) 物を､ 全て私に送 っ て ください c
(4) 部落神
｢マ ン ドゥ ･ モル ゲン+ では ､ 敵方のダイ レル ･ モルグン は ､ マ ン ドゥ ･ モルゲ ンと戦い 負け
そうにな っ たとき､ 神に願 い ､ 歌始めた[中国民間文芸研究会黒龍江分会 1981第2集:113]｡
私の トロ ･ マ フ ア ､ トロ ･ マ マ
お 二 人､ 聞い てください ｡
西壁に帝巳っ た トロ 神霊も
よく聴いてください ｡
この周りの村と部落を征服 し
私はこ このア ジ ン (首領) にな っ て
五十年､ こ こに い る ｡
トロ ･ マ フ ア ､ トロ ･ マ マ
私の呼び声を聴い たら､
早く九つ の神力を出して
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この城のアジンを助けてください ｡
あの マ ン ドゥ ･ モルゲンは人並みではない ｡
ダイ レル ･ モルグ ンの呼び声を聞いて､ 部落神たちは､ す(o神棚から九本の白い煙になっ て､
彼の体に入りると､ 彼は忽ち九頭の猛獣のカを持ち､ マ ン ドゥ ･ モルゲンと引き分けた｡
トロ (to ru :神竿) は､ シャ ー マ ンの家の西側に立て た三 ､ 四4本の長い 竿である ｡ 中央の竿
が最も高く､ 先卿こ蛇､ 亀､ 蝦暮､ 噺腸､ アイミ (aimi) などの形が祭られてい る ｡ 左右の竿に
は､ ガキ(gaki:鳥) 神､ 神鳩(keku)､ 神獣 (jale ng edin､ irbege edュn) があるo 中央の竿の下
に男神 (julin m afa)
■
と女神 (julin rnama) がある o これを､ トロ ･ マ フ ア(torum afe)､ トロ ･ マ
マ(tom m a ma)と呼んで い るのである[凌1934:112]｡
多く守護神と妻連は､ マ ンドゥ ･ モ ルゲンを助け､ マ ン ドゥ ･ モ ルグンの西方遠征
を成功に導い た｡ 行方不明の母を探し出して ､ 父の骨を見つ けて ､ 途中で結婚した3
人の襲を連れて 故郷に帰 っ たo 彼は本当の シ ャ ー マ ン に成長したo
モ ルゲ ンが､ シ ャ ー マ ンの服を着たい と思うと､ 神帽､ 太鼓､ 腰鈴 一 切の神具が入
つ た鹿皮の鞄が ､ 風の音と共に天からビ ュ ー と飛んで来たo 鞄を開けて ､ 神具を身に
着けると､ とて も威風があ っ た｡ マ ン ドゥは太鼓を叩い て ､ お大きい 声で歌はじめたo .
地上と天上の神様､ 聞い ていますか ､
誰 一 人残らず皆凍て ､
供物 を受け取 っ てください
金城を焼き払うの線香の煙を受け取 っ て
神歌の中では ､ マ ン ドゥはツブツ (tuobuto:キ ツ ツ キ､ 動物守護神､ 出来事を知らせ る神)､
カ コ (keku:鳩､ 動物守護神) とゾル ･ マ フ ア､ ゾル ･ マ マ (jolu rn afe,joltl m am a男女石神)､
クサカ ･ マ フ ア ､ クサカ ･ マ マ (男女守護神) と黒老婆と白老婆に､ 凍てくれる ように願う｡
イ マ カ ンでは ､ モル ゲン を助けるの は､ 英雄神か神霊セある o 彼らの 助けが有 っ て初めて ､
マ ン ドゥは西方遠征か ら凱旋 し､ 村を興すことが できる ｡ だが ら､ 神歌の なか で ､ ｢鹿神踊り
(春と秋の祭り) の 暗が また来ました｡ 酒肉を捧げますか ら､ 神様､ よく食べ て ､ よく飲んで
ください ｡+ と神霊 に感謝する｡ マ ンドゥは鹿神踊りをする とき､ 次の ように歌う0 〔同上 :
172〕
南の 一 つ 山頂の上に
一 由の キツ ツキが木をつ つ い てい るの林があるo
そこ に住んで い るゾル ･ マ フ ア ､ ゾル ･ マ マよ､
南の海辺の 高山に住むクサカ ･ マ フ ア ､ クサカ ･ マ マ よ､
北海の 山林 に住む黒婆サハ カ ･ マ マよ､
カ ツ コ ウがカ ツ コ ウ､ カ ツ コ ウと鳴く声を聞いたら
キツ ツキが グダグダと鳴く声を聞いたら
す(･皆来て下 さい o あなた達に捧げた酒と肉を
食べ て ､ 飲 んで下さい ｡
｢カンタとリ ラカ+ では ､ こ の石女神ゾル ･ マ マ がでてくる｡
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ソラカ (s oユaki:狐､ 狐が変身した美女の名､ 主人公カ ンタの妻である) は
キハタ山に行っ て見ると､ 花が滞開だ ｡ 穴に向 っ て歩き､ 中に入 っ て見ると､
上座に 一 人ゾル ･ マ マ がい る . このゾル ･ マ マ は音の成功したシャ ー マ ンで ､
今は石 にな っ た仙体である ｡ しばらくたつ と､ そ の マ マ は仙女､ 仙子らを石
卓の両側に立て と命じ､ 道術を行い ､ 仙法を修行始めたD - ･ ･･ ソ ラカがゾル ･
マ マ に夫が何時帰っ てく るか を尋ねた｡ ゾウル ･ マ マ は指を伸ば し数えて か
ら言っ た :｢あなたの夫は百里以内にい るが ､ 何月何日間経たない と､ 会うこ
とができない o あなたの 夫はまた災難があり､ おまえが 助けに行かない と､
命が危ない .+ と言い終え､ 懐か ら 一 枚神符を取り出して ､ ソラカに渡したo
｢この符を使えば､ 空中に舞い上が っ て裏を支えるこ とがで きる o+ すそソ ラ
カにそ の神符をの飲ませ た｡ ソ ラカは､ ゾル ･ マ マ が指示 したとおりに､ 夫
を生 き返らせ る ことができた｡
伝鋭は濃厚な道教の雰囲気に滞して い る ｡ ゾル ･ マ マ はまるで女道長だ｡ ソラカはキツネか
ら仙人になっ たとい うこ とは､ 漢民族の益教崇拝観念を現 れてい た｡ 女神は ､ 叙事詩中の重要な
役割をする人であり､ 注目されて い る ｡
凌純声は次のように述べ て い る､ ｢物語の女シャ ー マ ン祖師は ､ 修練 して仙人になる ｡ た とえ
ば ､ ジ ュ ル ハ ナ ｢ダナ ン ブ物語+[凌 1934:608]､ アル ミル ジン ｢アル チ ュ ウ物語+[同:356〕､ ス
ルゲニ ｢ドゥブシ ュ 物語+[同:3 68]などの ｢老婆+ が い るが､ 男子祖師は少ない ｡ また､ 女子 は
神慮コ リに変身し､ 飛行する事がで きる ｡ これは最初の シャ ー マ ンが女だけで､ 男子 シャ ー マ ン
はそ の後に出て きた ことを示 して い る ｡女シャ ー マ ン は男シ ャ ー マ ン よりも っ と能力がある場合
もある 〔同 :292〕o
イ マ カン の 中の 女シャ ー マ ン は､ 敵味方の モ ルゲン の姉妹や妻､ も しくは後で妻が なる女
性 で ある o 彼女達の シャ ー マ ン神術は､ 闘い の勝敗を決するo
2 シ ャ ー マ ン の清動
(1) シ ャ ー マ ン
シ ャ ー マ ン は､ 雷神 を払い病気を治療で き､ 神 と人の 間の 使者で あると考えられて い る o ホ ジ
エ ン人の シャ ー マ ン は､ 踊ることで ､ 治療の祈り､ 春祭りと秋祭り (フ ン ジイ ニ)､ 安産 ･ 子 授
けの祈り､ 祭り儀式､ 死者の魂送り､ 占い や失せ物探 しなど行うo シャ ー マ ンダイ ニ は病気を治
す儀式､ ダカスル ダイ ニ は死者の 魂を送り弔う儀式､ ダリカイダイ ニ は病気が治っ た後 の お礼の
儀式､ フ ンジイ ニ は シャ ー マ ン の力を示す儀式であるr野景祥編1999:414-420】｡
ホ ジ ェ ン族の シャ ー マ ンは､ 能力により､ 呼び方が異 なる ｡
ダカス ルダカチは ､ 送魂の儀式 (ダカスル ダイ ニ) を行うこ とができるシャ ー マ ンで ある ｡
シ ャ ー マ ン の能力は最強であるが､ 数は少ない o 彼らは送魂のみならず､ 他の各種の情動をすべ
て こなせる ｡
バ チラ ン(ba c er e n,ic e r en)は､ 悪霊を追い払い ､ 各種の病気を治療するシャ ー マ ン であ るo こ
の 種の シャ ー マ ン は比較的に多く､ 活動も多い .
フ リラ ン6(u r且a n, Ⅹa n
'alan)は､ 祈祷や軽い 病気を治すシャ ー マ ンであり､ 誰の 家の子 が病気
にな っ たか ､ 誰の家で神にお供えをするとき､ す(k招かれて祈祷を行うが ､ 大病を治すこ とはで
きない ｡
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アハ ･ マ フア(a xa m a跡 ま､ 天然痘を専門に治すシャ ー マ ンである o 神のアハ (奴隷)になり､
治療を行う o 鹿病 (ウ ンビン:天然痘) の神を病人から離れるように説得するのが仕事である【凌
1934:121
,
28】 【貯景祥編1999:′409】｡
シャ ー マ ン になる ことをホジ ェ ン語セ s a man da･ r e n とい うので ､ シヤ - マ ンダイ ニ は､
s a man da-
.
vin i｢シ ャ ー マ ンになる (現在 3人称)+ と思われるo 同様に､ ダカスルダイ ニ は､
｢ダカスル になる+､ ダリカイダイ ニ は､ ｢ダリカイになる+ の意味と思われる ｡ ダカスルは､ ｢魂
を送る神+ や ｢魂を送 る使者+ という意味であろうo ダリカイの意味はわか らない o ダカスル ダ
カチは､ カチは､keci(の様､真似をする､ したい)の意味で､ ダカスル に成る真似をする(da･ke ci)
の意味と思われるの で ､ ダカスルは､ 魂を送る霊の意味かもしれない Q
(2) 病気を治す儀式
シャ ー マ ンが病気を治す儀式を行なうのは､ 夜である ｡ 夜は､ 鬼怪が精勤 しやすくなり､ シ
ャ ー マ ンの神霊も精勤しやすくなると考えられる｡病気を治してほ しい人は漕を持っ て シャ ー マ
ンの家に行き､ お願い をするo 同意を得たらシャ ー マ ンの神具を家 まで運び ､ 神具をならべ るo
神刀を家の 中央に刺 し､ 脇にアイ ミ (偶神)おく｡ 鍬あるい は鉄の板の上に炭を載せ､ そ して香
りの する木の枝を焚く o シャ ー マ ンが火に向か っ て座り､ 目を閉じて歌い ､ 神霊を呼び寄せ るo
神登はす(o来 ない ので ､ 『神を迎える歌』 を歌っ た後に休憩し､ 神霊が到来して からシャ ー マ ン
が軽く鼓を叩き 『看病歌』 を歌う｡ 歌詞は病人の病状によ っ て歌う｡ 悪い神霊の名を歌い上げる
度に高い声で ``ハ イ '' と叫び､ 病人がそれに震えたら､ 病気の神霊が突き止めたと考え､ その後
シ ャ ー マ ンが鼓を猛烈に叩き､ 自分の神霊を呼び､ 病気の神霊を追い払うため､ 『属区魔歌』 を歌
い ､ 半分失神状態まで体が全体的に激 しく揺らす｡ 病人の魂を取り戻 したら､ 『謝神歌』を歌い ､
病人の家族が指で粟をアイミ神の 口 に塗りつ け､神々 に敬意を表 し､治療は終わ る【凌1934:117】｡
シャ ー マ ン の神霊が強い 悪神と戦う ことになっ た際､ 神帽子を被り､ 神袴を穿き､ 芋に神杖
と神刀を持ち､ 病人の頭､ 体を擦り､ 悪神を払う｡ 小さい漁網に石を入れ､ 斧や刀で 割り､ 雷神
を払う｡ 病人が治 っ たら､ それはシャ ー マ ンの能力が高い ことの証になる｡ そうでなければ､ 二
三 日続く､ それで も病気が治らなければ､ シャ ー マ ン は自分の 力不足と認め､ 他の強い シ ャ ー マ
ンに よる治療を求める｡
シャ ー マ ン が半分意識失う状態は ､ 神による人間との対話と考え､ シャ ー マ ン の 霊魂が体か
ら飛び出し､ 神霊 の世界に行き､ 病人を救うために霊魂を連れ戻すことができると信 じて い る ｡
シャ ー マ ン は ､ 食事と酒を受けるが他の報酬を受けない ｡
ダカス ル ダイ ニ
死者の魂をブ ニ オ (死者の 国) に送る儀式をダカス ルダイ ニ とい うo 死後､ 1 - 3年に喪を明
けるとき､ 死者の第 2 の魂をブニ オに送らないと､ 鬼になると言われて い る. シャ ー マ ンを呼
び､ 儀式を行うo 家族は ､ 死者の持ち物を全て燃やし､ 供物を犬そりに載るo そ してシャ ー マ ン
は ｢あなたの 親戚が供 えてくれた衣服や食料などをそりに載せますから､ 受け取 っ て ､ ブ ニ オで
使 っ てください ｡ 神鷹を道案内に して ､ 行きましよう｡+ と言う｡ その後､ 皆が食事をして 儀式
が終わる｡
エ ト地方で は､ 子供が欲しい夫婦は､ こ の儀式の とき､ シャ ー マ ンの帽子 の リボ ン にそ っ と
結び 目を作る ｡ 道案内の神鷹は､ 陰界か ら帰る途中で魂を拾っ てくるので ､ 儀式終了後の当日 ､
別の家で子授けの儀式を行う｡ 他の 地方で は ､ フ ン ジ ニ の とき､ 子授けの儀式を行い ことである
【凌1934:127】｡
｢シタ ･ モルグ ン+ では､ シタ ･ モルゲンが陰界へ 行くの乗り物も犬そりで あっ た｡
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ダ1+ カイダイニ
神にお礼する儀式は､ ダリカイダイ ニと呼ばれるo 病気が治っ た後､ シ ヤ
- マ ン の所に鶏や豚
を持っ て行き､ 家の外の西壁に供える o シャ ー マ ンは､ 3回飛び上がり､ 外に出て ､ 家の西側に
ゆき､ お供えの鶏や豚を殺 し､ 血を飲み､ 肉がよく煮えるまで ､ シヤ
ー や ンは踊るo その後､ 酒
と肉を神にささげるため､ 外に撒く【野景祥編 1999:414
･ 20]o
(3) フ ンジイ ニ
フンジイ ニ6nlnjin i) は､ 春秋行われる祭りで ､ 魔除け､ 身の安全､ 豊作を祈るための儀式で
あるo シャ ー マ ン は､ 神帽､ 神袴を穿き､ 部屋内で祈りを捧げる . その後､ シャ
ー マ ン が目を閉
じて
"とんとん” 鼓を叩き､ 部屋内で 3 周踊り､ 助手がアイ ミ神を持っ て先導し､ ニ 人の補助
の踊り子が両側に つ づき､ 3周踊るo 踊りなが ら家々を 一 軒づ つ まわるとき､ 村中の人が シャ
ー
マ ン の後に?い て＼ 大鼓の音とともに歌っ たり踊 っ たりする o 周り終えると､ シャ
ー マ ンは服を
脱ぎ､ 飲食する｡ その後､ 再び神衣を着て自分の家に戻り､ 自宅を 3 周回り､ 柱を騰み丈夫き
を示すo シャ ー マ ンが神竿の前まで行くと､ 村の人々が全員そこに集まり､ シャ ー マ ン に願い事
を述 べ る｡ 楽器ので きる人が演奏し､ 祭りを盛り立て､ 香を焚い て神に祈りをささげ､ 柳の枝を
跨 ぎ無災無病を祈る o シ ャ ー マ ンが､ 供物の豚舌､ 豚の心臓を常に分け､ 一 緒に食事するQ こ こ
で終了する【凌1934:122】【責任連 1992:57･59】｡
富克鈴 (フカ ジ ン : 現在の奮錦).で は､ フ ン ジイ ニ の 2,8 日後に ､ 子授けの儀式を行う 憶
1934:12 7】｡
(4)イ マオン の申の追乱 痛気治療
シ ャ ー マ ンは､ 病気を治 し､ ブ ニ オ(bunio 除界) と行き来で きる特別の能力を持つ と儒 じら
れて い る . 滞族やホ ジ ェ ン放とオ ロチヨ ン族に伝わる ｢イ - シ ン ･ . シ ャ ー マ ン+ もシャ ー マ ンが
魂 を取り返すことが､ 主題とな っ て いる ｡ シャ ー マ ンを通 して ､ 死後の世界との行き来は､ イ マ
カ ン のあらすじの代表的なもの である. シ タ ･ モル ゲン 以外のイ マ カンで は､ 陰界に行くの は､
す べ て 女の シャ ー マ ンである o なぜ ､ 男の シタ
･ モルグンが陰界 に行けたのか? シタは ｢子供+
の意味で あり､ 子供の純真さがそのような能力を与えたの か も知れない ｡ ｢シタ ･ モル グン+ で
は､ 次の ような語りがある ｡
母の 骨を全部整えた｡
姉さん ､ 義兄さん ､ お願い があります｡
一 日に 三回香を焚い て ください ｡
三回太鼓 を打 っ てください ｡
私 の体を卓の上に載せ
涼しい 所に置い てください ｡
私は痕界 へ 行き､ 母の魂を捜す｡
九日後私は帰る ｡
ハ リラ ラ ハ リララ ハ リラ ララ ハ リララ ハ レイ
母が私 をシ ャ ー マ ンに した ｡
ウ ンパ オ ･ マ フ ア ､ シ ン ビアオ ･ マ マ あなたたち ､ 聞い て くださ い ｡
四 つ 目の大きな黄色の犬を樋に つ けて
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直そ私を(陰界へ) 出発させてください o
神帽､ 神袴､ 腰鈴､ 神刀 ､ 神鼓､ 護心鏡
(こういう)物を全て私に送 っ て ください ｡
シ ャ ー マ ン踊りをして ､ 魂とな っ て 自分の体から抜け出し､ 犬穐に乗りサイ ン ･ ビラ
(shanin bira :凌氏は陰陽河と中国講釈して い る ｡ その意味は死の国と生の国を分ける河
である【凌 1934:694] に行く｡ 母の魂を見つ け九日後に ブニ オ (陰界) から連れ帰っ た ｡
次は､ 取り返した魂を､ 母の 身体に戻す儀式をおこなう ｡ ･
シ ャ ー マ ンの神具には､ 次の ような意味があるo 太鼓は､ 宇宙｡ 袴は ､ 波o 腰鈴は､ 風
と常 ｡ 帽子 と鏡は ､ 日月星の光｡ 帽子の上の鳥は､ 宇宙を自由に飛ぶ ことがで きる人間と
天の 間の使者｡ 鞭は ､ 宇宙を行く乗り物｡ 太鼓のリズム は ､ 天 へ 行く赤調を表す[源圏高
1987:84]｡
九の意味は､ 北方諸民族で は､ 天の広さを表すの に使用 し､ ｢九天+ ｢九層+ と表現する ｡
九は非常に重視されて い る数で ､ ｢極限の数+ ｢全て+ を表す吉の数で ある ｡ 滴族の古い神
話 ｢天宮大戦+ の 申に､ ｢九+ に対する崇拝が語られて い る ｡ ｢宇宙の神ア ブカハ ハ と悪魔
エ ルリが戦 っ た とき､ 天の 縁に 1 列の魔の穴が現れた o こ の穴に落ちると天に戻れない o
ア ブカハ ハ は白鳥の羽 を何本か振り､ 一 気に九個の魔の穴を飛び越し､ 天の 一 番高い とこ
ろに登 っ ,た ｡ エ ル リも五個の穴を飛び越したとき､ 何羽かの鳥に視界を遮られ､ 七 つ 目の
穴に落ちてく 天に戻れ なくな っ た olだから､ シヤ T マ ン は､ 九回回ると､ 災難を避け る こ.
とが出来､ 順調 に天に上 り､ 神と接触する ことが出来る ｡+他の民族では､ 九天の代わりに､
七天､ 五天が使われる[源 圏高 1987:77]｡
シタ ･ モ ル グン は ､ シャ ー マ ン太鼓をつ かむとオ ン ドル に座り､ シャ ー
マ ンの舞をは じめた｡ 彼は夜も休まず､ 歌い ながら､ シャ ー マ ンの舞杏
した ｡ 彼は歌う
アリ アリ エ ロ ニ ヤ
私 に母の魂を直そに返して ください ｡
直そに返してください .
ア ラ ー ン
シタ ･ モ ル ゲ ンは ､ 歌い 続け､ 二 つ の七 日の後､ 彼は義兄ム ドリ ･ モ ル
ゲンに ､ 母の 骨の上 に掛けた魚皮の覆 い をめく っ てもらっ たo 見ると母
の骨の 一 面に 肉がで きたようだ｡ 魚皮をまた被せ ､ シタ ･ モ ル ゲ ンは ､
夜も休まず 舞跳び ､ 舞跳び ､ 二 つ の七日がた っ た｡ 今義兄が皮を持ち上
げて見 ると､ ム ドリ ･ モ ル グンが見ると筋がで き肉ができ､ 肉が大変
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多くつ い て い た｡ 又魚皮を被せ､ 舞跳び始めた｡ シタ
･ モ ル ゲンは､ ま
た二 つ の七 日跳んだ o そ して義兄が見ると ､ 今見るとすっ かり人の形に
な っ て い た ｡ また二 つ の七 日舞跳び ､ 義兄に見て もらうと､ 今度は肉が
皮が多くつ い て い た o す っ かり以前の様にな っ て い たo 彼はまた二 つ の
七 日間､ 舞跳び休まない c 義兄 にまた見て も ら っ た o 今度は､ 顔に血の
気がで て きた ｡ また彼は舞跳びはじめた｡ 舞跳び ､ 舞跳び ､ ニ つ の七 日
間舞跳んだ ｡
聴衆はカカカと嘱す｡
アラ ー ン
義兄にまた見て もら っ た ｡ 今度は彼の母は どうかな?
また舞跳びはじめた ｡ ニ つ の七日間舞跳び ､ 義兄 に
て もら っ た ｡ 見る と彼の母は起きあがり笑 っ て い る｡
笑が多くな っ た ｡
(被い を) とっ て 見
魚皮の覆 い を被 せた母の骨の前で ､ 二 つ の七日間(ニ週間) の シ ャ
ー マ ン踊りを七回線
り返 して ､ や っ と母が蘇っ た ｡
七に は､ 次の意味を持? o 滴族な どの北方民族で は､ 宇宙は ｢字庸の樹+ ｢シャ
ー マ ンの
樹+ で ある ｡ 樹の根本は地界､ 幹は中界､ 枝は七又に分かれ神界と呼ばれる o
｢ィ - シ ン ･ シ ャ ー マ ン+ で は ､.老夫婦にや っ と授か っ た双子の 兄弟が､ 15,6歳に なり､
二 人で狩猟 に 出か けたとき､ 二 人 とも突然死んで しま っ た o 老夫婦は､ イ
ー シ ン ･ シ ャ ー
マ ンに活きかえらせて くれ る ように頼んだ o シ ヤ + マ ンは､ 屠 夫婦に ｢兄は寿命で 死んだ
が､ 弟は間違 っ て 死神フ ト (又utu) に連れて い かれた o 3日以内に必ず帰る+ とい い ､ い
ろ い ろ準備 して シ ャ ー マ ン踊 りを舞い ､ 彼女の魂は肉体を離れ陰界に向かい ､ 弟の魂を取
り返 し､ 寿命も 30歳増や して もら っ て 帰っ て きた 〔凌1 934:637
-658〕o
｢ァガデ ･ モ ル ゲ ン+ で は ､ 女 シャ ー マ ンが死者の 国に行き､ 魂を追い求める記述があ
る o へ イ ジ ン ･ シ ャ
ー マ ンは ､ ア ガデ ･ モル ゲ ンの死後､ 神鷹
"
コ リ
'' にな っ て ､ 棺桶を
打ち壊し､ 気を送り､ 仙薬で 遺体 を保護し､ シ ヤ ルカセ ン神に周りを守らせ ､ 自分 はサイ
ン ･ ビ ラ (sa m
,in bira :陰陽河) に飛んで 行き､ 一 塊に生えた蓬の上にア ガデの魂を見 つ
け ､ 取り返 した｡ そ して ､ 遺体に戻し､ ア ガデを蘇らせ た【中国民間文芸研究会黒龍江分会
第2集 1981,ll :276･286】o
｢ア ントウ ･ モ ル ゲン+ で は､ ア ン トウの死後､ 2番目の妻モネイ ニ が神鷹に変身 して ､
陰界に行く途中の ア ントウの魂 を取り返し背負 っ て帰っ て ､ ア ントウを生き返 らせ たo
シ ャ ー マ ンが死人の国に行き ､ 魂を取り戻し､ 死者を生き返 らせ る話は､ ツ ング
ー ス -
29 8
滞族諸民族に共通する許である ことをみるヒ､ シ ャ ー マ ンの物語は非常に古くからあると
考えられる o ｢カンタとソラ ッカ+ で は､ カ ンタ ･ モ ルゲンが重 い病気になりシ ャ ー マ ンに
助けられたとき､ シヤ - マ ン術を習 っ たo その後､ 狐仙ソラ ッカと結婚し､ 重い病気で死
んだとき､ リラ ツ カがカ ンタに仙薬を飲ませて蘇生させた｡ 老後ニ人は死んだ後､ 神にな
っ た o ｢マ ン トウ ･ モ ルゲン+､ ｢シャ ンソウ ･ モ ルゲン+ で は､ 普通の人が 一 旦死に､ 女シ
ャ ー マ ンに よ っ て 生き返 っ たとき､ 神通力を持 つ よう になり､ シヤ - マ ンに な る o こ の よ
うに､ シャ ー マ ン になるには ､ ｢死から蘇生+ する試練を経なけれぱならな い こ とは､ 他の
民族にも共通する シ ャ ー マ ンの物語である o 死者を蘇らせる詣から､ 病気を治す許に変化
して きたo
｢マ ンドゥ ･ モ ルゲ ン+ で は ､ 三江流域に広く伝えて い る長篇イマ カンは英雄叙事詩で
ある o その中に以下 の段がある o
マ ン ドゥ ･ モルゲ ンとダイ レル ･ モル ゲンが徒手で戦っ たとき､ マ ン ドゥは彼に地
に打ちのめされた｡ マ ン ドゥは地に倒れて ､ 自分の魂が体から離れて ､ ふらふらとど
こか ヘ 行 っ た｡ ナ へ ニ ･ ダド (妻)と マ ンジ ン ･ ダ ド(妹)は彼の側に泣い てい るo
その時､ マ ン ジン ･ ダドは歌い始めた｡
ハ リラ ー ハ - レ - ) ＼レ -
勇敢なお兄さん､ かわい そうなお兄さん
ダイ レルの 矢はあなたを傷つ けた｡
首にお守りを掛けて いても
あなたを守れてくれなか っ た｡
今､ お兄さんは血を流して ､ 倒れ ､
もうす(o死んで しまうo
今､ お兄さんは神衣を着て
死神 と戦い っ て い る ｡
私は束に住むシ ェ ンギン ･ マ マ (白老婆神) に頼んでみよう
私が三 回呼ぶ声を聞いた ら､ シ ェ ンギン ･ マ マ ､ す(o来て下さい
お兄 さんは ､ 今大変危ない
相手は 有名なシャ ー マ ンで力が強い
クサカ ･ マ マ も早く助けに来て
ム ニ ュ ウ ･ マ マ (ム ニ ュ ウ ･ モルグン の母) 一 緒に来て !
優 しい サカル キ ･ マ マ (黒老婆神) も助けて 来て ください
お兄さんを禍か ら救っ てくだきい ｡
歌い終えると､ サン ギン ･ マ マ とサカル キ ･ マ マ はす(
hや っ てきた｡ サンギ ン ･ マ マ
は マ ン ドゥの傷に霊薬をふりか け､ 骨の位置を整えた｡ サカルキ ･ マ マ は息を吹きか
け､ 手で挟むと､ マ ン ドゥは元の元気な体に戻 っ たo マ ン トウは目を覚ま しが､ 自分
も丸 一 日死ん で い たことを知 っ て い た o もしニ 人の婆の助けがなかっ たら､ もう生き
返れなか っ た[黒龍江省民間文芸家協会 1997: 1-118】o
明らか に､ 彼 らは天から降りてきた守護神で ある ｡ 二 人の マ マ は超能力 を使い 英雄を
蘇えらせた . マ ン ドゥの 魂を取 り返 したこ とは ､ シ ャ
ー マ ニ ズムの霊魂観を映 して い る o
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ニ 人 の守喪神が病気を治す方法は､ 現実生酒の中で シ ャ
ー マ ン が病気を治療する方法と似
て い る ｡ 富青光､ 王宏剛 (著書に､ ｢薩満教女神+ 迂千人民出版社 1995年がある) の調査
による と､ 多くの シャ ー マ ンは､ 漢方薬の秘方を掌捜 して おり､ マ サ
ー ジ技能も持つ o 2000
年8月千葉大学荻原研究室で モ ン ゴ ルか らの研究者タヤ氏がモ ンゴ ルで 撮 っ た ビデオ を見
せ て くれた ｡ その 中に シャ ー マ ン が病人の病気を治すとき､ 息を吹きかけ､ 手で 挟む光繋
があ っ た ｡
シタ ･ モ ルゲンで は､ 妖怪ウル グリから逃れるた め､ 姉チ ンラカが用い た魔法の種があ
る ｡ ｢灰+ を霧に ､ ｢櫛+ を林に ､ ｢細か い櫛+ を雑木林に ､ ｢砥石+ を岩山に ､
｢鏡+ を海に
変え､ 妖怪ウルグリから逃れる こ とが出来た o シル ダル
･ モ ルゲンに も同じような宝器 が
出て く る ｡ 宝祭神具は ､ イ マ カ ンの特徴で あり､ 宝器は善良な弱い人 の手中にあると使用
で きるもので ､ 人々が幸福を求め る創造 の賜物である｡
3 神鷹コ リ
(1) コ リ は女英雄
｢シタ ･ モルグ ン+ で は､ シタが ､ 敵の モ ルゲ ン
一 人を殺 したあと､ 残り 3 人の敵のモ ルゲ
シ を探 しに行く途中､ 敵のケシ ェ ン ･ ダ 下が変身した神鷹コ リに呼び止められるo
天の上で神鷹が歌い 始めた｡
ハ リラ ハ リラ ハ リ ラ ラ ハ リラ ハ リ ララ ハ レイ
東に太陽が昇り
太陽が出て 生まれたシタ ･ モ ルゲン
■
あなたは､ 立ち侍れ ｡
頭に被 っ た鹿皮の帽子 を脱ぎなさい ｡
私 は､ 空の上から降りて
あなたを二 つ の塊に裂 い てやる ｡
シタ ･ モ ルゲ ンは ､ 聞い て串分の 帽子を脱ぎ待 っ た ｡ そ こに コ リが裂き
殺しにくる とき､ 頭上で 雷の音が響い た ｡ 見るとこ の コ リは三尋位の 高
さで 翼をひ ろげて ､ (もう直そ)シタ ･ モ ルゲンの頭上に切り裂きに来た.
この時､ 牧草地の地下で ゴトン と - 音して ､ もう
- 羽の コ リが出て きて ､
フ ウと 一 声し上 へ 飛び出した o シタ ･ モ ル ゲ ンは驚い た o 何故また
- 羽
コ リが出て きたの か｡ 後で 出て きたコ リは飛び上り､ 先に来たコ リを向
え打ち､ 殺し合い を始めた ｡ 二 羽の コ リは上空で 激しく､ ドカン ドカ ン
と 掛 ＼､ 天地を揺り動か した ｡ シタ ･ モ ル グン は二 羽の コ リの 掛 1が ど
うなるか考えながら､ 村に 走っ て行 っ た ｡
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女性は､ 敵もコ リ神鷹 に変身し､ すごい能力を発揮する｡ 味方の女悼(後にシ夕 ･ モ ル
ゲンの費になる)がコ リ になり応戦する ｡ 敵の女性たちと味方の女性たちが､ コ リになり､
空中で戦う間､ 地上で は､ モ ルゲン同士が戦う｡ イ マ カンの 女英雄がコ リに変身する筋は､
多くある ｡
(2) 女性の平和の祈り
｢マ ン ドゥ ･ モ ルゲン+【中国民闇文芸研究会鼎髄江民分会 舛2集1981:望8･182〕で は､
マ ン ドゥ ･ モノレゲンと敵方が激しく敬 っ てい るとき､ 妹はニ 人の英雄が仲直りし､ 仇打ちを
繰り返さない ように勧めるが､ 倫がけで 問っ てい るニ 人は､ 忠告を聞き入れようとしない ｡
ダイ レル の妹は､ 空中から地面に突進し､ ニ人の 間に分け入 っ たが､ はずれて畑を刺した ｡
畑か ら飛び出し､ またカい っ ぱい 衆過し､ ニ 人を分けた｡ マ ン ドゥ ･ モ ルゲンが見ると､
地上に - 人の ダ ドが立っ て い る o 紫の 毛 - 尺の展きで ､ 常に巻いて い る o 彼女の片手 に -
人づ つ つ かみ ､ ニ 人モ ル ゲンを押 し離 して ､ 彼女が歌 っ た :
● ● ● ■ ● ●
私の声はかれて､ の どがかわくほど
忠告しても止めなか っ たが､
あなた連はや っ と戦い を止めた｡
私の兄禽を頼さない で ｡
ニ 人を仲直りさせ に来た｡
私はあなた連に勧める ｡
憎い 仇でも､ 仲直りしてください ｡
私の兄ム ニ ュ ウの姉も薦めて い ます｡
姉妹連は皆願 っ てい ます｡
f f ＋ P t ＋
しかし､ マ ン ドゥはどう しても聞 き入れず､ 仇と戦い 続ける ｡ マ ン ドゥの妹も小さい コ
リ にな っ て ､ 巽を羽ばたき､ ヨ モ ギの上をすれすれに飛 び､ 涙をぽたぽた滴たたせながら､
悲痛に歌 っ た :
● ● ● ■ ● ●
す(o に彼と許 しあっ て
彼を殺 してはい けない ｡
義兄弟にな っ てください ｡
これは私だけ が思うので はない
ナ へ ニ ･ ダ ドもそう願 っ て い る｡
兄さん､ すそに手を離して
あなた連は仲直りして
義兄弟にな っ て
●● ● ● ● ●
何回か説得して ､ や っ とニ 人モ ル ゲンは､ 戦い を止め､ 義兄弟にな っ た｡ 部落は安定し､
平和を得た｡ 妹 マ ンジン ･ ダ ドは ､ 兄に仲直りをするこ とは､ マ ン ドゥを助ける多く女英
雄の共通の 願い だと説明 して ､ 彼はやっ と承諾した ｡ 女性は度量の広 い 平和な使者に な っ
たo
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4 人 の命の考え方
(1)3 つ の魂
ホジ ェ ン人は ､ 人 には､ 三 つ の霊魂があり､ 霊魂は不死で あると信 じて い る o 鱒 - の霊
魂オ レン (olen) は､ 生命の霊魂で ､ 人も動物もみな持 っ て い る ｡ 人が死んだ後､ その オレ
ンは肉体から離れる ｡ 籍二 の 霊魂ハ ニ (血anin) は､ . 思考の霊魂で ､ 短時間ならは肉体から
離れ るこ とがで きる ｡ 例 えば ､ 寝て いる とき夢の申で ､ ハ ニ は離脱し､ 他の盛魂と会う こ
とがで きる o 第三 の霊魂フィ ア ンク (fhiang
'
gu) は､ 転生の霊魂で ､ 人が死ぬ と直 引殉体
から離れ ､ 来世を再生する能力をも つ o ■人が死 ぬと第 一 の生 ･命の霊魂は消滅する o 一 周忌
または百日に な る と､ シャ ー マ ンが陰界ブ ニ オ (bu nio) に送る (魂を送る)o 天国と人間
と地獄の鬼神の 間で ､ 死者は新 しい鬼 ブシ ュb (busyuku) になる【凌1984:102】｡ 図に描
くと下 図の ように なる ｡
｢シタ ･ モ ル ゲ ン+ では ､ 死んだ母 の魂は､ ブシ ュ クとな っ て地獄門まで ､ 首を吊 っ た
綱を牽きな がら歩い て 行く描写があ る o 人が死んだ後措きて きた同 じ道をもう 一 度嫉く o
男子は七日問､ 女子は九日聞かけ､ 死んだとこ ろ に戻る . 死神フ トウ (hut1ユ) が魂を連れ
て い き､ 魂は新 しい人や動物に生まれ変わ る ｡
また､ /i)し異な っ た見方もある ｡ ロ バ - テ ン によると､ ナ - ナイ族は､ 魂の形態を 3つ
に分類して い る[ロ バ - チン 1922:204･20
.
5]o
① 産 まれる前から幼児まで ､ ｢オミヤ+ と呼ばれる ｡ オ ミヤ カサで ある ｡
② 1才か ら死ぬまで の魂は､ ｢ エ ルゲニ+ と呼ばれ るo
③ 人が死ぬ と､ 魂は ｢ホ ニ ア + と呼ばれる o
オミヤ は､ o m u｢巣+ で ､ オミヤカサは ､ o m ugaske ｢鼎 の鳥+ とい う意味であろう o
シタ ･ モ ルゲ ンで は､ エ ルゲ ニ は､ 命(e rge n)と表現されて い る ｡ ｢生命+ や ｢呼吸+ とい う
意味である o ホ ニ アは､ 魂(hani皿)で表現されて ､ ｢魂+ の外に ､ ｢影+ の意味で用い られて
い る ｡ 彼らは､ 死 とは､ 実際にあるもの が影の様になると考えて い ると思われる ｡
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ホジエン族の3 つの魂
磯1
藍惑
ハニン
追魂
慧Ⅰ 第1の濃毒
魂
@ 鰭
枝上寮
態
@オ 戯 サ オミヤモ ニ奥の樹
(2)生命の誕生
神に子 を願うの は ､ 世界各民族に共通する宗教信仰で ある ｡ シタ ･ モルグン の申で ､ 神に祈
る儀式が述 べ られて い る ｡
｢私 たち､ 三 十才位に な っ た. 何故か子供がい ない o+ 妻シンフ ン ･ ダ ド
が言う ｢ええ､ そうで すね ｡ 私 ､ 猪の 頭を料理 して ､ 明朝早く起きて好
く洗い ､ 好く整え､ 部屋の西側に祭っ て ある神に願い ま しよう 0+ 夫ド
ゥソ ン ･ モ ル ゲ ンが言う ｢これはよ い こ とを言うo 明朝そうしよう D+ 翌
日太陽が 赤くなり､ 登り始めた ｡ ドゥソ ン ･ モ ル ゲンは､ 家の西側に卓
を置き､ そ の上 に猪の 頭を置き､ 木の椀 に九本の香を置い た｡ 夫婦は頭
を地 に つ け ､ 三回礼拝し､ 九回ひ ざまづ き､ 頭を地に つ けて言っ た ｢私
たちに男の子 を授けて ください o 神様､ 神様､ 私たちに子供を授けて く
だされば､ 後に好く冶礼をします.+ 一 年経つ た o 妻シ ンフ ン ･ ダドは双
子､ 一 男 一 女を得 たo 夫婦は尊んだo す そ西壁に卓を置き､ 猪の頭､ 鶏､
チ ョ ウザメ の頭 を供えた ｡ 木の椀の 中で香を焚き ､ 額を地 に つ け､ 喜ん
で祈 っ た ｡
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尤金良民は､ こ こ までイ マ カンを謡い ､ 次の ように語 っ た o
｢街薄口の ホジ ェ ン村の北に､
神木があり､ ホ ジ ェ ン語で
"
フ ェ イ ヨ ウハ
ガ
と呼ばれて い る o 狩､ 漁､ 子授けの神木で あ
る ｡ + また､ 黄任遠氏の本に､ 昔､ 子がい ない老夫婦がいて ､ おばあさんが毎日
この 神木に
ぉ参りしたとこ ろ ､ 10 ケ月後に男の子を授か っ たという話がある[費任遠1992
:102]o
ホジ ュ ン族は､ 子授けの儀式をチ ヨ カ ･ ジ ャフ リ(cokajafu1e)と呼び､ 雀を捕まえると
い う意味である ｡ 魂を入れる袋をチ ヨ か フ ォグ ニ (tokafo rgcini:雀の 釦 とよび､ 雀の
魂の 意味である ｡ 幼 い子供が死ぬヒ､ 雀 (coka) にな ると信じて い るので ､ 家に雀が迷い
込 んでも捕まえて は い けない ｡ 子授け女神 (o m ci m am a) の後ろに立 っ て い る柳の英
一
枚 一 枚を鳥の巣に して ､ 幼児の魂の居場所を作る[凌1934:128]o
ホジ ェ ン族の 間で は､ 次の ように言われて い る ｡ 天に巨大な神樹オミヤモ ニ がある ｡
そ の上 に多くの オ ミヤカサがい る ｡ 受胎する前に､ 彼らはみな､ オミヤ モ ニ の 枝の股に住
んで い る ｡ また ､ 乳児が死んだときその魂の鳥は､ 神樹に戻り次の誕生を待つ ｡ こ のため､
乳児が死んだときは､ 土葬で なく､ 樹葬にする 除 ､ 黄191:59
･60]o
神樹オミヤモ ニ とオミヤカサの語源は､ 次の ように解釈で きるだろう o オミ (omi) は鳥
の ｢巣+ で ､ モ ニ (m o･ ni:木 ＋三人称語尾) は ｢木+ で ､ ガス カ(ga ske)は
｢鳥+ であるの
で ､ オミヤモ ニ は ､ omia m o
･
ni(巣の木)､ オミヤカサは ､ omiagaske (巣の鳥) の意味で
ある ｡
ナ - ナイの花嫁衣裳の図柄には､ 神樹が描かれて おり､ 子沢山､ 豊穣､ 子孫繁栄を願う【荻
原養子 2001:23-36】｡
シタ ･ モ ルゲ ンで ､ 子供を殺すように命 じられた下女は ､ ｢子供の母と同じ樹の上で 出会
っ た伯母+ であ る とい う表現がある ｡
ハ リ ラ ハ リラ ハ リラ ハ リラ ハ レ
姉の子供 ､ お前たちの運命は
非常に よくない ｡
お前たちの父はカシ ェ ン ･ ダドの呪文を聞いて
お前たちの母を殺 した｡
ハ リラ ハ リラ ハ リラ ハ リラ ハ レ
お前たちの母ヒは､ 一 つ の木の上で 出会っ たo
そ こで 私たち二 人は姉妹にな っ た｡
私 をおばさんヒ呼びなさ い ｡
私の シ ャ ー マ ンは ､ 髄くない去
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カシ ェ ン ･ ダドにかなわない ｡
彼女はジ エ ン ジン村の女シャ ー マ ンだo
彼女は凍て (私の) 母を殺 した Q
私は彼女に捕ま っ て来たo
そ して 下女にな っ た ｡
この ことから､ 考えると､ 上記の表現は､ 母と伯母は､ 生まれる前に同じ神樹に住んで
い た姉妹であ っ た と解釈で きる ｡ 子の誕生にま つ わる神樹は ､ 他のイ マ カ ンに見つ か っ て
い ない ｡
(3) 魂の別の形態
｢シタ ･ モルゲ ン+ の 申で ､ 生傘は､ ガラス玉 のような形をして い る o 3人のケ シイ ン ･
ダ ドの手下 の命玉 は､ 金の箱の中に大審にしまわれて い たが､ シ夕 ･ モル ゲンの事に渡り
に壊され たため､ 死んで しまう o 別 のイ マ カン ｢シャ ル テ ュ ウ ･ モ ル ゲン+ にも ､ 仇の 命
玉を壊し､ 仇を殺す記述がある o
私は空中から地上 を探した ｡
彼らの魂を探した ｡
一 匹の鼠 と - 匹の蛙が話をして いたc
私は鼠が言う話を聞い た ｡
｢蛙兄 ､ 私 は確かに見た｡
鉄の箱に主人の魂がある ｡
その中に - の小さい 金の箱があるo
彼らは金の箱の中に い る ｡ +
ハ リラ､ ハ リラ
私は空から下 へ 降り､
蛙を噛み殺した｡
鼠を掴み殺した｡
鉄の箱を開き
この小さ い金の箱を開くと､
中に三個の瑠璃珠がある ｡
ハ リラ ハ リラ
この三個の瑠璃珠は､ 彼らの命玉だ ｡
瑠璃珠を手で掴むと､ 壊され ると思い
彼らは直そ ｢命を助けてください+ と言うが､
彼らがい かに嘆願しても､ 決して渡すな｡
あなたは手に瑠璃球を掴み彼らの頭にぶ っ つ けなさい ｡
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一 気にぶ っ つ けて ､ 瑠璃珠を壊せば､ 彼らは死ぬ o
決 して 忘れるな ｡
私はケシ ェ ン ･ ダドを探しに行く｡
7 5 - >
シタ ･ モ ルゲ ンは ､ 服の裾を上にひ ろげた､ 金の 箱を受け取るためにo
見ると金の箱は ､ 空中で 一 本の金色の光線の ように落ちて きたo こ れ 杏
服の裾に 受けて ､ 開けて 見ると､ 中に 三個の瑠璃珠が白く光っ てい る o
この 時､ 三人のモ ルゲシが現れ､ 焼き ｢私たちを放して+ と乞う ｡ ｢シタ ･
モ ルゲ ンは ､ 偉大だ o 私 の命玉 を渡して ください . 私 たちは､ あなたの
奴隷になります｡ 私は､ あなたを相手 に戦えなくな っ た｡ 私はあなたに
勝て なくな っ た｡+ シタ ･ モル ゲンは彼らに言う ｢別な人なら命玉 を渡す
が､ お まえたちは私の仇だム 渡せな い o+ と言い終る と､ 三個の瑠璃玉を
彼らの頭めがけて 投げつ け､ 壊した ｡ 三人のモ ルゲンは皆死んだ｡
オ ロチ ョ ン族 に伝わる女シャ ー マ ン ｢ム トリカン+ で は､ 魚の卵が ､ お爺さんとお婆
さんの命で あり､ 卵を壊すと2人は死んで しまう[王宏剛､ 関小雲1999:38ウ〕｡
3 0 6
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